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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　一月も後半に差し掛かったある日。

　体育の授業が行われていたグラウンドに歓声が響ひびき、体たい操そう服ふく姿で地べたに座り込んでいた春はる亮あきは首を捻ひねってその方向を見やった。そして軽く嘆息する。

　それを見み咎とがめたか、隣となりに座っていた泰たい造ぞうが、

「どしたい春亮、いきなり溜ため息いきなんかついちゃってよ。幸せが逃げていくぞ？」

「いや……相変わらず目立ってんなぁ、と思ってさ」

「おー、あの子か。最初はビックリしたけど、全然文化の違うところから来たんならしょうがないだろ。もう俺おれはわりと慣なれてきたぞ」

「フィアのときといい、お前らって順応性高いよなぁ……悪いことじゃないんだろうけど」

　もう一度息を吐はき、春亮は同じグラウンドにいる女子の授業に再度目を向ける。男子は交替でサッカーをやっている（春亮達は抜け番だ）のだが、女子の課か目もくはバレーボールだった。体育は二クラス合同で行っているので、コートには見慣れたクラスメイト達に交じって隣のクラスの女子の姿もある。

　一同の注目を集めているのは一つのコートだった。引ひき攣つった顔の女子が可愛かわいらしくアンダーハンドでサーブを行う。緩ゆるやかにネットを越えてきたその球を相手側の一人ひとりがレシーブし、別の一人が覚おぼ束つかない手つきでトスを上げ、そして──

　褐かつ色しよくの影かげが空中に舞まい上がる。

「……ふっ！」

　その影は鋭するどい呼気と共に身体からだを回転させ、ネットの遥はるか上方からボールを相手のコートに叩たたき込んだ──勿もち論ろん、足でスパイクして。

　相手チームは「こんなの取れるわけないよ……」的な困り顔を見合わせ、それから助けを求めるように視し線せんを周囲に巡めぐらせる。そこで今まで別の試合の審しん判ぱんをしていた教師もそのコートで行われている非ひ常じよう識しきなアクションに気付いたらしい。

「……一年一組女子出席番号十九番。足でスパイクをするな」

　手にスコップを持った保健体育の教師──潰かい道どう先生がどこか呆あきれた様よう子すで言う。声をかけられた女子は軽く小首を傾かしげた。プレイ中もずっと手に持っていたバレーのルールブックをぱらりと捲めくりながら、

「お言葉ですが。《身体のいかなる部位で打ち返しても反則ではない》とこの本には記き載さいされています、という報告を報告します」

「反則ではないが、バレーは基本的に手で行う競きよう技ぎだ……ルールはともかく、礼れい儀ぎのようなものだと考えろ。それにお前が足を使うと他ほかの生徒の教練にならぬ。手加減の意味でも手を使え」

「受じゆ諾だく。ですが今の一点で試合は終了……たった今既き知ちにしたところによると、今のがマッチポイント、というものだったかと」

「そうか。ならば次からでいい。チーム交替だ、次のグループが試合を行え」

　潰かい道どう先生の指示に従い、コートの生徒達が入いれ換かわる。褐かつ色しよく肌はだの少女は、息の一つも乱すことなく平然と待たい機き場所に向けて歩いていった。

　妙な順応性を発揮する泰たい造ぞう達はともかく、春はる亮あきにとってやはりその光景はまだ何か違和感のあるものだった。褐色肌に灰はい色いろ髪がみ。強引に体たい操そう服ふくの脇わきを絞しぼって作り出されたヘソ出しルックに、短パンから伸びるすらりとした足。その足元は当然のように裸足はだしだ。

　ン・イゾイー。《闇やみ曲まがり拍ぱく明あきの研究室長国》という組そ織しきの一員である彼女は、闇曲拍明の要望を理事長が受け入れたことにより、つい数週間前からこの学校の生徒になった。ちなみにクラスはこのはと同じく隣となりの一年一組だ……二組には二学期に喧やかましい銀ぎん髪ぱつ小娘も転校生としてやってきたばかりだし、さりとて全然事情を知らない別のクラスに放り込むのも多少問題があるし、ということで一組が選えらばれたのだろう。

　泰造がうむうむと頷うなずきながら、

「うーん、やっぱすげぇ運動神経だな。こりゃ運動部の争そう奪だつ戦せんもしばらく続きそうだ」

「あ、やっぱ勧かん誘ゆう合戦が始まったりしてんのか」

「本人は全然興きよう味みがないみたいなんだけどな。あ、そういや俺おれ、お前に聞きたいことあったんだ！　隣のクラスの奴やつから聞いた情報によると、どうやら彼女はこのはさんと仲がいいらしい！　二人ふたりきりでよくお喋しやべりしてたりするんだってさ！　これは『俺もあの子と仲良くなってさらにこのはさんとの接点を作って好感度を高めろ』という神のお告つげかもしれん！　なあなあ、二人でどんなこと話してるんだと思う？　家でこのはさんから聞いたりしてないのか？」

「さ、さあ？」

　実のところは知っている──それはお喋りというか、『あんまりおかしなことはしないでくださいよ！』とこのはが教育的指し導どうをしているだけだ。彼女もやりたくてやっているわけではないのだろうが、一組でン・イゾイーの背景を知っているのがこのはしかいないので、彼女がン・イゾイーの監かん視し役＆教育係にならざるを得ないのだ。

　そうこうしているうちに、バレーコートには新たなチームが配置につく。

「あのイナカ女め……一人ひとりで目立ちおって。そんなに自分の運動神経をアピールしたいのか！　見ておれ、あの女にできて私にできんことなどないというところを見せてくれる！」

「フィアくん、気合いを入れるのはいいが足を使うのは止やめておいたほうがいい」

「む。なぜだ、キリカ。私だってあれくらいのことは──」

「潰道先生がスコップの素す振ぶりを始めている」

「……できるが、まぁ、礼れい儀ぎのような点で問題があるのだったな。止やめておこう」

　片方のコートにいるのは、一年二組の女子を中心としたチーム。チラ、と横目で潰かい道どう先生の様よう子すを見やる銀ぎん髪ぱつ小娘──フィアと、いつものジャージ姿の錐きり霞かがそのチームだ。対する相手は一組と二組の混合編へん成せいのようで、

「おっ！　フィアちゃんと錐霞ちゃんが相手ですかにゃ！　これは激げき戦せんの予感……！」

「おう、カナ。珍しくこっちのチームにおらんと思ったら、そっちにおったか」

「たまには傭よう兵へいみたいな仕事するのもいいかと思ってさ。頑がん張ばろうね、このはっちー！」

「ウシチチがおるのか……そうか……フフフフ！　カナには悪いが、それを知って手加減ができなくなったぞ！」

「いつものことですが、なんでわたしにそんな対抗意い識しきを燃もやしてくるんですかね……？」

　フィア達の相手チームには渦か奈なとこのはがいた。このははネット近くの前列に位置取り、渦奈は後列で試合開始。渦奈は水泳部の期待の新星で、つまり運動神経は悪くない。オーバーハンドで見事なサーブを打ち、それを錐霞がレシーブし、次にトス──と思いきや、そんなもどかしいことはやってられないとばかりにフィアが大ジャンプ。意表を突く２アタックの形で、

「ブロックできるものならしてみるがいい、ウシチチ！　貴き様さまがいかにそのブヨヨンウォールで私の邪じや魔まを試みようとも、淑しゆく乳にゆう同盟の正義は容易たやすくそれを乗り越えるのだーっ！」

「わけのわからないことをっ……！」

　その華きや奢しやな体たい軀くからは想像もできない跳ちよう躍やく力りよくでフィアが宙を舞まい、渾こん身しんの力でボールをスパイク。ネットの向こうのこのはがすっと眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを細めるのが見えた。そして、そのスパイクをブロックすべく、彼女も上半身にある二つの膨ふくらみをたゆんたゆんと体たい操そう服ふくの中で跳はねさせながらジャンプして──

「……わー。怖いですー」

　だがそのジャンプはほんの数センチ程度。白しら々じらしく言うこのはの頭上を通過したフィアのスパイクが、どこん！　とコートに突き刺さった。「ぬー、さすがだにゃ、フィアちゃん」とワンバウンドしたボールをキャッチして頷うなずく渦奈、不ふ機き嫌げんそうに相手ブロッカーを睨にらむフィア。

「おいウシチチ、真ま面じ目めにやれ！」

「わたしは真面目ですよ？」

　と、明らかな手加減ブロックをしたこのはが首を傾かしげて微笑ほほえむ。

「しょーがないよ、フィアちゃんは運動神経バツグンだもんね！　大丈夫大丈夫、この渦奈さんがすぐに取り返してあげますから！」

「ごめんなさい……レシーブとかはちゃんとしますから」

　などと言いつつ、このは達はポジションをローテーション。その他ほかのメンバーも、このはがフィアのスパイクを止められなかったことを不ふ思し議ぎがってはいない。別にこのはが今回特別に手を抜いているというわけではなく、普通の人間では太た刀ち打うちできないほどの身体能力を秘めているこのはは元からあまり体育とかでは本気を出さないようにしているのだ。最初から『ちょっと運動の苦にが手てな子』というポジションを演じてきているので、フィアに付き合っていきなり本気の動きを見せたほうがいろいろ問題になってしまう。

　一方的に勝負を拒否されたフィアは不ふ機き嫌げんそうにしていたが、このはの事情は彼女にもわかっているのだろう。口をへの字にしながらも普通にプレーを始めた……まあ、こういうのもいつもの光景だ。

（でも……全部がいつも通りってわけじゃない、かな）

　さすがはこのはさん、ボールを怖がる姿も可か憐れんだ……などと呟つぶやきながらコートを見つめている泰たい造ぞうの横で、春はる亮あきは思う。

　いつも通りではないこと、一つめ。それは数週間前からの光景。

　コートの外、あぐらを搔かいて座る褐かつ色しよく少女が体たい操そう服ふくの胸元からメモ帳のようなものを引っ張り出した。チラリとフィア達の様よう子すを眺めてから、そこに鉛筆で何かを書きつけていく。たいしたことは書かれていないだろう──それは単に彼女が職しよく務む熱ねつ心しんだというだけだ。

　そして、いつも通りではないこと、二つ目。それはつい数日前からの光景だった。

「そっちに行ったぞ、キリカ！」

「……え？　あ……すまない。少しボーっとしていた」

「まぁ──どんまい、だ。まだ点差は開いておる」

　てんてん、と転がるボール。それを拾い上げた錐きり霞かがボールを見つめて溜ため息をつく。

　やはりおかしい、と春はる亮あきは思った。

（最近、いんちょーさん……なんか心ここにあらずって感じだよな。なんでだろ？）
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　自分達の試合が終わり、フィアはコート外の待たい機き場所に戻った。ウシチチがいつものように本気を出さなかったのですっきりとはしないが、勝ちは勝ちだ。多少は気分が良い。

「ねえねえン・イゾイーさん、弓とかに興きよう味みない？」

「弓ですか。それなりに得意です」

「ほんと？　やったことあるの？　じゃあ丁度いいっていうかさ、今度弓道部に体たい験けん入部を、いや、遊びに来てくれるだけでも──」

「未知なので疑問を問いますが、獲え物ものは何なのでしょう。自分が見たことがないだけで、この国にも野牛ンマニハなどがいるのでしょうか。急所が同じならばよいのですが」

「……」

　などとン・イゾイーが別の女子生徒と話しているのを聞きながら、フィアは適当な場所に腰を下ろす。最初はどんなことをしでかすかと不安ではあったが、クラスで孤立しているとか苛いじめられているとかいう気配けはいもないし、それなりにクラスに溶け込みつつはあるのだろう……別に自分にはどうでもいいことだが。

「やー、負けちゃったい……最後追い上げたんだけどなー」

　などと言いつつ、渦か奈なが隣となりに座る。錐きり霞かとこのはも一いつ緒しよだった。

　コートでは次の試合が始まっており、スコップ教師はその審しん判ぱんをしていた。よほどうるさくしない限りは喋しやべっていても大丈夫だろう。

「あ。そういやさ、そろそろアレの時期だよね」

「アレとは何だ？」

「またまたー。バレンタインですよ、バ・レ・ン・タ・イ・ン！　バンアレン帯とは違うよ！　とかベタなことも言っちゃってみたり！」

「ぬう、いきなりテンションが高くなったな。で、バレンタイン……？　聞き覚えがあるような、ないような」

「え、まさかホントに知らないの？　オオーゥ……ゴッドよ……」

　外人のように手で顔を覆おおい、大おお袈げ裟さな仕し草ぐさで頭を横に振る渦奈。そしてスイッチを切り替えたかのように唐とう突とつに、ずばんとこちらの肩に手を置いてきて、

「知らないならば教えるしか！　フィアちゃんみたいな可愛かわいい子がこんなスペシャルイベントと無関係なままなんて勿もつ体たいなさすぎるし！　いーい？　バレンタイン、それは一年に一回だけ訪れる、女の子の女の子による女の子のための日！　つまり──」

　などとやけに熱ねつの入った口く調ちようでレクチャーされた。一通り話を聞き終え、

「ふぅむ、二月十四日のことをそう呼ぶのか。なんというか、色恋沙ざ汰たに関連するイベントなのだな。私には関係なさそうだ。カナ、お前は参加するのか？」

　うっ、と渦奈は一いつ瞬しゆんだけ呻うめいて顔を背けた。

「ざ、残念ながら……いくらこの渦奈さんと言えども、この一年は水泳部とかが忙しく、とてもそんな色恋沙汰にうつつを抜かす余裕はなかったり、気になる人すら見つけられないという状況だったり……」

「ではやはり我われ々われには関係ないイベントではないか」

　気を取り直すように、渦奈が咳せき払ばらいを一つ。立てた人差し指を振りながら、

「いやー……実は、バレンタインの持つ意味はそれだけじゃないんだよ。これは一年に一回のお祭りイベント、祝い事！　それに参加できないなんてなんか寂さびしいっしょ？　なので、普段ふだんお世話になっている男の子にチョコを渡すというのもアリだということになっているのです」

「普段……世話に……なぁ？」

　ぽこん、と頭の中に一人ひとりの少年の顔が浮かんでくる。マヌケなハレンチ顔。いつもいつもハレンチなことばかりしていて、時々口うるさくて、でも普段作ってくれるメシはそれなりに美う味まくて、それから──

　いやいや、とフィアは頭を振る。

「納なつ得とくできん。おかしな話だと思うぞ。普段ふだん世話になっているのだとしても、それなら直接礼でもなんでも言えばよいではないか。二月十四日に限定する理由もない。それに、アレだ、チョコだって買わねばならんし、それは一方的に女のほうが損をするだけで──」

「あ、一方的じゃないよー。一ヶ月後のホワイトデーには男の子が女の子に貰もらったチョコのお返しをせねばならないというルールがあるのです！　なんと三倍返しがデフォ！」

「三倍！　それは、なんというか……オトクだな！」

　となると少しばかり話が違ってくる。なんという利益率だ。五百円のものが千五百円に、千円のものが三千円に。素す晴ばらしい。黒くろ絵えの美容室よりも儲もうかるのではないか。

「とまあ、そういうのがいわゆる《義理チョコ》の話ね。で……今まで我われ関せずだったそこのお二人ふたりさんの予定はどうなのかにゃー？」

「わ、わたしですか？　わたしは、そのぅ……」

「うん……？　ああ、バレンタインか。そう、だな……」

　このはは何やらもじもじし始め、今まで何か考え事をしていた錐きり霞かもようやく話題についてきた様よう子すで顔を上げる。なぜか、二人の視し線せんはサッカーをしている男子のほうにちらりと向けられていた。

「どっちの意味なのかは聞かないことにしとくけど、あげるよね？　あっきーとかにさ」

「な、なんのことですか？　あははー。いや、まぁ……そう、です、ね？　従い兄と弟こですし、当然かな、みたいな」

「あ……ああ。クラスメイトなのだし、いろいろと世話になっているし。製菓会社の馬ば鹿かげた思おも惑わくに乗せられているような気がしないでもないが、やらないのも不義理にすぎる、だろう。多た分ぶん。おそらく」

　この二人は奴やつにチョコを渡すのか。ならばやはり自分も渡すべきか。なんというか、こう……本来の色恋的な意味のほうで誤解されはしないかと不安がありはするが、いや、なぜ不安に思うのだ別にそんな誤解は誤解以外の何物でもないのであって何やら気分がむわむわしてくるがそれもきっとどうでもよいことで──

「で、フィアちゃんはー？」

「む、う……そんなに、世話になっておる、とは思わんが、その、一応は家を間借りしている状態だし、メシも食わせてもらっておるし、ウシチチや錐霞が渡すのに私が渡さないとなれば、それは私が礼れい儀ぎ知らずだということになってしまう、かもしれん……な？　その、バレンタインとはそういう共通認にん識しきのある文化的イベントなのだろ？」

「んー、そっかもねー。とりあえず、あっきーはフィアちゃんからチョコを貰うとすっごい喜ぶと思うよー。逆に貰えなかったらちょっと凹へこんだりするかも。グフフ」

　ならば仕方ない、とフィアは思った。そうだ仕方ないのだ。まったく手間ばかりかけさせるな、あのハレンチ小僧は。

「一つ聞くが……カナよ、相場はどれくらいなのだ？　何度かバイトをした金はあるが、今までいろいろ使ってしまってな。あまり残っておらんのだ」

「ここで渦か奈な先生が大事なことをフィアちゃんに教えましょう……ズバリ、ベストは手作りのチョコ！　これが一番男の子は喜びます！　女の子の手作りチョコってだけで男の子は付加価値を感じるはずだよ。多た分ぶん、十倍は嬉うれしがるね！」

「十倍……!?　待て待て、考えてみよう。仮に、誰だれかが千円くらいの市場価値があるチョコを作ったとする」

「うんうん」

「それを貰もらった男が感じる価値は千円の十倍で一万円。そして、ホワイトデーとやらのお返しがその三倍ということは」

　ごくりとフィアは唾つばを吞のみ込んだ。

「つまり、返ってくるのは……三万おせんべということになる！」

「ちょっと！　何ですか、その奇怪な単位での皮算用は!?」

　このはがこの当然の論ろん理りにもなぜだか文句を言ってくる。渦奈も「おおっ。今一いつ瞬しゆん、フィアちゃんの目が￥マークになってたような気がしますぞー！」などとよくわからない反応を返してきた。それからこのはは呆あきれたように顔を顰しかめ、

「あのねぇ……バレンタインのチョコっていうのは日ひ頃ごろの感かん謝しやを込めて贈おくるもので、お返しを期待するものじゃないですよ。大事なのはいかに感謝の気持ちが伝わるか、相手が喜ぶか、です──まぁ礼れい儀ぎ知らずって言われるのが嫌いやだからとりあえず渡す、程度のモチベーションでは春はる亮あきくんを喜ばせるなんてできっこないでしょうけどね」

　言葉の最後は、ふっふーん、と軽く鼻を鳴らしながら。なんとなくむかついた。

「なにおう！　ならば勝負するか、ウシチチよ！　チョコを渡してハレンチ小僧を喜ばせることなど容易たやすい……少なくとも貴き様さまよりは奴やつを満足させることができる自信があるぞ！　それに、奴を一番満足させれば、当然一番素敵すてきなお返しが返ってくるであろうからな！」

「えー。大事なバレンタインチョコを使って勝負とかするのは、ちょっと……」

「ははん。さては自信がないのだな」

　むっ、とこのはは不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せた。しかし表立って反はん論ろんしてくることはなく、別にどうでもいいですよ、というような体ていで明後日あさつての方向にぷいと視し線せんを逸そらしながら、

「わたしには勝負する気なんてありませんが、結果として勝つことにはなるでしょうね。つまりはそういう話で、それだけの話です」

「くっ。言いおったな……」

　余裕の態度ではないか。やはりむかつく。

　しかし──なんとなく勢いで勝負になってしまったが、このままではまずい気がする。冷静になって考えてみれば、これはかなり厳きびしい戦いだ。奴やつはおそらく手作りのチョコを渡すだろう。とすると自分も手作りで対抗するしかない、のだが……自分にはそのスキルがない。チョコを作ったことなどないのだ。

（ならば特訓せねばなるまいが……ううむ、どうやって……？）

　考える。特訓には場所が必要だ。家の台所を使うのは敵であるウシチチにこちらの手の内を晒さらすようなもの。そして勿もち論ろん、自分はチョコの作り方など知らないのだから、その辺のことを教えてくれるアドバイザー的な教官も必要だ。料理のできる、そして信頼のおける教官が──

　さらに考える。結局のところ、その候補の心当たりは一人ひとりしかいなかった。いろいろ問題があるのは承知していたが、他ほかに手がない。駄だ目めで元々だ。

　このはがこちらに意い識しきを向けていないのを横目で確かく認にんしてから、フィアは隣となりに座っていた錐きり霞かの耳元にそっと顔を近付ける。

「なあ、キリカよ」

「うん？」

　ぼんやりと考え事をしていた錐霞が、少し遅れた反応で顔を上げた。

「ええと……頼みが、あるのだ。これはお前にとっては全然益のないことで、いや、お前も春はる亮あきにチョコを渡すと言っていたし、ある意味お前も《誰だれが一番あのハレンチ小僧を喜ばせられるか勝負》の参加権を持つ一員で──つまりは、その、お前にとっては敵に塩を送る的なことになるのはわかっているが。それでも、もし、もしよければ──」

　喋しやべりながら、改めて無む茶ちやな頼みだと思った。自分が彼女の立場ならば間違いなく断る。春亮を一番満足させて一番のお返しを受け取れるのは一人だけ。敵を増やしてどうするというのだ。

　しかしこちらの話を聞き終えた錐霞は、予想外にも軽く答えた。

「いいよ」

「よ、よいのか？」

「ああ。私でよければ力になろう」

「しかしだな、自分で言っておいてなんだが、私はもう本気で知ち識しきとテクを吸収するぞ。乾いたおせんべが濡ぬれおせんべになってしまうくらいにだ。お前も勝負に参加するつもりなら、それはやっぱり完全に敵に塩を送るようなことで──」

「いいんだ。私は、勝負する気はない」

　こちらの台詞せりふを遮さえぎって、錐霞は呟つぶやいた。そして再度、小さな声でその言葉を繰くり返す。

　どこか寂さびしげに微笑ほほえみながら──自分に言い聞かせるかのように。




「そう……勝負する気は、ないんだ……」
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「私はこれから遊びに行ってくる！　特にその他ほかの用事とか隠かくされた目的とかは全くないのでゼンゼン気にするなと言っておこう！」

　日にち曜よう日びの午後だった。昼食後のまったりタイムに包まれていた夜や知ち家けの居間で、よそいきの恰かつ好こうに着替えたフィアが声高らかに宣言する。勿もち論ろん、春はる亮あきがすべきは「行ってらっしゃい」と手を振って彼女を見送ることなどではなかった。ジト目になって、

「おい……何を企たくらんでる？」

「な、何も企んでなどおらんわい、呪のろうぞ！　ただの散歩……のようなものだ！」

「ほほう、散歩か。なら俺おれも一いつ緒しよに」

「い、いかーん！　今日きようの散歩は、その──そう、試着！　服屋で下着の試着をしたりなんだりとハレンチなイベントが盛りだくさん！　溢あふれんばかりに目白押しなのだ！　その散歩についてこようとするということは、貴き様さまがついに自分のハレンチ小僧っぷりを認めてハレンチ行為に及ぼうとしている意志の現れだと判断する！　ノー・モア・ハレンチ！　しっしっ」

　と、犬を手で追い払うような仕し草ぐさ。それからフィアははっと居間の時計とけいを見上げて、

「ぬっ、そうこうしておるうちにもうこんな時間ではないか！　急がんと遅れてしまう、では何も怪あやしくないただの散歩に行ってくるぞ！　夕飯までには帰る！」

　止める間もなく、ずどどどー、とフィアは走り去っていった。ほどなくして玄関が慌あわただしく開閉される音が聞こえ──そして居間に平へい穏おんが戻る。

「なんだありゃ。今からでも追っかけたほうがいいのか……？」

「ま、大丈夫なんじゃないですか？　最近はだいぶこの街とかにも慣なれてきたみたいですし、そんなおかしなこともしないでしょう」

　ずずー、とお茶ちやを啜すすりながらこのはが言う。おかしい、いつもなら彼女が率先してフィアの行動に目を光らせると思うのだが。

「そうかもしれんけど……うーん、いつものことながらいざってときに連絡が取れないのが不安だ。携帯でも持たせとけばよかったな」

「買ってあげたらええんじゃない？　うちもちょっとは援助するよ」

　と、畳たたみの上でごろごろしていた黒くろ絵えが気軽な口く調ちようで言う。今日も《壇だんノの浦うら》は営業中だが、小一時間ほど昼休みにしてごはんを食べに帰ってきていたのだ。弁当代の節約にはなっているのだろうが、代わりに客をゲットするチャンスを逃のがしているのであまり意味はないような気がする。特に今日きようはせっかくの日にち曜よう日びなのに。

「買うのはいいが通話代とかがなー。今度ちょっと計算してみるか」

「まだあの子に携帯とかは早いですよ。とりあえず今日は連絡が取れないこともないでしょうし、気にしないでも大丈夫です」

　このはは依然として目を閉じてお茶ちやを啜すすっているだけだ。どういうことだろう。

「このは、フィアがどこ行ったかわかってるのか？」

「だいたい想像はつきますよ。事情があって春はる亮あきくんには言わないことにしておきますが」

「なんだそりゃ？」

「このさんこのさん、うちには教えてくれる？」

　ごろんごろんと黒くろ絵えが畳たたみの上で身体からだを転がし、テーブルの下経由でこのはの足元へ。このはは軽く嘆息してから、膝ひざ枕まくらポジションにいる黒絵の耳元に何事かを囁ささやいたようだった。それからまた黒絵がごろんごろんとテーブルの下から転がり出てきて、

「おー。なるほどなるほど、納なつ得とくじゃ。なにか面おも白しろいことになっちょるね」

「やっぱ俺おれには秘密なのか？」

「ヒミツー。むふふ、心配せんでもいずれわかるよ？　そのころにはハルは忘れちょるかもしれんけど……忘れちょったほうが嬉うれしいよね、きっと」

　なぜか壁かべのカレンダーのほうをちらりと見ながら、黒絵が含み笑いして言う。

「んー？　どういうことだ……？」

　正直なところ全然わからなかったので、春亮は一人ひとり首を捻ひねっておくしかなかった。
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　メモを見ながら目的のマンションに辿たどり着く。教えられていた通りにエントランスのパネルに部へ屋や番号を入力すると、彼女の声と同時に自動ドアが開いた。なんというハイテク。

　真新しいエレベーターを使って目的の階に移動する。ゴミ一つない廊下をひとしきりうろうろしてから目的の部屋を見つけ、なんとなくワクワクしながらインターフォンを押す──ほどなくしてドアが開いた。

「やあ。いらっしゃい、フィアくん」

「来たぞ、キリカ！　今日はよろしく頼む！」

　案内されて部屋に入る。マンションという住居に入るのは初めてだったので、ひどく新しん鮮せんだった。イメージしていたほど狭くはない──一般的なマンションというものをよく知らないので、ここが平均よりもいい家なだけかもしれないが。

「さて……頼んでいたものは買ってきてくれたかな？」

「勿もち論ろんだ。私は教えを乞こう立場なのだからな、これくらいは任せておけ。ええと、板チョコレートは……数はこれくらいでよかったか？」

　ここに来る途と中ちゆうに寄ったスーパーのビニール袋を錐きり霞かに渡す。彼女は中を見て頷うなずいた。

「ああ、充分だろう」

「ならばよかった。しかし正直、私が考えていた《手作り》と何やらイメージが違うような気がするのだが……これは元から既すでにチョコだし」

「さすがにカカオから作るのは無理だよ。大丈夫、こういうのもちゃんと手作りのうちだ」

　板チョコをテーブルに置きながら、そこでふと錐霞が何かを思い出したように顔を上げた。

「そうだ、最初に大事なことを決めなくてはならないんだが……何を作る気なんだ？」

「何を、と言われても。無む論ろん、チョコだ！」

「それはわかっているが……どういうチョコを、というか。ああ、ネットで見てみるか」

　と錐霞は机に置いてあったノート型パソコンを開いてかちかちと何かを打ち込んだ。すると画面に色いろ鮮あざやかなホームページ（多た分ぶん）が表示され、

「一口にチョコと言ってもいろいろ種類があるんだ。そしてバレンタインに贈おくるのは別に厳げん密みつなチョコだけでなく、チョコケーキなどでもよかったりする」

「なんと、そういうことだったのか！　むむむ……」

　と、フィアは眉まゆを寄せてパソコンの画面を覗のぞき込んだ。どうやらバレンタイン特集のホームページらしい。《これで貴女あなたも気になる彼のハートをゲット！》などという煽あおり文句と共に、いろいろなチョコの菓子が写真入りで掲けい載さいされている。

「うーむ、どれもこれも美う味まそうだな。じゅるり……はっ!?　いや待て、涎よだれを垂たらしておる場合ではない。どれを作るか決めるために見ておるのだ」

「どれか気になるものがあったりしないか？」

「しいて言えば全部気になる」

「そ、そうか……」

　写真の菓子に目移りを続けることしばらく、はたと気付いた。

「ところでキリカよ、お前は何を作るつもりなのだ？　さすがにカブってはまずいだろう」

「……まだ決めていないよ。だから気にしないでも大丈夫だ」

「ふぅむ。ならばよいが」

　さて、では何を作るべきなのか。問題は、あのハレンチ小僧が何を食えば一番喜ぶのかということ──いや待て、それはいささか焦あせりすぎか。何せ自分は初めてチョコを作るのだ。何も春はる亮あきに渡すチョコを今すぐ完成させなくてはならないわけではないし、今日きようのところは自分のスキルアップを第一の目的にしたほうがいいのかもしれない。そうだ、バレンタインまでにはまだ時間があるし、何を作るかをそれまでの間にリサーチしておけば丁度良いし……決めた。

「よし。とりあえず今日はチョコ作りの経けい験けん値ちを溜ためようと思うのだ。キリカよ、すまんがこの中から初心者にも作れるような奴やつを見つくろってくれんか？」

「まずは練習を、ということだな。いい考えだと思う。では──この生チョコなんかどうだろう。チョコを手作りで再加工する雰囲気がわかると思う」

　錐きり霞かがマウスを操そう作さし、一枚の写真をクリック。そのレシピの書かれたページが開く。

「よし──ではこれでいくか！　フフ、これが三万おせんべに至る道の第一歩だ！」

　たとえ今は初心者なのだとしても、自分はあのウシチチなどより完かん璧ぺきに優すぐれている。今から練習してスキルアップすれば、本番のときには確かく実じつにあの女を凌りよう駕がしていることだろう。つまり勝利はもう八割がたこの手中にある。だから確信をもって思った。

（もらったな……！）

　はたしてこの自分のチョコを受け取ったとき、春はる亮あきはどんな顔をするだろうか。どんな素す晴ばらしいお返しをしてくれるだろうか。

　まったく、考えるだけで楽しみだ。
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　そして二月の十四日。

「ふぃー。お茶ちやが美う味まい……」

　と、いつものように春亮は夜や知ち家けの縁えん側がわで老人のように目を細めてお茶を啜すすっていた。フィアは周囲に人ひと気けがないのを確認し、その背中にそろそろと近付いていく。

「おい」

「ん、どした？」

　見み慣なれた間抜け顔。それになぜかドキリとしながら、フィアは後ろ手に持っていた袋を春亮に押しつけた。

「やる。バレンタインデー、だからな。日ひ頃ごろ世話になっておるお礼というか、そんな感じで」

「え？　マジで？　嬉うれしいな……ひょっとして手作りか？」

「そうだ。一いつ生しよう懸けん命めい作ったのだぞ」

「すげえな。俺おれ、マジで感動しちゃってるよ……食っていい？」

「ち、チョコは食うものだろう。飾っておくものではない。勿もち論ろん、構わんぞ」

「はは、俺としては記念に飾っておきたいくらいなんだけどな」

　春亮が紙袋からチョコを取り出し、その一つを摘つまむ。それを見つめながら、ごくりと唾つばを吞のみ込んだようだった。不安なのか……いや、きっと、あまりに美お味いしそうだからだ。その甘美な味を舌で感じるのが待ちきれないのだ。そうに決まっている。

「じゃあ──いただきます」

　重々しく言ってから、春亮はそのチョコを口に運ぶ。フィアは瞬まばたきもせずにそれを見つめた。大丈夫だ、大丈夫なはずだ。なぜなら自分は頑がん張ばった。ちゃんと味あじ見みもした。

　ぴたり、と春はる亮あきは動きを止めていた。どうした。まさか、不ま味ずかったのか、そんな……！

　とフィアが心しん臓ぞうを跳はねさせたとき、

「う……うまーい！　うまいぞぉぉぉっ！　三ツ星パティシエが裸足はだしでエスケープ！」

「にょわおぅ!?」

　がばり、と春亮がこちらの身体からだを抱きすくめてきた。あまりのことに変な声が出る。

「や、こら、春亮、このハレンチ小僧め、放はなせ、呪のろう、呪う、ぞ……!?」

「超美う味まい！　超美味いよ、フィア！　このはから貰もらった奴やつよりずっと！」

「そ、そうか!?　それなら良かった──こ、こら、わかったから、そんなところに顔をグリグリするのは止やめ……」

「ああ、ごめんごめん、テンションが上がりすぎちゃってな。じゃあホワイトデーのお礼をするぞ！　ほら、三万おせんべだ！　今日きようはいくらでも食っていいぞ！」

「ホントか!?」

　ハレンチ顔の春亮がどこからかおせんべの袋を取り出してこちらに恭うやうやしく渡してくる。今気付いたが、春亮は感動の涙を流していた。

　そのおせんべには《三万》という刻印がついていた。まさか一枚三万円なのか。そんな高級なおせんべが食べ放題なんて。縁えん側がわに座り、フィアはおせんべの袋を開あける。途端とたんに漂ってくる芳ほう醇じゆんな香かおり。口に運んで嚙かんでみると、焼きたてのような歯は応ごたえで心地ここち好よく割れた。そして、えも言われぬ複ふく雑ざつな深みのある味が舌に広がってくる──さすが三万おせんべ、この世のものとは思えない美味さだ！

　夢中で食う。貪むさぼり食う。手が止まらない。

「お、おお……幸せだ、私は幸せだぞ……！」

「そうか、よかった。俺おれも幸せだよ」

　隣となりにいた春亮の顔を見て、また、どきりとする。いつものように微笑ほほえんでいた。自分の隣に座って、お茶ちやを啜すすりながら、優やさしく微笑んでいた。それを見ているうちになぜか胸の奥が苦しくなってきたので、一端フィアは視し線せんを外した。いつのまにか自分の前に置かれていた湯のみを啜り、気分を落ち着ける。ただ二人ふたりでお茶を飲んでいるだけの、穏おだやかな縁側。

「その……なんというか、あれだ……」

　何を言おうか迷って、そこでふとこんなおせんべを独ひとり占じめしているのが悪い気がして、

「そうだ！　も、物欲しそうな目で見ておるからな、仕方ない、一枚くらいはお前にも分けてやろう。これは、本当に、美味いぞ……むぐむぐ」

　一枚のおせんべを齧かじりながら、フィアは別のおせんべを春亮にぐいと突きつける。彼はまた穏やかに笑って、

「ありがとう。でも、お前が嬉うれしいのが俺は一番嬉しいんだ。一枚もいらない、半分くらいでいいよ。だから──それ、貰うぞ」

「……っ!?」

　息が止まった。視界一杯に広がる春はる亮あきの顔。春亮は、ああ、春亮は──その口をこちらの顔に近付けてきて、今自分が咥えているおせんべの逆側を口に含んだのだ。

「にょ、わ……！」

「ああ……美う味まいな、本当に……」

　ぱり。ぱり。

　一枚のおせんべを挟はさんで、春亮の顔がすぐそこにある。おせんべを齧かじりながら、その口がゆっくりと近付いてくる。心しん臓ぞうがドキドキと暴あばれまくる。ぱり。半分を越えた。待て。待つのだ春亮、それ以上食べたら、口が、お前の口が、私の口に──




　そこではっと我われに返った。




「ぬぅおおおおおおおっ!?」

「ど、どうしたフィアくん？」

「はぁ、はぁ……な、なんだ、今私は何をしておった……？」

　息を荒げながら周囲を見回す。不ふ思し議ぎに記き憶おくが混こん濁だくしていた。ここは──そうだ、錐きり霞かの家のキッチンだ。バレンタインのチョコを作るためにコーチを頼んで、初めて錐霞の家に来て、とりあえず簡かん単たんなものを作ろうということになって──

「フィアくん、大丈夫か……？」

「も、勿もち論ろん大丈夫だ私は大丈夫だぞゼンゼン。ただ、ボーっとしておって、いや、突然叫びたい気分になったというか……」

「……ならいいが、包丁を持っているときに暴れたりすると危ないぞ」

　そう言えば、と手中を見下ろす。そこには包丁があり、キッチンの上には板チョコの載のったまな板が置かれていた。自分は錐霞に見守られながら、板チョコを微み塵じん切ぎりにする作業を行っていたのだ。こほん、と咳せき払ばらいをして気を取り直し、

「集中せねば……ボーっとしておる暇ひまはない。微塵切り微塵切り、と」

　ドカドカと包丁を乱らん暴ぼうに動かし、フィアは作業に戻る。包丁の扱いに慣なれていないから乱暴になってしまうのだ、仕方がない。これはけっして照てれ隠かくしとか八つ当たりではない。

　今まで考えていたことがふと頭に蘇よみがえってくる。自分の頰ほおが赤くなっているのを自覚しながら、フィアはさらに乱暴に包丁を動かした。

　おかしい。まったく、おかしい。

　自分は単に、日ひ頃ごろ世話になっているお礼的な理由でチョコを贈おくろうとしているだけだ。あのウシチチよりも素す晴ばらしいチョコを贈って自分の実力を認めさせ、ついでに春亮から最高のお返しをしてもらうという即物的な目的のために動いているのだ。

　だというのに。

　──なぜ、自分はあんなにもおかしな妄もう想そうをしてしまったのだろう？
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　レシピを印刷したプリントから視し線せんを上げ、錐きり霞かはちらりとフィアを見る。八つ当たり気味に包丁を動かしているように思えた。さっきも突然奇声を上げたし、何かあったのだろうか。

（バレンタインデー、か……）

　最近は別のことを考えるのに忙しかったので、とりあえずそんな浮かれたイベントのことは考えないようにしていたが──そろそろ自分も準備をしておく時期なのかもしれない。

　義理チョコの、準備だ。

（そうだ……勝負など、しない。私は）

　だが、それ以外のチョコを渡す選せん択たく肢しのことを考えなかったと言えば噓うそになる。考えた。勿もち論ろん考えた。ああ、認めるだけならいくらでも認めてやろう、あの腐った兄ですら知っているのだ、もはや誤ご魔ま化かしようもない──

　自分は、彼のことが、好きだ。

　けれど、それがどうした。自分がその意味を持ったチョコを渡すことはない。

　その選択肢を考えたうえで、自分はそれを排除したのだ。

　当然すぎる。ない。ありえない。無理だから。不可能だから。

　自分に赦ゆるされているのは、それを考えるところまでだ。いいじゃないか。この身を呪のろいに包まれたときから、こんなものを着せられたときから、自分は既すでに色々なものを諦あきらめてきた。そんな自分にとっては、考えるだけで充分にすぎる。想おもうだけで充分にすぎる。

　本当に？　と自分が聞いた。

　錐霞はそっと瞳ひとみを閉じながら、心の底から真しん摯しに答えた。

　ああ──本当だとも。




　チョコを渡す場所は屋上に決めた。あの文化祭の日、自分が一生忘れることのないであろう、幸せな泥どろ棒ぼうの記き憶おくが、彼が寝ている隙すきに盗み取った《はじめて》の記憶が刻まれた場所──

「いんちょーさん、どうしたんだ？　こんなところに呼び出して」

「いや……別に、たいした用事ではないが。他ほかの奴やつに見られると、いろいろ勘かん違ちがいする奴がでてきて、お前に迷めい惑わくがかかるかもしれないと思った、から……その、とにかくこれだ！　これを渡しておく！　ふん、まったく、馬ば鹿かげている！」

　手作りのチョコを彼の胸に押しつける。彼は僅わずかに目を丸くしてそれを受け取った。驚おどろいている──そうだ、自分のような可愛かわいくない女がチョコを渡してくるなどというのは予想外のことだったのだろう。身の程ほどをわきまえろ、自分。

　渡したのならばもう用はない。錐きり霞かはさっさと屋上の出口に向けて歩きながら、

「当然、馬ば鹿かげているほど言うまでもないことだが、義理だぞ。勘かん違ちがいするな」

「義理……なの？」

　彼が真剣な声こわ音ねで呟つぶやいた。そこに残念そうな響ひびきが込められているのは、何な故ぜなのか。

　錐霞は思わず足を止めてしまう。その背中に、

「残念、だな」

「何が、残念、なんだ」

「義理じゃなければよかったってことだよ。ああ、もう言っちまうけど、さ。俺おれ、いんちょーさんのこと……」

　振り向いた。そして耳に飛び込んできたその言葉は、

「──、だよ」

　理解できなかった。確たしかに聞こえたはずなのに、その言葉が理解できなかった。まさか。馬鹿げている。ありえない。そんな。そんなことが。

　いや待て、もう一度確かく認にんしてみよう。今、お前は何を言った？

「──、だって言ったんだ。いんちょーさん」

「う……噓うそだ」

　ひどく震ふるえた、自分の声。まるで自分のものではないように感じる。

　近付いてくる彼の声はとても真しん摯しで、彼の表情はとても真剣で、

「噓じゃない。俺は、ずっといんちょーさんと一いつ緒しよにいたい」

「ば、馬鹿げて……いる。じ、冗じよう談だんは止やめろ。そんな、そんなことは、到底信じられ──」

「じゃあさ。こうしたら、信じてくれる？」

　言葉と同時──真正面から、抱だき締しめられた。

「あ……!?」

　脳のう髄ずいに電流が走り、全すべての思考と記き憶おくと感情が刹せつ那なに焼き切れる。鼓動が暴ぼう走そうする。体温。彼の体温と自分の体温が溶け合っている。吐と息いき、吐息、吐息吐息吐息。

　何もかもを委ゆだねてしまいそうになるのをぐっと堪こらえて、錐霞は声を絞しぼり出す。

「だ、駄だ目め、だ。私は……」

「駄目じゃない。駄目じゃないよ、いんちょーさん」

　優やさしい声。彼の腕の力が強まり、存外に厚い胸板に自分の身体からだが押しつけられる。安心感。けっして受け入れるわけにはいかない、安心感。自分が自分であるために。自分を抱き締めている彼にも、この制服の下にあるものの感触は伝わっているはずだ。

「だ、だめだ、だめなんだ……忘れたのか、私は……呪のろわれている。いいのか？　嫌いやだろう？　私は、何があっても、これを脱げなくて、だから」

　震ふるえる腕で、彼の身体からだを押しのけようとする。だが無理だった。逆に彼の手が、こちらを宥なだめるかのように背中を優やさしく這はい回る。呪のろわれたボンデージ服の形をなぞり、うなじに触れ、そしてスカートを軽く持ち上げる──

「関係、ないよ」

「か、関係なくは、ないだろう。脱げないのだ。いつだって。何をするときも、風ふ呂ろのときも、それから、その……」

「関係ないってば。俺おれは、いんちょーさんとこうできるだけで幸せだし、ボンデージ服のままでも気にしないよ。いや、正直に言ったら、さ」

「し、正直に言ったら、なんだ……？」

　頭がぼうっとしてきた。すぐ近くに彼の顔。真剣で、優しくて、こちらの全すべてを受け入れてくれそうな自信に満ちたその表情。いいのか。いいのだろうか。このままこいつに全てを委ゆだねてしまっても。

　そして彼は、はっきりした口く調ちようで、

「正直──そのほうが、燃える」

「あ……」

　制服の下。身体のどこかで、ちい、と《ギメストランテの愛》のジッパーが開あけられる音が聞こえた。彼の手によって。

　ああ、駄だ目めだ。もう駄目だ。こんなの。こんなの……

「ば、馬ば鹿かげて、いる……」

　自分の口から漏もれたのは、そんな力ない囁ささやきだけ。

　それを最後に、ゆっくりと、自分の腕から抵抗する力が抜けていって──




　そこではっと我われに返った。




「にゃああああああっ!?」

「ど、どうしたのだ、キリカ!?」

　手にしていたプリント用紙のレシピを引き千ち切ぎる。それをぐしゃぐしゃに丸め、近くのゴミ箱ばこに渾こん身しんの力で叩たたき込んだ。それからテーブルに突っ伏し、両手でそのテーブルの天てん板ばんを摑つかんでギリギリとベアハッグ──ここにフィアがいなければ間違いなくごつごつと額ひたいをテーブルに打ちつけまくっていただろう。死ね！　死ね自分！

「はぁ、はぁ……な、なんと、なんという……私は……！」

「お、おいキリカ。大丈夫か？」

　心が落ち着くのを待って──依然として動どう悸きは激はげしかったが──顔を上げる。包丁でチョコを砕くだいていたフィアが怪け訝げんな目でこちらを見ていた。恥はずかしい。とんでもなく恥ずかしい。

「い、いや……なんでも、ない」

「なんでもないとは思えんような奇怪な声と行動だったのだが。大丈夫なのか、レシピを破ってしまって？」

「そ、そうか。驚おどろかせたなら謝あやまる。今のは、その……そう！　暗記のテクニックだ。覚えたものを単語帳の中から消していくようなものだ。つまり、レシピを完全に覚えたので、それを捨て去ることにより完全に記き憶おくに定着させた、というか！」

「そんなテクニックがあったとは初耳だ……だからお前はテストの点がいいのだな。逆に再さい確かく認にんできずに忘れてしまいそうな気もするが、お前が言うのなら間違いはあるまい。私も次のテストのときにはやってみるか」

　なんとか誤ご魔ま化かせたようだった。首を傾かしげながらも、フィアはまな板に視し線せんを戻す。

　錐きり霞かは深呼吸で気分を落ち着けつつ、もう一度額ひたいをテーブルに押しつけた。

　信じられない。自分が信じられない。ああ、まったく──

　どうして、自分はあんなにもおかしな妄もう想そうをしてしまったのだろう。

　馬ば鹿かげている。
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　出来上がった生チョコをリビングで試食する。

「おお！　味はチョコだが、なにやらにょろーんとしておる！　新食感だ！」

「にょろーん……？」

　錐霞が首を傾げるのを横目で見つつ、フィアは生チョコを口に運ぶ。美う味まい。初めて作ったチョコでこれとは……さすがは自分、やはり料理の才があったということなのだろう。まあ形は少しばかり歪いびつだが、そんなものは慣なれでどうとでもなる。はずだ。

「もぐりもぐり。おっと、私ばかり食べていてはいかんな。キリカも食え食え、お前が教えてくれたからこんなに美お味いくできたぞ！」

「はは、では一つ。うん、なかなかだ」

「しかしこれが美味いのはいいが、さすがにシンプルすぎはせんか。春はる亮あきがこれ以上なく喜ぶか、というかウシチチに勝てるかといえば……どうだろうか」

「今回は基本的なスキルの練習ということだったからな。生チョコがちゃんと作れたのなら、他ほかにもアレンジでいろいろ作れるだろう。トリュフとか」

「む、それには何か聞き覚えがある。高級品だったような気がするぞ」

「そのトリュフとはまた別なのだが……」

　では次はそのトリュフとやらを作ってみるとするか、と思ったが、チョコレートの甘味で刺し激げきされた胃が逆に微妙な空腹感を訴えてきていた。壁かべの時計とけいを見ると、もう春亮が家で夕食の準備を進めている頃ころ合あいだ。どうやら自分の腹はら時計どけいはなかなかに正せい確かくらしい。

「今日きようはもう時間切れだな。夕飯までに帰ると言ってしまったし。もし、よければだが──また来ていいか？　まだいろいろ教えてもらいたいのだ」

「勿もち論ろん、構わないよ。いつでも来るといい」

　錐きり霞かが微笑で言ってくれる。それならばよかった、とフィアは生チョコをもう一つだけ口に運んだ。これを食べたら帰ることにしよう。残りは錐霞へのお礼で置いていけばいい。

　よし、じゃあ私はこれで、と立ち上がって玄関に向かったときだった。

「そうだ……フィアくん。その、少し、話があるのだが」

「おう。なんだ、次に作るチョコの種類の話か？」

「いいや、バレンタインとは関係のない話だ……が」

　言い澱よどみ、視し線せんを彷徨さまよわせる。何かを言おうかどうか迷っているような態度だ。それから彼女は腕組みをして目を細め、視線を落としてさらに何事かを考えていた。フィアは首を傾かしげて言葉が続けられるのを待っていたが、

「いや……やはり、これはみんながいるところですべき話だろう。あの女にもいてもらう必要があるだろうし、な……」

　などという独ひとり言ごとのような呟つぶやきで錐霞は自己完結した。軽く頭を振りつつ、

「悪かった。明日あした──昼休みにでもまた話すよ。気にしないでくれ」

「よくわからんが、それではまた明日、だな。本当に今日きようは助かったぞ。感かん謝しやする」

「どういたしまして、私も楽しかったよ。またいつでも来てくれ」

　軽く錐霞と手を振り合ってから、フィアは彼女の部へ屋やを出た。小さなエレベーターホールに向かいながら、ふと考える。

（さっきのキリカ、妙に真剣な顔をしておったな。何かあったのだろうか……？）

　考えても答えは出ない。まあ明日話してくれると言っていたし、今気にしても仕方のないことだろう。明日話を聞いて、何か手伝てつだえることがあったら全力で手伝えばいいだけだ。

　うん、とフィアは一人ひとり頷うなずいて、たまたま停とまっていたエレベーターに乗り込む。

　そして一刻も早く夕食にありつくべく１Ｆのボタンを連打した。
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　翌日の月げつ曜よう日び──弁当を食べ終えた後、春はる亮あき達は錐霞に呼び出されていた。場所は屋上だ。一月の肌寒い天気のためか、屋上で昼食を取ろうとする物好きは少ないらしい。春亮達以外に人ひと気けはなかった。

「あれ。いんちょーさん、まだ来てないのか」

「何か用事があるようなことを言っておったしな。待とうではないか」

「そうですね。しかしちょっと寒いです。あったかいお茶ちやでも買ってくるべきでしたかね」

　春はる亮あきにフィア、そしてこのはがひとしきり寒い屋上でぼんやりしていると、

「……すまない。待たせた」

「あ、いんちょーさん。全然いいけど、話って……え？」

　言いかけてすぐ、春亮は口を噤つぐむ。錐きり霞かの背後にもう一つの人ひと影かげがあった。錐霞は自分の肩越しにその少女をちらりと見やってから、

「こいつを呼びにいっていて遅れた。これからの話には必要だ」

「我わが疑問・何の話でしょうという未知。おかげであの最高食物たる肉まんをゆっくり味わって食べることができませんでした」

　学校での昼飯として肉まんはアリなのか。《休み時間中の外出は禁止》という校則を無視してコンビニに走って買ってきたのか、まさか弁当として持ってきていたのか……とかいろいろ言いたいことはあるが、とりあえずおいておく。確たしかにそこにいたのはン・イゾイーだった。彼女に最も警けい戒かい心しんを抱いているはずの錐霞が、どうして彼女をここに連れてきたのだろう。

　とりあえず一同は車くるま座ざになって座る。このはと錐霞は女の子座りだが、フィアは適当な体育座り、ン・イゾイーに至ってはあぐらを搔かいていた。自分達がスカートを穿はいていることをもうちょっと気にしてもらいたい。

「さて。これから、会かい議ぎ──いや、情報開示を行いたいと思う。正直なところ、もっと早くに言っておくべきだった。今まで黙だまっていたことを謝あやまる。黙っていても、いずれ理事長達の口から聞くことになっていただろうが……これは私の口から言うべきことだ」

「えーと……何の話？」

　いきなり真剣なトーンだった。錐霞が何を話そうとしているのかはいまいちよくわからなかったが、それでも春亮はなんとなく理解する。最近、錐霞が考え事をしている様よう子すだったのは──きっと、このことだ。

　錐霞は真剣な目で一同の顔を見やった。そして、

「簡かん単たんに言えば……この学校の数学教師・日村素直についてだ」

　突然出てきたその名前に、春亮は困こん惑わくする。勿もち論ろん、その名前の人間は知っていた。

　彼女の言う通り、春亮達のクラスも受け持っている数学担当の教師。陰気な声でぼそぼそと喋しやべる、影かげの薄うすい男。長い前髪のせいで表情は基本的によくわからないのだが、怒ったりしたところは見たことがない。春亮としては、幽ゆう霊れいのような暗い雰囲気ながらも真ま面じ目めに授業を行う教師、という印象しか持っていなかった。しかも彼は二学期の途と中ちゆうから病気で長期入院していて学校には来ていないのだ。一体なぜ、錐霞はここで彼の名前を出したのか──

「いんちょーさん、日ひ村むら先生がどうしたんだ？」

「どうしたもこうしたもない。今まで黙っていたが……奴やつは研究室長国の人間で、もうすぐこの学校に復帰してくる。その対処について話し合いたい」

「え……!?」

　それから錐きり霞かはさらに説明を続けた。錐霞が研究室長国のメンバーだったころ、彼がそのパートナーのようなものだったということ。アリス・ビブオーリオ・バスクリッハに春はる亮あきと錐霞が攫さらわれたときに現れ、春亮を残して錐霞だけを強引に救出したあの仮面の男の正体であること。その後で錐霞が車を事故らせ、そのせいで今までは入院していたということ──

「あんときの男……日ひ村むら先生だったのか」

「ああ。入院に追い込んだことで、とりあえず奴やつがこちらにちょっかいをかけてくる心配はなくなった。だから今まで説明を後回しにしていたというか、話すタイミングが摑つかめなかったというか……とにかく、すまない」

「ふむ。そう言えば、そんな教師がいたような、いなかったような……印象がないというか、影かげが薄うすすぎてよく覚えておらんぞ。私が学校に来てすぐいなくなったし」

「それでも何回かは授業受けてたりしたでしょうに。それより、復帰ということは、その日村先生がもうすぐ退院すると？」

　このはの言葉に、錐霞は首を横に振った。

「いや、どうやら既すでに退院はしているようだ。今は自宅療りよう養ようしているのか、それとも研究室長国で新たな調ちよう査さ研究をしているのか……だが、もうすぐ仕事復帰するらしいというのは確たしかだ。他ほかの教師達から話を聞いたし、潰かい道どう先生や理事長達にも確かく認にんを取った」

「理事長はなんて言ってるんだ？」

「『手続き上不備はないから、復帰を拒否することもできない。既に研究室長国の人間を一人ひとり受け入れているけど、それが二人ふたりになって何がどう変わるか……はてさて。君はどう思う？』とか他ひ人と事ごとのように言っていたよ。馬ば鹿かげている」

　舌打ち混じりに錐霞は言った。その不ふ機き嫌げんさは吞気のんきな理事長達に向けられているのか、それとも復帰してくる日村に向けられているのか。

「そう、二人になって何がどう変わるか……正直、私にもわからない。だから呼んだのだ」

　錐霞が今まで無言だった一人の人間を睨にらむ。しかし彼女はその剣けん吞のんな視し線せんにも表情を変えることなく、

「この会合の目的を既き知ちにしました。ですが──特に何も変わらないのでは、という回答を答えます。貴女あなた達の研究観かん察さつに日村素す直なおというもう一人の研究員が関かかわることは既知ですが、自分にはまだ面めん識しきがありません。特に打ち合わせのようなものもしていません」

　真まっ正しよう面めんから錐霞の視線を跳はね返して、ン・イゾイーが言う。その言葉に噓うそがあるようには思えなかった。錐霞はしばらく無言でン・イゾイーの顔を睨んでいたが、

「……だったらいいがな」

　と呟つぶやいて目を逸そらした。

「ええと……日村先生が研究室長国の人間だったのはわかった。で、こいつが言うには、先生が帰ってきても何か特別な行動をする予定はない、ってこと……だな。そうすると、俺おれ達はどうすればいいんだろ？」

「気分的には、闇やみ討うちでもなんでもしてまた奴やつを入院させてやりたいところではある」

　さすがにそれは物ぶつ騒そうすぎるだろ、と春はる亮あきは錐きり霞かを見やる。表情と口く調ちようが本気そのものだったのがまた恐ろしい……そんなに日ひ村むらのことが嫌いなのだろうか。

「我わが発言・同どう僚りようである研究員に危害を加えようとするのはさすがに看かん過かできません」

「ふん──冗じよう談だんだ。奴と打ち合わせなどしておらず、何も企き図としていないというのならばもうお前に用はない。後は我われ々われの話だ」

　と、錐霞はン・イゾイーを無視して再度春亮達に目を向ける。

「率直に言って、奴は信用ならない。夜や知ち、ビブオーリオに監かん禁きんされたときに一人ひとりだけ取り残されたお前ならわかるかもしれないが……奴は誰よりも研究室長国の人間らしい。未知の研究のために動き、未知の研究のためにしか動かない。ある意味、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきにも負けないほどに」

「あの男と同レベルとは、それはよっぽどのことだぞ」

　フィアが眉まゆを寄せながら呻うめくと、

「ああ。だから君達は、あの男に対するのと同じように奴に対しても警けい戒かいしておくべきだと思う。油ゆ断だんせず、近付かず、会話もしないほうがいい。教師と生徒という立場上避けられないことはあろうが、二人ふたりきりという状況を作るのは止やめておけ。何をしてくるかわからない」

「室長は現在、貴女あなた方に対しては観かん察さつ以上の研究は行わないスタンスのはずですが」

「その言葉を信じられればいいがな。馬ば鹿かげている」

　吐き捨てるように言って、錐霞は立ち上がった。どうやら話はこれで終わりらしい。春亮達も思い思いに腰を持ち上げる。

「とにかく、そのヒムラには近付かないようにしておけ、ということだな。了解だ」

「警戒する相手が増えるってことですね。ま、今いま更さら一人も二人もあんまり変わりませんか。とりあえずあなたは今まで通りに、あまりおかしなことはしないように。ほら、早く帰らないと次の授業に遅刻しますよ」

「受じゆ諾だく……我が疑問・次は現文でしたか？　実は苦にが手てだという告白を告白します」

「実はも何も、その発言だけで丸わかりです。早く正しい日本語をマスターしてください」

　そんな声を聞きながら、春亮は錐霞の隣となりを歩いて屋上を出る。そのときぽつりと、

「すまない。みんなに無用な警戒心を煽あおるようなことを言ったかもしれない」

「警戒すべきだ、っていんちょーさんが思ったから言ってくれたんだろ。別にいいよ。あんまり人を疑いたくはないけど、何かあってからじゃ遅いし」

「……そうだな。何かあってからでは、遅いのだ……」

　錐霞が横目でこちらを見てきた。真剣すぎる瞳ひとみ。

「もう一度言っておく。あの男には気をつけろよ、夜知」

「あ、ああ。でも、やっぱ俺おれなんかよりフィア達のほうが……」

「いや」

　否定の言葉と同時、一いつ瞬しゆんだけ、錐きり霞かの足が止まった。

「あるいは──お前が一番警けい戒かいすべきなのかもしれない。だから、気をつけろ」

「……？」

　錐霞が再度歩き出した。今までよりその歩ほ調ちようは速く、春はる亮あきは屋上から降りる階段ですぐ錐霞に追い抜かれる。

　その背中から、小さく。

　すまない、という言葉が聞こえてきたような気がした。




　そして数日後。三時間目の授業だった。

「あの……どうも……お久しぶりです。私の体調で、皆さんにご迷めい惑わくを……」

　教卓の前には、ぼそぼそとした口調で喋しやべる陰気な数学教師の姿があった。日ひ村むら素す直なお。長い前髪で顔が隠かくれ、その表情はよく見えない。その代わりというわけではないが、春亮は軽く首を捻ひねって近くの席に座る一人ひとりの女子生徒の顔を見やった。

　こちらの表情はわかりやすかった。錐霞は真剣な目でじっと教師の顔を見つめている。あからさまに警戒していた。さらに視し線せんを動かすと、隣となりの席には錐霞ほどではないがやはり警戒の表情で前を向いているフィアがいる。

「それでは……すみませんが、教科書の、百八十ページ……」

　日村のほうは特にその二人ふたりには気を留とめず、普通に授業を始めた。小さな声、陰気な口調、薄うすすぎる存在感。春亮はかつてビブオーリオに連れ去られたときに見た仮面の男のことを思い出す。あの男の尊大な口調と態度とは大違いだ。だが──言われてみれば、なんとなく声質が似ているような気もする。やはり間違いはないのだろう。

（でも、気をつけろって言われてもな……）

　自分はどうすればいいのか。普通の授業。彼が入院する前と変わらない授業。

　変わることがあるとすれば、ただ一つ。

　どんなに前日が寝不足でも、どんなに教師の声が陰気でも、とりあえず数学の授業中に居眠りすることだけはなくなりそうだった。
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　自宅に帰り、ふう、と錐霞は息を吐はく。

「何もなかったか……」

　安あん堵ども安心もできないが、少なくとも日村の復帰一日目は何事もなく過ぎた。向こうが近付いてくることもなかったし、勿もち論ろんこちらが近付くこともない。一言たりとも会話を交かわさなかった。今後一生話すことがなければいいと思う。

　テーブルに鞄かばんを置き、とりあえず着替えて宿題でも済ませておくか、とクローゼットに向かったとき──携帯電話が鳴った。

　嫌いやな予感。ディスプレイに表示された見み慣なれぬ番号に、その予感がさらに強まる。

「……もしもし」

『着信拒否とはひどいな。おかげで携帯を変える羽は目めになった。まあ、そういうこともあるだろうとは思っていたが』

　すっと心が冷えるのを感じる。だが同時に違和感を覚えていた。何かがおかしい。

　声だ。いつもの尊大な、自信に満ちた声とは少し違う。教室で聞く陰気なものとも違う。しいて言えば──その中間にある、普通の声。

「何の用だ」

『警けい戒かいするのはわかる。だが聞いてくれ。俺おれは──変わることにした』

「変わる……？　何のことだ」

『単純なことだ。生き方を。考え方を』

「ふざけるな」

『ふざけてはいない。実は入院中、室長に灸きゆうを据すえられてな。どうやら、俺は今までいろんな意味で強引だったようだ。そのせいでお前にも迷めい惑わくをかけたと思う。すまない』

　眩暈めまいがした。何が起こっている？　この男がこんなことを言うはずがない。

「日ひ村むら。何を企たくらんでいる？」

『何も。まあ、すぐに信じてもらえるとは思っていないが……一応、けじめとして言っておかなくてはと思っただけだ』

「切るぞ。お前の馬ば鹿かげた人生相そう談だんに付き合う気はない。もう二度とかけてくるな」

『待て。それ以外にも話がある。大事な話──いや。頼み、だ』

「私がお前からの頼みを聞くと本気で思っているのなら、お前は病気だ。かけてくる番号を間違えている。それとも三さん桁けたの番号すら忘れたか？」

　ふう、と電話の向こうで日村は嘆息したようだった。

『お前だけが頼りなんだ。それに、これはお前にも関係があることだ』

「関係だと？　馬鹿げている。私はもう研究室長国とは関係のない人間だ！」

『弱みに付け込むようで、本当は言いたくはない──が、それを言わねばどうにもならないというのなら言おう。お前は聡さといから、俺が言わなくとも自分で気付いてしまうだろうしな。俺の言う《関係》とは、つまり──』




『俺の抱えているこの問題が、お前の行動から始まっているということだ』




　さらに続けられた日ひ村むらの言葉で、錐きり霞かは理解する。絶望的な心持ちで理解する。

　その通りだ。自分には関係がある。責任がある。

　忘れてはいなかった。けれど、自発的に心に留とどめようともしていなかった。馬ば鹿かげている。そんなこと、赦ゆるされるはずはなかったのに。

　ああ、これは、けっして。

　けっして、なかったことにはできない──

　自分の、罪だ。
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　日村が学校に復帰してきた、その翌日。

　その日は最初から錐霞の様よう子すがおかしかった。昨日きのうも日村に対して気を張っていたという意味では普通ではなかったが。それ以上に今日きようはおかしい。

　落ち着きがない。顔が暗い。何事かを考え込んでいる。溜ため息いきが多い。

　それは昼休みになっても変わることなく、

「うまー！　この煮物の、なんとも言えない旨うまみ……あっきー、あんたお母かあさんだよ！　おかあさーん！」

「誰だれがお母さんだ」

「いやー、あたしの母さんちょっと和食が苦にが手てでさー。シチューとかは得意なんだけど」

「おい渦か奈な、こっちの焼き魚もいけるぞ。塩加減がばっちりだぜ！」

　いつもの弁当対決。試食と称して渦奈達に弁当箱ばこをつつかれるのはいつものことだった。が、

「さて、対抗馬、錐霞ちゃんのほうはどうなのかな？　って、おーい、錐霞ちゃんー？」

　錐霞はやはりぼーっとしていた。泰たい造ぞうと渦奈、そして春はる亮あきと内容の同じ弁当をひょいぱくひょいぱくと口に運んでいたフィアが顔を見合わせる。ややあって、

「あ……な、なんだ？」

「なんだじゃないよー。錐霞ちゃん、おべんと食べないの？」

「い、いや。食べる。勿もち論ろん食べる、が。あ……」

　弁当箱の蓋ふたを開いた錐霞が動きを止める。「？」と春亮達はその中身を覗のぞき込み、

「ハンバーグに、シューマイに、春はる雨さめに、おいなり……？　や、美う味まそうではあるんだけどさ」

「微妙に統一感がないというか……錐霞ちゃん、今日は和食対決するんじゃなかったの？」

　泰造と渦奈の言葉に、錐霞は何かを誤ご魔ま化かすように視し線せんを逸そらしつつ、

「これは、朝、あいつが何を食べるのかわからな……いや違う。その──うっかりしていた。すまない。今日の弁当対決はノーゲームということで頼む」

「まあ、俺おれ達は全然それでいいけどさ。委員長がそんなうっかりミスするなんて珍しいよな」

「……たまにはそういう日もある。気にしないでくれ」

　首を傾かしげる泰たい造ぞう達、どこかのろのろと弁当を食べ始める錐きり霞か。やはり様よう子すがおかしい。

　気になったので、春はる亮あきは昼食が終わってからそっと錐霞に話しかけてみることにする。フィアも椅い子すをがこがこ鳴らしながら椅子ごと錐霞の机に寄ってきた。

「なあキリカよ、何かあったのか？」

「なんか今日きようはずっとぼーっとしてるし……まさか、日ひ村むら先生と何か……？」

　声を顰ひそめて言うと、次の授業の準備をしていた錐霞がぴくりと肩を揺ゆらした。が、

「いや……特には何も」

「ならば何か他ほかの問題でもあったのか？　お前にはいろいろ借りがあるし、言ってくれれば力になるぞ！　さあ来い、どんと来い！」

　錐霞は頰ほおを緩ゆるめた。今日きよう初めて見たような気がする、彼女の微笑ほほえみ。しかしそれはどこか力ないものだった。

「ありがとう。そうだな、正直……少しだけ、普段ふだん慣なれていないことをしなくてはならないような用事があってな。それで、多少疲れている、というか。それだけなんだ」

「普段慣れていないこと……？」

「たいしたことじゃない。ああ、本当に、たいしたことじゃない」

　その用事が何なのか、ということについて春亮はさらに聞こうとしたが──そこでチャイムが鳴った。授業が始まるぞ、席に戻れ、という委員長らしい言葉で錐霞は会話を打ち切る。

（うーん……？）

　仕方ないので春亮も席に戻った。勿もち論ろんまだ納なつ得とくはできていないが、授業を無視して話を続けるわけにもいかない。まあ放ほう課か後ごにでもまたそれとなく聞いてみればいいか、と考えながら午後の授業を受け──

　けれど放課後になってすぐ、錐霞は鞄かばんを摑つかんで教室を飛び出していってしまった。

「おや？　何やらやけに慌あわただしく帰ったな……昼間に聞いた用事とやらのせいだろうか。春亮、あれから何か聞いたか？」

「いいや。やっぱ何か変だよなー」

「私もそう思うが、キリカは頭の良い奴やつだ。もし自分一人ひとりでは手に負えん問題が起こったのなら、ちゃんと私達に相そう談だんしてくれると思う……それくらいの信頼関係はあると自うぬ惚ぼれてしまっても構うまい。つまり逆に言えば、本当にたいした問題ではないから特に説明はしない、という感じかもしれん」

「そっかもな。でもなんか気になるんだよ……また明日あした聞いてみるか」

　そんなことをフィアと話しつつ、春亮は帰宅の準備をして教室を出る。

　だが──目もく論ろ見みは脆もろくも崩くずれ去った。

　翌日、錐きり霞かは学校を休んだのだ。
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　放ほう課か後ご、制服姿の春はる亮あき達は揃そろって街を歩いていた。

「教師に話を聞いたが、どうやら風か邪ぜで休むという連絡があったらしいぞ」

「風邪、ねぇ……？　身体からだの中の異常にはそれほど強くない、とかこないだ酔っ払ったときに言ってましたから、そういうこともあるのかもしれませんが……」

　フィアの言葉を聞いたこのはが、どこか納なつ得とくいかない様よう子すで首を傾かしげる。

「まあ、フツーに風邪ならフツーに見み舞まいに来た、ということでよかろう。もし風邪でなく他ほかの問題が起こっているのなら、それはまたそのときに考えればよい」

「それはさすがに考えすぎな気がするけどな……いくら用事があっても、いんちょーさんが学校ズル休みするとは思えないし。やっぱ本当に風邪なんだろ。とりあえずお見舞い用にスポーツドリンクとかは買ってきたけど、こんなもんで大丈夫だったかな？　いんちょーさんは一人ひとり暮ぐらしだし、おかゆとか作る材料も買ってきたほうがよかったかもしれん」

「大丈夫なのではないか？　あいつも料理はする。米くらいは常備しておるだろう。卵も確たしか冷れい蔵ぞう庫こに入っておったはずで──」

「ん？　フィア、なんでいんちょーさん家ちの冷蔵庫事情なんか知ってんだ？」

「い、いや、卵くらい冷蔵庫に入っておるのではないかという──予想だ、予想！　けっしてお前にはヒミツな用事のためにこっそりキリカの家に行ったりはしておらん！」

　そう言うわりには、フィアは迷いなく錐霞のマンションへの道のりを歩いていく。まあ四六時中自分もフィアと一いつ緒しよにいるわけでもないし、ひょっとしたら一度くらいは自分の知らない間に錐霞の家に遊びに行ったことがあるのかもしれない。特に気にしないでおこう。

　お見舞い品の入ったビニール袋をがさがさ揺ゆらしながら歩き、ほどなくして錐霞のマンションに辿たどり着く。そのときたまたま他の住民も帰宅してきたので、その人と一緒にエントランスのオートロックを通過して中に入った。エレベーターで上に昇り、

「わー。なんだか綺き麗れいなマンションですね。高そう……」

「ふふん、驚おどろいたか」

「なんであなたが偉えらそうなんですか」

「えーと……ん、この部へ屋やだな。押すぞ？」

　ぴんぽーん、と春亮がインターフォンを押す。すると部屋の中からどたばたと騒さわがしい音が聞こえてきた。それから、そっ……と様子を窺うかがうようにゆっくりとドアが開あけられ、

「な……お、お前達!?」

「よ、よう」

「すみません、いきなり来ちゃって。えっと……」

「見み舞まいに来たぞ、キリカ！　寝てなくてもよいのか？」

　こちらを出迎えた錐きり霞かの姿は普段ふだん着ぎだった。パジャマではない。特に顔色が悪いということもなく、あまり病人のようには見えなかった。

　目を丸くしていた錐霞だったが、すぐに彼女は何かを諦あきらめた様よう子すで息を吐はく。

「そうか、風か邪ぜと言ってしまったんだったな。お前達が見舞いに来る可能性も充分にあったのに。やはり、今の私はいろいろ気が回っていない……馬ば鹿かげている……」

「いんちょーさん、ひょっとして──仮け病びよう、だった？」

「ああ。もう隠かくすのも限界だろう。いや、最初からそれはわかっていたんだ……いつか説明せねばならないとは思っていた。ただ心の準備が必要だっただけだ」

「よくわからんが……やはり、お前は何か問題を抱えておるのか？　昨日きのうの昼間に言っておった《用事》とやらで」

「問題か。そうだな、問題だ」

「何か手助けできることがあるなら手伝てつだいますよ。とりあえず説明してください」

「勿もち論ろん、説明はする。しなくてはならない。これは私の罪だが、君達にも関係のないことではないからだ……ただ、まずは口で言うより見てもらったほうが早いと思う」

　錐霞がドアを大きく開く。中に入れということだろう。

　中の様子は、春はる亮あきが以前に来たとき──倒れた錐霞を送ってきたときとほとんど変わっていなかった。あのときに見たもの、彼女にとっての全裸でベッドの上にいた錐霞の姿がふと脳のう裏りに浮かんできてしまい、春亮は慌あわてて頭からそれを追い出す。

　しかし……見てもらったほうが早い、とはどういうことなのだろう。部へ屋やに何があるのだろうか。錐霞の様子がおかしかった理由。用事。問題。そして──罪。

　それはいったい、何だ？　何なのだ？

　唾つばを飲み込みつつ、春亮達はリビングに入る。

　そして──それを、見た。

　息が止まる。風景が一気に現実感を失う。

　理解できなかった。何もかもが理解できなかった。予想外すぎて。信じられなくて。

　春亮の頭に浮かんできたのは、ただ、疑問。

　なぜ、ここにいる？




　なぜ──生きている？




　カーテンのかかった窓。そこから透過してきた淡い橙だいだいの光が、部屋の中にある物体をぼんやりと照らし出している。

　それは、一つの車椅子で。

　そこには一人ひとりの少女が身じろぎもせずに座っていた。

　華奢な体軀で、病院着のようにゆったりとしたワンピースを着ていて、色素を失った白い髪で、その髪の色と同じ白い包帯を体中に巻いている少女が──

「お、お前は……」

　愕がく然ぜんとしたフィアが、震ふるえる声で、その少女の名前を呟つぶやくのが聞こえた。




　──ミイラ屋マミーメーカー、と。
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　第二章 「懐中時計の二分間」/ "The place where heart is"
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　結局のところ。

　彼女がそこを初めて訪れた日、ただ一人ひとりを除いて知り合いが誰だれもいないその場所で、彼女が最初に話しかける相手として自分を選えらんだのは──単に、年ねん齢れいが一番近かったから、というその程度の理由だったのだろう。

　近かったと言っても、彼女は右も左もわからない中学生で、自分は大学生だった。そのころには既すでに単位を全すべて取得しており、あまり大学へ行ってはいなかったが。その年齢差でも近いと感じられるほど、そこにいた他ほかの人間が彼女にとっては大人おとなすぎたに違いない。

　研究所の一角で、彼女は不安げに周囲を見回していた。通り過ぎる白衣の人間にはっと目を向け、何かを話しかけようとするそぶりを見せて、けれども話しかけられずに俯うつむく。そしてまた周囲を見回し始める──そんなことを繰くり返していた。

　だが自分がそこを通りがかったとき、ついに、

「あ……あのっ！」

「──何だ？」

「す、すみません、迷ってしまって……道を、聞きたいんですが」

　その瞬しゆん間かんに自分が感じたのは疑問だった。なぜ迷う。ここに来るのが初めてなのか。新しい研究員にしては若すぎはしないか。この組そ織しきの長は天才であると同時に変人で、優ゆう秀しゆうな人材を登用するのに年齢など関係ない、と言っているのは聞いたことがあったが──それにしても、若すぎる。自分も充分に若いほうではあるが。

　だがその未知の数々は、彼女が辿たどり着こうとしている場所を耳にして一瞬で既き知ちへと変じた。

「室長室……？　なるほど。室長の妹か。話には聞いている、案内しよう」

「あ、ありがとうございます。さっきまでお兄にいちゃんと一いつ緒しよだったんですけど、はぐれちゃって……」

　ほっとしたように彼女は息を吐はいて、笑った。

　真まっ直すぐに。純真に。

　その瞬間、違う、と思ったのだった。

　彼女はここにいる他の人間──むっつりとした顔で、あるいはへらへらとした顔で、四六時中未知の解明について考えている研究員達とは違う。あるいは、今まで出会ってきた──昔から優すぐれた成せい績せきを収め続けて天才と呼ばれた自分（室長には敵かなわないだろうが）に媚こびへつらってきた友人や、金目当ての女や将来の地位目当ての女や身体からだ目当ての女とも。

　その笑顔えがおを背中に感じながら、歩き出す。お喋しやべりが得意なほうではけっしてなかったが、無言で歩き続けるのもどうかと思い、

「……これから、どんな研究をするつもりなんだ？」

　至し極ごくまっとうな質問だったと思う。なぜならそこは研究所だったのだから。

　だが不ふ思し議ぎなことに、返答は無言だった。ややあって、困ったように、

「よく……わかりません」

「わからない？」

「はい。何をすればいいのか、何ができるのか……よく、わからなくて」

　不安を感じているのだな、と思った。自分の在あり様ように。今後の自分の存在意義に。

「お兄にいちゃんに誘さそわれて来てみたのはいいんですけど、えと、勉強は嫌いじゃないんですけど、お兄ちゃんみたいには全然できないし、ええと……」

　話しているうちに内容が支し離り滅めつ裂れつになってしまったようだった。自分は嘆息する。

「お前の兄のようにできる人間はどこにもいない。彼は本物の天才だ。勿もち論ろん、俺おれにも彼の真ま似ねは無理だ……だから、彼のようになろうとする必要はない」

「……え？」

「できることからやっていけばいい。それはつまり、《自分には何ができないのか》という未知を既き知ちにすることに通じる……研究に焦あせりは禁物だ」

　柄がらにもないことを喋っている、と自分でも思った。慰なぐさめているわけではない。先せん輩ぱい風かぜを吹ふかせて説教しているわけでもない。ただ──自分の背中で彼女があの純真な表情を浮かべていないことだけがわかって、それがどうにも居い心地ごこち悪く思えただけだ。

　頭を搔かく。気分を落ち着けたい。丁ちよう度ど傍そばにジュースの自じ販はん機きがあったので、小こ銭ぜにを入れてコーヒーを買った。一呼吸だけ迷って、もう一回小銭を入れて適当にボタンを押す──振り返って、二本目に出てきた缶を彼女に押しつけた。

「飲め。ここにいる奴やつらは基本的にドライだから、歓迎会のようなものはない。これでその代わりということにしておけ」

　ぱちぱちを瞬まばたきをするだけだった彼女が、そのジュースを受け取る。そして、今までずっと溜ためていたものを吐はき出すように、

「は……はい。ありがとうございます！」

　やはり、柄ではない。彼女の顔に浮かんでいた表情から逃げるように顔を背け、再び歩き出そうとしたとき──不意に、肩に重みが乗った。

「おー。いいねぇ、奢おごってもらったのか。僕にも奢ってくれないかな？」

「……室長」

「お兄ちゃん！」

　いつの間に現れたのか、こちらの肩に頰ほお杖づえをつくような姿勢で彼が笑っていた。

「……缶コーヒー程度でいいのならば、いくらでも奢おごりますが」

「ははは、冗じよう談だんだよ。すまないね、妹の面めん倒どうを見てもらっていたようで」

「いえ、俺おれは何も」

「お兄にいちゃんがいなくなったから、迷っちゃって……お兄ちゃんの部へ屋やに案内してもらうところだったの」

「いや、悪かった悪かった。ついうっかり」

　と、彼が彼女の頭をぐりぐりと撫なでる。彼女は軽く頰ほおを膨ふくらませていたが、どことなく安あん堵どの空気を漂ただよわせているようにも思えた。もう問題はないだろう。

「……では、俺はこれで」

「あ、そうだ。ちょっと待ってくれ、日ひ村むらくん」

　彼がこちらの名前を覚えていることに、僅わずかに驚おどろいた。振り向くと、やはり彼は笑っている。

「一つ頼みたいことがあってね。誰だれに頼もうかと考えていたんだが、これも何かの縁えんだ。君、すまないが、これからしばらくこの子の教育係になってくれないか？」

「俺が、ですか」

「そう。プロフィールを見たけど、君、確たしか教きよう職しよく課か程てい取ってたよね？　人にものを教えるのが上う手まそうだし……それに、この子とももう面めん識しきがあるし。お前も別にいいだろう？」

「あ……うん。全然、大丈夫だけど」

「と、いうわけだ。どうかな？」

　彼はこの組そ織しきの主あるじで、自分は一介の研究員にすぎない。それが理由だった。

　それ以外の理由は──きっと、なかった。

「……俺でよければ」

「よし、じゃあよろしく頼むよ。とりあえず今日きようは僕の部屋を案内して終わりにするか……行くよ。今度ははぐれないでほしいね」

「お兄ちゃんがはぐれたんじゃない──えと、明日あしたからよろしくお願ねがいします、日村さん！」

　こちらにぺこりと頭を下げてから、彼女は兄の後を追って歩いていった。ふう、と嘆息しながら踵きびすを返そうとして──ふと気付く。そう言えば彼女の名前を聞いていなかった。

　遠ざかる兄妹の背中から、その会話が小さく届いてきていた。

「ところでさ、なんで《闇やみ曲まがり拍ぱく明あき》なんて名前にしてるの？」

「フフフ、そのほうがかっこいいじゃないか。未知を研究する組織の長は、名前もミステリアスであるべきなのさ……お前も闇曲錐きり霞かにならない？」

「や、やだ。かっこわるい」

「正直なその発言、兄は軽く傷ついたよ？」

　角かどを曲がって、二人ふたりの姿が消えた。声も聞こえなくなった。

（錐きり霞か、か。苗みよう字じはなんというんだ……？　少なくとも闇やみ曲まがりではなさそうだが）

　そんなことを考えながら、自分も踵きびすを返す。

　彼女の表情と、彼女の声が、どういうわけか──いつまでも、頭の中に残っていた。




　上うえ野の錐霞という彼女のフルネームを知ったのは、その翌日になってからのことだった。
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　間違いはなかった。

　ミイラ屋マミーメーカー。フィアがここに来てすぐ、その破は壊かいのために訪れた組そ織しき──蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの一員。呪のろわれた包帯《怪物チユパカブラン・繃帯バンデージ》を持ち、狂気の破壊者たるピーヴィー・バロヲイのサポートをしていた後方支援員オーグジラリ。だが彼女はピーヴィーの生命を守るためにこちらに取引を持ちかけ、しかしそれをピーヴィー本人に裏切りと断じられ、そして──

「な……なぜだ！　なぜこいつがここにおる!?」

　フィアが制服のポケットからルービックキューブを取り出す。このはが鞄かばんを床ゆかに落として手しゆ刀とうを構える。が──

「……」

　ミイラ屋マミーメーカーは無反応だった。車くるま椅い子すに座ったまま、ぼんやりと、ただぼんやりと、虚こ空くうを見つめていた。無視している、というのではない。それは本当に、春はる亮あき達がここにいるということを、いや、外界の全てを認識していないというような──

　部へ屋やの電気が点つく。はっと振り返ると、壁かべのボタンを押した錐霞が沈痛な面おも持もちで息を吐はいていた。

「警けい戒かいする必要はない。彼女は……何もしない。いや、何もできない」

「どういう……こと？」

　春亮が聞くと、錐霞はゆっくりと歩を進めた。車椅子の前に落ちていたブランケットを拾ってミイラ屋マミーメーカーの膝ひざにかけてやる。それでも彼女は動かない。

「なんと言えばいいのか……こういう言い方が、正しいのかどうかはわからないが。わかりやすさだけを考えて言うならば──そう」

　そして錐霞は、深呼吸のように息を吸って、




「心が、壊れているんだ」




「わけが、わからん。何だ、何が起こっておるのだ？」

「わかりません。わかりませんが……何よりも。わたしは、あのピーヴィーという騎士が言うのを聞きました。この子は死んだと。あの人が噓うそをついていたということですか……？」

「でも、噓をついてるような様よう子すじゃなかったぞ。つーかあんときの絶対許さないって感じからすると、噓をつく意味が……」

「説明はする。だが、どこから話したものかな」

　そのとき、ぴんぽーん、と部へ屋やにチャイムの音が響ひびいた。眉まゆを寄せた錐きり霞かが玄関に向かうのを春はる亮あきは見る。彼女が慎しん重ちようにドアを開くと、そこにいたのは、

「日ひ村むら……」

「少しばかり報告することができた。ついでに様子を見ようと来てみたんだが……どうやら来客があるようだな。まあ丁ちよう度どいいと言えば丁ちよう度どいい。状況的には百点だ」

　入れてくれないか、と学校での様子とは違う彼が肩を竦すくめつつ言う。錐霞はしばらく剣けん吞のんな視し線せんを彼に向けていたが、最終的にその要求を受け入れることにしたらしい。

「私はお前を信用していない。が──説明はお前にさせたほうが手っ取り早いだろう。しろ」

「入室料のようなものか。わかった、俺おれから説明しよう」

　そして日村と錐霞がリビングに戻ってきた。錐霞だけでなく、フィアとこのはも警けい戒かいの視線を向ける。彼はソファーに適当に座って、一同の顔を見回した。

「ふむ……学校以外の場所で会うのは何か不ふ思し議ぎな感じがするな。とりあえず最初に言っておこう。もう聞いているのだろうが、俺は研究室長国の人間だ」

「聞いておるとも。ふん、昼間とは随ずい分ぶん雰囲気が違うではないか」

「正体を告つげたからといって、わたし達が気を許すとは思わないことですね。それより──様子を見に来た、と言ってましたね。ここにこの子がいるのは、あなたの仕し業わざですか」

「日村先生。教えてください、何がどうなってるんですか？」

「このはくんは癖くせなのだろうが……夜や知ち、この男に敬語など使う必要はないぞ。敵に対するような喋しやべり方で充分だ」

　腕組みで壁かべに背中を預けている錐霞が言う。彼女が彼を信用していないのはわかるが、今までずっと彼は先生以外の何者でもなかったのだ。いきなりタメ口は気分的に難むずかしい。

「手て厳きびしいな……まあ喋り方などはどうでもいい。立場上、学校では敬語を使ってもらいたいところだがな。何にしても、まずは入室料を払っておこう。そこのミイラ屋マミーメーカー──アマンダ・カーロットについての話だ」

　彼女の本名はアマンダというらしい。その名前が出ても、当人はやはり虚うつろな目でぼんやりとしているだけだった。

「ピーヴィー・バロヲイが殺したはずのこいつが、なぜ生きているかと言えば──一言で言うなら、簡かん単たんだ。俺が助けたから、ということになる」

「貴き様さまが、だと？」

　フィアの言葉に頷うなずき、

「ああ。あのとき、俺おれは存在感を消す禍具ワース《バスティーユの彼Il est dans Bastille》で奴やつらの動向を監かん視ししていた。ピーヴィー・バロヲイが舞ダ踏ン会ス用タ戦イ斧ムにこいつの血を吸わせたときもその近くにいたのだ」

「どんな状況だったかは知りませんが……止めようともせず、黙だまって見ていたんですね？」

「……それが仕事だ」

　糾きゆう弾だんするようなこのはの問いに、日ひ村むらはぽつりと答えた。どこか──自みずからに、そう言い聞かせようとしているかのように。

「そしてピーヴィーはお前達への復ふく讐しゆうと狂気に駆かられ、その場を後にした。奴がいなくなった後で、俺はアマンダ・カーロットの様よう子すを確かく認にんしてみた。ひどいものだった。腹が裂け、内ない臓ぞうが潰つぶれて飛び出し、周囲は血の海だ。勿もち論ろん呼吸もしていなかったし、心臓も止まっていた」

「やはり死んでおったのではないか。なぜそれが生き返る？」

「たとえば、海で溺おぼれた人間がいたとしよう。呼吸も鼓動も止まっている。だが、すぐに適切な処置をすれば意い識しきを取り戻すこともある──つまりは、脳に完全に酸さん素そが行き渡らなくなる前ならば、人間は生き返りうる」

「海で溺れたのと腹を裂かれたのでは、レベルがまったく違うではないか」

「百点。勿論その通りだ。が──幸い、そこには《腹を裂かれた人間》を《海で溺れた人間》程度の状態には引き戻せるかもしれない方法が存在していた。《怪物チユパカブラン・繃帯バンデージ》……アマンダが持っていた、痛苦と血を代だい償しように傷を癒いやす禍具ワース。ピーヴィーがあれを持ち去ったり破は壊かいしたりしていなかったのは僥ぎよう倖こうと言わざるを得ないがな」

「あの動く包帯ですか……」

「その忌き能のうが、呼吸も鼓動も止まった死にかけの人間に対して発動するのかどうかはわからなかった。だが何もしなければ何も起こらないままだ。駄だ目めで元々、俺は《怪物チユパカブラン・繃帯バンデージ》でアマンダの身体からだを巻き──そして」

「生き返った、と……？」

　囁ささやくように言いつつ、春はる亮あきは車くるま椅い子すに座る彼女を見やった。日村を含めた、この部へ屋やにいる誰だれもが死から生せい還かんしたその少女を見つめていた。

「あと数分──いや、数十秒遅れていれば本当に死んでいたかもしれん。だが《怪物チユパカブラン・繃帯バンデージ》は忌能を発はつ揮きした。対象を発狂死させるような痛苦をいつものように発生させながらだ。研究室長国の息がかかった医い療りよう機き関かんに運び、しばらくしてこいつは眼を覚ましたが。その心が壊れるほどの呪いによるショックが故ゆえか、起きたときにはこの状態になっていた、というわけだ」

　言葉を発さず。

　身体も動かさず。

　ただ虚こ空くうを見つめるだけの──生き物に。

「そう、です、か……」

　春亮は沈ちん鬱うつな息を吐はく。だがすぐに、大事なことをまだ聞いていないと思って顔を上げた。

「その……治る、見込みは……？」

　日ひ村むらは、ゆっくりと息を吸って。そしてやはり、ゆっくりと言った。

「──ない、わけではない。これでも、目覚めたばかりのころと比べればそれなりに快かい復ふくしているんだ。場合によっては外界の出来事に反応することもある。今は食事を口に含ませれば咀そ嚼しやくするが、最初はそれすらもなく点滴で栄養を入れるしかなかった。それなりに快復しているからこそ、こうして退院できているんだ──錐きり霞か、薬は飲ませたか？」

「……まだだ」

「なら頼む。残り少なくなっているだろうから追加を渡しておこう」

　日村がポケットから取り出した錠じよう剤ざいのシートをひったくるように受け取りつつ、錐霞が台所に向かう。戻って来たときには水の入ったコップを持っていた。ほら、口を開あけろ、と優やさしい声こわ音ねで言いながら錐霞が錠剤をアマンダの口に押しつけると、その唇が微かすかに開いた。薬を口に含ませ、コップを傾ける。こくん、と彼女の喉のどが小さく嚥えん下かの動きを見せた。

　日村の言う通り、アマンダは完全に外界に無反応なわけでもないようだった。植物人間ではない。人形ではない。生きているのだ──確たしかに。

　治る見込みがないわけでもない、という日村の言葉に、そしてアマンダが見せた人間の反応に、春はる亮あきは僅わずかにほっとした。が、それは僅か以上のものではない。彼女の心は本当に元通りになるのか。それはいつのことになるのか。

「この子が生きている理由はだいたいわかりましたよ。それでは次の質問です。その子がどうしてここに──上うえ野のさんのマンションにいるんですか？」

「勿もち論ろん、俺おれが頼んだからだ。いつまでも入院させているわけにもいかないが、任務に失敗したこいつを騎き士し領りように帰せばおそらく粛しゆく清せいされる。それはさすがに気が引ける……しかし一方で、こいつには研究室長国という組そ織しきとして保ほ護ごするほどの重要性もない。情報を聞き出すならば、捕ほ獲かくしたピーヴィー・バロヲイからで充分だからな。結局、こいつを運んできた俺が責任を取って退院後の世話をすることになった」

「ならば貴き様さまがやればよいではないか。なぜキリカに頼む」

「俺は別に小児性愛者ぺドフイリアではないが、俺がこいつを風ふ呂ろに入れたりするのは多少問題があるだろう。心を取り戻したときに、それを恥ち辱じよくと感じて舌を嚙かむ可能性もゼロではないしな。それ以外にも同性の助けがあったほうが何かといいと思った。それに」

　日村は再度アマンダの顔を眺める。その顔には自じ嘲ちようするような微笑が浮かんでいた。

「医師が言うところによると、やはり外界から色々な刺し激げきを与えることが心の治ち療りようにはいいらしい。俺のような無愛想な男が世話をするよりは……錐霞のような人間が笑いかけたり話しかけたりするほうが、アマンダにはいい影えい響きようを与えるだろう」

　その自嘲は噓うそではないように思えた。彼は本当に、自分より錐霞が世話をしたほうがアマンダのためになると思っている。つまりは、真しん摯しに彼女の快復を望んでいる。そんな気がした。

（なんか、日ひ村むら先生……いんちょーさんから聞いてイメージしてたよりも……）

　春はる亮あきはちらりと錐きり霞かを見る。どうして錐霞はこんなにも日村を警けい戒かいしているのだろうか。彼女は研究室長国そのものを嫌っていて、その延長で──ということなのかもしれないが、どこかそれだけではないような気もする。

　そこでふと、春亮は二人ふたりの関係についてほとんど何も知らないことに気付いた。日村の正体を知らされたのはついこの間のことだから当然だが。いつ出会ったのだろう。いつからパートナーのような仕事をしていたのだろう。昔にはどんなことをしていたのだろう──

「勿もち論ろん、ずっと錐霞にこいつを預けるつもりはない。負担が大きすぎる。研究室長国の援助は受けられないが──心のリハビリが行えるような、信頼できる医い療りよう機き関かんを今探さがしているところだ。それが見つかればそちらに移すことになるだろう」

「医療機関が見つかるまで、か……とはいえキリカよ、お前はそれでよいのか？　こんなことを引き受けてしまって。お前はこの男のことが嫌いなのだろう？」

「そうだな。嫌いだ」

「だったらなぜ頼みを引き受ける。今日きよう学校を休んだのも、こいつの世話をするためであろう。既すでに自分の生活が犠ぎ牲せいになっておるぞ」

「ああ。一昨日おとといこの男からアマンダの身柄を引き渡されてな。昨日きのうはそもそも朝食を食べさせるのに苦労したし、いろいろ準備して学校に行ったつもりだったが、やはり駄だ目めだった。用意していた昼食もやはり一人ひとりでは食べられないようだったし、トイレも……だから今日は休まざるを得なかったんだ。明日あしたも、どうなるかわからない」

　春亮は昨日のことを思い出し、同時に理解する。目に浮かぶようだった。何を食べさせればいいかと苦心しながら、まとまりのないメニューの朝食を作る錐霞。作りすぎた料理を弁当として学校に持っていく錐霞……昨日の弁当対決が不成立だったのはそのせいだろう。

「いんちょーさん……どうして、そこまで？」

「さっき言っただろう。アマンダがこうなっているのは、私の罪だからだ。私が、こうなる原因を作った」

　錐霞がアマンダの顔を見る。同時、彼女の腕組みにぎゅっと力が込められたような気がした。自分の身体からだを抱だき締しめるように。

「あのときはドタバタしていたから、お前達は深くは追及しなかったのかもしれない。あるいは気付いていて、ただ言わなかっただけかもしれない。どちらにしろ、私はそれに甘えていた……ずっとだ。ピーヴィーがアマンダを害した。なぜ害したかと言えば、ピーヴィーはアマンダを裏切り者だと判断したからだ。そしてさらに、なぜ奴やつがそう判断したかと言えば──」

　錐霞はアマンダから視し線せんを逸そらさない。その罪つみから視線を逸らさない。

「それは、私がそうさせたからに他ほかならない。夜や知ちからアマンダのカードを掏すり取り、奴らの不和を生み出す情報を書き加えたのは私だ。それを日村に頼み、奴らの隠れ家セーフハウスに放り込ませたのも私だ。つまり──私がそれをしなければ、アマンダがピーヴィーに殺されることはなかった。今は生きているのだとしても、心を殺されることはなかった」

　春はる亮あきは久しぶりにあのときのことを、フィアが来て最初に起こった事件のことを思い出した。

　フィアを襲おそい、しかし狂気に飲まれたフィアに片腕を切り落とされたピーヴィー。自分の生命を顧かえりみずにそれでも使命を果たそうとする彼女を見かねて、ミイラ屋マミーメーカーはこちらに一つの提案を持ちかけてきた。連絡先を書いたカードを渡してきて、フィアさえ渡せば退ひくと言ってきて、けれどカードはいつのまにかなくなっていて……一方で、ピーヴィーは彼女を救いたいというミイラ屋マミーメーカーの願ねがいを裏切りだと断じて粛しゆく清せいした。それから家を襲しゆう撃げきしてきて、たまたま家を訪れていた錐きり霞かが巻き込まれ、しかし錐霞は──

「あれは……その、私達の手助けをするためにやってくれたことだろう？　それに、なんというか、こいつは敵だったわけだし」

　フィアの言葉に錐霞は頷うなずく。どこか自分自身に呆あきれているような調ちよう子しで言った。

「そうだな。結局のところ、これは私が甘い、というだけの話なのかもしれない。ただ、考えてしまったんだ。こいつは敵の一味だが、直接的には戦せん闘とうをしない後方支援員オーグジラリで、事実私は──フィアくん達もだろうが──何もされてはいない。そういった人間が私の行動によって死に至るほどの傷を負ったのを、はたして敵だからという一言で切り捨てていいものか……と。敵の一味であれば何をしてもいいというのなら、たとえば、私達は奴やつらの本拠地の食堂で働いているコックを殺しても構わないということになる」

「まぁ……それは確たしかに、微妙なところですねぇ……」

　このはが困り顔で呟つぶやくと、錐霞は小さな嘆息を漏もらし、

「正直に言えば、最初は私も少しばかり迷ったんだ。だが、とりあえず実際に一度くらいは会ってみるのもいい、世話を引き受けるかどうかはそれから考えても遅くないだろう、とこいつをこの家に連れて来させたのが失敗だった。ああ、馬ば鹿かげている。らしくないことをしているのはわかっているが、どうにもな……なあ、今、彼女には何の反応もないだろう？」

「ふむ。確かに、ないな。まるで人形のようだ」

　車くるま椅い子すに座って虚こ空くうを見つめているアマンダに歩み寄り、フィアがその頰ほおをつつく。髪をちょいと持ち上げてみる。春亮も彼女の顔の前で手をひらひらと振り、瞳ひとみの動きを確かく認にんしてみた。だが、そのどれにもアマンダは無反応だ。

「では、手を握ってみてくれ」

　フィアと顔を見合わせてから、春亮はアマンダの手を軽く握ってみる。

「おぅ……？」

　きゅっ、と自分の手が握り返されたのがわかる。表情に変化はないが、勘かん違ちがいではない。微かすかすぎる力で、けれども確かに、彼女はこちらの手を握り返している──まるで、暗くら闇やみの中、迷子まいごの子供が母親の手に縋すがりついているかのように。何かの救いを求めているかのように。

「反射的な何かだろうな……他ほかは食事を咀そ嚼しやくする程度の行動しかできないが、どういうわけか、手を握ったときだけはそんな反応を返してくるんだ。なんというか、それを知ってしまうと、全すべてを見なかったことにして追い返すのもどうかという気になって、な……」

「う、むぅ。確たしかに、これは」

　春はる亮あきと同じようにアマンダの手を握っていたフィアは、複ふく雑ざつな表情で肩をもぞもぞとさせていた。感じているものは自分と同じだろうと春亮は思う──つまりは、保ほ護ご欲よく。

　彼女はこの微かすかな力で自分達に縋すがりついている。自分はここに在るのだと訴えている。この手を放はなせば、彼女自身がこのまま虚こ空くうに溶けて消えてしまいそうな気がした。この手の些さ細さいな力こそが、彼女と世界とを繫つなぐ唯ゆい一いつの綱つなのような気がした。

　きっと錐きり霞かも、初めて日ひ村むらが彼女をこの家に連れてきたときに同じことをして、これを感じたのだろう。自みずからの行動が原因で心を喪うしなってしまった彼女に対して、自分の為なすべきことは何かと考えたのだろう。

「つまり、そんな感じで……私には彼女をこうした責任があるし、少なくともこの男が信頼できる医い療りよう機き関かんを見つけるまでなら世話をしてやってもいいかと思ったと──そういうことだ」

　春亮はそっとアマンダから手を放し、一同と視し線せんを合わせる。

　錐霞の意志は固いようだった。理屈もわからなくもない。が、それにしても女子高生一人ひとりが担になうには大変すぎる役割だろう。

　さて、それでは自分達はどうすべきか。

　止やめさせる？　放っておく？　まさか。それは、本当に──馬ば鹿かげている、だ。

　言葉を必要としない会かい議ぎはすぐに終わった。

　まだアマンダの手を握ったままだったフィアが、その白い手の甲をじっと見つめながら言う。

「こいつが敵の一味だったのは事実だ。しかし、こんな状況になって当然なほどの敵だったかと言えば──わからんな。それはさておき、キリカよ、お前は一つ間違えておる。こいつがこうなった原因はお前だけではない。奴やつらをこの地に呼び寄せ、ピーヴィーの片腕を切り取り、その直接の憎ぞう悪おを引き起こしたヤツにも責任はあろう。つまり、私だ」

「ふぅ……ま、放っておくのも寝覚めが悪いような気がしなくもないですね。仕方ないのでわたしも認めましょう。上うえ野のさんにその策略をさせなくていいくらいに、サクッとあの人達を撃げき退たいできていれば話は違ってました。つまりは力の足りなかったわたしにも責任アリ、と」

「カードを掏すり取られたことに気付かなかった俺おれにも、だな」

　な、と絶句している錐霞に向け、春亮は笑う。代表して言った。

「そんなわけで、俺達にも手伝てつだわせてくれよ、いんちょーさん。一人じゃいろいろ大変だろ」

「いや、しかし……」

　反はん論ろんしようとする錐霞だったが、はっきりした言葉は出ない。春亮はただ視線で問いかけ続けるだけだった。いんちょーさん、こんなときに俺達が簡かん単たんに退ひくと思う？　──と。

　やがて、錐きり霞かの口から嘆息が吐はき出される。それは諦あきらめの吐と息いきだ。

「……すまない」

　そこでフィアはようやくアマンダから手を放はなし、

「謝あやまることはない。今はこいつが敵だったとかいう話はとりあえず忘れておこう。ただ、私は人のタメになることをせねばならんし、キリカが一人ひとりで病人の世話をするというのも大変だろうから見過ごせなくて、だからどこかで見たことのあるよーな気がするこの包帯女の世話をしてやるというのもまぁアリかもしれんという……そんな感じだな。なりゆきだ、なりゆき」

「心の傷はさすがに黒くろ絵えさんが精気とか与えても駄だ目めですかね。でもとりあえず帰ったら相そう談だんはしてみましょう」

「一応聞きますけど、日ひ村むら先生、俺おれ達が手伝てつだっても別にいいですよね？」

「むしろ助かる。周囲が賑にぎやかなほうが心にはいいだろう」

　あっさりと彼は答えた。やはり、なんとなく拍子抜けする。錐霞が今まで散々警けい告こくしていたことを考えれば、もっと話が通じないようなイメージがあったのだが。

　同じく僅わずかに怪け訝げんそうな顔をしていたこのはが、そのとき何かを思い出した様よう子すで、

「あ、そう言えば……日村先生に二つほど聞きたいことがあります」

「質問をするのはいい生徒だ。百点と言っておこう」

「褒ほめられても嬉うれしくはありませんが。まず一つ、どうしてこの子の世話を上うえ野のさんに頼んだんですか、という疑問の補足です。あなたの周囲には、この子の世話を頼めるような女性が他ほかにもいるでしょう。最近来たばかりですけど」

「ン・イゾイー研究員のことか。つい昨日きのう挨あい拶さつをしたばかりで、あまり親しくないということが一つ。アマンダのことは研究室長国という組そ織しきとして求められているものではない、俺の個人的な問題になってしまっているということが一つ。それから──彼女の、室長の護ご衛えいとしての噂うわさは以前から聞いていた。戦せん闘とう力りよくはともかく、一般常じよう識しきがあるなしの観かん点てんで言えば、病人の世話を頼むのは少しばかり不安だったということだ」

「まぁ……それはわからなくもありませんね。あの子、昼休みにはいつも肉まんを両手で持ってもっきゅもっきゅしてますので。飽あきないのかと疑問に思ってますよ」

　隣となりの教室では毎日そんなことが起こっていたのか。なんとなくその光景を想像する……おそらく他の生徒達は、小動物を見るような視し線せんでほんわかと彼女を見守っているのだろう。

「では次の質問です。あなたはこの部へ屋やに来たときに《報告することができた》とか言ってましたね？　この子の様よう子すを見に来るのだけが目的ではなかったはずです」

「それは私も気になっていた。日村、報告とは何だ？」

「注意力と記き憶おく力りよくがいいのは利点だ。さて……良い情報と悪い情報がある。セオリー通りにいけば良い情報からだが、残念ながら悪い情報から先に説明したほうがわかりやすい。なので言うが──騎士領が動き始めた」

　その言葉で、場の空気が一気に張りつめたものへと変わった。フィアが眉まゆを寄せ、

「また私の破は壊かいを狙ねらっておるというのか……？」

「それもあるはずだ。だが問題はそれだけではなく──どこから聞きつけたか、奴やつらがアマンダの生存を知っているらしい、ということだ。つまり」

　長い前髪を弄いじりつつ、ふぅ、と日ひ村むらは息を吐はいた。

「奴らは、任務に失敗し、研究室長国の捕ほ虜りよとなったアマンダを処刑しようとしている」

　一同は絶句する。アマンダを騎き士し領りように帰せばおそらく処刑される。だから帰さないことにした。なのに──向こうから、来るというのか。

「派は遣けんされてくるのはかなり強力な、主力級の騎士だという話だ。そして次に良い情報を言っておこう。確かくたる情報ではないが、その騎士には実じつ験けん的てきにとある禍具ワースが支給されているらしい」

「悪い情報のほうが気になるが……一応聞いておこう。呪のろわれた道具のことをお前達はそう呼んでおるのだったな。どんな道具だ？」

　奇跡のような偶然だ、と前置きして。

　日村は言った。

「──噂うわさでは、心を癒す禍具だと」

　再び春はる亮あき達は言葉を失う。それは、自分達にとっては、確たしかに良い情報かもしれない。ここには心を喪うしなってしまった一人ひとりの人間がいる。もしもその道具が、彼女の心を蘇よみがえらせることのできるものならば──

　次に口を開いたのは錐きり霞かだった。

「なぜ、騎士領がそんなものを使う？」

「ピーヴィー・バロヲイと対たい峙じしたお前達にならわかるはずだ。蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎士領は禍具ワースに対する狂的な憎しみで結成された組そ織しきだ。奴らは憎ぞう悪おという足で歩み、狂気という武器を振るい、怨えん嗟さという声で会話する。基本的に、強力な騎士ほど騎士領らしく在り──つまりは、強い騎士ほど狂っているのだ。そして強い騎士は苛か烈れつな戦いに赴おもむき、さらに狂っていく。いくら強くとも、まともな作戦行動ができなくなるほど狂った手て駒ごまはもう使えない。それをなんとかしようという実験なのだろう」

「聞く限り、いろいろ不確定な部分が多いですが……」

「それは認めよう。今後とも引き続き情報は集めていくつもりだ」

「もしもそれが話通りの能力を持つ道具なら、奪うばい取るというのもアリ……か？　しかし、呪われた道具を使うのは、なぁ」

「ああ。クリスマスのアレみたいに、何かとんでもない呪いがあったりするかもしれないぞ」

　自分達が、そして理事長達が振り回された、あのココロ・ペンタンジェリの持っていた剣のことを思い出しながら春亮は呟つぶやく。

「勿もち論ろん、強制はしない。鹵ろ獲かくできてから考えればいい。ただ──禍具ワースを研究する者として言えば、それは最初から除外すべきような選せん択たく肢しではない、ということだ。《怪物チユパカブラン・繃帯バンデージ》のように、禍具ワースは場合によっては人の命を救いさえもする」

「ふん……命を奪うばうほうが遥はるかに多いと思うのだがな。まあよい。よくわからん道具についてアレコレ考えておっても仕方ないだろう。それは現実に目の前にあったらまた考えるとして──今考えるべきは、敵が来る、という悪い情報のほうだな」

「来た人を叩たたきのめさなくてはならない、と……いつものことですけどね」

　そのとき錐きり霞かが舌打ちをして、じろりと日ひ村むらを睨にらんだ。

「ここに夜や知ち達がいるのを、好こう都つ合ごう、などと言ったのはこのためか。アマンダを守る戦力として利用しようとしていたな」

「利用しようとはしていない。ただ、最終的にこうなるような予想はしていた。騎き士し領りようが箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブを見み逃のがすとは思えなかったからだ。無関係でいられるわけがない」

　いつのまにか、日村はソファーから立ち上がっていた。見ていたはずなのに、本当にその動作に気付かなかった。

「一応言っておく──今回の件、研究室長国という組そ織しきとしては動けない。繰くり返しになるが、アマンダ・カーロットは保ほ護ごすべき重要な存在とは看み做なされていないからだ。仮に室長に直じき訴そしたところで、『危ないので無抵抗で渡すように』という言葉が返ってくるだけだろう」

「あの男に連絡などするものか。馬ば鹿かげている……その台詞せりふからすると、お前は奴やつから指示を受けているわけではないのか」

「この件についての情報は室長も持っているとは思うが、特に指示を受けてはいない。つまりは、どうでもいいから好きにやれということだろうな」

　また気付くと、彼は玄関に向けて歩き始めていた。影かげが薄うすすぎて一つ一つの動作が目立たないのだ。日村はこちらを振り向かないまま、

「アマンダの世話は任せる。騎士領は今すぐ襲おそってくるというわけではないだろうが、いずれ訪れることは確たしかだ。油ゆ断だんするな──俺おれは引き続き情報を集めておく」

「待て」

　その背中を錐霞が呼び止めた。日村の足が止まる。錐霞は何かを躊躇ためらうような間を作って、喉のどの奥から絞しぼり出すような声で、

「……アマンダを引き渡されたときに聞き損ねていたことがある。研究室長国としての指示が出ていないのに、なぜ助ける？　個人的に助けようとする？　お前は──お前は、そんな慈じ愛あいに満ちた人間ではない、はずだ」

「ひどい評価だ。零れい点てんの評価だな。まあ、今まで俺がしてきたことを考えれば当然か」

「答えろ！　私はまだお前を信用していない！」

　日村の肩が軽く上下する。返答は短かった。

　そして──意味が、わからなかった。

「お前と一いつ緒しよだ。罪滅ぼし、さ」

「っ……！」

　錐きり霞かが瞳ひとみを揺ゆらし、それきり言葉を忘れる。日ひ村むらはそのまま歩いて玄関を開あける。だが出て行く間ま際ぎわになって振り返り、

「そうだ。フィア・キューブリック」

「な、なんだ？」

「たいしたことではない。今日きようの小テストの採点をした──なかなかの高得点だった。最初に比べれば目覚ましい進歩だ。そのまま頑がん張ばるといい」

「は……？」

　思わぬ褒ほめ言葉に、気を張っていたフィアがぽかんと口を開あける。

　そのフィアの表情に、日村は軽く頰ほおを緩ゆるめて。

　そう、まるで、生徒の成長を喜ぶ普通の教師のように笑って──

　錐霞の部へ屋やを出ていった。
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　いろいろ話し合った結果、人が多いほうが世話をしやすいし、敵のこともあるし、ということで、アマンダは夜や知ち家けに移動させることになった。錐霞もお泊まりセットを持って同行する。

　店から帰ってきた黒くろ絵えに事情を説明し、四苦八苦しながらアマンダに夕食を食べさせ、それから食後のお茶ちやの時間を終え──その数十分後。

　フィアと黒絵の姿は脱衣所にあった。

「さて……連れてきたはいいものの、どうするかな」

　車くるま椅い子すに座っているアマンダを見つつ、フィアは腕組みで首を傾かしげる。これからのミッションは、勿もち論ろん彼女を風ふ呂ろに入れることだ。一人ひとりではいささか厳きびしそうだったので、黒絵にもついてきてもらっている。

「うーむ。とりあえずお風呂に入るんじゃし、まずうちらも服は脱がんと。キャストオフ！」

「その掛け声はよくわからんが、同感だ」

　フィアは黒絵と共にぽいぽいと服を脱いだ。女同士だし、気心の知れた黒絵だし、何を恥はずかしがるということもない。そうして全ぜん裸らになってから、

「で、当然こいつも服は脱がせてやらねばな。クロエ、少しこいつの身体からだを浮かせてくれ」

「ほいほーい」

　アマンダの服は飾り気のないワンピースなので、ある意味脱がせやすい。黒絵がアマンダのお尻しりを持ち上げている間に、下から一気に捲まくり上げて脱がす。シンプルな白の下着（ブラジャーはしていなかった）と、彼女の身体を包む包帯が露あらわになった。考えるまでもなく、包帯をつけたまま入浴する人間はいないだろう。するすると解ほどいていく──最初に出会ったときとは違い、今彼女が巻いているこの包帯はただの包帯だ。日ひ村むらが話していたところによると、あの《怪物チユパカブラン・繃帯バンデージ》は研究室長国で保管されているらしい。

「これで、よし……っ？」

「ありゃ。これは……女の子なのに、可哀かわい想そうじゃね……」

　包帯の下から現れたものに息を吞のむ。絹きぬのように白い肌と、そうではない肌との対比。古いものらしく、痛みはないだろうが──代わりに、見ているこちらが痛々しい気分になる。

　フィアは目を細めながら、アマンダの腰から下着を抜いた。自分達と同じに一いつ糸し纏まとわぬ姿となった彼女を両手で抱え上げ、足でガラス戸を開けて風ふ呂ろ場ばに入る。

「……まずは洗ってやろう。ここに座らせて、と……おとと」

「背もたれがないからねぇ。うちが髪で支えることにしちょこう」

　黒くろ絵えの髪がアマンダの腕や身体からだに優やさしく絡からみつく。それでようやく風呂場の椅い子すに座らせることができるようになった。

　フィアが前側を、黒絵が背中側を。手分けして、アマンダの身体を洗っていく。華きや奢しやな体たい軀くが泡で包まれても、やはりアマンダは無表情で無反応なままだった。

「……何があったんかねぇ」

「私は私だから、わかるぞ……わかりたくはないがな。これは火傷やけどの痕あとだ」

「火事にでも巻き込まれたのかしらん」

「かもな」

　錯さつ覚かくなのかもしれなかったが、そのアマンダの身体にある火傷の痕は、かつて自分という拷ごう問もん処刑具によって、たとえば《良く啼く鋼鉄の牡牛"The red-hot bull voices"》によって生み出されたものと同じであるような気がした。誰だれかの悪意と害意の臭におい。仮にこの傷痕が火事のせいだったとしても、それは事故ではなく──おそらく、もっと忌いまわしい理由で引き起こされたものだろう。

　あるいはこの傷痕が、彼女の人生を変えたのかもしれない。彼女が騎き士し領りようという組そ織しきに入る何かのきっかけになったのかもしれない。けれど、彼女からは呪のろわれた道具に対する復ふく讐しゆう心しんはさほど感じなかった。ならば火事が直接の原因ではないのだろうか。想像だけならいろいろできる。医者に運ばれて、助かる見込みがなくて、人体実じつ験けんする闇やみ医者に売られて、呪われた包帯を巻かれて、そこで騎士領の人間がたまたまその闇医者を殺すために現れて、なりゆきで拾われることになった──とか。詳しくはわからない。彼女の過去に何があったのか、それは彼女に聞かねばわからないことだ。

　自分はこのアマンダ・カーロットという少女についてほとんど何も知らないのだと、そこでようやくフィアは気付いた。

「敵だと十じつ把ぱ一ひと絡からげにしておったが……こいつにも、いろいろあったのかもしれんな」

「そうじゃねえ。話くらいできたらええんじゃけど、と──背中はだいたい終わったかな。よし、じゃあそろそろうちはプロフェッショナルな髪洗いテクを繰くり出すよ」

　髪は黒くろ絵えに任せて、かつて敵だった少女の身体からだを洗う。どうして敵だったのかわからない少女の身体を洗う。その答えを告つげる言葉を持たない少女の身体を洗う。泡立ったスポンジが敏感な部分に触れたときには、本当に微妙に、彼女の身体がくすぐったそうに震ふるえるのを感じた。ただの生体的な反射なのだとしても──そうだ。彼女は死んではいない。生きている。

　腕を洗う。そのついでに、錐きり霞かの家でやったように、軽くその手を握ってみた。

　やはり、きゅっと、握り返された。

　小動物に甘あま嚙がみされているかのような感覚。こちらに何かを伝えようとしているのか。何かを求めているのか。その些さ細さいな力が、不ふ思し議ぎな諦てい念ねんと共にフィアの頰ほおを緩ゆるませる。

（そうだな。もう一度、こいつと……話くらいはしてみても、悪くはあるまい）

　アマンダが心を取り戻したとき、どうなるかはわからない。敵の一味のままなのか。それ以外の何かになるのか。だが少なくとも、それは彼女が心を取り戻さなければ確たしかめられないことなのは確かだ。彼女を処断しようとする騎き士しをどうにかせねば得られない答えだ。

　正直なところ、アマンダを受け入れた理由はなりゆきだった。錐霞が責任を取るために彼女の世話をしようとしたのがきっかけで、自分はその錐霞を手伝てつだおうとしただけだった。けれど、今はほんの少し、自分自身の理由も出てきたような気がする。

　フィアは自分の手に伝わる力を感じつつ、彼女の虚うつろな瞳ひとみに向けて呟つぶやく。

「何を伝えたいのかはわからんが……とりあえず心配するな、と言っておこう、アマンダよ。乗りかかった船だ、ちゃんと面めん倒どうは見てやるぞ。騎士領からは守ってやるし、心を取り戻す手伝いもしてやる。任せておけ」

　アマンダの答えは当然のようになかったが、その髪を後ろから洗っていた黒絵が優やさしい微笑ほほえみで言った。

「ふぃっちーがそう決めたんなら、うちも全力でお手伝いするよー、と。いろいろ状況は複ふく雑ざつなんかもしれんけど、純粋に心情的なことで言えば、なんとなくこの子の味方をしてあげたくなるような好感度ポイントをうちは見つけてしまった」

　同感だ、とフィアは頷うなずきながら、アマンダの身体に存在するその好感度ポイントを慈いつくしみに満ちた視し線せんで見つめる。

　淑しゆく乳にゆう同盟の盟主としても、その真まっ平たいらっぷりは見事だと言わざるを得なかった。
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　錐霞の家でアマンダについて知った、その翌日の放ほう課か後ご。春はる亮あき達は廊下を歩いていた。

　廊下にはまだ生徒達がそれなりに残っており、「ねえねえ、あんたどうすんの？　誰だれにあげる？」「えー？　いや、そっちこそ誰にあげんのよー」「そういやさ、四組の彼があんたのこと──」などと姦かしましい声でおしゃべりを繰くり広げていた。何の話をしているのだろうか。そう言えば最近、学校が全体的に浮かれた気配けはいに包まれているような気もする……はて。

　そんな春はる亮あきの思考は、目的地に辿たどり着いたフィアがあげた声で中断される。

「たーのもーぅ！」

「前から思ってたけど、お前、ここに入るときにはだいたいその掛け声だよな。なんで道場破り風ふう味みなんだよ」

「なんとなくだ。ここは気合いを入れて開あけるべき扉のような気がするからな。美う味まい茶ちやと菓子が待っておるという意味でも、なにやら悪代官の本拠地っぽい気配がするという意味でも」

「はっはっは。僕は越えち後ご屋やから黄こ金がね色いろのお菓子を受け取っていたりはしないよ？」

　理事長室に入ると、珍しく学校にいたガスマスク男が肩を揺ゆらしながら言ってきた。どうも、と頭を下げるこのはと錐きり霞かにも軽く手を振って答える。勿もち論ろんここにいるのは彼だけではなく、

「いらっしゃいませ、皆みな様さま。お茶を淹いれましょう」

「いらっしゃーい！　あ、漸音ぜのんさん、勿もち論ろんボクもお手伝てつだいしますよー！」

「うちのぶんも頼むで～。でも、ああ、ふーふーすんのがダルいから……妹よ、あるいはメイドちゃんよ、代わりにふーふーしといておくれ～」

「ではお姉ねえ様には冷ます必要のない水道水を出すことにします。サヴェレンティさん、真心を込めて蛇じや口ぐちを捻ひねってあげてください……これは勿論、お姉様に楽をさせてあげようという優やさしさから言っていますが」

「ぶーぶー。あ、これ、ふーふーとかけたギャグやで？　って説明するのもダルい～」

　漸音とサヴェレンティが立ち上がり、隣となりの部へ屋やにお茶を淹れにいく。白衣を着た銃音がのんはソファーにぐってりと座っているだけだ。

　理事長室にこの三人がいるのは別に珍しいことではなかった。珍しいのは、

「……」

「えっと、ここで、この糸とこの糸を、こう引っ張って──きたー！　秘技《阿あ弥み陀だ如によ来らい像ぞう》の完成！　おお、うちも目にするのは久しぶりじゃ……ありがたやー」

　車くるま椅い子すに座っている、虚うつろな視し線せんの白はく髪はつの少女と。

　彼女の指に引っ掛けたあやとりで、やたら複ふく雑ざつな図ず柄がらを作っていた──制服姿の、黒くろ絵え。なぜかナムナムとあやとりを拝おがんでいるその姿を見ながら、春亮は嘆息する。

「うーむ。何度見ても違和感があるな……」

「むっ、失礼な。まぁ正直、うちもまたこの制服着ることになるとは思っちょらんかったけどー。やはりこれは神がうちもスクールライフを満まん喫きつしろと言っちょるとしか！」

「間違いなく言ってねぇ。とにかく、こないだみたいな騒さわぎは起こさないでくれよ……」

　以前にも一度、黒絵は制服を来てこの学校に忍び込んできたことがあった。そのときも完全なイタズラ目的ではなく、それなりに事情があってのことだったのだが──いろいろと騒ぎを起こしてしまったのは事実だ。

　今日きようも、黒くろ絵えがここに制服でいるのには事情がある。

　アマンダの世話をすることになり、まず問題となったのは、学校のある日中に彼女をどうするか、ということだった。いろいろ考えた結果──仮に敵が来たとしても白はく昼ちゆう堂々人の多い場所で襲おそうようなことはしないだろう、ということで、ストレートに彼女を学校に連れてくることにしたのである。だが教室にいさせるわけにもいかないので、理事長に電話で事情を説明すると──「君達にはクリスマスに迷めい惑わくをかけた借りがあるからね」という言葉で、彼女がこの部へ屋やで過ごすことを快く許可してくれたのだった。

　そして、それでも理事長室にいる漸音ぜのんだけにアマンダの世話を任せるのは悪いし、やっぱ交替で授業をサボって様よう子すを見に行ったりしないとな……と春はる亮あき達が相そう談だんしていたとき、「じゃったらうちが手伝てつだうよ？」と手を上げたのが黒絵だ。仕事を休ませるのは気が引けたが、確たしかに彼女ならもし敵が来てもアマンダを連れて逃げることくらいはできるだろうし、ということで結局その案が採用された。この前と同じようにどこからか制服を調ちよう達たつしてきたのは──目立たないようにという配はい慮りよが半分、そのほうが楽しそうだという個人的欲求が半分だろう。

「で、黒絵さん、様子はどうです？」

「特に変わりなく、じゃね。話に聞く追っ手の気配けはいとかも全然なし。とりあえずリハビリ風ふう味みにあやとりとかやっちょったんじゃけど、やっぱり反応はないねぇ」
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「ただの保健医としての意見やから、話半分に聞いといてほしいんやけど……とりあえず、焦あせらず気長にやるしかないんと違うかな。こんなこと言いたくはないけど、一日二日で劇げき的てきに事態がよくなったりはせえへんと思うで」

「そう……ですね」

　錐きり霞かが銃音がのんの言葉に頷うなずく。そうだ、焦っても仕方がないな、と春はる亮あきも自分自身に言い聞かせるように胸中で呟つぶやいた。仮に心を取り戻したとして、かつて敵であった彼女とどんな話をすればいいのかはわからないが──今の状態のままでいるよりは、きっと、いいはずだ。

　それからふと、春亮は彼女達に礼を言っておかなくてはと思い、

「ありがとうございます、銃音さん……漸音ぜのんさんにもですけど。そんなつもりはなかったんですが、やっぱりなんかこいつの世話を頼んじゃってるみたいなことになって」

「かまへんかまへん。あんたらに迷惑をかけたのはうちらも一いつ緒しよやからな。さすがにダルいとは言わへんで……それに、ずっと保健室でグータラしとるのも飽あきるからなー。たまには出張保健医さん、みたいな仕事をするのもええかなと」

「そうです、夜や知ち様。お気になさらずに」

　そこで漸音がカップの載のったお盆を手に戻ってきた。その表情はいつもの鉄てつ面めん皮ぴだが、声こわ音ねはどこか優やさしい。湯ゆ気げの立つ紅こう茶ちやを手て慣なれた動作で春亮達に配り始める──一方、隣となりの部へ屋やから遅れて出てきたのはガラスコップをトロフィーのように両手で掲げ持ったサヴェレンティで、いつものようにアワアワフラフラとしながら、

「わ、わわ……っと！　なんとか到着！　はい銃音さん、真心を込めて淹いれてきました！」

「ホントに水持ってこられた！　姉いじめや～」

「紅茶がいいとは言わなかったではないですか。ダルいダルいと横着しているからそうなるのです。お姉ねえ様はもう少ししゃんとしてください」

　漸音が冷静に言い、きょとんと首を傾かしげるサヴェレンティの横で銃音が寂さびしそうに水道水を啜すする。仲の良い姉妹だ、と思うことにしておこう。

「一応、彼女のぶんもあるのですが」

「お。じゃあうちがふーふーするよ。学校にいる間はうちがアマンダちゃん世話係じゃし……スプーンとかで飲ませたほうがええかな」

　と、黒くろ絵えがスプーンで紅茶を掬すくってアマンダの口へ。こくん、とその喉のどが動くが、やはりその表情に変化はなかった。春亮達も軽く世間話をしながら紅茶を飲み始める。元々、特に用事があって理事長室に来たわけではなく、黒絵とアマンダを迎えにきただけだ。カップが空になったのに合わせてお暇いとまさせてもらうことにした。

　理事長室を出て下げ駄た箱ばこに向かう。校舎に人ひと気けはない。部活のある生徒達はその活動に励んでいる時間帯だし、それ以外の帰宅部の生徒達ももうほとんどが家路を辿たどっているのだろう。しかしまったく生徒の姿がないというわけでもなく、たまに廊下で擦すれ違う生徒達が車くるま椅い子すの包帯少女に怪け訝げんな目を向けてくることもあったが、堂々としていればどうということもなかった。春はる亮あき達は廊下をぞろぞろと歩きながら、

「んー、やっぱ理事長達に世話になっちゃってるな……」

「仕方あるまい。こいつを学校に連れてくるのは、奴やつらの協力がなければ実現不可能だった」

　アマンダの車くるま椅い子すをからからと押しつつ、フィアが春亮の呟つぶやきに答える。

「しかし、いつまでも世話になりっぱなしというのはさすがに私も気が引けるな。スパッとこいつが治ればよいのだが……心の傷というのは厄やつ介かいだ。どうすれば治るのかがはっきりせん」

「だな。日ひ村むら先生は、なんか外界からいろんな刺し激げきを与えたほうがいい、とか言ってたけど。それもなんか漠然としてるし」

「外界の刺激か。ふむ……」

　首を傾かしげて何事かを考えていたフィアが、やがてぴたりと足を止めた。

「一つ思いついたのだが──これからはもう帰るだけなのだろう？　そのついでに、少しばかりこいつに学校案内をしてやるのはどうだろうか」

「私は別に構わないが」

　錐きり霞かがちらりとこちらを見やってくる。春亮には特に異い論ろんはなかった。このはと黒くろ絵えも、

「急いで帰る必要もないですし、今ならもう他ほかの生徒達もあんまりいないでしょうし。あまり目立つことをしないのならいいんじゃないでしょうか」

「全然おっけーよー。むしろうちも学校案内されたい派！」

「じゃあそうしてみるか。でも、なんでだ？」

　素そ朴ぼくな疑問として聞いてみると、フィアはぽりぽりと頰ほおを搔かきながら視し線せんを逸そらした。

「う、む……その、なんとなく、私が初めてここに来たときのことを思い出したのだ。建物は大きくて、人が多くて、みんな同じ服を着ておって、何やら活気があって、新しん鮮せんだったというか──刺激を受けたというか。だから、今はあまり人がおらんが、それでも多少はこいつにも刺激を与えることができるのではなかろうか、みたいな……」

「フィア……」

「な、なんだそのハレンチ顔は、呪のろうぞ！　わ、私は単にこいつが早く治ったほうが面めん倒どう臭くさくなくてよいなーと思っただけだ！　こいつは人間だが、どうせまともに学校に行ったことなどないのだろうし──その点で言えば私と同じなはずで、だな！」

　フィアが必死に無用な言いい訳わけのようなものを喋しやべり続けているのが面おも白しろかった。春亮だけでなく、このはに錐霞、そして黒絵も小さく頰を緩ゆるめている。

　そしてフィアの提案通り、春亮達はアマンダを連れて学校の中を巡めぐり始めた。アマンダに喋りかけながら。彼女は無反応だったが、それはけっして無意味ではない──はずだ。

「ここが私達の教室だぞ。これが私の机で、これが春亮の机で、これがキリカの机で」

「うひひひ。これがハルの机か……よし、うちはちょっとリコーダーの先端を掏すり替える仕事を始めるのでお気になさらず。ごそごそ」

「気にするわ！　つーか本人の前で机を探さぐるな！　あと俺おれの選せん択たく授業は音楽じゃなくて美術だ、リコーダーなんてないぞ!?」

　続いてこのは達の教室。その後は、せっかくの放ほう課か後ごなので邪じや魔まにならない程度に部活も観かん察さつさせてもらうことにする。フィアがアマンダごと車くるま椅い子すを抱えてえっちらおっちらと階段を上り下り。音楽室では吹すい奏そう楽がく部ぶの演奏をドアの外からしばし鑑かん賞しよう。書道教室ではドアの隙すき間まからこっそり覗のぞき見み。それから購こう買ばい部ぶと学食へ。

「おー。いろいろメニューがあるねぇ……お弁当があるからあんまり利用せんと思うんじゃけど、何が美お味いしい？」

　フィアが不ふ遜そんに腕組みしつつ、やたら偉えらそうに、

「ここにはおせんべがない。それだけで食堂としては三流だ」

「お前の理屈だと、二流以上の食堂はこの地球上に存在しないことになるぞ……？　まあ食ったことがあるもので言えば、マーボー定食がなかなかだったかな」

「何気にサラダ系も充実しているぞ。野菜がいつも新しん鮮せんだ」

「肉うどんとカツ丼どんです。不満があるとすればたまに肉の分量をワカメで誤ご魔ま化かされたりカツが薄うすかったりすることで味は申し分ないのですがその不安定性というか主役たるお肉をないがしろにすることがある心意気がわたしはどうにも我が慢まんできずそれは肉とカツという肉系の名前を冠かんした料理に対する侮ぶ辱じよくであり──」

「ええと……このさんこのさん、そんなに真剣な目になって力説しなくても。ちょっと聞いてみただけじゃし、ね……？」

　それから渡り廊下を通って部室棟に行き、そこにある文化系の部活動も軽く覗き見する。

　アマンダの脇わきを抱え上げ、ドアの覗き窓から漫まん研けんの様よう子すを観察させていたフィアがぷうと頰ほおを膨ふくらませて言った。

「地味だ」

「派は手でな活動をしてる文化部なんてのもそうそうないと思うぞ」

「それは甘えだな！　たとえば漫研なら、実際にバトルしながらバトル漫画を描くくらいの心意気が欲しいところだ！」

　とすん、とフィアはアマンダの身体からだを車椅子に戻しつつ、

「しかし……ここで文句を言ってもいきなり文化部の活動が派手になるわけでもない。やはり派手と言えば運動部だな。私が初めて来たときも、ルールはわからんが見ておるだけで楽しかった。最後に屋上からグラウンドを見てみることにしよう」

　時間もいい頃ころ合あいだった。じゃあそうするか、と意見を一致させて春はる亮あき達は再び歩き始める。そして本校舎に戻り、屋上に続く階段目指して進んでいたとき、

「……我わが発言・奇遇ですという挨あい拶さつ」

　行く手から歩いてきたのはン・イゾイーだった。いつもの灰はい色いろ髪がみに、ヘソ出しの制服に、校則を無視しているに違いない裸足はだし。当たり前だが、彼女は特に部活動などやっていないはずだ。こんな時間にどうして学校に残っているのか。

「こんなところで何をしておる？」

「我わが返答・まだこの場所に慣なれていないので、どこに何があるか、という地理を把は握あくするための研究を。つまりは散歩的に散歩しています」

　答えながら、その無感動な瞳ひとみが制服を着た黒くろ絵えの姿を捉とらえる。「この人、生徒だったっけ……？」というような気配けはいで彼女の首が微かすかに傾いた。そしてさらにその瞳は車くるま椅い子すに乗った少女の姿も捉え、今度は逆方向にその首がかくりと傾けられる。

「……こいつのこと、知らないのか？」

「我が返答・未知です。自分に関係のある人物なのでしょうか」

　春はる亮あきが聞くと、ン・イゾイーはあっさりと答えた。日ひ村むらは「アマンダは研究室長国にとって重要ではない」というようなことを言っていたし、今までずっと入院していたという話だし、ン・イゾイーが知らなくても不ふ思し議ぎはないだろう。

　結局のところ、アマンダの保ほ護ごは日村が個人的に受け持っていることなのだ。だから──既すでに春亮達は決めていた。

　敵が来る。ならば戦力は多いほうがいい。そしてン・イゾイーは強い。だが、仮に彼女をこちらの戦力として引き込むことができるのだとしても、それはやるべきではない。

　研究室長国としてアマンダの保護命令が出ていない以上、ン・イゾイーの力をこちらの都つ合ごうで利用すれば、それは研究室長国に借りを作ることになる。たとえン・イゾイーがそうは思わなくても、闇やみ曲まがり拍ぱく明あきがその論ろん理りを利用しようとする可能性はゼロではない。錐きり霞かを連れ戻されたり、フィアの研究を求められたりするような隙すきは可能な限り作らないようにしておくべきだ、というのが春亮達の判断だった。

「お前には関係ない。放っておけ。ほれ、散歩の邪じや魔まはせんからさっさと行け！」

「ではそうすることにします。が……」

　ぺたぺたと軽い裸足の足音を立てながら（その気になれば消せるに違いないが）、ン・イゾイーがこちらに歩いてくる。だが通り過ぎる間ま際ぎわにその足音がふと止まった。虚うつろなアマンダの顔を無感動な目で見下ろし──

　そして、そっとその手を伸ばし、優やさしく彼女の白髪に触れた。

　小動物を慈いつくしむような動きで、ン・イゾイーの手がアマンダの頭を撫なでる。アマンダに反応はなかったが、ン・イゾイーは僅わずかに目を細めて、

「気ラーマの流れが奇妙だという判断を判断します。怪け我がとも、病気とも違うような」

「お前が気にすることではない。馬ば鹿かげている」

　錐霞が仏ぶつ頂ちよう面づらで言うと、ン・イゾイーはほどなくしてその手を放はなした。

「我われ々われは──こんなとき、まず食物を見直しますが」

「樹じゆ液えきを啜すすらせたり、肝きもを食わせれば治ると？　それこそ馬ば鹿かげている。適当なことを言うな」

「あくまで、我々の部族では、です……それでは失礼、と失礼します」

　ぺこり、と軽く頭を下げ、ン・イゾイーは歩いていった。また校舎の探検に戻ったのだろう。

　その背中が廊下の向こうに消えるのを見届けてから、

「仕事熱ねつ心しんというかなんというか。ま、暇ひまなのであろうな」

　そんな身みも蓋ふたもないことを呟つぶやいて、フィアは再び車くるま椅い子すを押し始めた。




　　　　[image: ]




　錐きり霞かは屋上のフェンスからグラウンドをぼんやりと眺める。運動部の生徒達が忙せわしなく動き回っている。元気な掛け声。ボールが跳はねる音。春はる亮あき、フィア、このは、黒くろ絵え──そして車椅子に座って微動だにしないアマンダも、黙だまってその光景を見つめていた。彼女は何を思っているのか──何かを思うことが、できているのか。

　そのとき、きい、と屋上の鉄てつ扉ぴが開く音がした。振り返るが、誰だれもいない──と思いきや、

「ここにいたか」

「むっ、ヒムラか。なぜここにいるとわかった？」

「生徒が車椅子の人間について話しているのをたまたま聞いたんでな。特に用事はないが、まだ学校にいるなら様よう子すを見ておこうと思った」

「こいつに変化はないぞ。残念ながらな」

　そうか、と日ひ村むらも残念そうに呟いた。影かげの薄うすい足取りで錐霞の横に近付いてきて、フェンス越しにグラウンドを見下ろす。正直なところ話などしたくはなかったが、せざるを得ない状況ではある。錐霞は横目でちらりと日村を見、

「……進しん捗ちよくはどうだ」

「悪いが、目立った進展はない。あいつを受け入れてくれる病院はまだ探しているところだ。特殊な事情の人間を受け入れてくれて、尚なお且かつ心の傷も治ち療りようできるような場所はそう多くない。探すのは不可能ではないだろうが、もう少し時間がかかる」

「騎き士し領りようについては？」

「そちらも同様、まだ詳しい情報はない。ただ、近付いているのは確たしかだ。気をつけろ」

　言われなくても、と胸中で呟いた。自分の行動のせいで死にかけた少女がいる。死と同義なほどの傷を負った少女がいる。それを再び殺させるようなことが──あっては、ならない。

　その思いを再さい確かく認にんしたほんの数すう瞬しゆんで、隣となりにいた日村の気配けはいが消えていた。フィアくん達にちょっかいをかけに行ったのか、と横を見やる──予想に反して、日村はまだそこにいた。いつもとは違う、こちらの内面を慮おもんぱかっているような目。どうやら今のは、日村の存在感が薄すぎて、その気配けはいを一いつ瞬しゆん見失ってしまっただけのことらしい。

　だけのこと？　馬ば鹿かげている。

　これは、呪のろいだ。日ひ村むらの持つ呪われた仮面。存在感を消す《バスティーユの彼Il est dans Bastille》の。

　けっして、彼のことを心配しているわけではなかった。呪いという重要なファクターを忘れていたことが馬鹿げているというだけだ。彼がその呪いに塗まみれていることはどうでもいい。どうでもいい。どうでもいい。

　けれど、なぜか、口が勝手に動いて──

「……《バスティーユの彼Il est dans Bastille》は、まだ使っているのか」

「ああ。使わねば情報収集はできない。ひょっとして、心配してくれているのか？」

「誰だれが。馬鹿げている」

　自分らしくない、と錐きり霞かは思った。ああ、こんなのはまったく、自分らしくない。ペースが乱れている。乱されている。なぜだ？

　それは勿もち論ろん、日村が日村らしくないからだった。

　復帰してからの日村は何かが違う。雰囲気、気配、態度。強引に自分に迫ってくることもない。変わることにした、という電話での台詞せりふ。研究室長国とは関係なく、アマンダの保ほ護ごに動いていること。その理由は──

　罪滅ぼし。

　昨日きのう、別れ際ぎわに聞いた言葉だった。わからない。その言葉の真意は何なのか。

　実際聞けば話は早いのだろう。が、

「……」

　聞けなかった。先刻とは逆に、口が動かなかった。

　錐霞はそっと視し線せんを動かし、再びグラウンドを見下ろす。

　ふと頭に浮かんでくるのは、思い出したくもない、過去の記き憶おく。

　罪。日村の罪。それが何なのか。わからない。わかるわけがない──




　──心当たりが、多すぎる。
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　研究にもだいぶ慣なれてきた。役に立っているとは思えないにしても、足手まといにはなっていないような気がする……ただの希望的観かん測そくなのかもしれないけれど。

　毎日、中学校が終わってから、その場所に向かう。更衣室で似合わない白衣を着込んで、自分に割り当てられた研究室に向かって、

「おはようございます、日村先せん輩ぱい」

　時間的にはもう夕方だが、挨あい拶さつは一律に「おはようございます」だった。研究者にはあまり昼夜の概がい念ねんがない。起きたときが常に朝で、つまりは一日の最初に会う人間には常に朝の挨拶をする。特に意味のない慣かん習しゆうだがな、と呟つぶやきながら彼が教えてくれた。

「来たか。早速だがこの布の質量測定をする。手伝てつだってくれ、錐きり霞か」

「はい」

　それが、いつもの日々。何人か顔見知りはできていたが、毎日のように顔を合わせて挨拶をするのは基本的に一人ひとりだけだった。勿もち論ろんここには兄もいるが、やはり忙しいらしく、しょっちゅう会えるわけではない。

　そこに変化が起こったのは、ここで研究を初めて一年ほどが経たったころだった。

　研究所の敷しき地ち内ないに一匹の野の良ら犬いぬが迷い込んできたのだ。軽い気持ちでエサをやってしまったのが運のつき。帰ろうとしても足元に纏まとわりつかれ、

「えーと……ごめんね。もう、ごはん、ないんだけど……」

　勿論犬は人語を解さない。へっへっへ、と吞気のんきに舌を出して尻しつ尾ぽを振っているだけだ。心を鬼にして立ち上がって歩き始めると、ちゃっちゃっと背後から爪つめの足音がついてくる。溜ため息をついてまた振り返り、眉まゆを寄せながらその頭を撫なでた。

「どうしよう。家までついてこられても……飼えないし……」

　何人かの研究員がそんな自分の横を通って帰宅の途とについていた。無視するもの。こちらを見て頰ほおを緩ゆるめ、そのまま通り過ぎるもの。話しかけてくるもの。「論ろん理り的てきに言って、野良犬には飼い主がいない。飼い主がいない犬は日本の法律に基づく予防接種義務が果たされていない。予防接種を受けていない犬は狂犬病などに罹り患かんしている可能性があり、これから罹患する可能性も高い。つまり、論理的な思考による論理的な結論に基づく論理的な提案を言えば──保健所に電話するかね？」勿論、断った。

　どうしようどうしよう、と犬の頭を撫で続ける。そのうちに小こ雨さめがぽつぽつと降ってきた。泣なきっ面つらに蜂はちだ。薄うす汚よごれた犬はそれでも動かない。主人の命令を従順に待っているかのように、ただへっへっとこちらの顔を見つめている。雨で毛皮が洗われるということはあろうが、だからといって放置するわけにもいかない。犬だって濡ぬれっぱなしでは風か邪ぜを引くだろう。

　そんなときだった。

「……何をしている？」

「日ひ村むら先せん輩ぱい！　その……この子、が……」

　彼も帰宅する途と中ちゆうのようだった。白衣を着ておらず、研究室に常備してあるビニール傘がさを手に持っている。その目がちらりと首くび輪わのない犬に向けられ、

「……なんとなく、事情はわかった。だが──俺おれに言えるのは、そいつを研究室に入れるわけにはいかない、ということだ。研究室にある精せい密みつ機き器きは埃ほこりに弱い。毛を撒まき散らされて機械を故障させられでもしたら責任が取れない」

「あ──」

　冷たい言葉だった。彼はぶっきらぼうだったが、冷たい人間ではないと思っていた。自分の教育をするときも、難むずかしい研究の指し導どうをするときも、（ぶっきらぼうすぎて言葉足らずになるきらいはあったが）丁てい寧ねいに、真しん摯しに、こちらの相手をしてくれていた。自分のような、彼からしてみれば子供と呼んで差し支えない人間にも。だから冷たい人間ではないと思っていた。一見しただけではわかりにくいが、優やさしい人間だと思っていた──なのに。
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　彼は無言で歩き始める。こちらの横を通り過ぎるとき、一いつ瞬しゆんだけ雨粒が頭上から消えて、

「……？」

　そしてそのまま消え続ける。

　自分の肩にビニール傘の柄えが引っ掛かっていることに気付いた。通り過ぎざま、彼がしゃがんでいるこちらの身体からだに被かぶせるようにして傘を置いていったのだ。

「あ、あの……」

　だが彼の歩み自体は止まらない。彼はこちらを振り返ることなく、降り始めた雨の中を歩いて研究所を出ていった。

（お礼、言い忘れたな……）

　傘を持ち直し、一いち時じ凌しのぎであることはわかっていたが、眼前の野の良ら犬いぬも雨粒から守ってやる。

　仕方のないことなのかもしれない、と思った。彼が言うことは正しい──いくら雨が降っていても、研究室の中に入れるわけにはいかない。けれど無視はせず、保健所に連絡しろとも言わなかった。これは彼の最大限の優やさしさなのだろう。たとえば、もし自分が彼の立場でこの光景を見たら？　やっぱり、彼と同じようなことをするのが精せい々ぜいなのかもしれない。

「それでも……どうしよう……」

　雨が次第に強まってきた。動けない。孤独な野の良ら犬いぬが孤独な自分をじっと見つめている。自分には母はおらず、父は死に、兄だけがいる。この犬にはきっと誰だれもいない。今眼前で頭を撫なでている、ふとした気き紛まぐれで手を差し出してしまった自分しか。

　そのとき不意に、背後でどさりと音がした。

　びくっと背筋を跳はねさせて振り向く──と、そこには。

　全身を雨で濡ぬらした男が立っていた。

「先せん輩ぱい……？」

　その足元には大きなビニール袋があった。それに印刷されているマークは、近くにあるホームセンターのもの。

　彼は無言でその場にしゃがみ込み、ビニール袋からいくつかのものを取り出した。同じ長さの木の杭くいが五本。ビニール紐ひもが一巻き。小さめのブルーシートが一枚。日にち曜よう大工用のハンマーが一本。彼はそのハンマーを使って、四本の杭を小さな正方形の配置で芝生しばふに埋め込んでいく。残った一本の杭はその近くに適当に打ち込んだ。それから彼は四本の杭の上にブルーシートを広げ、それを紐でぐるぐると杭に固定し──ああ、その杭は柱だ。簡かん易いテントの柱だ。

　そして彼はさらに袋から何かを取り出した。鎖くさりつきの首くび輪わ。それをこちらに手渡しながら、

「俺おれがやると暴あばれられそうだ。お前がつけてやれ」

　困こん惑わくしながらも、受け取る。それきり彼は視し線せんをその簡易テントのほうに向け、「我われながらひどい応急処置だ。明日あしたは板を買ってきて、小屋の設計を──いや、行くところに行けば丸ごと小屋が売っているか……？」などと呟つぶやいていた。

　じんわりと、理解が広がっていく。

　手渡された首輪を犬の首に嵌はめる。抵抗なく彼（彼女かもしれない）はそれを受け入れた。それから鎖の端はしの輪を、テント近くに立てられた一本の杭に通す。鎖の長さからすると、テントの中には問題なく避ひ難なんできるだろう。

「……ここが今日きようの仮住まいだよ。明日、また来るから」

　立ち上がって、ゆっくりと後ずさる。犬はしばらくこちらを見ながらうろうろしていたが、やがてのそのそとテントの中に入っていった。前まえ脚あしを揃そろえて座り、また明日、というようにへっへっと舌を出してから、そっと身を丸める。ほっとした。

「……帰るぞ」

　ビニール袋を片付け、彼はさっさと踵きびすを返していた。慌あわてて追いかけて隣となりに並び、少しばかり逡しゆん巡じゆんしてから──腕を伸ばし、元々は彼のものだった傘かさを掲げた。優やさしい先輩の、頭の上に。

「あの、ありがとうございます。でも、どうして？　駄だ目めだって言ったのに」

「駄目とは言っていない。研究室に入れるわけにはいかない、と言っただけだ」

「答えになってないですよ」

「まあ……気き紛まぐれだ」

　言葉は、やはりぶっきらぼうで。知らず、自分の頰ほおが緩ゆるむ。

「でも、いいんですか？」

「さあな。ここは表向き製薬会社の研究所ということになっている。敷しき地ち内ないで飼っている番犬の一匹くらいいてもおかしくはないだろう」

　どこか飄ひよう々ひようとした口ぶりで言いながら、彼は視し線せんをこちらに向けた。静かな目がこちらを捉とらえて、そして──彼も、笑う。

「仮に問題があったなら……そこはお前の立場がものを言う。何人に文句を言われたとしても、結局のところ一人ひとりさえ説得できればなんとかなるだろう」

「あはは。任せてください。お兄にいちゃん一人くらい説得してみせますよ！」

　そうか、と短く彼は答えて。

　それからしばらく、一つの傘かさで家路を辿たどって。

　その翌日には、テントの代わりに普通の犬小屋が研究所の敷地に立っていて──




　はっと意い識しきが引き戻される。運動部の掛け声が聞こえる屋上。昔のことを考えているうちに、いつの間にかぼうっとしていたらしい……白はく昼ちゆう夢むを見ていたかのような気分だ。馬ば鹿かげている。

　隣となりにはまだ日ひ村むらがいた。彼もどことなく遠い目で眼下の光景を眺めている。が、特に何がきっかけになったというわけでもなく、単にふと思いついたかのように、

「なあ、錐きり霞かよ……あの犬のことを覚えているか？」

　心しん臓ぞうが跳はねた。何も、たった今思い出していたことを口にしてこなくてもいいではないか。

「──さあ。忘れたな」

「そうか」

　それは噓うそで、同時に真実だった。忘れたい、と思っていることがあって。それを、二度と思い出さない、と強く強く願ねがっているのならば──それはもう、実際に忘れているのとほとんど同じことだろう。何かの気の迷いで、脳の誤作動で、それをたまたま思い出してしまうようなことがなければ。

「そうだ、そこで棒を力いっぱい突き立てて──飛べ！　ああ、駄目か」

「ちょっと引っ掛かっちゃったねぇ」

「敗因はあの陸上部の胸についておる余計なアレだな。あれさえなければ、こう、スルッと……やはり大きくてよいことなどないな！　邪じや魔まだし、重いし、不ぶ恰かつ好こうの極きよく致ち！　おいウシチチ、あの陸上部の新しん記き録ろくを阻はばんでしまったことを不恰好代表として謝あやまってこい」

「誰だれが不ぶ恰かつ好こう代表ですか！　わたしが謝あやまる意味もわかりません！」

「いや、このさんが実は巨乳の精せい霊れいで、おっぱいが大きな女の子はみんな巨乳精霊と契約した精霊使いだという設定にすれば……辻つじ褄つまは合う！　契約した女の子を不幸にするなんて、やっぱり謝るべきじゃね！　それはそれとして契約の方法が知りたいので教えてください精霊様」

「待てクロエ、早まるな。きっとイケニエを要求されるぞ。高級和牛一頭とかな！　その恐るべきカロリーに、私、戦せん慄りつ！」

「ああもう、どこからツッコめば!?」

「楽しそうだなあ、お前ら……それより、そろそろ帰らないか？　もういい時間だぞ」

　なんとはなしに春はる亮あき達の声を聞いていると、きし、とフェンスが揺ゆれる。苦笑しながら、日ひ村むらがフェンスから身を離はなしていた。

「相変わらず賑にぎやかだな。俺おれもそろそろ仕事に戻ることにしよう」

　車くるま椅い子すを押してフィア達が近付いてくる。日村の呟つぶやきは彼女達にも聞こえていたらしく、

「仕事とは、どちらの仕事だ？」

「今日きようはもう数学教師の仕事は終わりだ。残業が必要ない程度には要領よく働いてるんでな。とにかく、敵についてわかればまた連絡する。とりあえずお前達は今まで通りにそいつの世話を頼む──聞き忘れていたが、昨日きのうはアマンダをお前達の家に泊めたのか？」

「うむ。キリカのマンションよりはうちのほうが広いし、いろいろ都つ合ごうがよいからな。今日もこれから連れて帰る。心配せんでもちゃんとメシは食わせるし、薬も飲ませるぞ」

「なるほど。ならば直接会う用事ができればそちらに行こう。では、またな」

　軽く手を上げ、そして踵きびすを返した日村が屋上の出口に向けて歩いていく。

　最後の一いつ瞬しゆん、日村と目が合ったような気がした。だから最後の台詞せりふは錐きり霞か個人に向けられていたものなのかもしれなかったが──勿もち論ろん、錐霞は全すべてを無視した。
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「おーい、メシだぞー……と、いかん、零こぼしておる。ぬう、やはり私がやるとあまり食ってくれんな。なぜだ？」

「スプーンに山盛りすぎなんですよ。もう少し細かく、こう……あれ？」

「このさんも駄だ目めなら、ここはうちが。ぬぬ、今日は何やらご機き嫌げん斜めなようですよ？」

　夜や知ち家けの食卓には、昨日と同様にアマンダにも食べやすいメニューが並んでいる。だが今日はアマンダに食事をさせることがあまり上う手まくいっていなかった。

「腹が減っていない、というわけでもないはずだが。昨日より時間も遅いしな」

　錐霞の言葉を聞きつつ、春亮は腕組みで考える。食卓に並ぶ料理を眺めつつ、

「メニューの選せん択たく、失敗だったかな……？　何か特別に嫌いなものとかあったのかもしれん。えーと、まだチャレンジしてないのは……このピラフか」

　アマンダのスプーンで大皿のピラフを軽く掬すくい取り、春はる亮あきは車くるま椅い子すに座った彼女の口元にそれを運んでみる。条件反射のようにほんのちょっぴり口が開いたが、それだけだ。

　うーん、と眉まゆを寄せそうになり、しかしはっと思い直す。いかんいかん。こういうのはきっと雰囲気が大事なのだ。

「これ、俺おれが一いつ生しよう懸けん命めい作ったんだ。俺が長年の研究の末に開発した秘伝の味つけで、だな……だから、ほら、ちょっと食べてみないか？」

　無表情なアマンダの顔を覗のぞき込み、にっこりと笑ってやる。何も心配はないぞ。本当に美お味いしいぞ、というのを表情を使って全力で語りかける。

「いやー、いくらハルのスマイルといえども、ちょっと難むずかしいんじゃないかしらんー。うちらのような癒いやし美女ズでも不可能だったことを考えれば」

「そ、そうかもしれませんね？　だから春亮くん、駄だ目めでもあまり気を落とさずに……」

「あ、食べた」

　先刻よりはもう少し大きく、ちょこりと口が開く。そこにそっとスプーンを差し入れると、彼女の口がもぐもぐと動いた。妙に嬉うれしい。

「ぬぬ……なぜだ、ハレンチ小僧め!?　私がやって無理だったものをあっさりと！」

「こらフィア、あんまり大きな声出すとまた食べてくれなくなるかもしれないだろ。もうちょっと静かに──このは、水頼む」

　このはが水の入ったコップを傾けると、液体のほうが受け入れやすいのか、その喉のどがまたこくりと動いた。喉が落ち着くのを見計らって、またピラフを差し出す。もぐもぐ。適度にこのはが水を差し出し、こくん。

「よしよし、その調ちよう子し」

「ああ……わたしから食べてくれなかったのは残念ですけど、こういうのも、なんか、いいですねぇ。もし、わたしと……くんの、……ができれば、きっと、こんな感じに育てることになって……うふ、うふふ、うふふふふふ？」

　なぜかこのはは眼鏡めがねを光らせながらブキミな含み笑いを漏もらしていたが、よくわからないので特に気にしないことにする。何にしろ、今はアマンダに食事をさせなければ。

「よし、こんなもんかな。けっこう食べてくれた気がするぞ」

　そうしてスプーンを置いたとき、ふと春亮はアマンダの様よう子すがおかしいのに気付く。ほんの些さ細さいな変化だが──その頰ほおが、微妙に赤くなっているような。何かを我が慢まんしているような。

「ひょっとして、食べさせすぎたか？　いや……これは……」

　アレだ。定期的に連れていくようにはしていたが、そのタイミングがいつ来るかは正せい確かくには予測できない。食べてくれたのが嬉しかったのだろう、このはも普段ふだんより多めに水を飲ませていたようだったし──

「こいつはまずい！　ちょっとごめんな！」

　事は一刻を争う。車くるま椅い子すの車輪のロックを外す時間すら惜しい。春はる亮あきは車椅子の座席に腕を差し入れ、アマンダの小さな身体からだを抱え上げる。初めて彼女を持ち上げたが、本当に軽かった。

「緊きん急きゆう事態だと理解した！　だが、そ、それはさすがにハレンチすぎる！　抱き上げるのは百歩譲ゆずって仕方ないのだとしても、お前が、その、こいつにトイレを──」

「そ、そこまではしねぇよ！　運ぶだけ！　させるのはお前らに任せるから！」

　慌あわてて居い間まを出ようとしたときだった。今度は春亮の触覚に、再度の違和感。

　──ぎゅっ。

「え？」

　思わず足を止め、アマンダの顔を見下ろす。表情はない。だが、どういうわけか──こちらの背中に回っているアマンダの腕に、少しだけ力が込められている、ような。

「どうした、春亮？」

「い、いや……とにかく移動！」

　居間を出て、トイレへ直行。抱えていた少女の身体を、とすん、と便座に下ろす。だが背中に回された腕からはまだ微かすかに力を感じた。手を握り返すこと以外にほとんど初めて表れた、彼女の確たしかな反応。身体を離はなしてそれを失うのが、正直、

「なんか……名残なごり惜しい、な……」

　呟つぶやいた瞬しゆん間かん、背後に感じる殺さつ気き。

「な、名残惜しい、だと！　ハレンチ小僧め、何を言っておるのだ、呪のろうぞ!?」

「春亮くぅん？　それはさすがに、擁よう護ごできませんよ……？　ぎゅっと抱っこして、トイレに一いつ緒しよに入って。しかも、名残惜しい、なんて言ったってことは──やはり本音は、最後まで自分が世話をしたい、と！」

「ば──馬ば鹿かげているっ！　そんなこと許しはしないぞ、変態的にも程ほどがある！」

「違、そういう意味じゃなくて！」

　言いい訳わけ虚むなしく、竜たつ巻まきに巻き込まれたかのような勢いで春亮はトイレから叩たたき出された。




　春亮を自室に追いやり、錐きり霞かはトイレ前の廊下で嘆息した。中ではフィアとこのはが押し合い圧へし合いしながらアマンダの世話をしているはずだ──初日に一人ひとりで世話をしていたときにまず訪れた難なん問もんだったが、下着を脱がせて何度か語りかけただけで、彼女はちゃんと欲求を果たしてくれた。やはりこちらの声もある程度は聞こえており、そしてまたある程度は理解しているのだろう。それを明めい確かくな反応として表に出す回路が閉じている、ということか。

「どうしたものかな……」

　何の気なしに呟つぶやくと、同じく廊下でアマンダ達を待っていた黒くろ絵えが視し線せんを向けてきた。

「そう言えば、きりりん。いい機き会かいじゃから、ちょっと話したいんじゃけど」

「いいとも。何の話だ？」

「いや、そんなにたいした話じゃないんじゃけど」

　黒くろ絵えは優やさしく微笑ほほえんでいる。たいした話ではない、という言葉とは裏腹に、何か真ま面じ目めな話をしようとしているような気配けはいを感じた。

「最近、きりりんがうちに泊まること多いなーって」

「そうかもしれないな。クリスマスのときも泊まってしまったし……迷めい惑わくをかけてすまない」

「いや、迷惑とかそういうんじゃ全然ないよー。この家がさらに賑にぎやかになって、うちはとても楽しんじょるのです。話したいのは、むしろ逆のことというか」

「逆？」

　黒絵の目は相変わらず優しい。いつもふざけている彼女がふとしたときに見せる──老成した、海のようにあらゆる物事を平静に包み込む深さを持った瞳ひとみ。

「そう、きりりんが泊まると楽しい──じゃから、うちはこう思うんよ。じゃったら、もういっそのこと、ここに住んじゃえばええのに、って」

　息を吞のんだ。考えたことがなかったとは言わない。それはきっと、とても素敵すてきなことだろう。楽しくて、嬉うれしくて、幸せで、未来に希望が持てることで──そして、同時に。

　とても、辛つらいことだろう。

　だから錐きり霞かは無む理り矢や理りに笑って、

「はは……理由がないよ。それに、クラスメイトの家で同居する、などというのはクラス委員長のすべきことではない」

「理由、ね。きりりんの呪のろいのことを考えても？」

　二人ふたりきりだからだろうか。彼女はさらに踏み込んでくる。ならば自分も誤ご魔ま化かしなく答えなければならないと思った。

「……確たしかに、霊れい的てきに清浄だというこの家にずっといれば、いつかは私の《ギメストランテの愛》や《黒くろ河かわ可か憐れん》の呪いも解けるのかもしれない。が、それがどれくらいの時間で果たせるのかはわからないし、正直、今はそうする必要性を感じない」

「それは、ハルを守る力を失いたくないから？」

「君には噓うそをついても無む駄だのような気がする。だから──想像に任せるよ」

　平静な声と表情で、鼓動の高まりを隠かくす。

　ふう、と黒絵は嘆息したようだった。

「強ごう情じようじゃね……うちが思うに、もっときりりんは自分に正直に生きてもええと思うよ。必要性なんて難むずかしいことを考えたりしないで、ふぃっちーやこのさんに気兼ねすることもしないで。ただ、自分が一番したいようにすれば」

「したいように、しているよ」

　強情じゃね、ともう一度黒絵は呟つぶやいた。我わが儘ままを言う子供を、仕方ないなあ、と呆あきれと共に受け入れるような微笑ほほえみで。

「じゃあ、最後に一つだけ質問。これは答えんでもええよ。ただ、心のどこかで考えちょってほしい──きりりんは、これからずっとそうするんかな？　ということを」

　その単純な問いは、ひどく重く自分の心に圧のし掛かった。

　これから。つまりは未来。わからない。どうなるのか。自分は、どうしたいのか──？

　トイレの中から、水が流れる音が聞こえてきた。

　その途端とたん、黒絵が必要以上にほえほえとしたいつもの声こわ音ねに戻って、

「んむ、丁度この密みつ談だんも終わりタイム。じゃあそういうことで──一応言っちょくと、何か困ったことがあるならいつでも相談に乗るよ？」

　あまりに軽いその声で、重たい気分が一気に希き釈しやくされていく。これが彼女の強みなのだろう、と錐きり霞かは思った。真ま面じ目めさが、不真面目さが、フレキシブルすぎる。

　苦笑を漏もらしながら、錐霞は言う。

「やれやれ……君は誰だれの味方だ？」

「うちはみんなの味方ですよ？」

　と、やはり軽い口く調ちようで、おそらく全すべてを見み透すかしているであろう彼女は答えた。
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　夕食後の一ひと時とき。毒にも薬にもならないテレビのバラエティ番組を、フィアはぼんやりと眺めていた。内容があまり頭に入ってこない──考えるべきことはいろいろあった。

　テレビに向けていた視し線せんをちらりと動かす。隣となりには車くるま椅い子すに座ったアマンダの姿がある。一応テレビに向けて座らせてはいるが、彼女がそれを見ているかどうかは定かではない。

　思い出す。彼女と会ったときのことを。あのとき、まだ自分はここに来たばかりだった。自分が何をしたいのかも、これからどうすればいいのかも、はっきりとはわかっていなかった。

　だから、屋上で哄こう笑しようを発して、記き憶おくに飲み込まれ、ピーヴィーを害し、春はる亮あきまで害しそうになり、海へ逃げ込み──

　馬ば鹿かなことをしていたな、とフィアはそっと苦笑する。

　アマンダを見ていると、その自分の愚かさを思い出すのだった。けれど、だからこそ、

（あのときと……今は、違う）

　願ねがいははっきりしている。自分はもう誰も害したくはない。呪のろいを解いて、人間のように、誰も傷つけず、誰かを救える存在になりたい。

　今ここにいるアマンダは、自分の過去の罪を想起させる。ならば、彼女を守り、その心を取り戻すことができたなら。それは、《あのとき》と《今》が違うということへの──自みずからが過去を克服したことへの明めい確かくな証明になるような、そんな気がした。

（守って、やろうではないか……《今》の私の、全力をもって）

　そして彼女を狙ねらう敵を排除すれば、後は彼女の心が癒いえるのを待つだけだ。昨日きのう風ふ呂ろ場ばで考えていた通りに、一度くらいはまた話をしてもいいと思う。日ひ村むらが安全な医い療りよう機き関かんを見つければ、時間はかかるかもしれないが、いつかは治るはずだ。

（そう言えば、敵が持っておるという《心を癒いやす道具》の話もあったな。それが有用ならばすぐに治るのかもしれんが、所しよ詮せんは呪のろわれた道具だ。あまり期待はせんほうがよいだろう。それを奪うばうことより、やはりアマンダを守ることのほうが優ゆう先せん順位は上だ）

　そこでふとアマンダの膝ひざかけがずれていることに気付き、手を伸ばしてそっと直してやる。これからすべきことを再確認したことで、不ふ思し議ぎに胸中が晴れてきた。余裕が生まれ、耳を素通りしていたテレビの音も多少は頭の中に入ってくるようになり──

『さて！　それではバレンタイン特別企画として、今回はなんとこの──』

「……あ」

　忘れていたが、そちらの問題もあった。黒くろ絵えは畳たたみの上で転うたた寝ねをしていたが、錐きり霞かは一いつ緒しよにぼんやりとテレビを見ている。フィアは彼女の耳に口を近付け、ぼそぼそと、

「なあ、キリカよ。またいつか、練習の時間が取れるかな？」

「うん？　ああ──どうだろうな。今の状況では難むずかしいかもしれない。が……あいつが病院を探すのも、敵が来るのも、それほど長い時間がかかるということはないだろう。その日までには片が付いている……と思いたいな」

「ふむ。ならば焦あせらないことにしておくか。そう言えばだな、私は最近とても重要な事実に気付いてしまった。春はる亮あきにどんなチョコを渡すか、という話だが。普段ふだんからいろいろ観かん察さつしておるに、ヤツのオヤツは羊よう羹かんだったりポテチだったり私のおせんべを横から摘つまんだりで──つまり、あまりチョコとかが好きではなかったりするのではないか？　これは由ゆ々ゆしき事態！」

「まぁ……男子とはそういうものなのかもしれないな。だが羊羹とかを食べているなら、甘いものが嫌いというわけでもないだろう。それに、選せん択たく肢しとしてはあまり甘くないビターなチョコを贈おくるというのもある」

「奥が深いな。はてさて、どんな種類にすべきか……丁度良い、この番組で研究しておこう」

　アマンダの問題を軽視するわけにもいかないが、こちらの問題とて考えないわけにはいかない。フィアは身を乗り出してテレビの番組を注視する。

　画面の中で司会が言っていた。『さあ、皆さんにはこのスペシャルチョコを食べていただきましょう！　なんと当たりのチョコは特製・ワサビ入り！』……

　ふぅん、そういうのもあるのか。名前からしてあまり甘くはなさそうだ。満面の笑顔えがおで司会は言っていたし、それを引き当てた芸人も何やら嬉うれしそうだし、味も悪くないのだろう。

　よし──選せん択たく肢しには入れておこう、とフィアは思った。




　そのとき春はる亮あきは台所で、このはと共に皿洗いをしていた。フィアと錐きり霞かも手伝てつだおうとしてくれたのだが、あまり人数が多くても、ということでジャンケン対決をしてこの結果になったのだ。それにしても、なぜ勝ち抜け方式だったのだろう……自分と一いつ緒しよに皿洗いをするのがそんなに楽しいイベントだとは思えないが。

　しかし事実として、このはは鼻歌など歌いながら楽しそうに手を動かしている。まあ嫌いや々いや手伝ってくれるよりは全然いいよな、と考えながら春亮も皿を洗い続けた。居間からはフィア達が何事かをぼそぼそと話しているような声が聞こえ、それに交じってバレンタイン企画を行っているテレビの音が──

（……ああ）

　そこでようやく春亮は理解する。そう言えばそんな時期だ。最近、何やら学校中がふわふわした感じだったのもそのせいだろう。泰たい造ぞうや他ほかの男友達は、当日になればきっとあの子に貰もらったいや俺おれは貰えなかった許さん、とかやいのやいの騒さわぐに違いない。春亮はそれほどチョコの個数やら何やらは気にしないタチだったが、それでもテレビから届いてくる賑にぎやかな雰囲気でぼんやりと考えてしまう。

　仮に、自分にチョコをくれるとしたら誰だれだろう。全部義理なのは間違いないだろうから、それは普段ふだん話している女友達に限定される。フィアはイベント自体を理解してないかもしれないし、錐霞は『馬ば鹿かげている』とか言って興きよう味みないかもしれないし、白しら穂ほはもし渡されたら真剣に毒味の必要性を考える。サヴェレンティは普通に家に忘れてきそうだし、渦か奈なは中学時代からチロルばらまき派だし──

（普通にくれそうなのは、黒くろ絵えと……このは……かな？）

　ちら、と視し線せんを横に向ける。そこにはやはり、毎年手作りのチョコをプレゼントしてくれるこのはが楽しそうに皿洗いを続けている姿があった。そこでふと彼女が「あ、ちょっと失礼」と春亮の前にあった洗剤に向けて手を伸ばし、前まえ屈かがみになったことでその胸が流しに乗っかってぷるるるんと震ふるえて軽く潰つぶれ──春亮は慌あわてて視線を逸そらす。が、どういうわけか、その光景が脳内で繰くり返し再生された。ぷるるん。柔らかく温かそうな丸み。全すべてを包んでくれそうな質感。今いま更さらながらに認めよう、このははスタイルがいいのだ。頭も良くて、優やさしいのだ。そんな彼女にチョコを貰いたいと思っている人間はきっと多いだろう。その彼女が今、自分のすぐ隣となりにいて、幸せそうに笑っていて、皿を仕し舞まうために手を伸ばしてまたぷるんと──




　そんなとき、彼女がこちらの顔を見てふと思い出したように言った。

「えっと、お皿洗い、後は春亮くんにお任せしちゃっても大丈夫ですかね？　わたしはお風ふ呂ろの準備をしてきますから」

　それはとても素敵すてきな笑顔えがおだった。春はる亮あきは心の底からどきりとして、

「お、おう。頼む」

　もごもごと答える。じゃあよろしくお願ねがいします、とこのはは風ふ呂ろ場ばに向かった。それからほどなくして春亮は洗い物を終える。そして台所を出たとき、どこからか自分を呼ぶ声のようなものが聞こえた気がした。その声の発生源、脱衣所のほうに行ってみると、

「……春亮、くん。あの……ちょっと、来てくれませんか？」

　今度ははっきりと、そんな呼びかけが聞こえてきた。どことなく緊きん張ちようしているような、何かの感情を押し殺しているような、このはの声。春亮は脱衣所に入り、

「どした？　お湯が出なくなったとか？」

「そ、そんな感じ……です。とにかく、入ってきて、ください……」

　風呂場のガラス戸越しに春亮はその声を聞く。一方で、脱衣所には何か違和感があった。はて、と軽く首を傾かしげながらも、春亮は何の気なしに風呂場のガラス戸を開あけ──

　そして全すべての動きを停止させた。

　鼻び腔こうに届いてきたのは、ひどく甘い匂におい。脱衣所の違和感の正体が遅れて判明した。この匂いが届いていたから違和感があったのだ。ああ、そして、それだけではない。記き憶おくを辿たどる。脱衣所の女性用洗せん濯たく籠かごに、服があった。このはの服があった。それも違和感の正体。つまり──

　このはは裸だった。

「あの……春亮、くん……」

「な、なんだ、いや、ごめん、とにかくごめん！」

「待って！　行かないで、ください……」

　踵きびすを返そうとした足が止まる。それを見てしまう。

　このはは風呂場の中心にぺたんと女の子座りしていた。いつものおさげと眼鏡めがね。衣服を脱ぎ捨てている身体からだはその女の子らしい膨ふくらみを余すところなく主張している。だが、見てはいけない部分は辛かろうじて見えなかった。顔を赤くしたこのはが、申もうし訳わけ程度にその腕で隠かくしているというのもある。だが、それ以上に──

　この風呂場に香かおる甘い匂いの原因。ひどく美味しそうなチョコレートが、その身体の大事な部分に塗られていたからだ。

「こ、このは……い、いったい？」

「言わなくちゃ、わかりませんか……？」

　ひどく潤うるんだ目で、彼女はこちらを見上げていた。背筋を伸ばしてその身体を持ち上げ、腕を少しだけずらし、ああ、さらにそれがこちらの視界に突き出され──

「バレンタインの、チョコレート、ですよ……？　今年ことしは、とくべつ、です」

「と、とくべつ、って……！」

「春亮くんに、喜んでもらいたくて、用意したんです。とっても、とっても、心を込めて作りましたから……美お味いしい、ですよ……？　ねえ、だから」

　どこか上ずった声こわ音ねで言って、このはは腰を上げることなく、ゆっくりとこちらに手を伸ばしてきた。そして、首の後ろに回した手に軽く力を込めて──引っ張る。

「うおおおおお!?」

　ぽゆゆん。

　引っ張られて前のめりに倒れた春はる亮あきの顔を、何かが、何かが優やさしく受け止めた。甘い匂においが鼻のすぐ前に近付いていた。

　春亮の首に腕を回したまま。

「おねがい、です……」

　潤うるんだ目で、上気した頰ほおで、熱あつい吐と息いきで、

　彼女は──囁ささやいた。

「わたしの、チョコ……舐なめて……？」

　甘い匂いで頭がぼうっとしてくる。何も考えられなくなっていく。微かすかな、けれど有う無むを言わせぬ力がさらにこのはの腕に込められて、自分の頭がそこに近付けられていく。カカオとミルクの匂い、匂い、匂い匂い匂い。美味しそうなのは確たしかで、唾だ液えきが溢あふれてきて、ならばそれは事実美味しいに違いないのであって、美味しいものは食べたほうがいいのであって──

　まだ見ぬ味を本能が勝手に想像し、知らず春亮の口から溜ため息いきが漏もれる。と、その息が吹ふきかかってしまったのか、それだけで眼前のチョコは、

「あ……やぁ、んっ……」

　などという熱い吐息を漏らしてぴくんと震ふるえた。活いきのいいチョコ。美味しそうなチョコ。ならばこれを食べないのはこのチョコを作った菓子職しよく人にんへの冒ぼう瀆とくに当たるのかもしれない。だから。

　だから春亮は、ぼうっとした頭のまま、小さく口を開いて。

　そして、ゆっくりとゆっくりと、唾液で濡ぬれた舌をそこから伸ばしていって──




　そこではっと我われに返った。




「わっしょおおおおおいっ！」

「きゃ？　わ、あぶな──っと！」

　我に返った瞬しゆん間かん、洗っていた皿がつるりと手の中から零こぼれ落ちた。まだ皿洗い中で、勿もち論ろん風ふ呂ろの準備をすると言って風呂場に行ったのでもなければそこでチョコレートを用意していたわけでもなかったこのはが素早すばやく手を伸ばしてそれをキャッチしてくれる。

　春亮はどっきんどっきんと心しん臓ぞうを跳はねさせながら台所を見回し、すぐに理解する。妄もう想そう──自分は妄想していたのか。なんてことだ。あのぷるるんを見てしまったのが元げん凶きようか。いや、人のせいにしてはいけない。とにかく、あんな、あんな妄もう想そうをしてしまうなんて……どうかしている。本当に、どうかしている。

「どうしたんですか、春はる亮あきくん？　ヘンな声出しちゃって」

「い、いやその、それは──アレだ。手が滑って、皿が割れるかも、と思ったらつい……」

「声のほうが先だったような気もしますけど……？　ま、とにかく割れなくてよかったですね。春亮くんがこんな失敗するの、なんか珍しいです」

　くすり、とこのはが微笑ほほえむ。その邪気のない微笑みが後ろめたい妄想をしていた自分の胸にグサリと突き刺さった。

「ご、ごめんな」

「？　そんな顔を真まっ赤かにして謝あやまるようなことでもないですよ？　誰だれだって失敗くらいしますし、お皿は割れなかったんですし」

「いや、それでも、その……えーと」

　説明などできるはずがなかった。このはの目が見られない。だからただ春亮は、心の底から気持ちを込めて、もう一度。

「ご……ごめんなさい」

　勿もち論ろんこのはは、きょとんとした顔で小首を傾かしげているだけだった。
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　次の日の放ほう課か後ご、春亮達は揃そろって家路を辿たどっていた。昨日きのうと同じく日中は黒くろ絵えがアマンダを理事長室で世話してくれていたが、特に問題も進展もなかったらしい。日ひ村むらの顔を数学の授業以外で見ることもなかったので、どうやら向こうにも進展はないようだった。

　今日きようは学校から直接家に帰るのではなく、いろいろ寄り道をしていた。今アマンダの車くるま椅い子すを押しているのは黒絵で、フィアは先刻本屋に寄ってゲットしてきたらしい本のページをしかめっ面つらで凝ぎよう視ししている。カバーがかけられているし、本屋でも錐きり霞かと一いつ緒しよにコソコソ選えらんでいたのでその本のタイトルやジャンルなどはわからない。

「お前が本を読むなんて珍しい。何の本だ？」

「ぬっ。ヒミツだ、ヒミツ！　他ほかの誰に教えようとも、貴き様さまにだけは教えられん！」

「なんだそれ」

「うるさい。もう聞いてくるな、呪のろうぞ！　まったく……しかし、こんなに種類があるとは……どれにすればいいのだろうか、ううむ……」

　フィアはまた視し線せんを本に戻し、ぶつぶつと何事かを呟つぶやいている。まあ本を読むのは悪いことではない。とりあえず内容についてはそれ以上触れないことにして、「歩きながら読むと危ないぞ」という忠告だけしておいた。予想通りに無視されたが。

　しかしほどなくして、フィアがぱたんと本を閉じてそれを鞄かばんに仕し舞まい込む。忠告が遅れて効きいたわけではなく、単に彼女が飽あきただけなのだろう。

「ふーむ、難むずかしいな……続きは帰って読むことにしよう。それにしても」

　ちらりとその視し線せんがアマンダのほうを向いて、

「本屋の刺し激げきでも駄だ目めか。いろいろ面おも白しろそうな本はあったのだが」

「うむ。一番刺激の強いコーナーに行かなかったのがうちとしてはちょっと心残りです」

「行かせてたまりますか！」

「一番刺激の強い本……？　何のことかわからんが、まあ本は本だろう。それほど効果が出るとも思えん。何か別の刺激はないものかな」

　などと言いながら周囲を見回していたフィアが、おっ、と道の横手を見て足を止める。

「公園があるぞ。少し遊んでいくのはどうだ？」

「おー。たまには童心に帰って遊ぶのもええかもしれんね。アマちゃんも賑にぎやかに遊んだりそれを見たりすることで元気が出るかも」

「たまにはも何も、黒くろ絵えさんは常に童心しか持っていないような……まあいいですけど」

「私も別に構わないぞ。こんな公園があったとは知らなかったが」

「俺おれも。けっこういろいろ遊び道具があるなー」

　と、一同はぞろぞろとその公園に入っていく。野球には厳きびしいが三角ベース程度ならできそうな広さ。砂場にジャングルジムにゾウ型の滑り台にブランコ、と遊具も基本的なものが揃そろっている。端はしの一角には水飲み場と合体した大きな時計とけい台だいのようなものもあった。

　公園には何人かの先客がいた。数人の子供達と、その中の誰だれかの姉だろう、一人ひとりの茶ちや髪ぱつの女の子。鬼ごっこでもしているのか、一いつ緒しよになってわいのわいの走り回っている。

　その邪じや魔まにならないように、春はる亮あき達はとりあえずブランコのほうに移動した。アマンダを座らせてやり、転げ落ちないように気をつけながらきいきいと揺ゆらす。鎖くさりを揺らしていた春亮とアマンダの手を保持していた錐きり霞かが顔を見合わせ、

「……なんだろう。なんか、すっごく寂さびしげな気分になってきたんだけど……」

「同感だが、まあ、仕方ないだろう。フィアくんのようにはいかないさ」

「ふははー！　見ておるか、アマンダ!?　これは素す晴ばらしく楽しいぞ、羨うらやましいなら貴き様さまも早く元気になってこれくらいできるようになるがいい！」

　隣となりのブランコではフィアがぐいんぐいんと立たち漕こぎを披ひ露ろうしていた。「あれは何だ、晒さらし首くびの台か、ギロチンの親しん戚せきか!?　この国にも街中で罪人を処刑する文化があったとはな！」と初めてブランコを見たときには言ってきたものだったが、今はもう遊び方もお手の物だ。

「フィアさん、あまり激はげしく漕ぐと危ないですよ！　というか、その、スカートなのに……！」

「このスリルを味わうのがブランコの醍だい醐ご味みではないか。まだまだいくぞー！」

「だから待ちなさい、あなたは別の意味でもスリルを味わってますってば！」

　楽しい姿を見せることでアマンダに刺し激げきを与えようとしているのか、フィアの勢いは止まらない。高く、速く、勢いよく。長い銀ぎん髪ぱつをきらきらと輝かがやかせながら、彼女は自みずからを振り子と化す。それは正直に言って、かなり──綺き麗れいな姿ではあった。だからだろう、

「わー。あのガイジンのねーちゃん、すっげー……」「怖くないのかな？」

　その姿に目を惹ひかれたか、鬼ごっこをしていた先客の子供達がこちらに近付き、きらきらとした目でフィアの描く弧こを見上げていた。

「フフフ……わかる奴やつらにはわかるものだ、この私のテクがな……！」

　ニヤリと彼らに向けて笑ったフィアが、さらに調ちよう子しに乗ってブランコのスピードをアップ。それ以上勢いをつけるともはや一回転してしまいそうだった。だが子供達が求めているのはそんな結末ではないらしく、

「と、飛ぶかな？　飛ぶかな？」

「きっとすげー飛ぶぞ、あのガイジンねーちゃん！　たぶん体たい操そう選せん手しゆだよ！」

「いや、あの、ボク達……？　ごめんね、あのおバカなお姉ねえちゃんは、囃はやし立てるとホントにやっちゃいそうだから、そういうのは──」

　などと、このはが引ひき攣つった笑えみで子供達に話しかけた瞬しゆん間かんだった。

　ぐいん！　と一ひと際きわ大きくブランコが振られ、そして、

「期待には応こたえねばなるまい……見ておれ！　たーっ！」

「飛んだーっ!?」「スゲェ！」

　ぽかんと口を開けた子供達の視し線せんを受け、銀髪が宙を舞まう。しかも煽おだてられて気分が良くなっていたためか、フィアはさらにクルクルと空中で膝ひざを抱えて縦たて回転──銀。縞しま。銀。縞。とこちらの視界に映る色が交互に入れ替わり、そして見事な放物線を描いて足から着地──

「とう！　見たか子供達よ、惜しみなく称しよう賛さんの声を浴びせ……おおう!?」

　ジャンプの勢いがありすぎたためか、着地は少しばかり失敗した。フィアの足がずるりと滑り、そしてその近くには今まで子供達と遊んでいた引いん率そつの少女がぜいぜいと肩で息をしながら子供達を追いかけてきており、

「ぜぇ、ひゃう……ちょ、キミ達、逃げずに待っててくれるのはいいけど、おねーさん、一応、オニだよ？　あんまり余裕すぎると、おねーさんのプライドもさすがに傷ついちゃったりしてハートブレイク……あふゥン!?」

　バランスを崩したフィアと、へろへろの状態で走ってきた少女の身体からだが軽く交こう錯さく。二人ふたりはもつれ合うようにして倒れた。

「きゅう……」

「ぬぅ。何が起こった……？　とにかく十点満点とはいかんかったようだ。残念だな」

「こらフィア！　残念だ、とか言ってる場合じゃねえだろ！　こんなことになるような気はしてたんだよ！」

「いや、これは、こいつらが期待しておったので、仕方なく、だな……もぎゅっ!?　ハレンチ小僧め、私の頭を叩たたいたな！　呪のろうぞ!?」

　ここは教育的指し導どうをしても許される場面だと思う。ぺしりと一発入れてから、春はる亮あきはフィアの襟えり首くびを摑つかんでその身体からだを引っ張り上げる。そこでフィアも自分の着地失敗が何を引き起こしたか気付いたらしい。

「む……こいつにぶつかってしまったのか。それはさすがに悪いことをした。おい、無事か？」

「まったくだよ。その、マジにすみません！　だ、大丈夫ですか？」

「う、ん……？」

　少女の様よう子すを観かん察さつしてみる。自分達と同じくらいの年ねん齢れいで、頭には長い耳みみ垂だれのついた可愛かわいい帽ぼう子しを被かぶっていた。その耳垂れが微かすかに捲まくれており、その下には耳に嵌はまったイヤホンとコードが見える。音量を小さくして音楽でも聴いているのだろう。服装はＴシャツにフードの付いた上着に襞ひだのついたミニスカートという動きやすそうなもの。ミニスカートからは靴下を穿はいていない白い足が足元のスニーカーまで一いつ直ちよく線せんに伸びていて、活動的であると同時に無防備な印象で、そして彼女は地面に倒れているから、そのミニスカートと生の太ふと股ももの間には──

　殺さつ気きを感じ、慌あわてて春亮は捩ねじ切れんばかりの勢いで首を回す。逃亡させた視線の先には丁度ゆっくりと両手を持ち上げていたこのはがいて、彼女はにこやかに微笑ほほえみながらその手をそっと元に戻した。危なかった。

　もぞもぞと起き上がるような気配けはいがあったので、そこでようやく春亮は視線を戻す。地面にへたり込んで「今、何が……？」と首を傾かしげていた彼女に向け、

「その……すみません。大丈夫ですか、怪け我がとかは？」

「え？　あ──大丈夫、かな？　うん、ご心配なく！　完全にグッデストだから！」

　と、間違った英語を使いながら彼女は照れたように笑った。明るい笑顔えがお。それから彼女はお尻しりをぱたぱたとはたきながら立ち上がる。耳垂れつきの帽子のせいか、どことなくウサギのような印象のある子だと思った──ひょっとしたら、その帽子がそもそもウサギをモチーフとしているものなのかもしれないが。

「そうか、怪我がないならよかった。すまんな、ついやりすぎた」

　フィアはさすがにバツの悪そうな表情で、頰ほおを搔かきながら謝しや罪ざいした。だが彼女は元気に、

「いえいえー。こっちこそ、あまり前とか見てなかったし！　おあいこだよ！」

　おあいこじゃないような気がするけどなー、と春亮は思ったが……まあ、怪我させたり怒られたりするよりは遥はるかにマシだ。ほっと胸を撫なで下ろしていると、子供達がわらわらとフィアのもとに寄ってきて、

「すげー、ねーちゃんすげー！　クルクルしてた！」

「なあなあ、他ほかにも何かできるの？　何かやってよ！」

「あー……おほん、私はプロだからして、無む闇やみにワザを披ひ露ろうしてはいけないというキマリがあるのだ。さっきのは特別サービスだぞ。だからもう打ち止めだ」

　えー、と不満の声が上がる。フィアがこちらをちらりと見てきたが、勿もち論ろん釘くぎを刺す視し線せんを返しておいた。もうあんなことをやられてたまるか。

「あんまり無理言っちゃ駄だ目めだよん。ほらほら、鬼ごっこ再開！　タッチしちゃうぞ～」

「えー。だってねーちゃん、もうバテバテじゃん。逃げ足はまあまあだけど、鬼んときが弱すぎるよ。相手になんない」

「がーん。ショッキング！」

　そこで子供達の一人が、

「そうだ！　なあなあ、ガイジンのねーちゃん達も仲間に入れてやるよ、一いつ緒しよに遊ぼうぜ！」

「ん？　そうだなぁ……」

　思案していたフィアの手を、あのウサギっぽい少女がガッと摑つかんだ。真剣な目で、

「是ぜ非ひ！　子供に舐なめられたままではいられない、一緒にオトナの実力を見せつけてやろうよ！　ばちこーん、と！」

「いや、舐められているのはお前だけだと思うが──まあ、お前には迷めい惑わくをかけたしな。ちょっとくらいならよいか。いいだろ、春はる亮あき？」

「まあ……いいんじゃないか？」

　車くるま椅い子すのアマンダを遊ばせるのも限度がある。ならばフィアがやっていたように、こちらが楽しく遊んでいる姿を見せて刺し激げきを与えてやるのも手だろう。

　ブランコのアマンダは錐きり霞かが見ていてくれると言ったので、春亮達は子供達＋引いん率そつの少女と一緒になって遊び始める。

　まず今までの続きとして鬼ごっこをやり始めたが、現在鬼である少女は可哀かわい想そうなくらいに足が遅かった。さすがに可哀想になり、わざと捕まってやったほうがいいのだろうか、と春亮が思い始めたころ、子供達の一人から緊きん急きゆう招集がかかってルールの変更が提案される。

「高タカ鬼オニ……無む理り矢や理り訳やくすとハイオーガ！　強そう！　で、どういう遊びなの？」

「私も知らんぞ。鬼ごっことどこが違うのだ？」

「ねーちゃん達は何にも知らねーなー。えっと、ルールは──」

　鬼は地面より高いところにいる人間にはタッチできない。だが人間がずっと同じ場所にいてはいけない。鬼にロックオンされて十秒経たつと強制的に鬼にさせられる。

「むむ。ロックオンしたら相手は別の高い場所に逃げ出すから、どこを目指すかを読んで、そのルートを張れば……ぬふ、なんとかなりそう！　さっきまでのようにはいかないよん！」

　などという少女の気合いの声と共にゲーム再開。ロックオンしても何人かに逃げられはしたが、目もく論ろ見み通りほどなくして彼女は子供達の一人を捕まえる。このはが手加減して捕まってあげたり、滑り台の上で仁に王おう立だち＆高笑いしていたフィアがつるりと滑り落ちて呆あつ気けなく捕まったり、黒くろ絵えが「あれ？　あのちっこいねーちゃんは？」「フフ……うちをお捜しかな？」「木の上ー!?　どうやってあそこまで登ったんだよ!?」などとやったりしながらゲームは続き、ついに春はる亮あきも鬼と化すときがきた。

　子供と遊ぶのは大変だ。本気を出してはいけないが、手加減しすぎても子供達は楽しんでくれない。いろんな意味で体力を使うのだ。

　何度か子供達に逃げられ、春亮は額ひたいの汗を拭ぬぐいつつ公園の中を見渡す。

「ふう。えーと、誰だれが狙ねらいやすいかな……」

　フィアは地面に埋め込まれた半タイヤの上で片足立ちしていた。このはは他ほかの子供達と一いつ緒しよに滑り台の上におり、黒絵は低い木の枝にぶらーんと両手でぶら下がっており──

「やば、デンジャー！　目が合った！」

　あの少女はジャングルジムの上にいた。ミニスカートで生足なのを少しは気にしてもらいたい。狙おうかなどうしようかな、と春亮は考えていただけだったが、勝手に焦あせった彼女は慌あわててジャングルジムを下りようとして、しかしつるりと足を滑らせて、

「……ありゃ？」

　落下はしなかったが、落下したほうがマシかもしれないという状況にはなっていた。ほとんど上下逆さまで、その身体からだが複ふく雑ざつにジャングルジムの骨格に絡からみついていて、特にその足がぱっくりと天高らかに──

「ちょ、タイム、タイムー！　脱出できません！　あれ、あれれ？　どこが、どう──もしかして君、身動きできないかよわい女の子をロックオンするつもりだったりするー!?　やめて、ロックオンしないで！　キミ、まさにオニだよ、オーガ的だよ！」

「にーちゃん、やれー！」「そこだー！」などという子供達の声が聞こえていたが、さすがに春亮にも武士の情なさけというものがある。あとこのは達の視し線せんが怖かった。

　元気なわりにどんくさい彼女を狙えば、すぐに鬼から脱出できると思ったが──どんくさすぎてそうもいかなくなった。どうやら鬼としてもうひとっ走りしなくてはならないらしい。

　春亮は溜ため息いきをつきながら、あられもない姿の彼女をジャングルジムに放置してのろのろと他の獲え物ものを探し始めた。




　汗だくで遊び続けて、もう日がかなり暮れたころ。子供達の一人ひとりが、突然大声で叫んだ。

「やべえ！　あの時計とけい、止まってんじゃん！」

　その声で他の子供達も、

「え、ほんと!?　俺おれもやばい！」「なあにーちゃん、時計持ってる？」

「時計はないけど、携帯ならあるぞ。ほら」

「うわ……絶対やべえよ、ごはんの時間過ぎてる。母かあちゃんに怒られる……俺、帰るな！」

「僕も！　なんで今日きようだけ時計が壊こわれてるんだよー」

「じゃーな、ねーちゃん達！　また遊ぼうぜ！」

　特殊な外見のフィア達と物もの怖おじせず遊んでいた彼らも、どうやら門限は怖いらしい。一目散に公園を飛び出していく。

　おう、またなー、と手を振って彼らを見送ったフィアが公園の時計とけいを見上げ、

「確たしかに止まっておる。ガラスも割れておるし、誰だれかが石でも投げたのであろうか。デカイばかりで役に立たんな」

「イエース。やっぱり時計は動いてこそ。なくなって初めてその大切さに気付くものだよ」

　うんうんと難むずかしい顔で頷うなずいているのはあの少女だ。アマンダをブランコから車くるま椅い子すに戻した錐きり霞かが車しや輪りんを鳴らしながら近付いてきて、

「ん……？　君は帰らなくていいのか？　あんまり仲が良さそうだったから、てっきり誰かの姉か何かなのだろうと思っていたが」

「ううん、全然？　あの子達とは今日きよう初めて会ったんだよん。誰かと仲良くなるの、わりと得意だから」

　私も奴やつらと仲良くなったことにかけては負けんぞ、とフィアが胸を張り、それに対してこのはが呆あきれたように、

「あなたのは別に自じ慢まんするようなことじゃないですよ。単に精神年ねん齢れいがあの子達と一いつ緒しよくらいだった、っていうだけの話だと思います」

「なにおう!?」

「とにかく、わたし達はもう帰りますけど。あなたは？」

「んー、まだ帰れないね。用事があるからさー」

　そして彼女は軽く続けた。邪気のない顔で。悪意のない顔で。

　にっこりと、笑いながら。




「いくらなんでも、子供達の前で目標をぶっ壊してぶっ殺すのは教育的に悪いじゃない？　せっかくあの子達が帰るのを待ったんだから、ちょっとは働いとかないと」




「──っ！」

　フィア達の反応は素早すばやかった。はっと顔色を変え、車椅子に乗ったアマンダを背後に庇かばう。春はる亮あきの足は、眼前に進み出たこのはがそっとこちらの身体からだを押したことでようやく動いた。愕がく然ぜんと、後ずさりする。まさか。信じられない。今までずっと一緒に遊んでいたこの少女が、吞気のんきで元気で明るくて少しどんくさくて、敵意の欠片かけらも感じなかったこの少女が──

「……蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようか？」

　ルービックキューブを取り出しながら発したフィアの声に、彼女はあっさりと頷うなずく。

「イエース。エルシーさんの名前は雛ひな井いエルシー。目的はキミ、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブの破は壊かいと──そこのミイラ屋マミーメーカーの粛しゆく清せいだねん。騎き士し領りよう内ないの風ふう紀き引ひき締しめのために、あと情報漏もれを防ぐために、研究室長国に摑つかまった間抜けな後方支援員オーグジラリを一応殺しときましょうって」

「見てわかるだろうが、今のこいつからはいかなる情報も聞き出せない。だからこそ、研究室長国はこいつの保ほ護ごを放棄している。それでも？」

「勿もち論ろん、それがエルシーさんのお仕事だから。真ま面じ目めに働かなくちゃね」

　錐きり霞かの言葉にも、彼女──エルシーは揺ゆるがなかった。やはり戦いは避けられないのか。

　日が暮れかけた人ひと気けのない公園に、しばしの無言が訪れる。

　そんなとき、不意に誰だれかの携帯が着信音を奏かなでた。車くるま椅い子すを押していた錐霞がエルシーの動向を気にしながら携帯を取り出し、液晶の表示をちらりと見て瞳ひとみを細める。

「出てもいいよ？　それくらいは待ってあげるよん」

　携帯は鳴り続ける。しばらく迷っていたようだったが、やがて錐霞はその通話に出た。

「……今がどんな状況か？　馬ば鹿かげている──教えてやろう。雛ひな井いエルシーと名乗る騎士領の女と対たい峙じしている。目の前でだ」

　吐はき捨てるように言う錐霞。返事があったらしく、その眉まゆが寄り、

「おい。『当たってほしくなかった情報が当たった』とは、どういう──な、に!?」

　ややあって。

　馬鹿げている、と呟つぶやいてから、錐霞が乱らん暴ぼうな仕し草ぐさで通話を切った。
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「いんちょーさん、今のは……日ひ村むら先生？」

「先生、などという敬称はいらないと言ったはずだが。まぁいい、電話の相手はその通りだ。役に立たない情報を連絡してきた。『敵がついにこの国に入ったようだ』と。それから──奴やつはその敵の名前も摑つかんでいたらしい。半信半疑だったようだがな。そいつが私達の目の前にいると知って、さらに役に立たない情報を伝えてきたよ」

「……なんて？」

　聞きながら、春はる亮あきは錐きり霞かの様よう子すに違和感を覚える。電話が終わってから、錐霞は一いつ瞬しゆんたりともエルシーからその視し線せんを逸そらしていなかった。拳こぶしを握り、全身に緊きん張ちよう感かんを張はり巡めぐらせ、額ひたいに汗を浮かせている。

「聞いたままを言おう。奴はこう言ったよ」

　その状態のまま、錐霞は笑った。

　……おそらく、無む理り矢や理りに。




「雛井エルシーは《最強》だ──勝ち目はない。だから逃げろ、と」
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　くすくすとエルシーは肩を揺らした。

「実にグッデスト！　的てき確かくな指示だと思うよん。逃がす気はないけどね」

「ふざけたことを言いおるな、あの男は。やってみなければわかるまい──あとお前、ちゃんと喋しやべれ」

「えー。エルシーさんはちゃんと喋ってるよ。つまりグッデストスピーキング」

「わざわざ言い直さんでもよい！　ええい、こんな頭の悪いヤツが最強なはずがないではないか──十九番機き構こう・抉式螺旋態《人体穿孔機"Man-Perforator"》、禍動curse/calling！」

「同感じゃね。うちの必殺技、ええと、オールウェイズキルスキルが炸さく裂れつ……」

「対抗しなくてもいいですから。どっかの芸人さんみたいになってますよ。ともあれ──春亮くんと上うえ野のさんは下がって、アマンダさんをよろしくお願ねがいします」

　言いながら、フィアとこのはが前に進み出る。黒くろ絵えはそのすぐ後ろ、フィア達の援えん護ごと、飛び道具などが来た場合に春亮達を守ることが両方行えるような位置。

　螺ら旋せん槍そうを持ち上げるフィア、手しゆ刀とうを構えるこのは。その二人ふたりの姿にも敵の態度は変わらず、

「わーお、ブレイブハート。勇気があるねぇ。じゃあエルシーさんも準備するよん」

　そして彼女はシャツの胸元に手を入れ、そこから何かを引っ張り出した。掌てのひらサイズのそれは──銀ぎん鎖さの繫つながった、アンティーク品の懐かい中ちゆう時計どけいらしきもの。金きん色いろに輝かがやいており、凝こった装飾が成なされているのが見える。

　そしてエルシーはその懐かい中ちゆう時計どけいの竜りゆう頭ずを摘つまみ、一巻き。

　かち、と小さな音がした。途端とたん、

「あ、んっ……」

　ぷるり、と彼女はその肩を震ふるわせる。全身に電流が走ったかのように。続けて、ゆっくりと、巻く。巻く。巻く。そのたびに身体からだを震わせる。

「ん、あ、あ……きゃふぅんっ……もうすぐ、く、来るぅ……エクスタシー！」

　口を半開きにしながら、蕩とろけた目になりながら、彼女はさらに時計を巻こうとして──

　だがそれからほどなくして、かちり、という大きめの音。それを最後に竜頭は回らなくなってしまったようだった。エルシーは急に素すに戻って、

「あ、やっぱこのへんまでかぁ。足りるかな……まぁ、やってみなくちゃわからないか。うん」

「それは、呪のろわれた懐中時計、か？　見たところ他ほかに武器も持っておらんようだし、どんな力を持っておるのかはわからんが、そんなもので私達に勝てるなどと──」

「あ、ごめん。時間ないんだ。だからもう行くよん？」

　刹せつ那な、二つの出来事が同時に起こった。

　エルシーの姿が消えたこと。

　そして──フィアの身体が真横に吹ふっ飛んだこと。

「な……!?」

　このはが驚きよう愕がくの表情で身構え直す。彼女の横、今までフィアがいた場所には、その代わりのようにエルシーが立っていた。

　──遅れて、轟ごう音おん。声もなく吹き飛んだフィアの身体はジャングルジムに直ちよく撃げきし、その骨組みを完全にひしゃげさせていた。フィアはぐったりとして動かない。

「フィア！」

　今、何が起こったのか。さっき微かすかに、本当に微かに見えたものが春はる亮あきの脳にようやくの理解をもたらしてくる。単純だった。彼女は消えたわけではない。消えたと思うほどの速度で、ビデオを何倍速かで再生しているような不自然な速度でただ動いただけだ。そしてフィアの腹に適当なフックを入れた。それだけで重く硬いはずのフィアの身体は軽々と吹き飛ばされた。

「こ、の──」

「手しゆ刀とうかあ。エルシーさんは手刀よりも指刀のほうが好みだねん。そのほうがかっこよくない？　ほら見て、クール！」

　このはが至近距きよ離りから放った手刀を、エルシーは言葉通りに人差し指と中指を立てただけの指刀で受け止めた。

「噓うそ、でしょう!?　ただの人間の身体なのに、斬きれない、はずがっ……！」

　呻うめくこのはに対し、エルシーが反撃としてその右手の指刀を逆に突き込む。目で追いきれないほどの、やはり不自然な速度。少し離はなれた場所で見ている春亮ですらそうなのだ、このはにはそれ以上の速度に感じられているに違いない。

　三度。数多あまたの戦いを潜くぐり抜けてきたこのはでも、その高速攻こう撃げきと打ち合うことができた回数はそれだけだった。

「お！　エルシーさんと三度も打ち合える相手なんて、久しぶりだよ！　エクセレント！」

　四回目の攻撃は防ぎきれなかった。エルシーの指し刀とうがこのはの守りを擦すり抜け、彼女の二の腕に突き刺さる──このはの忌き避ひする色が、その当人の服を染そめた。

「く、あっ……！」

「もいっちょ！」

　続けざまにエルシーは動きの止まったこのはの腹に拳こぶしを繰くり出した。尋じん常じようではない速度と威力を持った小さな拳がこのはの腹を陥かん没ぼつさせ、彼女はさらなる苦く悶もんの声を漏もらして吹ふき飛ぶ。その身体からだはさっきまでアマンダが座っていたブランコの鎖くさりに絡からみついた。

「さっきあの子が言ってたよね。どんな力を持ってるのか、ってさ。簡かん単たんすぎて答えられないよん──エルシーさんは、強いから強い、みたいなもんだからさっ！」

　言いながら、エルシーは倒れたこのはに向け、ミニスカートを翻ひるがえしながら跳ちよう躍やく。下降する勢いを利用し、組んだ両の拳を振り下ろす。はっと顔色を変えたこのはが、

「く……斬きれ、なさいっ！」

　全身に刀の切れ味を発はつ揮きさせ、絡みついていたブランコの鎖を断ち切る。彼女の制服がその巻まき添ぞえをくって一いつ瞬しゆんでぼろぼろになったが、気にしていられる場合ではない。すぐさま横に転がって、エルシーのハンマーパンチを回避。身代わりとなった地面が冗じよう談だんのように陥没した。

　体勢を崩くずしたこのはに、さらにエルシーは追撃をかけようとする。そのとき、

「モード《ペネトレイター良将》！」

　黒くろ絵えが髪の房ふさを槍やりのようにして伸ばす。手加減のない攻撃だった。直撃すれば、それはフィアの螺ら旋せん槍そうにも劣らない貫通力で相手の肉体に風かざ穴あなを空あけるだろう──だが。

「おっとお！　時間がないからちょっと邪じや魔まだよん！」

「……!?」

　エルシーはその髪の槍を軽くかわし、それどころか小こ脇わきに抱えた。そのまま背筋を反そらし、その髪を強引に引っ張る。さらに捩ねじりを加えて──その髪ごと、黒絵を放り投げた。硬質化を解くのが間に合わなかったのか、黒絵の身体は髪を弦げんとした振ふり子このように宙を舞まい、公園の外にあった林の中に消えていった。枝が折れる音。葉が擦こすれる音。そして何も聞こえなくなる。槍状の髪は既すでにその硬度を失い、だらんと地面に黒い帯を作っているだけだった。

「黒絵さん、までっ……！」

「他ひ人とのこと心配してる暇ひまはないと思うよー？」

　エルシーは軽く言いながら、よろよろと立ち上がったこのはに再度襲おそいかかる。今回、このはがその攻撃を捌さばけたのは一度だけだった。原因ははっきりしている。一度捌いたところで、彼女はこの攻こう撃げきを防ぐよりも大事なことがある、というような必死の表情でこちらを振り向き──訴えてきたからだ。

「に……逃げてください！　春はる亮あきくん、上うえ野のさんっ！」

「戦いの最中にそんな。それは完全、ミステイク！」

　目視できないほど高速の回まわし蹴げり。それを頭部に受け、このはは土つち埃ぼこりを巻き上げながら吹ふき飛んで倒れた。ダメージは大きいらしく、立ち上がることはできない──

　その信じられない光景に愕がく然ぜんとしていた錐きり霞かが、はっと我われに返った様よう子すで言ってきた。春亮の手に車くるま椅い子すの取っ手を押しつけ、自分はそれを庇かばうように一歩前進し、

「夜や知ち！　行け、ここは私が食い止め──」

「──られない、よね？」

　ぞぶり。

　そんな音が聞こえた。

　ああ、錐霞はそこに立っている。一歩踏み出した状態で立っている。エルシーの身体からだはその向こうにある。なのに、なぜ──彼女の手が、錐霞の背中から突き出ているのか。

「か……は……？」

　あの不自然な速度で近付いてきていたエルシーが、どこか優やさしい声こわ音ねで言った。

「いくらなんでも、人間じゃ無理だよん。エルシーさんの動きに反応できるとは思えないし、アレだよ、こっちには禍具ワースの防御力を突破して傷つけられるほどのパワーがあるんだよ？　ただの人間の身体なら、トーゼン、こうなるって考えるべきだと思うんだけどなあ」

「に、げ……」

「おや？」

　しゅるる、と錐霞の右手から革ベルトが伸び、自みずからの身体を貫いているエルシーの腕に巻きついた。錐霞自身も、震ふるえる手を伸ばして彼女の腕を摑つかむ。

「い、いんちょー、さん……」

「ははぁン、彼とミイラ屋マミーメーカーだけは逃がそうって心意気だね？　立派立派。あと知ってるよ、キミ、死なない禍具ワースの服を着てるんでしょ？　だからそうしようと思ったんだろうけど……いいのかなあ。ただの突きで身体が貫通するくらいなのに。エルシーさんがこのままこの腕を下げていったら、おまたの辺あたりまでパックリ身体が割れちゃうよん？　で、そのついでに服も破れるだろうから……ホントに死んじゃうかもよ？」

　錐霞の表情は見えなかった。が──春亮はその言葉に心しん臓ぞうを止める。駄だ目めだ。それは、絶対に、駄目だ！

「や、やめろ──頼む、やめてくれ！」

「うん。キミの気持ちはわかるよ。でもごめんムリ」

　あっさりすぎる口く調ちようで言って、エルシーは春亮の願ねがいを打うち砕くだく。視界が暗い。重たいものが自分を押おし潰つぶしてくる。絶叫したいが声が出ない。それ以外考えられなくなるほどの全ぜん身しん全ぜん霊れいの願ねがいが脳をショートさせ、停止した回路はそれを声には変換しない。だからただ頭の中だけでそれが回る。ぐるぐると回る。やめろ。やめろ。やめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろやめろ──！

　エルシーの肩にぐっと力が込められるのが見えた。

　意い識しきを失ったか、錐きり霞かの腕が滑り落ち、《黒くろ河かわ可か憐れん》も制御を失って垂たれるのが見えた。

　そして。そして──




「うーん。やっぱ足りないかあ……時間切れだねん」




　ずるり、とエルシーが錐霞の身体からだから腕を引き抜く。彼女の血に染そまった腕。その血がじゅるじゅると蠢うごめいて錐霞の身体に戻っていくのを興きよう味み深ぶかそうな目で眺めつつ、

「でも、残りはただの人間一人ひとりだし、廃人状態のミイラ屋マミーメーカーを処理するくらいならできるかな？　……と思ったけど、やっぱやーめた」

　ちら、とその視し線せんが動く。その先にいるのは──

「ぐ、あ、はぁっ……！」

　よろよろと身を起こしつつあるフィアの姿だった。完全な不意打ちで一いち撃げきを食らった彼女のダメージもけっして軽いものではない。苦しそうな息で、螺ら旋せん槍そうを支えにして、瞳ひとみだけに戦意を宿らせてフラフラと立ち上がろうとしている、満まん身しん創そう痍いのフィアの姿。今までに見ていたエルシーの力からすれば、彼女がそれを脅きよう威いと考えるようなことはないはずだったが、

「思ったより頑がん丈じようだったね。仕方ないから今日きようは退ひくよん。準備してまた来るから、そのときまで待ってて──と、そうだ、キミキミ。エルシーさんには土と地ち勘かんないから一つ聞いとくけど、この辺あたりじゃやっぱこの街が一番栄えてるカンジ？」

　問いの意味がわからなかった。答える義理もなかった。が──

　春はる亮あきはそっと車くるま椅い子すの少女の顔を見下ろす。無表情。自分の命を狙ねらうかつての仲間が現れても、その彼女がフィア達を傷つけていても、そこには何の反応もない。心を失った少女は、依然として心を失ったままだ。

　──今、彼女の傍そばに立っている味方は自分だけだ。どうして今すぐ襲おそいかかってこないのか、どうして満身創痍のフィアを気にして退くと言っているのかはわからないが、彼女は自分が守らねばならない。だから正直に答えることにする。下へ手たな噓うそをついて、それが原因で彼女が心変わりするようなことだけは避けたかった。

「そう……だと、思う」

「ふーん。じゃあやっぱこの街でやるかぁ……サンクス！　ではまたまたー」

　身構えていた春亮を気にすることなく、エルシーはすたすたと歩いていった。そのまま公園を出ていく。しばらく様よう子すを窺うかがってみたが、帰ってくる気配けはいはない。

「お、のれ……！」

「フィア！」

　どさり、と立ち上がりかけていたフィアが地面に手をつく音が聞こえた。荒い息を吐はきながら、エルシーに殴られた脇わき腹ばらを押さえている。春はる亮あきは車椅子を押して彼女に駆かけ寄るが──できることは、何もなかった。

　公園を見回す。ひしゃげたジャングルジム。壊こわれたブランコ。林に放り投げられていた黒くろ絵えが、足でも捻ひねったのか、よろよろとした足取りで公園に帰ってくるのが見えた。このはが苦痛の息を漏もらしながら、地面の上で拳こぶしを握にぎり締しめるのが見えた。そして錐きり霞かが、身体からだの中央に大穴を空けられて、無言で死んでいるのが見えた。

　なぜ彼女がこちらにとどめを刺すことなく立ち去ったのかはわからない。

　それでも、認めざるを得なかった。

　彼女が動き始めてから、今に至るまでの時間は──ほんの、二分程度。

　そんな時間で。

　たったの二分間で──




　自分達は、雛ひな井いエルシーに壊かい滅めつさせられたのだ。
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　その夜、夜や知ち家けには来客が訪れていた。特に錐きり霞かには望まぬ来客のはずだったが、断れるような状況ではなかった。

　畳たたみに胡坐あぐらを搔かいた日ひ村むらが一同の顔をちらりと見渡し、

「……やられたか」

「やられてはおらん。奴やつのほうが逃げたのだ」

　これ以上なく不ふ機き嫌げんな顔でフィアが呟つぶやき、テーブルの湯のみを啜すする。その脇わき腹ばらには湿布が貼はられているはずだ。放っておいてもダメージ自体は自然に治るが、微妙に治りが早くなる気休め程度の効果はあるらしい。それはこのはや黒くろ絵えも一いつ緒しよだった。さらにこのははエルシーの指し刀とうで貫かれた腕に包帯も巻いている──無む論ろん、黒絵の精気が付与された治ち療りよう用ようの髪と一緒に。

　最も致命的なダメージを受けていた錐霞だけが、いつもと変わらぬ姿だった。その彼女は苛いら立だたしそうに瞳ひとみを細めて、

「日村。お前の知っていることを全すべて言え」

「勿もち論ろんそのつもりで来た。ファーストコンタクトには間に合わなかったが、今から伝えて遅いということはあるまい。奴やつは雛ひな井いエルシー──騎き士し領りようの主力だ。《最強》だとも言われている……ある条件下においてはな。奴と真正面から渡り合える存在は数えるほどしかいないだろう。騎士領の領主か、竜ド島ラ／コ竜ニ頭ア師ン団ズの第一位たる師団長レベルだな。研究室長国の中で言えばン・イゾイーを出さざるを得ないが、おそらく彼女でも勝てん」

「確たしかに。あの子は人間としては最強レベルだと思いますが、雛井エルシーは異常です。人の限界を超えた速度と、人の限界を超えた力。わたしでも遅れを取るものが──ああもう、むかむかしますね！　……おほん。とにかく、そんな相手が人間にどうにかできるとは思えません」

　さっきのことを思い出したか、平静を装よそおいつつもイライラを隠かくせない様よう子すでこのはが言った。

「待て。あのイナカ女のことなどはどうでもよいが」

「うん。今、何か気になること言わんかったかな。『ある条件下においては』？」

　一応の礼れい儀ぎとしてお茶ちやは出していたが、日村はそれに口をつけてはいなかった。彼はフィア達の言葉に頷うなずき、

「単純な話になる。《奴の持つ禍具ワースがその能力を発はつ揮きしている間は》だ。つまり、逆に言うなら──奴の持つ禍具ワース《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》には制限時間がある」

「制限時間？」

　春はる亮あきは鸚おう鵡む返がえしに聞き返す。日ひ村むらの言葉に澱よどみはなく、

「奴やつは強いが故ゆえに、業界ではそれなりに名が売れている──だから、その禍具ワースについてもそれなりに情報はある。《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》は、どういう理屈かは未知だが、使用者の時間を圧縮する禍具ワースらしい。我われ々われの一秒が奴にとってそれ以上のｘ秒であるから、奴は相対的に我々よりｘ倍速く動けるということなのだろう。非ひ常じよう識しきな力と肉体強度も同様だ。仮にそのｘを２として秒刻みで考えるなら、それは我々の１秒の中に《１秒目の奴》と《２秒目の奴》が同時に重なって存在しているのと同じような状態になり、それ故に存在強度が圧あつ縮しゆくされ……」

「私は研究室長国の人間ではないから、理屈などに興きよう味みはない。馬ば鹿かげている」

　斬きりつけるような錐きり霞かの言葉に、日村はすぐに口を閉じた。肩を竦すくめるようにしつつ、

「……すまん。つい、な」

「キリカの言う通り、ムズカシイ理屈などはどうでもよいわい。聞くべきは奴に対抗しうる手段だ──その禍具ワースに制限時間があるというなら、そこを突くしかないだろう。具体的にはどれくらいなのだ」

「約四分だ。だから奴はこう呼ばれている──《極小殲滅圏フオーミニツツ》、とな」

　そこで春亮はふと違和感を覚えた。夕方の公園での出来事はあっという間に過ぎた。勿もち論ろん正せい確かくに測っていたわけではないが、体感的には、

「さっきは四分もなかった気が……あんまり自信はないけど、二分ぐらいだった、ような」

「最大で四分、ということだ。能力は本体の竜りゆう頭ずを巻くことによって発動する。その巻き具合によっては四分より短くなることもあるらしい」

　あのとき、エルシーがなぜこちらにとどめを刺さずに逃げたのか。それがなんとなくわかってきた──制限時間が切れ、けれどもまだフィアは戦う意思を見せていた。だから退ひくことにした、ということだろう。しかし、

「それならまた竜頭を巻き直せばええんじゃない？　というか普通は、ケチってないで最初からフルに四分ぶん巻くと思うんじゃけど」

「いい疑問だな、百点だ。どうやら、《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》はいつでも使える──竜頭を巻けるというわけでもないらしい。強力な忌き能のうを具そなえた禍具ワースであるが故に、その忌能を発はつ揮きするには何かエネルギーのようなものを溜ためておく必要があると聞く。それが最大で四分間の発動時間を生み出すということを考えれば、時間を溜める必要が、と言い換かえてもいいだろう。具体的にどんな行為で時間を溜めているのかはまだ未知だが」

「なるほど……今日きようはたまたま二分ぶんのエネルギーしか溜まっていなかった。いけるかと思ってやってみたけど、無理だったから逃げた、ということですかね」

　このはが思案顔で呟つぶやく。そしてさらに、

「ともあれ、なんとなくわかってきました。結局のところ、あの懐かい中ちゆう時計どけいの能力をいかに発揮させないか、がカギになりそうです。有効な手は──時間を溜めるという行為が何を意味しているのかは不明ですが──それを阻止してエネルギーを溜ためさせないこと、でしょうかね。仮に発動しても、その時間が少なければ少ないほどわたし達にとっては有利になります」

「うむ。あの懐かい中ちゆう時計どけいの能力がない状態でならば、あんな奴やつは恐るるに足らずだ。素すの状態ではかなりどんくさそうだったしな」

「だが、具体的に奴はどんな方法で時間を溜めようとしているのか。それが問題だ……」

「あ。関係があるのかどうかはわかんないけどさ……あいつ、最後に俺おれに聞いてきたんだ。この辺あたりだとこの街が一番栄えてるのか、みたいなこと。そうだって言ったら、じゃあやっぱりこの街でやるしかないか、みたいな返事で」

「この街で、やる──つまり、この街で時間を溜める、ということかもしれないな。手の届かない場所でやられるよりはいい。何をやろうとしているのかさえわかれば、それを止めることもできそうではあるが……」

　錐きり霞かが難むずかしい顔で呟つぶやく。同じように、誰だれもが難しい顔で眉まゆを寄せていた。

　自分達のすべきことの方向性だけはわかったが、具体的に何をすべきかが全くわからない。

　正直なところ──不安だった。

　今こうしている間にも、エルシーは時間を溜めているかもしれない。既すでに四分間をフルに使えるほどのエネルギーを溜めているかもしれない。そして明日あしたにでも再び現れるかもしれない。そうしたら、自分達は、どうなるのか。何一つ手助けのできなかった自分。限度の半分の時間だけで戦せん闘とう不能に陥おちいってしまったフィア達。

　彼女達もそれを考えているのだろうと思った。

　おそらく、時間を《全く溜めさせない》ことは不可能に近い。あの時間圧あつ縮しゆく能力を身に纏まとったエルシーと再び戦うことになったとき、今度は勝てるのか。どれくらい時間を稼かせげるのか。考えているはずだ。一いち撃げきで意い識しきを失ったフィアが。傷ついたこのはが。ただの人形のように放り捨てられた黒くろ絵えが。そして、本当に死ぬところだった錐霞が──

（くそ……）

　春はる亮あきは膝ひざの上でそっと拳こぶしを握にぎり締しめる。自分の無力が歯がゆい。いつも通りに、いつも以上に、何もできなかった。

　ひどく重苦しい沈ちん黙もくが、夜や知ち家けの居間に蟠わだかまっていた。誰もが顔を伏せ、霧きりのかかった未来のことを考えている。胸中の不安と戦っている。

　そんなとき、ふと身体からだの近くで誰かが身じろぎする気配けはいを感じ、春亮は顔を上げた。

　アマンダだった。相変わらず表情はなく、身じろぎしたといってもそれは軽く肩を揺ゆらした程度のこと。最近、たまにそういうことはあった。彼女が身体で何かを訴える、精一杯の合図。本当になんとなくだが──この数日間で、春亮はそれを読み取れるようになっていた。

「水、かな？　ほら……」

　テーブルの上に置いてあったコップを取り、彼女の口にゆっくりと傾けていく。こくこくと喉のどを鳴らして、彼女はいつもより貪どん欲よくにその水を飲んだ。やはり喉が渇かわいていたらしい。

　春はる亮あきは小さく頰ほおを緩ゆるめ、そのアマンダの顔を眺めた。彼女は生きている。間違いなく生きている。その命を──エルシーは、断とうとしているのだ。

　不安がってばかりいても、何も変わらない。

　考えねば。動かねば。自分達のせいでこうなってしまった彼女の命を──守らねば。

　懸けん命めいに生きているアマンダの姿が、居い間まの重苦しい空気の密度を僅わずかに薄うすめた。それを見計らってか、日ひ村むらがゆっくりと立ち上がる。立ち上がって歩き出してから春亮はそれに気付いた。やはり影かげが薄すぎる。

「俺おれはそろそろお暇いとましよう」

　家主の礼れい儀ぎとして、一応玄関まで見送ることにする。フィア達も付き合ってくれた──最後に畳たたみから腰を上げたのは、やはり仏ぶつ頂ちよう面づらの錐きり霞かだった。

　玄関で靴を履はきながら、日村はちらりと春亮達のほうに首を回して言った。

「大事なことを聞き忘れていた。そんな余裕はなかったのかもしれないが、一応な。以前に話した《心を癒いやす禍具ワース》を奴やつが持っているような様よう子すはあったか？」

　そうだ。その話もあった。あるいは、アマンダを救うことができるかもしれない──けれど呪のろいという不安もある、その手段。

「確かく認にんはしておらんな。貴き様さまの言う通り、そんな余裕はなかった」

「あなたは一発で、しかも真まっ先さきにやられてましたからね」

「な、なにおう!?　あれは、その、ちょっと油ゆ断だんしておっただけで、だな！」

「まあそれはそれとして──わたしも確認はできませんでしたが、少しばかり彼女の様子に違和感はありましたよ。騎き士し領りようにしては普通に話ができたというか……あのピーヴィーのように、破は壊かい！　破壊！　って四六時中言ってるような狂った気配けはいはなかったというか。おかしな人間だったのは確たしかですけど」

「なるほど。ならば、それが《心を癒す禍具ワース》の力だという可能性はあるな」

　日村は納なつ得とくしたように頷うなずき、立ち上がって玄関の戸に手をかけた。

「相手が相手だ。奪うばえ、というのは無理な要求かもしれないが、心の片隅には留とめておいてもらいたい。そうする必要もないのに、勢い余って破壊することのないように」

「ふん。確約はできんが、まあ、気をつけておいてはやろう」

「とりあえずはそれでいい。ではな──これからは奴の居場所や《時間を溜ためる》という行為について注力して調しらべるつもりだ。何かわかったら連絡する」

　それが当然であるかのように、彼は自みずからの為なすべきことを真しん摯しな態度で口にする。錐霞は日村に対して油断するなとは言っているが、彼がアマンダと自分達のために実直に動いているのは間違いないような気がした。情報を集めるのにも危険がないはずはない──何か一言くらいは言っておくべきだろう。だが春亮が彼に対する感かん謝しやや気き遣づかいの言葉を発するよりも早く、日ひ村むらは玄関を開あけ、外に向かって歩き出していた。いつ開けたのかはわからなかった。

　幽ゆう鬼きのようにおぼろげな存在感で、日村の姿が夜よ闇やみに消えていこうとする。真の意味で、消えていこうとする。その姿に漠然とした不安感を覚えたのは春はる亮あきだけではなかったのだろう。

「──日村」

　錐きり霞かの声。だが彼女は言葉を続けなかった。なぜ声をかけてしまったのか、と後悔しているような、あるいは困こん惑わくしているような気配けはいで瞳ひとみを揺ゆらし、口を噤つぐむ。日村は肩越しに振り返り、小さく頰ほおを緩ゆるめた。

「気をつけろ、という言葉がかかったと勝手に自うぬ惚ぼれておくことにしよう。無理はしない。まだ──消えたりはしないはずだ」

　錐霞は何も答えず、日村もそれ以上の言葉は続けない。

　そしてやはり──ふと気付いたときにはもう、彼の姿はどこにも見えなくなっていた。
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　肥満体の貴族という料理を楽しむ。四方からの圧あつに耐える貴族の悲鳴、恫どう喝かつ、哀あい願がんの声が香こうばしいスパイス。自分という圧は止まらない。料理を味わい尽くすべく空間の体たい積せきを減じていく。ぎしぎし。ぎしぎし。今や犬小屋よりも小さくなった領域に肥こえ太った貴族が詰まっている。あぎゃあああぎしぎしやめろやめてくれ頼む俺おれを誰だれだと思ってるごめんなさいおねがいですやめてくだぎしぎしぎしがくんぎしぷぢゅりべきん。完成。肉骨毛内臓塊。素材がいいからこの貴族詰めには脂肪たっぷり。凝ぎよう縮しゆくした人間からはお汁が出る。とろーりとろーり。自分の隙すき間まから漏もれるお汁は、赤くて熱あつくて多くて深くて甘くて辛からくて。

　とても、美お味いしい。




　生まれたばかりの赤あか子ごとその母という音楽を楽しむ。赤せき熱ねつした鋼こう鉄てつの牛が啼なく。爆はぜる薪まきの音が伴奏。泣き叫ぶ赤子。泣き叫ぶ母。肉の焼ける臭しゆう気き。おぎゃあやめてたすけて死にたくないおぎゃあこの子だけはおぎゃあたすけて死んじゃうこの子この子おぎゃあおぎゃあおぎゃ。声楽二重奏。感情の籠こもった歌。ぼおおおと雄牛が合いの手を入れる。焼ける足を守るための舞ぶ踊ようがじゅうじゅう肉の焼ける律動で。赤子の声が消える。焼ける足を守るために母が赤子を自分の足の下に敷しいていた。はああ、ははは、あああ、だしてだしてだしてだしてわたしいきてるだして！　その余よ韻いんの終奏は涼やかで美しくて心に響ひびいて。

　とても、心地ここち好よい。




　恋人達という芸術を楽しむ。鋼鉄板である自分に生はえた刃やいばと針に足を貫かれて立つ二人ふたり。手と手を取り合って立つ二人。倒れれば芸術の価値はなくなる。死を足元に這はわせた恋人達の彫像。一日耐えれば解放してやろうと城主は言った。あいしているあいしているわ二人ふたりで生きて帰るでもいたい足がいたいもう立っていられないがんばれいたいのいたいいたいたすけてたすけてたすけてよ！　半日経たったところでまた城主が言った。一人ひとりが死ねば一人はその板から下ろしてやろう。男はすぐに女の身体からだを押した。彫像の片割れが倒れて無数の刃やいばに全身を貫かれて穴穴穴穴。ひゃははぼくはたすかったたすかったぞばかおんなめ。城主は約束通りに男を板から下ろして、この自分の形態を審しん問もん椅い子すへと変えながら言う。次は椅子に座るといい。それを聞いた男の表情は絶望を彫り込まれた一流の芸術でぞくぞくして心を洗われるようで。

　とても、素す晴ばらしい。




　父と娘という演えん劇げきを楽しむ。全ぜん裸らで異い端たん審問の車しや輪りんに括くくりつけられた娘。両手を縛しばられた父。車輪が回る、回る、回る。車輪の下の細長い桶おけには緩かん慢まんに身体を溶かす毒液。身体の前面を毒液に浸ひたされた娘が一回転して帰き還かん。父は娘を救うために舌を伸ばす。娘の乳房に腹に太ふと股ももに股こ間かんに。実の娘の秘部から毒を舐なめ取って吐はき出す演劇。たすけてやるぞじゅるじゅるちゅるちゅるぺろぺろぺろ父とう様さまもういいですぐるんずぷんいやあああたすけてやるぞ何度でもずるずるぺろぺろ。娘の肌は毒液と父の唾だ液えきで濡ぬれて父の舌が次第に溶けてきて唾液に血が混じってそれでも執しつ拗ように舐める美しい娘の身体を舐める狂ったように狂って獣けもののように呻うめいて股間を膨ふくらませて。その終わりのない演劇は背徳的で狂的で情じよう熱ねつ的てきで愛らしくて。

　とても、楽しい。




　ああ。これが自分の生だ。

　生きている。

　今、自分は、とても幸せに、

　生きている──




「……っ！」

　フィアは布ふ団とんを跳はね飛ばして身を起こした。夜の闇やみに包まれたいつもの自室。

　激はげしい動どう悸き。気分が悪い。吐き気がする。片手で口元を覆おおい、片手で自分の髪を摑つかんだ。

「なぜ、今いま更さら……こんな、夢を……！」

　当然のように、その呟つぶやきに答えはなく。

　それからしばらく、フィアは身体を丸め、全身に震ふるえが走るほどの強烈な不快感にただひたすら耐え続けていた。
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　翌日──休み時間の教室。

　ふう、と隣となりの席のフィアが物もの憂うげな顔で溜ため息いきをついた。春はる亮あきは首を傾かしげ、

「大丈夫か？　なんかお前、今日きょうはずっと調ちよう子しが悪そうだけど」

「ん……いや、別に。ただ、昨日きのうはあまり寝られんかっただけだ」

　そういうこともあるか、と春亮は思う。確たしかに昨日はいろいろあった。エルシーに負けたことが悔くやしくて、それが気になって眠れなかったのかもしれない。

　いつも元気なフィアがこうしていると何やら調子が狂う。少しでも気晴らしになればいいなと思って、春亮は提案してみた。

「俺おれもまあ眠いっちゃ眠いな。眠気覚ましにジュースでも買いにいこうぜ」

「オゴリならな」

「しょーがない、了解だ」

　ついでに誰だれか誘おうかと思ったが、泰たい造ぞうと渦か奈なはそれぞれ別のクラスメイト達と談だん笑しよう中ちゆう。錐きり霞かの姿も教室にはなかった。フィアと二人ふたりで教室を出る。

　下げ駄た箱ばこ近くの自じ販はん機き目指して廊下を歩いていたとき、ふとフィアが足を止めた。

「ぬっ。ヒムラ」

　廊下の前方から、長い前髪の教師が歩いてくる。ほどなくして彼もこちらに気付いたらしい。周囲を窺うかがうように頭を揺ゆらし、こちらと擦すれ違うところで足を止めた。小さな声で、

「……お前達か。丁度いい。放ほう課か後ご、屋上に集まってくれ。作戦会かい議ぎをする」

「へ？　あ、はぁ……全員で、ですよね？」

　陰気な数学教師の気配けはいのまま、口調だけを本来のものにしていきなり言われたので戸と惑まどった。周りに他ほかの生徒達がいないのを確かく認にんし、春亮も小声で問い返す。

「ああ。錐霞達にも伝えておいてくれ」

「作戦会議ということは、何か奴やつについての新しい情報でも摑つかんだのか？」

「そんなところだ」

「ほほぅ……」

　フィアはニヤリと唇を曲げた。新しい情報＝逆ぎやく襲しゆうのチャンスだと理解したのだろう。ついにストレス解消の機き会かいが来たか、というような気配で、

「なかなかよく働いておるではないか。一応、褒ほめておいてやるぞ」

「それは光栄だ」

　長い前髪の下で、日ひ村むらは苦笑したようだった。そんなとき女子数人のグループが春亮達の横を通り過ぎ、

「あ、日村センセだ。こんちわー」

「……どうも……」

「相変わらずだなー。センセ、もっとハキハキいこうよ！　そしたら絶対イケてるって！」

「はぁ……頑がん張ばります……」

　これだからなー、とかクスクスと笑いながら、女子達は廊下の向こうに歩き去った。雰囲気は暗いが、よく見るとイケメンだ、という単純な理由で意外に日ひ村むらの女子人気は高いのだ。

「ううむ。相変わらず変わり身の早い男だ」

「変わり身というか……もう癖くせになってしまっているな。いつもの俺おれは喋しやべり方かたが無愛想すぎるとよく言われる。教師らしく丁てい寧ねいに喋ろうとしたらああなってしまうだけだ」

「教師らしく丁寧に、なぁ。それにしても威い厳げんが足りん。奴やつらにも完かん璧ぺきに舐なめられておる」

「上から目め線せんで《褒ほめてやる》とか言ってたお前が言うことじゃないぞ、フィア……」

「まあ教師に対する態度ではないと思うが、ある意味慕したわれているということだろう。別に悪い気はしない」

　今の女子達が歩き去っていった方向をちらりと見やり、日村は微かすかに肩を揺ゆらす。どこか自じ嘲ちようするような響ひびきの声で、

「特に俺の受け持ちの生徒には、慕うどころか完全に俺のことを嫌っている生徒もいることだしな。困ったものだ」

　誰だれのことなのかは聞かなくともわかった。春はる亮あきはなんとなくフィアと顔を見合わせる。彼女と日村の関係は以前から気になっていた。それはフィアも同じだったらしい。

「なあ、なんでキリカはあんなにもお前のことを嫌っておるのだ」

「それを俺が話せば、さらに俺は錐きり霞かに嫌われる気がするな。あいつが話していないということは、お前達には知られたくない話だということだろう……昔にいろいろあったのだ。俺の過ちと俺の正しさ、あいつの過ちとあいつの正しさ。それらが複ふく雑ざつに絡からんだ問題だ」

　どこか遠い目で日村は呟つぶやく。

「よくわからんが、確たしかに、キリカが話したくないと思っていることを貴き様さまから聞くのはいろいろ問題があるかもしれんな。だったら別によい。どうしても知りたいというわけでもないし、今の質問はキャンセルだ」

「昔に、いろいろ……えっと、単純な興きよう味みで聞くんですけど。日村先生はいんちょーさんとはどれくらい前に知り合ったんですか？」

「それくらいならば話しても構わんだろう。そうだな……あいつが中学生のころだ。俺は大学生だったが、そのとき既すでに研究室長国に所属はしていた。そして──」

　過去を懐なつかしんでいるような、柔らかい日村の声。

　やはり、春亮としては不ふ思し議ぎだった。かつてビブオーリオに攫さらわれたときに出会った仮面の男とは、どこかが違う。

　普通、なのだった。

　普通に昔の思い出を想起しているような口く調ちよう。懐かしいアルバムを眺めているような視線。

　研究室長国に所属する人間ということで、まだ信用しきれていない部分があるのは確かだった。だが、それ以外の部分ではどうなのか。

　彼は何の繫つながりもないアマンダのために尽力している。彼女を救うために真しん摯しに動いている。アマンダを狙ねらう敵を打破するために、様さま々ざまな情報を集めてくれている──おそらくは、危険を顧かえりみずに。騎き士し領りようの騎士という存在について調しらべるのも、そのために呪のろわれた仮面を使うのも、そこに危険が存在することは間違いないのだ。

　ひょっとしたら、ン・イゾイーと同じように、彼本人はそれほど悪い人間ではないのかもしれない。研究室長国の主義という立場上の歪ゆがみがたまに現れるだけなのかもしれない。そんなことを春はる亮あきは思った。

「そして最初に出会ったのは、あいつが室長に連れられて研究所に来たときで──」

「日ひ村むら！」

　だが、そこで突然の声。彼の昔語りは始まるなり終わりを迎える。

　錐きり霞かだった。トイレにでも行っていたのか、厳きびしい目で廊下をのしのしと歩いてくる。春亮達を庇かばうようにその前に立った彼女は、日村の顔をぎろりと睨にらみ、

「……二人ふたりに何を話していた？」

「何も。作戦会かい議ぎをする、という連絡事項のついでに少しばかり世間話をしていただけだ」

　錐霞の視し線せんは緩ゆるまない。日村は降参するように肩を竦すくめた。

「廊下で教師をそんな目で睨むものじゃないぞ。何か勘かんぐられたら困るだろう。まあ、伝えるべきことは伝えた。では放ほう課か後ご、屋上でまた会おう──いや、五時間目に数学があったか。予習はしっかりしておくように。当てるぞ」

　そして日村はあの陰気な数学教師の擬ぎ態たいに戻ってその場を立ち去る。錐霞はその背中を無言で睨み続けていた。日村の姿が消えてようやく、錐霞の肩が嘆息で揺ゆれる。

「吞気のんきに立ち話など、馬ば鹿かげている。油ゆ断だんしないようにと言っただろう？」

「いや……その、ごめん。ホントに、最初は作戦会議のことで話しかけられただけで」

「うむ。まあ後はなんとなく流れで、な。たいした話はしておらんぞ」

　別に噓うそをついてはいないのだが、微妙に心苦しい気分になった。やはり錐霞のいないところで二人の過去など聞こうとするのは少し卑ひ怯きようだったかもしれない。

「そうか……だったらいいが。そろそろ授業が始まるぞ、教室に戻ろう」

　立ち話していたせいで結局ジュースは買えなかったが、それは次の休み時間にでもまた行けばいい。春亮達も歩き始める。錐霞の背中を見ながら、春亮は一度だけ直接聞いてみようと思った。胸中の心苦しさを晴らすために、一度だけ。これは本当に単なる興きよう味みで、無理に聞き出すつもりなどないのだから、それで充分だ。

「あのさ、いんちょーさん……話すのが嫌いやだったら別にいいんだけど、どうして日村先生のことをそんなに嫌ってるんだ？　その、昔に何かあったとか？」

　錐霞の足がぴたりと止まって、こちらを振り向かないまま、

「すまない。それは……私にとっては、思い出すのも嫌いやな話、なんだ。だから、できれば、話したくはない。それでも──どうしても、聞きたいか？」

　春はる亮あきの返答は決まっていた。その内容がどうあれ、錐きり霞かを苦しめたくはない。これ以上、彼女にこんな辛つらそうな声を出させたくはない──

「い、いや、いいよ全然。別にどうしても知りたかったとかじゃなくて、本当にただ、なんでかなー、っていう軽い感じで聞いてみただけの──ぐふっ!?」

　代わりに自分が辛い声を出す羽は目めになった。フィアが肘ひじ打うちをこちらの腹に入れてきたのだ。

「まったく、デリカシーのないハレンチ小僧だな、お前は。誰だれにでも話したくないことくらいはある。気にするな、キリカ」

　錐霞は、軽くこちらを振り返って。

　すまない、とどこか寂さびしそうに笑った。




　そして放ほう課か後ご。春亮達は屋上へと向かっていた。

　隣となりを歩くこのはがどことなくぼんやりしているような気がして、

「なんかお前も調ちよう子し悪そうだな。大丈夫か？」

「え？　ああ……その、昨夜ゆうべは黒くろ絵えさんと交替で起きて警けい戒かいしてましたし、あまり眠れなかった、というか。でも平気です、授業中に睡眠時間の補給はできましたから」

「胸を張って言うことじゃない気がするな……ま、フィアと同じに睡眠不足ってわけか。警戒してくれるのはありがたいけど、あんまり無理しないでくれよ。倒れられたら元も子もない」

「ふふ、わたしはそんなにやわじゃありませんよ？　でも、ありがとうございます」

「ふわおぅー……正直、うちはまだ眠いよ。で、これからは目が覚めるようなええ話を聞けるんかしらん？」

「さてな。行ってみればわかることだろう。アマンダ、動くなよ……よっ、と」

　車くるま椅い子すを押していた錐霞と交替し、フィアが車椅子を抱えて階段を上り始める。屋上に辿たどり着くと、そこでは既すでに日ひ村むらが待っていた。

「来たか」

「来たぞ。何か情報があるなら言え」

　まずどこかに座って落ち着いてから、などという考えはないらしく、フィアは第一声からストレートにそう聞いた。

「話が早くて助かる。だが最初に、雛ひな井いエルシーの潜せん伏ぷく場所はまだ見つかっていない、ということを報告しなければならない」

「こちらから打って出る、というのはまだ無理か。それで？　まさかそんなガッカリ情報のために私達をここに呼び集めたわけでもあるまい」

「勿もち論ろんだ。こちらから攻められないならば、やはり《奴やつに時間を溜ためさせない》というのが現状では最善の策だろう。そうしている間に奴やつの居場所を見つけてこれを叩たたく、という流れだな。具体的に奴がどうやって時間を溜ためているのか、という設問に対する答えはまだ未知だが」

「ならば駄だ目めではないか。この会かい議ぎは何のために──」

　眉まゆを寄せて言いい募つのろうとしたフィアを、日ひ村むらが片手を伸ばして制する。

「零れい点てんだ、教師の話は最後まで聞け。具体的には未知だが、あるいはそのヒントになるかもしれん情報は得た。奴が関与しているという確かく証しようはないがな」

「ヒント……ですか？」

　そうだ、と日村はこのはの言葉に首肯し、

「昨夜ゆうべから今日きようにかけて、街でいくつかの時計が破壊されるという事件が起きている。どれもがそれなりに大きく、人目につく場所にあるものだ。別の場所にある時計とけいがたまたま一斉に壊こわされる、などという偶然はありえないだろう」

「時計、か……呪のろわれた懐かい中ちゆう時計を持っちょったことを考えると、アヤシイね」

　そこで春はる亮あきははっと思い出した。

「そう言えば──昨日きのうの公園にも大きな時計があったぞ。しかも壊されてた」

「ああ。私達があの公園に寄ったのはただの偶然だから、雛ひな井いエルシーがこちらを待ち伏せしていたということは考えにくい。ならば何かの理由があってあの公園にいたはずだ。それが時計を破は壊かいすることだと考えれば、辻つじ褄つまは合うな。その後、子供達と遊んでいたことは──ふん、馬ば鹿かげた気き紛まぐれか、そこにも何か理由があるのか……」

　思案顔で呟つぶやいた錐きり霞かが、ちらりと顔を上げて日村を睨にらむ。事務的な口く調ちようで、

「──今までに壊された時計の数と場所は？」

　日村は胸ポケットから手帳を取り出し、それを見ながら答える。街の中心部にあるショッピングモールの時計。百貨店の外がい壁へきの時計。総合病院の外壁の時計。判明している限りでは、その三つ……あの公園のものを含めれば四つだった。

「どれもかなり大きいですね。何か条件があるとすれば、それでしょうか」

「ありうるな。時計ならなんでもいい、というのであれば真まっ先さきに時計屋が狙ねらわれているはずだ。その確認はしておるのか」

「それくらいは済んでいる。暴ぼう漢かんが入ったり商品が破壊されたりしたような時計屋はない」

　ふむ、とフィアは腕組みしながら首を軽く傾かしげた。

「奴の《時間を溜める》という行為に必要なのは、大きな時計を破壊することだ、と仮にしておこう。では、これから私達がすべきは──」

「これ以上時計を破壊させないこと、ですね。何個も壊していることからして、すぐに満杯になるというものでもないのでしょう。今のうちならば彼女の戦せん闘とう時間もまだ少ないかもしれません。大きな時計を見張って、彼女がそれを壊しに現れれば──逆にチャンスになるかも」

「でも、大きな時計って言ってもねぇ。いろいろあるんじゃない？」

「あいつはこの街の土と地ち勘かんはないはずだ。だからあいつはたまたま目についた時計とけいを狙ねらったんだと思う。で、あいつがこれから大きな時計を適当に歩いて探すとして、一番わかりやすくて、一番大きくて、一番目立つのは、多た分ぶん──」

　春はる亮あきは必死にこの十数年間の記き憶おくを辿たどる。最も長くこの街に住んでいるのは自分だ。だからすぐに答えは出て、

「駅のやつ、かな。ほら、駅舎の中央にでーんって嵌はまってる」

「おー。そう言えばあれはかなりおっきい。可能性は高そうじゃ」

「私達にできることは少ない。可能性があるならやってみるべきだろう──よし、今夜は駅前で張り込みだ！」

　とりあえずやるべきことがはっきりしたせいで、元気が出てきたのだろう。声に力を込め、フィアがぐっと拳こぶしを握にぎり締しめながら言った。それからちらりと日ひ村むらに目を向け、

「一応礼は言っておくぞ、ヒムラよ。貴き様さまの情報のおかげでなんとかなりそうな気がしてきた」

「──役に立てたのなら何よりだ。だが、これから何が起こるのかわからん。引き続き情報収集は続けておこう」

　軽く言い、用事は済んだとばかりに彼は踵きびすを返す。春亮も一言お礼を言っておこうと思ったが、タイミングを逃のがしてしまった。それに──

　無言で屋上を出ていくその背中は、そんなものを求めてはいないような気がしたのだ。真しん摯しに、ただ粛しゆく然ぜんと、彼は前を見み据すえて歩いている。

　だが、感かん謝しやの言葉ではないにしても、彼は何かを求めてはいるはずだった。その真摯さの根本にある、ひどく純粋な願ねがい。それは一体、何なのか。

　フィア達は既すでに今夜の予定について話し始めていた。日村の姿を最後まで見送っていたのは、春亮の他ほかには、二人ふたりだけ。その二人は同じような視し線せんを向けていた。受動的か、能動的かの違いはあるにしろ。

　全く感情こころの動きが読めない視線で──アマンダと、錐きり霞かが。
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　時刻は夜の七時過ぎ。春亮達の姿は駅前のファミレスにあった。

　駅の大時計を見張ると決めたはいいが、ずっとこの冬空の下で待っているのは辛つらすぎる。どうせ終電までは人ひと気けが絶たえることもないだろうし、エルシーは深夜に訪れるだろうという予想は立ったが、それが具体的に何時になるかはわからない。また、可能性としては人気がある時間に何かを一いつ瞬しゆんだけ投げて壊こわすということも考えられるし──ということで、この二十四時間営業のファミレスを基地にして見張り続けることにしたのだった。場合によっては朝まで居座る迷めい惑わくな客になってしまうと思うが、そのぶんたくさん注文するつもりなので勘弁してほしい。

　幸運にも、丁ちよう度ど窓から駅舎が見渡せる六人掛けのテーブル席が空あいていた。春はる亮あきにフィアにこのは、黒くろ絵えと錐きり霞か、そしてアマンダを加えて丁度六人だ。正直なところそれなりに体力を使いそうなこの見張りにアマンダを連れてくることには抵抗があったのだが、エルシーの狙ねらいは彼女だ。一人ひとりにはしておけない。

　ちらちらと駅舎のほうに注意を向けつつ、とりあえず夕食を取っておくことにする。

「みんなで外食なんて久しぶりですねぇ。何にしようかな……」

　このはがメニューの肉料理のページ→駅舎→肉料理→駅舎、と限定された場所にのみ視し線せんを向けながら呟つぶやく。どうやらその次のページにあるパスタとかは端はなから選せん択たく肢しに入っていないらしい。そんなとき、春亮の横からずずいとメニューが突き出される。勿もち論ろんそれは左ひだり隣どなりにぼんやりと座っているアマンダではなく、右隣のフィアだ。

「……選えらべ」

「おう、ありがと。って、なんでデザートのページなんだ？　それより最初はメシだろ」

「べ、別にいいではないか今から決めておいても！」

「そりゃそうなんだが、そもそも俺おれは食後にコーヒーとか飲めればそれで……」

「ぬぬ。いや、実際に頼まんでもいいが、もし頼むならコレという奴やつを選ぶのだ！」

「わけがわからん」

　無視して別のページを開こうにも、なぜか真剣な目のフィアががっしりとページを押さえていた。なんだかな、と思いながら春亮はメニューに目を走らせ、

「じゃあ、仮に頼むとしたら、この白玉パフェ……」

「くっ……却下だ！　別の！」

「選ばせといて却下かよ！　意味がわかんねぇ」

「その、せっかくのデザートなのだ。もっとあま～いのを選ぶべきだと思う。あま～いの、だぞ……？　ほら！」

　メニューを不自然にガン見しながらフィアが言う。その視線を追ってみると、メニューの端には《バレンタインフェア》とかでチョコ系デザートが集まっていた。ここから選べということなのだろうか。

「じゃあ……基本に忠実に、この普通のチョコケーキ……かな？」

　するとフィアはぱっと顔を輝かがやかせて、

「ほほう！　このフォンダンショコラとかいうやつでもなく、このチョコバナナクレープとかでもなく、これなのだな？　そうか、なるほど……春亮は基本に忠実なのがよい、と。むふふふ、一歩前進したような気がするぞ……？」

　言葉の後半は不気味な含み笑いをしながらだった。それきりフィアはメニューに興きよう味みを失い、ぶつぶつと呟きながら何か考え事をしている──春亮は首を傾かしげつつ、ようやく開くことが許された他ほかのページからメインの料理を選び始めた。

　注文からほどなくして料理が届き、各おの々おのが頼んだものを食べ始める。勿もち論ろんアマンダは食べやすそうな料理を春はる亮あきが選えらんで頼んだ。それを食べさせる役目も隣となりに座る春亮で、

「あーん、と。よしよし、いい食いっぷりだぞ」

「むー、春亮くんにあーんされるなんて、羨うらやましい……じゃなくて、ホントに春亮くんが相手だと素直に食べますね」

「うちらが相手じゃとたまに食べてくれなかったりするのにー。贔ひい屓きじゃー」

「ハレンチ小僧め。もしや私達の知らないところで、特別にそいつがお前に懐なつくようなことを行っておるのではなかろうな……？　マッサージだよ、とか言いながらのハレンチ行為とか！」

「するか！」

　そのとき食事しながら駅舎のほうを注意していた錐きり霞かがちらりと視し線せんを向けてきて、

「素人しろうと考えだが、好き嫌いがはっきりしてきた、というのは逆にいいことではないか？　感情がより大きく現れるようになっている、と考えてもいいだろう」

「そうかもな。相変わらず、外にはあまり反応を見せないけど。こいつの中ではちょっとずつ何かが変わっていってるのかもしれない」

「そうだ、思い出したくないことではあるが、一応聞いておこう。公園で雛ひな井いエルシーがお前達の前に立ったとき、アマンダに何か変化はあったか？　特別に怯おびえた様よう子すだったりとか」

「いや……俺おれが気付かなかっただけかもしれんけど、特には」

「ふむ。望まぬことではあるにしろ、かつての同どう僚りようが敵として現れて命を狙ねらってきたんだ。ある意味、これ以上ない刺し激げきだったはずだが……まあ、外に出なかっただけかもしれないな」

　会話しながらも、春亮は小さく開いたアマンダの口に優やさしくスプーンを差し入れる。またゆっくりと引き抜く。焦点の合わない目で前方を見み据すえたアマンダが、もぐもぐ咀そ嚼しやく。こくん。もっとちょうだい、というように、またその口が軽く開かれる──

　人は食べなければ生きてはいけない。健けな気げな生の衝しよう動どう。貪どん欲よくであってくれていい。もっともっと貪欲であってくれていい。それこそが自分達の望みだ。

　春亮は頰ほおを緩ゆるめつつ、そのままアマンダに食事を運び続けた。皿のほとんどが空になったところでアマンダの口も閉じ、もう満杯だということをアピールしてきた。

「で、えーと、薬飲ませなきゃだっけ。いんちょーさん、持ってる？」

「ああ」

　錐霞が渡してきた薬を水で飲ませ、食事は終了。フィアと黒くろ絵えがデザートのパフェをぱくついているのを横目で見つつ（結局春亮は頼まなかった）、春亮は駅舎の見張りに戻った。

「いつ来んのかな……朝までコースの覚悟はしてるけど」

「お店にとって迷めい惑わくなのは確たしかでしょうが、誰だれかが起きていれば追い出されはしないでしょう。わたしが見てますから、春亮くん達は眠くなったら仮眠を取っちゃっていいですよ。冷えないようにちっちゃな毛布とか持ってきてますし」

「寝る気満々のイヤな客だな。やっぱ俺おれもデザートとか頼んで店に貢献すべきかも──ん？」

　ふと気付くと、隣となりに座っていたアマンダの身体からだが微妙に揺ゆれ始めていた。何か体たい調ちようでも悪くなったのかと思いきや、彼女はそのまま背中をソファー席の背もたれに擦こすらせながら、ゆっくりと上半身を横に倒し──春はる亮あきの太ふと股ももの上に、その小さな頭をことんと落とした。

　苦しがっているような様よう子すはない。彼女はただ目を閉じて、幸せそうに、

「くう……すう……」

　春亮は苦笑しながら、なんとなく手を伸ばしてその白い髪を軽く撫なでた。

「お腹なかいっぱいになって眠くなったか。寝落ち第一号だな。このは、悪いけどさっき言ってた毛布とかあったら──」

　顔を上げて、ドキリとする。なぜか一同は、

「春亮くんの、膝ひざ枕まくら……羨うらやま……」

「わかっていてやっているのではないだろうな……？　馬ば鹿かげている」

「ごく自然にサワサワ。やはりヒミツのコミュニケーションをやっておるとしか……」

「うちがやると、無言で足を退どけられる気がするのになー……」

　などと呟つぶやきながら、ジト目でこちらを見つめていた。
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「あははっ、止やめて、くすぐった……あは！」

　じゃれつかれた彼女が楽しそうに笑う。白衣が毛だらけだ。研究室に入る前には、またちゃんと落としておくように言わなければ。

　錐きり霞かが持ってきたドッグフードを皿に落とすと、食べられない主人と食べられるエサ、どちらにその舌を使うべきかとしばらく迷うようにしたあと、彼（オスだった）は皿のドッグフードに鼻を突っ込んで食事を始めた。その前にしゃがみ込んだ錐霞は、膝の上に頰ほお杖づえをつくような姿勢で、その犬の姿を幸せそうに眺めている。

　自分はどうだったか。幸せだったか？　幸せではなかったか？

　そのどちらでもあった。彼女とは違い、同時に、彼女と同じだった。

　缶コーヒーを啜すする。元々、休きゆう憩けいのついでに犬の様子を見に行かないかと誘われたからついてきたのだ。だが考えは休まらない。

　研究があまり上う手まくいってはいなかった。目立った進展はなく、ただ予算と時間を食くい潰つぶしているだけ。室長ほどではないが、自分も若く優ゆう秀しゆうな研究者として、その才を期待されてここにやってきた。特殊な研究組そ織しきではあっても、その内情は大学とほとんど変わらない。期待されている者ほど多くの予算が与えられ、そうでないものにはそれなりの予算しか与えられない。

　激はげしくどうでもいいが、その《それなり》側に属する研究者達が、自分という若造をあまり快く思っていないことは知っていた。醜みにくい嫉しつ妬とだ。才が期待されているから予算を与えられる。それだけの話──だが、それは結果を出せなければ嫉妬でも何でもなく、当然の追及となる。

　行き詰まりを感じていた。

　自分は知らず嘆息していたらしい。それに気付いたか、彼女がこちらに首を回してくる。

「先せん輩ぱい……悩んでます？」

「それなりにな」

　誤ご魔ま化かす気力もなかった。率直に答えると、彼女はまた首を前に戻した。食事を続ける犬の頭を優やさしく撫なでる。呆あきれさせてしまったか。

　だがすぐにまた彼女は口を開いて、

「覚えてますか」

「何をだ？」

「初めて会ったときのこと……先輩、言ってましたよ」

　もう一度、彼女はこちらを振り返る。

　あの顔で。

　真まっ直すぐで、純真で、意志の強さを秘めていて、ただひたすらに彼女らしい──笑顔えがおで。

「研究に焦あせりは禁物だ、って。あれ、噓うそじゃないんでしょう？」

「……当然だ」

「だったらゆっくりやっていきましょうよ。私の力なんて微々たるものだと思いますけど、私も手伝てつだいますから……その。一いつ緒しよに、頑がん張ばりましょう！」

　やはり、同じだった。

　幸せな笑顔を浮かべている彼女と、自分は、同じだった──自分が、その彼女の顔を見ている限りにおいては。自分も、それに包まれる。

　なんという、今までの人生で感じたことのない──

　未知の、幸福感。

　その未知をいつまでも研究していたいと思った。それはきっといつまでも未知のままで、一生をかけても調しらべつくすことができないだろう。だからいい。人との交わりを拒絶し、ただ研究しか生き甲が斐いにすることのできなかった自分には、それが何よりの糧かてとなる。骨の髄ずいまでそれに包まれ、どうしてこんなに幸せなのかという未知を感じ続けていたい。ずっと。ずっと。

　もはや認めざるをえなかった。

　彼女が中学生であることなど関係ない。自分が大人おとなであることなど関係ない。




　自分は、もう。

　最初に出会ったときから──
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　結局のところ、ファミレスでの見張り中に駅舎の時計とけいが破は壊かいされることはなかった。一度家に帰り、登校の準備をしてから学校に向かう。仮眠は取ったが、ファミレスのソファーなのであまり快眠だったとは言いい難がたい。生なま欠伸あくびを嚙かみ殺しながら歩ほを進めていたとき、錐きり霞かの携帯が鳴る──通話はすぐに終わったが、彼女の表情を見る限り、あまりいい話ではなかったようだ。

「誰だれから？」

「奴やつだ。悪い知らせと言ってもいい──どうやら昨夜ゆうべは別の場所の大時計が壊こわされたらしい」

「なんだって……？　くそ、駅のが一番目立つ時計だと思ったのに……」

「あそこが一番可能性が高かったのは事実だろう。奴がたまたま別の場所に目をつけた、というだけのことだ」

「でも、俺おれが言い出したんだし……やっぱガックリくるよ。ごめんな、みんな」

「ふん、お前を責める気なぞないわい。にしても、どこの大時計がやられたのだ？」

　フィアが言うと、錐霞は軽く息を吐はいて顔を上げた。

「灯とう台だい下もと暗くらし、というやつだろう。我われ々われにはあまりに当たり前すぎて逆に思いつきにくい。大きな時計は基本的に大きな建物についているもので、それはやはりこの街のそこかしこにある大きな建物に備えつけられていた。つまり──」

　錐霞はすっと腕を伸ばした。前方には既すでに自分達の通う大たい秋しゆう高こう校こうの校舎が見える。彼女はその校舎の外がい壁へきを、校門の正面で生徒達を待ち受けているものを指差しながら、

「──学校の大時計だ。昨日きのう実際に壊こわされたのは、街の東にある中学校のやつだがな」




　その日の放ほう課か後ご。

　昼休みに続き、春はる亮あき達は揃そろって理事長室を訪問していた。漸音ぜのんに理事長にサヴェレンティ、そして中で時間を潰つぶしていた黒くろ絵えとアマンダが出迎えてくれる。

　今け朝さ報告を聞いてまず思ったのは、この街にはエルシーが狙ねらうような時計がまだ意外に多いのではないか、ということだった。そして休み時間にいろいろ作戦会かい議ぎを行った結果──「やはり、こういうメンドクサイのはあいつらの手を借りるしかあるまい」というフィアの言葉で、理事長達に事情を説明して力を借りることになったのである。

　昼休みにも一度訪問し、既にいろいろと説明を行っていた。部へ屋やに入ると、いつもの椅い子すに座っていた理事長が軽く片手を上げ、

「やあやあ、いらっしゃい」

「うむ。いきなりですまんが、首しゆ尾びはどうだ？」

「ふふふ、ばっちりだよ！　……や、実際やったのはボクじゃなくて漸音ぜのんさんだけどね？」

「はい。とりあえずこちらをご覧らんください」

　サヴェレンティと漸音が隣となりの部へ屋やから大きな地図を持ち出してきて、二人ふたりでテーブルの上にそれを広げる。文化祭のときにもこんなことをやっていたような気がするが、今回はこの学校の見取り図ではなく、この街の地図だ。

「今までに破は壊かいされている時計のサイズの平均値を取り、それに近い大きさの時計とけいがある場所をマーキングしております。企業などの施設内部にあるものまでは手が回りませんでしたが」

　昼休みに協力を頼んでから、ものの数時間しか経たっていない。なんという優ゆう秀しゆうさだ、と春はる亮あきは驚きよう嘆たんしながらそれを眺めた。正直なところ、理事長の秘書なんかよりもっと活かつ躍やくできる場所がいくらでもあるのではないかと思う。

　このはも地図を見ながら溜ため息いきのようなものをついて、

「建物の中のものについてはそれほど気にしなくてもいいと思います。彼女も、わざわざ警けい備びを搔かい潜くぐって中のものを壊すよりは、外から見えるもっと簡かん単たんなものを狙うと思いますし」

「しかし……それでも、結構あるな。学校に、病院に、デパート……むむむ」

「多いねー。これは困った。手分けして見張るにしても、人数が猛もう烈れつに足らんよ」

「仮に人数が足りたとしても、戦力を分散させては──奴やつを撃げき退たいできなければ意味がない。今までので少しは奴の懐かい中ちゆう時計のエネルギーも溜たまっているだろうしな。どうする？」

　春亮達は眉まゆを寄せて考える。しばしの無言。とりあえず漸音とサヴェレンティが隣の部屋にお茶ちやを淹いれに行ったが、そのお茶が用意されてもまだ上う手まい考えは浮かばなかった。

　だが──ただ一人ひとり。この状況で打てる手を思いついたものがいた。

　それはきっと、彼女でなければ無理だっただろう。

　不ふ遜そんで、尊大で、遠えん慮りよというものとはまったく無む縁えんな彼女にしか。

「……これだ！」

　お茶を一口飲んだフィアが、何かに気付いたようにはっと顔を上げた。

「何か思いついたのか？」

「おう。だが、その前に一つ聞いておかなければならんな──リジチョーよ。お前には、クリスマスにいろいろ隠かくし事ごとをされたなあ……おかげでひどい目に遭あった。まだ私達に借りがあると思っておるか？」

　何やら物もの凄すごくワルイ目で理事長を眺めつつ、フィアが言う。

「いや、まあ……そうだね。別に貸し借りとかじゃなくても、何か僕に手伝てつだえることがあるなら何でも言ってくれて構わないんだけど」

「ほほう。それは何よりだ。そんな軽いレベルの話ではないから言ってみたのだが」

　嫌いやな予感がした。フィアは何を言い出そうとしているのだ？

「リジチョーよ、貴き様さまはいろいろとコネがあるな。それくらいは今までいろいろあったから私にもわかっておる……私の身分を作ったり、警けい察さつに何やかや働きかけたりな。つまりはこの街全体に、それなりに顔が利きく。そうだな？」

「まあね」

「一方、雛ひな井いエルシーの目的は《大きな時計とけいを破は壊かいすること》だ……つまり私達は、奴やつに時計を破壊させなければそれでよいことになる。ならば答えは簡かん単たんだ。逆転の発想をしてだな」

　ニヤリとフィアは笑って──

　そして、とんでもないことを言った。

「奴より前に我々が時計を全て壊しておけばよい」

「はぁ!?」

「ちょ、それは逆転の発想すぎやしませんか!?　乱らん暴ぼうにも程ほどがあるでしょう！」

「だが有効だとは思うぞ？　それに、壊こわすとは言ったが、何も奴のように物理的に破壊する必要はないだろう。しばらく時計の針を外しておく程度でもよいと思う」

　フィアは平然と言った。確たしかに有効ではあるのかもしれない。針が外れた時計は、きっと、既すでに時計ではない。エルシーの破壊のターゲットにはならない可能性が高いだろう。しかし、

「それ、すっげー他ほかの人達が迷めい惑わくするぞ……？」

「大事の前の小事だ。こちらには人命がかかっておる」

　フィアは車くるま椅い子すに座るアマンダの姿を眺めた。部へ屋や中じゆうの人間の視し線せんが彼女に集まる。自分達は何のために動いているのか。何が第一の目的で、何を最も気にしなければならないのか。

　それを思い出した。

「なに──いつまでも、というわけではない。ほんの数日だ。その先に策もある」

　続けてフィアはその策を語る。理屈としてはその策も正しく機き能のうしそうだった。春はる亮あき達は顔を見合わせ、

「……どう思う？」

「もしも可能ならば──私はフィアくんの考えに乗る。どちらにしろ、他ほかに手はない。ただ奴やつが完全に時間を溜ためて現れるのを待っているよりはマシだ」

「うちもそんな感じー。問題は、と」

　理事長は呆あきれたように肩を竦すくめていた。フォフー、とガスマスクの下で溜め息をつき、

「だから、借りがどうこうとか言ってたんだね……やれやれ。確たしかにそれは結構なことだよ。弱みを握っていたりする場所はともかく、ただ関係があるだけの場所には、それなりの見返りが──まあ、婉えん曲きよく的てきに言って寄付的な何かが必要になるだろうね。驚おどろきの出費になるよ」

　そして彼はゆっくりと立ち上がり、春亮達が囲むテーブルの傍そばに近付いてきた。だが足を止めたのは漸音ぜのんとサヴェレンティの前で、彼は二人ふたりの肩を両手でぽんと叩たたく。

「君達。一つ聞くけど、どれくらいの賃金カットまでなら耐えられるかね？」

「え、え？　あうあう──ぼ、ボクは雇ってもらってる立場だから、もうそれだけで大だい感かん謝しやなんですけど、白しら穂ほがなんて言うか、その……はわわ、ボク、わりと絶体絶命だったり!?」

　サヴェレンティは目を白黒させながらわたわたしており、一方漸音ぜのんはいつもの平静な顔で、

「随ずい分ぶん久しぶりな気がしますが……返答はこれです」

　ススー、と胸ポケットから《退たい職しよく願ねがい》と書かれた封筒を取り出そうとしていた。いやさすがに漸音さん達にまで被害が及ぶのは可哀かわい想そうだ、もう一回考え直そう、と春はる亮あきが慌あわてて口を開きかけたとき──

「……個人的な見解を言わせてもらえれば、理事長が個人的に所有しておられる資産のいくつかを売りに出せば済む話かと」

「だよねぇ。冗じよう談だんだよ？　いやホントに」

　もう一度肩を竦すくめてから、理事長はテーブルの上の地図を覗のぞき込んだ。ポケットからボールペンを取り出し、しばらく地図を眺めてから、その何箇所かに丸をつける。

「あとは、ここ……ぐらいかな。さすがに僕もこの街の全すべてを掌しよう握あくしているというわけでもないんでね。この丸をつけたところが、僕とはあまり繫つながりのない、働きかけが難むずかしそうな場所だよ。それ以外の場所は僕のほうでなんとかしよう」

「理事長……いいんですか？」

　春亮が驚おどろきの目を向けると、理事長は笑って、

「フィアくんが言ってた話に戻るけど、君達には借りがあるからね。こんなこともあろうかといろいろ稼かせいでたし、一般的には多た額がくの出費でも僕にとっては微々たるものさ。それでも気になるなら……ま、出世払いということで」

　具体的な金額は聞きたくはないが、それはやはり自分達にとっては想像もつかないような出費だろう。『もしもし、悪いけど君のところの建物の時計とけいからしばらく針はりを外してくれないかい？』──などという奇妙な頼み事が一万二万の寄付金で通るとはとても思えない。

　再度、春亮達は顔を見合わせる。理事長達にどうしようもなく迷めい惑わくをかけることになる。しかも今回はお金というリアルなものだ。軽けい々けいには受け入れられない、が……

　いくら考えても、それ以外には、アマンダを守る手はないのだった。

「まったく。一般常じよう識しきというか、普通の礼れい儀ぎがあれば絶対口にはしない頼み事ですよ……フィアさん、もう一度心からのお礼を！」

「んむ？　おう、助かるぞ、ありがとな。じゅるるー」

「軽ッ！　しかもお茶ちやを飲みながらという失礼っぷり！　フィアさんっ!?」

「うーむ、あの幻まぼろしのサービスがついに日の目を見ることになりそうじゃ。《壇だんノの浦うら・なんでも永久タダ利用券　※ただしうちのカラダは除く》を今ここで発行するしか……！」

　フィア達がお礼かどうか微妙な台詞せりふを口にする中、錐きり霞かだけが礼儀正しく頭を下げて「ありがとうございます」とまともな感かん謝しやの言葉を発した。春亮もそれに追つい随ずいする。

「ほ、ほんとに……すみません。ありがとうございます……！」

「なに、そんなに気にすることじゃないよ。それよりも、僕の力が及ばないところはどうする？」

　理事長にお礼を言うのはその辺でひとまず止やめておき、春はる亮あき達はテーブルの地図を覗のぞき込んだ。どうするもこうするも、

「……それは実際に、私達が現地に行って破は壊かいするしかないだろうな。今からでも」

「うちらは地じ獄ごくのテロリスト集団と化すというわけじゃね。人目を盗んで破壊活動……フフフ、腕が鳴るゼ。邪じや魔まするものは皆殺しじゃー」

「こら黒くろ絵え、人聞きの悪いこと言うな」

「アマンダくんがいることだし、やはり君達は固まって動いたほうがいいだろうね。他ほかの場所は、こっそり時計とけいを壊こわすだけなら──」

「私がお手伝てつだいしましょう。黒絵様の仰おつしやる通り……フフフ、腕が鳴るゼ。邪魔するものは皆殺しだ、という感じです」

　漸音ぜのんがどこからか投げナイフを取り出し、それを自分の顔の前でちらつかせた。クリスマスのことがあったので、彼女がその投とう擲てきスキルを持っていることは知っているが──

　理事長がどこか引ひき攣つった声で、

「いや、あの……冗じよう談だんなんだろうけど、君が真顔で言うと洒落しやれにならないからね？」

　そうですか、とやはり真顔で呟つぶやいて彼女は投げナイフを懐ふところに仕し舞まった。
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「うーむ、こんなところがあったのか。まだこの街には知らん場所があるなあ……」

　冷静な口く調ちようで言いながらも、凄すさまじくそわそわした様よう子すでフィアはその看板を見上げていた。

　そこにはこう書かれている──《ふれあいわんにゃんパーク》と。

　理事長室での作戦会かい議ぎを終え、春亮達がまず向かった大きな時計のある場所。それがここだった。街外れにある施設で、園内では多数の犬いぬ猫ねこと触れ合える。飼い犬の運動不足を解消する場所としての意味合いもあり、外から犬や猫を連れてくるのも自由だ。

　時刻は既すでに夕方で、閉園時刻もそろそろのはずだったが、まだ中にはそれなりに人がいた。園の中央には芝生しばふ敷じきの広い公園のような場所があり、その隅に大きな時計台のようなものが鎮ちん座ざしている。その場所を確かく認にんしてから、やはりそわそわしているフィアが、

「早速壊こわしたいところだが、ここにはまだ人がおる。その現場を見られてはまずかろう」

「まあ、そうだな」

「で、この場所は遠かった。遠いところから片付けていこうという話だから当然だが」

「おう、帰りもバスに乗らなきゃな」

「つまるところ、今日きようはここの時計を破壊する仕事だけで精一杯だという話だ。だから論ろん理り的てきに考えて──このまましばらく、周囲の人間が少なくなるのを待つべきではないかと私は思う！　で、何をして待つのかと言えば、それはもう場所的に仕方なくアマンダの刺し激げきにもなるしテレビで見たあにまるせらぴー的な──」

「ああもう、わかったわかった。しばらく遊んできていいぞ。でも他ほかの人に迷めい惑わくはかけるなよ。アマンダにも怪け我がとかさせないように」

「いやほうー！　行くぞアマンダ、もふもふアニマルが我われらを待っている！」

　車くるま椅い子すを激はげしく押し、フィアは公園の中にいた一匹の犬のところに突入していった。触ってよいか？　と近くにいた飼い主の女性に許可を取ってから、わっさわっさとその頭を撫なで始める。車椅子の周囲をぐるぐると回るようにその尻しつ尾ぽを追いかけたり追いかけられたり。

「まったく、ホントに子供なんですから……」

「まあまあ、アニマルセラピー的な効果は実際にあるかもしれんよ。ふぃっちーも最近なんか微妙に暗い気がしちょったんじゃけど、楽しそうじゃし。たまには気晴らしもええよ」

　どこからか取り出したカメラでフィア達の姿をぱしゃぱしゃ撮とりながら、黒くろ絵え。さらに視し線せんをちらりと動かして、

「……その意味で言えば、このさん達も最近微妙に暗かったりすると思うんじゃけどなー。カメラマン係はうちがやるから、このさんも遊んだら？　お、丁ちよう度ど犬さんが来たよ」

　言葉通り、一行の近くには舌を出した大きなゴールデンレトリーバーがへっへっと近付いてきていた。どうやらこの園内で飼われている犬らしい。このはは頰ほおを搔かきつつ、

「わたしは別に暗かったりはしないんですが……せっかくですからね。こんにちは、犬さん？」

　その場にしゃがみ込み、躊躇ためらいがちにナデナデ。だがこのはも犬が嫌いなわけではなかった。それは以前、夜や知ち家けで捨て犬を保ほ護ごしたことがあったのでわかっている。撫でているうちにこのはもノってきたらしく、首くび輪わに書かれている名前を読みながら、

「ええと、君は何君なのかな？　ジョン君かあ、いい名前だわん？」

　などと謎なぞの犬語を使い始める。この場にフィアがいたならばまた鬼の首を取ったようにからかいまくるところだ。しかしそのうちにこのはの身体からだがなぜか仰のけ反ぞり始め、

「あ、その、ジョン君？　ちょっと近すぎ、あの、やんっ、舐なめすぎ……ひゃああ？」

　このはの肩に前足を乗せて体重をかけてきた犬を弾はじき飛ばすわけにもいかなかったのか、そのままこのははジョン君に押し倒されるようにその場に尻しり餅もちをついた。もはや完全に仰あお向むけ状態でジョンに圧のし掛かられている。身体の至るところを舐められ、このははスカートの足をばたばたさせながら、上ずった声で、

「いや、あ、だめ、そんなとこ、舐め……やんっ？」

「むは！　これは思わぬしゃったーちゃんす！」

「こら黒絵さん、撮ってないで助けてくださいー！」

　このはの口から『舐める』とかいう言葉を聞いたせいか、春はる亮あきはいつだかの妄もう想そうのことを思い出してしまった。何やらムズムズとした気分になる。だがとりあえず助けなくては、とこのはの頭側から（足側からはいろいろまずい）近付いたとき、一人ひとりの係員さんがこの騒さわぎに気付いてくれた。
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「こらジョン、やめなさい！　すみません、普段ふだんは大人おとなしい子なんですが……」

「むっ、見えた。これはきっと、このさんの身体からだから漂うお肉の匂においにやられてしまったからに違いない。さすがこのさん、肉欲の権ごん化げ！　いろんな意味で！」

「い、いくらなんでも、身体に匂いが擦すり込まれるほどお肉ばっかりは食べてません！」

　係員さんのおかげで、なんとかこのははジョンの押さえ込みから解放された。はぁはぁと息を荒げながら服を直している。

「むう。なんだ、ウシチチもたっぷり楽しんでおるではないか」

　いつのまにか帰ってきていたフィアが、怪け訝げんそうに首を傾かしげながら言う。

「あっちはもういいのか？」

「せっかくいろんな犬がおるのだし、あまり一匹だけに構っておっても、と思ってな。にしても──うむ、素す晴ばらしい。この場所は素晴らしい」

　アマンダの車くるま椅い子すを支えつつ、フィアは背筋を伸ばして、広い園内を見回していた。夕焼け色の光景。その銀ぎん髪ぱつも茜あかね色いろに染そまり、どこか幻想的に輝かがやいている。

「まだ見ぬ場所が、やはり世界にはいっぱいあるのだなあ……」

　そんなことを、彼女はどこか感かん慨がい深ぶかそうに呟つぶやいていた。

　長い間、孤独な暗くら闇やみで眠っていたフィア。自みずからの罪に耐えながら、眠っていたフィア。

　そんな彼女の言葉には、きっと、特別な意味があった。

　だから春はる亮あきは頰ほおを緩ゆるめて、

「……この街だけでも、まだ行ったことない場所がいっぱいあるんだ。世界には、なんて範はん囲いにするととんでもないことになるぞ」

「うむ。だから、せめてお前はこの街の面おも白しろスポットを余すところなく私に教えるべきだ。必要性がなければ、このわんにゃんパークの存在も私はまだしばらく知らなかったぞ！　まったくけしからん！」

「へいへい。ま、気が向いたらな」

　それからフィアは、遠くに見える猫との触れ合いハウス的なものに興きよう味みを持ったようだった。

「犬だけでなく猫までも！　ハァハァ、やはりこの場所は素す晴ばらしい。ちょっとだけ見てこよう……キリカ、お前もどうだ？」

「ん？　ああ……そうだな」

　錐きり霞かは今までずっと、どこを見るでもなく、ぼんやりと園内に視し線せんを向けていただけだった。そこでようやく、春亮は彼女の様よう子すがどこかおかしいのに気付く。小声でその耳元に囁ささやいた。

「あー……その、いんちょーさん、ひょっとして動物とか苦にが手てだった？　だったら、別にフィアには付き合わなくてもいいから」

「別に、嫌いじゃないよ。ただ──」

　小さな笑えみをその顔に浮かべながら、錐霞は答えた。

　ひどく、寂さびしそうに。




「ただ──少し、昔のことを思い出すだけだ」
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　敬愛すべき人からの電話が来た。

『首しゆ尾びはどうだ？』

「……はい！　ええと、その、まだ任務を完かん遂すいできてはいないのですが──何の問題もありません！　ナッシングです！　いろんな意味で、時間の問題、みたいな！」

『ならばいい。すべきことはわかっているな』

　あの人が声をかけてくれている。絶対の支配者たる彼が。

　彼女は恍こう惚こつを感じながら携帯電話を握にぎり締しめた。

「──勿もち論ろんです。我わが手は貴方あなたの剣。我が足は貴方の馬。我が身は貴方の盾たて。貴方のものは貴方の望むように動きます。それが我らという騎き士し」

　そうだ。

　彼の剣として敵を打うち砕くだこう。

　彼の馬として屍しかばねを踏み越えよう。

　彼の盾として傷を受け止めよう。

　それだけではない。自分が差し出すのは全すべて、全て、全てだ。全てを彼に捧ささげよう。彼の手として焼けた石を摑つかみ、彼の舌として毒を啜すすり、彼の耳として怨えん嗟さを聞き、彼の鼻として血けつ臭しゆうに包まれ、彼の口として罪を告つげ、彼の性器として彼に快楽を与え、彼の心しん臓ぞうとして生きよう。

　それが自分。雛ひな井いエルシーという存在。

『──期待している。雛井エルシー』

　電話越しの彼が、最後に囁ささやくように言う。

　その言葉だけで彼女は絶頂に至った。

「は、あ……も、勿もつ体たいないお言葉。絶対に、使命を果たします──領主よ」
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　理事長達が協力してくれることになってこれからのメドが立ち、連続でファミレスに泊まって体力を消耗するのも本末転倒なので、昨夜ゆうべは普通に夜や知ち家けで睡眠を取った。

　一夜が明け、翌日も春はる亮あき達はアマンダを連れて登校する。朝、彼女を連れて理事長室に行ったときに聞いたのは、昨日きのうは時計とけいの破は壊かいが起こらなかったということ（無む論ろん、春亮達や漸音ぜのんが自みずから壊こわしたものを除いてだ）と──理事長の働きかけにより、少なくとも今日きようの昼間の間には他ほかの場所の時計も全て針はりが外されるだろうということ。働きかけの効きかない、いくつか残っていた別の場所の時計も、授業中に漸音が街を回って破壊しておくという話だった。

　つまるところ、放ほう課か後ごになったときにはもう、この街にはほとんど大時計は残っていない状況になっており──そこで初めて、最後の計画が実行に移される。

　完全に日が暮れ、生徒達の下校時刻もとうの昔に過ぎた時間。人ひと気けの全くない校門の前に、春亮達の姿はあった。服装は一応制服だが、手にしているのは勉強道具の詰まった鞄かばんではなく、一度家に帰って取ってきたバッグやリュック。

　フィアが薄うす暗くら闇やみに包まれた校舎を見上げ、ニヤリと笑いながら、

「ふふん……この学校の生徒達は幸運だな。他の学校では、今日は遅刻する生徒達が大勢いたことだろうと思うぞ」

「学校に入ってから駆かけ込みダッシュ、みたいなのは厳きびしかったかもなあ。迷めい惑わくかけてるよ」

「仕方ないこととはいえ……ちょっと罪悪感ですね。あの駅舎の大時計も、お偉えらいさんに頼んで止めてもらったみたいですし、どれだけの人が困ったのか」

　黒くろ絵えと錐きり霞かも同じものを見上げる。アマンダを除く一同の視し線せんの先には、この大たい秋しゆう高こう校こうの大おお時計どけいがあった。

　ここだけは、まだ壊こわされてはいない。針も外されてはいない。見るものがいるときもいないときも、律りち儀ぎに時を刻み続けている。

　勿もち論ろん、それは意図的なものだった。それこそが策だ。

　そのとき、閉じられている校門のゲートの向こうに一つの影かげが現れた。

「こんばんは、皆みな様さま。今開あけますので」

「あ、どうも。よろしくお願ねがいします」

　漸音ぜのんがゲートの裏側を何事か操そう作さすると、ぎしぎしと音を立てて門が開いた。春はる亮あき達がその隙すき間まから夜の学校の中に侵入を果たすと、漸音は元通りにゲートを閉へい鎖さする。

「では宿直室にご案内いたします。警けい報ほう装置等は全すべて切ってありますのでご心配なさらず」

「ありがとうございます……にしても、この学校に宿直室なんてあったんですね？」

　春亮が聞くと、

「警備は機き械かい化かしていますので、普段ふだんは使っていないのですが。機械化前の名残なごりのようなものです──軽く掃除などはしておきましたが、何か不ふ都つ合ごうがあるかもしれません。ご容赦を」

「なあに、仮眠できる場所を提供してもらっただけで充分だ。元々は、どっかの茂みの中に隠れて奴を待ち受けようと思っておったのだからな！　気にするな！」

　と、フィアが尊大に胸を張りながら言う。

　つまりはこれが、フィアが提案した作戦の締しめなのだった。この街で唯ゆい一いつ残った大時計。戦うために時間を溜ためることが必要ならば、エルシーはこの学校の時計を破は壊かいするために現れる可能性が高い。ならばそこで待ち受けて決着をつければいい──単純な計画だ。

「しかし、本当に来ますかね？」

「奴やつはわざわざ春亮に聞いたうえで、この街でやるか、などと言っておったのだろ。ならばこの街でやらなくてはならない理由が何かある可能性が高い。他ほかに選せん択たく肢しがないのならいずれは現れるだろう……私達が通っているこの学校の下した調しらべくらいはしておるだろうし、学校には時計がつきものだ。動いている時計が急に見つけられなくなったとなれば、場所を知っておるここにとりあえず足を運んでみても不ふ思し議ぎはない。今日きよう来るとは限らんが、ま、焦あせらず二、三日ほどは待ってみようではないか」

「今いま更さらじゃけど、罠わなだとバレたりはせんかな？」

「ふむ……まぁ向こうが多少の怪あやしさを感じる可能性はゼロではない。しかし奴はこの街の全ての時計が壊されているとはわからんはずだ。それは時計がある場所を全て見て回らねば認にん識しきできんことだからな。たまたま街で見かけた時計がいくつか動かなくなっておったとして、そこから私達が何かをやっているとは思うかもしれんが、ここの一つ《だけ》が残されておるとまではさすがに考えないと思うぞ。罠だという確かく信しんを奴が得られるほどの材料はないし、何にせよ奴やつにとっては時間を溜ためねば始まらないのだ……結局のところ、少しばかりの不ふ審しんさ程度ではこの時計とけいを見み逃のがす理由にはならんということだな。やっと動いてる時計見つけたー、と砂さ糖とうを発見したアリのようにノコノコと現れるだろう」

　そうして彼女の姿を捕ほ捉そくした後の話も簡かん単たんだ。理事長達の協力により、おそらく彼女は思い通りに時間を溜めることができてはいない。そして今の自分達は、彼女の戦せん闘とう時間に制限があることを知っている。時間が少ししか溜まっていない状態の彼女相手ならば、逃がさないように注意しつつも、時間を使わせることを軸じくに考えて無理せず戦えばなんとかなる──

（そう、なんとかなる……はずだ）

　春はる亮あきはもう一度頭上の時計を見上げ、ごくりと唾つばを吞のみ込んだ。自分は戦いにおいてはあまり力にはなれない。そんな自分でも緊きん張ちようしてきているのだ、彼女達もさぞや──と思いきや、

「ではこちらへ。付近の住民に通報されると困りますので、廊下は基本的には懐かい中ちゆう電灯でお願ねがいします。勿もち論ろん、いざというときの戦いに必要であればその限かぎりではありませんし、宿直室では明かりをつけても光はあまり漏もれないようになっていますから大丈夫ですが」

「うむ、まあ今日は月も明るいし、全然問題はないぞ。それよりも──おお、ついに夜の校舎に侵入だ！　ワクワクするな！」

「なんじゃろう、この背徳感は。昼はあんなに賑にぎやかな校舎が、こんなにひっそりと……まるで、昼は清せい楚そなお嬢じよう様さまが夜になるととんでもなく淫みだらになったりする的な！　無む闇やみにテンションが上がってきました！」

「またわけのわからないことを……あんまり騒さわがないでくださいよ。ホントに近所の人が通報してきたりしたら困りますし、せっかく来たあの人に罠わなが気付かれちゃったりするかもしれませんし。まあ、なんだかワクワクするのはわたしも認めますけどね？」

「正直なところ、私も何やら新しん鮮せんだ。まるで知らない場所にいるみたいだな」

　漸音ぜのんの先せん導どうで、夜の校舎に入っていくフィア達。まあ今のうちから気張っていても仕方ないよな、と春亮も嘆息しながらその後を追う。

　宿直室は教員棟の一階にあった。あまり使われていない部へ屋や特有のカビの臭においが鼻び腔こうに届くが、気になるほどではない。広さは六畳ほど。六人で入るには多少手て狭ぜまだ。設備としては流しとガスコンロがあった。夜食のカップ麵めんくらいならば普通に作れるだろう。

「ふむふむ……なかなかよいぞ。狭くはあるが、畳たたみ敷じきというのが気にいった」

「そこの収納の中に布ふ団とんがあります。クリーニングは済んでいますので」

「ところで、トイレや風ふ呂ろはどうするのだ？　ここにはないぞ」

「すみませんが、トイレは出てすぐ右の教きよう職しよく員いん用トイレを。お風呂はさすがにありませんが──よろしければ、部室棟のシャワールームをお使いください。これが鍵かぎです」

　凄すさまじくファンシーなキーホルダー（漸音の趣しゆ味みだろう）のついた鍵をフィアに手渡してから、漸音はぺこりと一礼して宿直室を出ていこうとする。春亮は慌あわてて、

「あの、ありがとうございます！　いろいろ迷めい惑わくかけて、すみません……」

「お気になさらず。では、私は理事長室で待たい機きしております。何か御用がありましたらいつでもどうぞ。今日きよう何かが起こるとも限りませんが、一応この挨あい拶さつで失礼します──ご武運を」

　そして漸音ぜのんは宿直室を出ていった。春はる亮あきは、漸音の後ろ姿を、彼女が閉じたドアを、このはがじっと見つめているのに気付く。

　彼女の言葉で、何かを思い出したというように。

　何かを思い出さなくてはならないというように。

　どこか、決意の漂う瞳ひとみで。

「ご武運を、ですか。久しぶりに聞きましたね、そんな言葉は。でも──確たしかに今は、そんな状況です。それにふさわしい、状況です……」

　呟つぶやきながら瞼まぶたを閉じ、そして開けば、そこにいるのはもういつものこのはだった。

「さて。じゃあまずは──ってこらフィアさん、早速布ふ団とんを敷しかない！　しかも中央に！」

　やたら楽しそうにぽんぽんと布団を叩たたきながらその位置を調ちよう整せいしていたフィアが、やはり楽しそうな表情で顔を上げる。

「いいではないか、いずれ敷くのだ！　しかし、こうして布団を敷いたりするのが、どうしてこんなにも……そうだ、知っておるぞ！　これは、合宿、みたいなものだな！」

「んむ、プチ合宿みたいなものじゃね。それはワクワクしたり楽しかったりするのも当然。うちも布団敷いちょこうかなー。いや、布団は後でもええけど枕まくらは確かく保ほしちょかんと」

「黒くろ絵えさん……わたしの目が黒いうちは、絶対に枕投げなんてさせませんからね？」

「バレた！」

　合宿かぁ、と春亮は思う。一つの部へ屋やで、枕を並べて。それは確たしかに合宿と言ってもいいのかもしれない……学校の宿直室でそれが行われることはあまりないだろうし、自分達の目的は部屋で枕投げや猥わい談だんをすることではなく、来るかもしれない敵を待ち受けることなのだが。

　予定としてはとりあえず二、三日ほど連泊し、その間はこっそりとここから教室に通うつもりだった。その連泊ぶんの荷物も持ってきている。とりあえず漸音が好意で鍵かぎを貸してくれたのだし、連泊するなら今行っておかなければ他ほかに機き会かいはない（夜が明ければ朝あさ練れんの生徒達がシャワー室を使うだろう）し、というわけでまずはシャワーを浴びさせてもらうことにした。とはいえいつエルシーが来るかわからないので、勿もち論ろん何人かの交替制だ。第一陣は早くも微妙に目をショボショボさせているアマンダ、加えていつも彼女をお風ふ呂ろに入れているフィアと黒絵という組み合わせになった。

　黒絵は持ってきた自分の荷物を探りつつ、

「さて、準備準備～、と」

「シャンプーハットまで持ってきてたのかよ。風呂があるかどうかもわかんなかったのに」

「ふふ、うちら《アマンダちゃんを気持ちよくお風呂に入れさせ隊》、略して《つるつる三人衆》としては準備をぬかるわけにはいかんよ」

「略してねえ！」

「そして何がつるつるかというと、これは勿もち論ろん──」

　調ちよう子しに乗った黒くろ絵えがこちらを向いてさらに説明を続けようとしたとき、ヌ～、とその背後におどろおどろしく現れた影かげが黒絵の肩を叩たたく。

「……ふしだらな無む駄だ話ばなしするよりも、さっさと準備してシャワーに行ったほうがいいんじゃないですかねぇ、黒絵さん？」

「そ──そうじゃね！　いや勿論、肌、つるつるのお肌の話よ？　アマンダちゃんは可哀かわい想そうにも身体からだに火傷やけどの痕あとみたいなのがあるけど、それ以外のところは本当につるつるで」

「ああ……今の科学なら、手術すればその痕も消せるのかもしれませんけどね。昔に何かあったんでしょうか。彼女が騎き士し領りようなどという組そ織しきに入ったのと何か関係があるのかも……何にしても、痛ましいことです」

　このはがそっと目を細めて呟つぶやく。

「うむ。じゃからきっと、この子は他ほかの人と一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ったこととかあんまりないと思うんよ。でもうちらはそんなこと気にせんので誠心誠意身体を洗ってあげて、他の人と一緒にお風呂に入る楽しさを教えてあげようと頑がん張ばっちょるのです。まる」

「うん……今いま更さらだけど、よろしく頼むな、黒絵」

「りょーかいです。あ、一緒に入れないハルのために一応レポートしちょこう。想像するとええよ。アマンダちゃんの身体のビンカンな部分を洗ってあげるとぴくってなったりして反応があり、うちは髪を使ってバンザイとかさせてあげながらふぃっちーと共につるつるの身体全体を使って前から後ろからキャッキャウフフ──」

　もわわーん、と春はる亮あきの頭にもその光景が浮かんできた。黒絵の言葉通りに想像してしまった。見知った風呂場で行われる、見知らぬ肌はだ色いろの饗きよう宴えん。きっと黒絵はプロのテクを生かして髪を洗ってやったりしていて、きっとフィアはじーっとアマンダの身体の一部分を見てからうんうん頷うなずいて仲間意い識しきを芽め生ばえさせたりしていて──いやいかんいかん、と頭を振ったときだった。

「……」

　じー、と至近距きよ離りでこちらを見ているジト目のこのはと視し線せんが合っていることに気付く。

「春亮くーん？　わたし、さっきから何度も名前呼んでたんですけどねぇ……変な想像はしないように、って。どうしてボーっとしてたんでしょう」

「うっ。いやその、それは」

「想像、してましたね？　名前を呼んでも気付かないほどに全力で想像してましたね？　うふふ……いいんですよ、正直に言えば怒りませんから。さあ」

「ええと……ご、ごめんなさい、と言わざるを得ない状況にあったのは認めなくてはならないような気がします、というか。でもその、別にしようと思ってしたわけじゃないというか、ただ勝手に想像力が暴ぼう走そうしただけというか！　さ、最近いろいろあって疲れてるからかな、なんか妙にボーっとしてることがあったりして、そのせいで──」

　そのとき、なぜかフィアと錐きり霞かの二人ふたりがギクリと肩を揺ゆらしたのが見えた。それから彼女達はそれぞれ明後日あさつての方向に向けて咳せき払ばらいして、

「おほん……ま、まぁ、そんなに言ってやるな、ウシチチよ。たまーにおかしな妄もう想そうをしてしまうことくらい、誰だれにでもある話だ。うむ。誰にでもな」

「そ、そうだな。法律的に言っても、さすがに頭の中までは取とり締しまれない。夜や知ちの言う通り、疲れていればそういうこともあるだろう」

　どういうわけか二人がフォローしてくれる。ありがたい。

　このははそんなフィア達の様よう子すに毒どく気けを抜かれた様子で嘆息した。

「ふぅ。確たしかに……精神的に疲れてるときはろくなことを考えないものです。慣なれない人の世話をしてますし、珍しく敵に不覚を取ったりもしましたし。ボーっとして変な妄想をするのはともかく、自分でも多少気疲れしてるような気はします。寝つきが悪かったり悪い夢を見たり、みたいなのが最近妙に多いんですよね」

「悪い夢、か……ふん。それも、わからんでもない」

　こちらには視線を向けず、フィアがぽつりと言った。このはは静かな瞳ひとみを彼女に向け、

「あなたも？」

「たいしたことではない。起きたら内容も忘れておる類たぐいのものだ」

　内容とは裏腹に、その声にはひどく暗い気配けはいが滲にじんでいるように思えた。だがフィアはすぐに荷物を探っていた手の動きを再開させ、意い識しき的てきにだろう、あっけらかんとした口く調ちようで言う。

「ま──ウシチチと揃そろって悪い夢を見ておるなど、気き色しよく悪わるい偶然だ。だが結局のところ、それは我われ々われが揃って疲れておるということなのだろう。ボーっとしておるハレンチ小僧にキリカ、クロエも含めてな。しかしもう一踏ん張りだ、敵さえ排除すれば気を張る必要もなくなる。アマンダの世話にも慣なれてきたし、この作戦が成功すればあとは楽勝だ」

「……そうですね。とにかく今はこの罠わなを成功させるのが第一、です」

　と、このはが肩を竦すくめながら呟つぶやいた。黒くろ絵えはこくこくと頷うなずきつつ、

「同意ー。そんなに疲れちょるんなら、ここはやはりうちがお風ふ呂ろでふぃっちーにも癒いやしのシャンプーテクを繰くり出してあげんと。めくるめく快楽技で昇天させるよ！」

「これから戦うかもしれないのに昇天させてどうするんですか。とにかく早く準備済ませてシャワーに行ってください。自分のだけじゃなくてアマンダさんのもよろしくお願ねがいしますよ！」

「ういういー」

　自分の服を用意し終えた黒絵が、今度はアマンダ用の着替えの準備を始める。いつもの調子に戻ったフィアも、首を傾かしげながらまだ自分の荷物をごそごそと探っていた。

「んー？　パンツも確かに入れておいたはずだが……お、あった」

「こら、びろーんって広げない！」

「アマンダちゃんのはこれと、これ……と。そう言えば、このパンツとかは誰だれが用意したんじゃろうか……まさか、学校の教師という聖せい職しよく者しやが下着売り場で真剣なセレクション……!?」

「残念ながら、私だ。最初に彼女を連れて来たとき『必要な服なども買い揃そろえてやってくれ』などと言われてな。しかし黒くろ絵えくんのその発想はいいぞ。奴やつはそんな感じに唾だ棄きすべき男なのだという認にん識しきを是ぜ非ひこれからも持ち続けてもらいたい」

「わーい、褒ほめられたー」

　そんなとき、ふと錐きり霞かの携帯電話が鳴る。最近はその表示を見たときの錐霞の表情だけで相手が誰だかわかるようになってきた。つまるところ、話題の彼だ。

　フィアの時計とけい破は壊かい作戦が始まった後にも何度か話す機き会かいがあり、日ひ村むらには自分達の行動と狙ねらいを既すでに伝えている。そのときには感心したような声を出しながら作戦に賛さん同どうしてくれた。しかし彼には彼にしかできない仕事があるので、時計のことはこちらに任せてもらい、引き続きエルシーの居場所などを探ってもらっていたのだった。

　残念なことに、そちらには今まで目立った進しん捗ちよくはなかったが──時ここに至り、彼もこの仕上げの罠に参加することにしたらしい。

「……勝手にしろ。だが貴き様さまには仮眠のための場所などないぞ」

　通話口に冷たく言ってから、錐霞は携帯を耳から離はなして春はる亮あき達を見やる。

「奴も学校に到着した。どこかの茂しげみにでも隠かくれて奴を待ち受けるらしい」

「それは助かると言えば助かりますが。一人ひとりで大丈夫なんですかね？　夜ですし、外は凍こごえるほど寒いと思いますよ」

「だからと言って、ここに招待する気にはなれない。気にするな、奴は覗のぞき見みには慣なれている。馬ば鹿かげたことだが、それが仕事のようなものだ」

　まるで覗きのプロのような言われよう。持っている道具からしてみればそれも当然なのかもしれないが。そんなとき、春亮は錐霞がまだ携帯を閉じないまま手に持っていることに気付いた。首を傾かしげると、

「──これか。通話は切っていない。しばらく切るなと言った」

「え、なんで？」

　錐霞はその答えがさも当然であるかのように言った。

「奴は覗き見に慣れていると言っただろう？　今からフィアくん達がシャワーを浴びるのに、奴を野放しにはできない。シャワールームのほうに行けば通話口から水音が聞こえてくるからな、抑止力だ」

　……男としての信用のなさに、ほんのちょっとだけ同情した。
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　パトロール中のこのはは足を止め、頭上にある校舎の大おお時計どけいを見上げた。もうすぐ日付が変わろうとしている。

　今いるのは、校門と校舎の間にある場所だった。前庭のようなものだと言ってもいいだろう。朝は多数の生徒達が行いき交かう、校門から校舎へと続く幅広の道。その左右には茂みと芝生しばふ、何本かの樹じゆ木もく。明るい月がそれらをぼんやりと照らし出している。

　気配けはいはないが、日ひ村むらもどこかでこの時計を見上げているのだろう。《存在感を消す》という呪のろわれた仮面を使っているのか、それとも素すの状態で気配を殺しているのかは定かではない。どちらにしろ、この自分に気配を悟らせないというのは感心に値する。

　時を刻む針を見ながら、このはは軽く頭を横に振る。考えるべきは日村のことではない。敵のことだ。そして、ひどく単純な、疑問のことだ。

　つまり──自分は、彼女に、勝てるか。

　あの公園での出来事を思い出す。桁けた違ちがいの力。桁違いの速度。無様ぶざまに倒れ伏した自分。

　今回はあのときとは違う。彼女の溜ためた《時間》は少ないはずだ。だからなんとかなる。防御と時間稼かせぎに徹てつすればなんとかなる。なんとかなる。なんとかなる──

　──本当に？

「っ……」

　心の内から湧わき上がってきた問いに答えられない自分がいる。

　このはは唇を嚙かみ締しめた。認めよう。雛ひな井いエルシーは強い。あるいは本当に《最強》であるのかもしれない。

　だが──勝てない、では済まされないのだ。

　彼女はあらゆるものを奪うばっていくだろう。自分の命を、騎き士し領りようの少女の命を、拷ごう問もん処刑の立方体の命を、そして──

　否。否。否。

　それだけは認められない。たとえ世界中を敵に回しても、それだけは。

　視し線せんを時計から動かす。淡い月が瞳ひとみに飛び込んできた。

　幻想的な光。それは自分の意い識しきを不ふ思し議ぎにぼんやりとさせていく。

　最近、よく夢を見るのだった。あの日、雛井エルシーに負けてから、けっして心地ここち好よくはない夢を見続けているのだった。先刻話していた通り、単純に疲れているからというのもあろうが──その敗北の記き憶おくも、無関係ではないような気がした。

　月の光に導みちびかれて、不ふ明めい瞭りような意識に溶け込んで、今もその夢が現れる。

　夢は、自分を責めていた。

　なぜ負けた。わかっているだろう。お前は純粋なお前ではない。だから足りない。認めないから負けた。もう一度思い出せ。忘れたふりをしても、絶対に忘れることはできない。村むら正まさ、村正、村正。血を啜すする妖よう刀とうよ。思い出せ、思い出せ、思い出すがいい──




　自分が噓をつき続けているということを。




（必要な、噓うそ、なんですよ）

　月の魔ま力りよくから逃のがれるように、目を閉じた。拳こぶしを握る。

　でも──もし、それが必要ならば。

　彼を守るために、それを認めることが、どうしても必要であるなら──

「おお、やっぱ外は冷えるな。えーと、何か問題とかないか、このは？」

「あ……春はる亮あき、くん……」

　動きやすい服装に着替えた彼が、校舎を出てこちらに近付いてきていた。気配けはいを探っていたはずなのに、気付かなかった。注意力散さん漫まんだ。これではいけない、とこのはは自じ戒かいする。

「どした？」

「いえ……春亮くんこそ、どうしたんです？　今は仮眠の時間じゃ」

「トイレに行ったらなんか目が冴さえちゃってさ。で、うろうろしてたらこのはがここでボケーっとしてるのが見えたから」

　彼が月明かりの下で笑う。どきりとした。

　これではいけない、という胸中の呟つぶやきが、もう一度。ああ。確たしかにそうだ。今一番大事なことは。自分が為なすべきことは。

　もう、いいのかもしれない。

　この月の下でなら。彼の笑顔えがおの前でなら。

「春亮、くん……一つ、お話が、あるんですけど」

「ん、なに？」

　言ってしまおう、と思った。

　自分の罪を。

　今の今まで隠かくし続けてきた、卑ひ怯きようで醜みにくいあの噓うそのことを──




「わたし。わたしは、本当は……」




　そのとき──気配。今度は察知できた。

　このはは口を閉じる。彼にあのことを伝えられなかったのが、幸運なのか、不運なのか。それは自分でもわからない。ただ、今はそれを考えている場合ではなかった。

「ぬぬ。春はる亮あきめ、トイレから帰って来んと思えば」

「ふぃっちー、これは一般的には逢あい引びきという状況ではないじゃろうか。どきどき」

「フィア、黒くろ絵え……アマンダもか。宿直室でそいつの警けい護ごじゃなかったのか？」

「ちょっと見たら、目を覚ましちょって、もじもじおトイレモードな気がしたから連れていって……で、ちょっと散歩でもして帰ろうかって感じ。ちなみにきりりんはまだ仮眠タイムよ」

「なんだ、俺おれと同じか。やっぱ夜の校舎ってレアな気がするからな、せっかくだからみんな散歩しようって気分に──このは？」

　軽く手を伸ばし、一同の会話を止やめさせる。

　フィア達もある意味同じ邪じや魔ま者ものではあるが、今感じた気配けはいは彼女達とは別だ。

　つまるところ、

「グッデストイブニング！　いや、日付が変わったからもうモーニングなのかな？　そのへんはよくわかんないな……とにかく、エルシーさんがまた来ましたよん？」

　フィア達が現れた校舎とは、丁ちよう度ど逆方向。

　閉じた正門を乗り越えて入ってきたのだろう──




　雛ひな井いエルシーが、真ま正しよう面めんから堂々と、こちらに向かって歩いてきていた。







　第四章 「四分後の振り子時計」/ "A hand stops, but never reverses"
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　雛ひな井いエルシー。

　蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの騎士──《極小殲滅圏フオーミニツツ》。

　春はる亮あき達はばっと彼女に対して身構える。悠ゆう々ゆうと歩いてくる彼女を油ゆ断だんなく見み据すえながら、一応連絡はしておかなければ、と春亮が携帯を取り出したとき──

「……錐きり霞かは今電話して起こした。もうすぐ来るはずだ」

「日ひ村むら先生」

　今までどこかに隠かくれてエルシーの出現を警けい戒かいしていた日村が、いつのまにか自分達の傍そばに立っていた。携帯を手に持ち、春亮達と同じように油断ない視し線せんをエルシーに向けている。その言葉通り、ほどなくして、

「すまん、遅れた！」

　錐霞が昇降口から走り出てきた。既すでに《黒くろ河かわ可か憐れん》を袖そで口ぐちから伸ばしている戦せん闘とう態勢だ。それを確かく認にんし、春亮は携帯を再度操そう作さする──錐霞ではなく、別の相手に。短く用事を伝えて電話を切った。

　エルシーは特に急ぐ様よう子すもなく、ただ散歩をしているかのような雰囲気ですたすたと歩いてくる。まだ間合いは遠い。フィアはちらりと視線を横に動かし、

「何にしても、アマンダは遠ざけておきたいところだな……おいヒムラよ、貴き様さまの仮面は存在感を消せるのだろう。その状態で貴様が車くるま椅い子すを押したならどうなる？」

「残念ながら、あまり効果はない。俺おれが持っている物体や乗り物に関しては、《それにどれだけ他人が注意を向けるか》という影えい響きようをもろに受ける。衣服ぐらいならともかく、たとえば《バスティーユの彼Il est dans Bastille》をつけた俺が車に乗った場合でも、一般的なドライバーならばその車が見えずに衝しよう突とつするなどということはない。アマンダの車椅子も同じだ。特に今の場合は、奴やつはその車椅子こそを注視するだろうから──」

「車椅子ごと存在感を消せたりはせん、というわけか。使えん男だ。他ほかに何ができる」

「もう一つ言うなら、この《バスティーユの彼Il est dans Bastille》は所有者の敵意や殺意は隠しきれない。《誰だれかを害しよう》という積せつ極きよく的てきな意志を持った時点で存在の隠いん蔽ぺいは見抜かれるだろう」

「奇き襲しゆうにも使えんではないか。本当に使えん男だな……ならば巻まき添ぞえを食わんように、その仮面を被かぶって離はなれておれ！」

「……それは命令か？」

「勿もち論ろん、命令だ。そうでなければ邪じや魔まになる。いざというときに貴き様さまのフォローまではできんからな！」

「わかった。とりあえずそうしておこう。俺おれにできることがあればなんでもやるつもりだが」

　足元に落としていた鞄かばんから、日ひ村むらは見み憶おぼえのある邪悪な形の仮面を取り出した。それを被かぶると、ただでさえ薄うすかった彼の気配けはいが一気に搔かき消え──気付けば、彼の姿は見えなくなっていた。実際のところは、そう思わされているだけなのだろうが。

　ひどく複ふく雑ざつな感情の籠こもった瞳ひとみで、錐きり霞かは日村が消えた場所を睨にらんでいた。だがすぐにその感情を追い払うように頭を振り、

「では──この前と同じ方法でいくしかないな。戦せん闘とう力りよくの低い私と夜や知ちがアマンダを見る。隙すきをついて安全な場所に移動させよう……それでいいか」

「よくなーい。止やめといたほうがいいよん？　無む駄だだから、それ。というか後ろを向いたらその時点で大ピンチ。そっちのが隙になるよー」

　あっけらかんとした口く調ちようで言ったのはエルシーだった。その胸元から、銀ぎん鎖さのついた懐かい中ちゆう時計どけい、《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》を取り出してぶらぶらと揺ゆらしている。

　ハッタリだ、と春はる亮あきは思った。

「よく言うよ……もう、お前の戦い方も、弱点も、今までやってたこともわかってる」

「え、マジで？」

　ちらりと頭上を見上げる。大時計がある校舎の外がい壁へき──その横にある屋上に、一つの影かげがあるのが見えた。それは先程、エルシーの出現を電話で伝えた相手。

「漸音ぜのんさんっ！」

　春亮が叫ぶと、その影は軽く頷うなずくような動作を見せた。腕を振り、遠い星の光よりも微かすかな銀ぎん光こうを時計盤ばんに打ち込む。時計盤を保ほ護ごするガラスが割れる音。打ち込まれた投げナイフにより、長針と短針の動きが止まる。さらに銀光、銀光、銀光。続けざまに投げられた鋼はがねの刃やいばはさらに時計の針にダメージを与えていき、そして──

　ぱきん、と軽い音を立てて。

　両方の針が中ちゆう途とで折れた。残ざん骸がいが校舎の前に落ちてくる。屋上の影はぺこりと一礼するような仕し草ぐさを見せてから、その姿を消した。

「ははぁン。見つけた端はしから時計が壊こわれてて、なんでかなーと思ってたんだけど、そういうことだったのか。エルシーさん、やっとアンダスタンドですよ」

「そうだよ。お前には時計を壊させない。お前の持つ懐中時計に時間なんか溜ためさせな──」

「おやおや、おやおや。なーんだ。やっぱわかってないんじゃん」

　こちらを馬ば鹿かにしたように、くすりと笑う。その態度に春亮の背筋が冷えた。なんだ。奴やつは大きな時計を壊すことで自分の時計の使用時間を溜めていたのではないのか。まさか、自分達は……何か、考え間違いをしていたのか……？

「ざーんねーん、だね。悪いけど、エルシーさん、もう《四分》フルに溜ためちゃってるよ？」

「な──もしや、最初に壊こわした三個くらいで、もう……!?」

　フィアが呻うめき、さらにエルシーは笑う。

「だからそれが違うんだってー。時計とけいを壊すのは、この《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》のエネルギーを溜める手段に必要な前振りってだけで、手段そのものじゃない。これはさあ、ある時計職しよく人にんが《時間は生命と同じぐらい大切だ》ってみんなに知らしめるために作った時計。だから『普段ふだんは意い識しきしないけど、時間って、時計って大切だったんだなあ』っていう周囲の人間の思いを集めてエネルギーにするんだよん。普段意識しないで見ている大時計が壊れてて、ああ、時計って便利だったんだなあって思いながらポケットから携帯とかを出すときの、そんなちょっとした時計への思い。一人ひとり一人ひとりの思いは微弱でも、大きな時計はいっぱい人が集まるところにあるものだから、当然いっぱいの人の思いが集められるよね。それをたとえば、コンマ一秒、コンマ一秒ずつ集めて……初めて、この時計は生命っていう時を刻み始める」

　だったら。

　だったら、つまり、自分達のやったことは──

「そう。結局キミ達は、エルシーさんのお手伝てつだいをしてくれたわけだね。エルシーさんは壊れた時計の下に行って、その周りで困った顔してるみんなの思いをただ受け取るだけでよかった。だから一応言っとくよ──手間を省いてくれてありがとう、って！」

　愕がく然ぜんとする自分達の前で。

　エルシーは、その手をゆっくりと懐かい中ちゆう時計の竜りゆう頭ずに伸ばし──

　こちらに見せつけるかのように、ぎちり、と呪のろわれた時計の発ば条ねを巻いた。
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《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》の発条が立てる音。雛ひな井いエルシーはそれを心地ここち好よく聞く。

　自分を包む時計の音はそれだけではなかった。

　かち。こち。かち。こち。

　無む機き質しつな時計の音色。落ち着く。自分は、これがなければ生きてはいけない──文字通りに。

　その時計の音は、耳に嵌はめているイヤホンからのものだ。リピート再生を止やめることのない音楽プレーヤーが奏かなでるものだ。

　それが、《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》の呪い。時計の音を聞き続ける必要がある。聞こえなくなると凄すさまじい不快感と嘔おう吐と感かんに襲おそわれる。すぐ死にはしないが、ずっと聞いていないままだと一日も持たずに発狂死するだろう。だが不安はない。これはそういうものだ。自分はずっとこの音を聞き続けている。これを手に入れたあのときから、ずっと──

　穏おだやかな時計の音に導みちびかれて、エルシーの脳のう裏りに過去の光景が蘇よみがえる。

　ある街に狂った時計とけい職しよく人にんがいた。彼は時計を愛し、おかしな時計ばかりを作り、生活に苦しみ、認められないことに狂った。そして彼はこう主張し始めた──時間は全すべてを支配する。時間は大切だ。人間にとっては、時間こそが「生命」そのものだと。

　彼はいつしか、他ほかの愚かな人間にその真理を教えることこそが自分の使命だと思うようになっていた。だからそのために行動を始めた。

　地下室に二人ふたりの人間を閉じ込め、殺し合わせたのだ。その二人は家族や恋人など、繫つながりの強いもの。彼は場所と状況を用意し、言うだけ。

　四分間で相手を殺せ。そうすれば生き残りを助ける。時間切れならガスを流して両方殺す。

　そして最後に、愚かな人間達を啓けい蒙もうするためのヒントを一言──「時間こそが生命だ」と。

　地下室には何もなかった。ただ、彼がこの試し験けんのためだけに作った、四分間しか時を刻まない長い銀ぎん鎖さの懐かい中ちゆう時計が中に放り込まれるだけだった。現状把は握あくに一分、迷いに一分、やるべきことの理解と決意に一分、実行に一分、と考えて彼はその時間を設定した。

　閉じ込められたもの達は、皆、死んでいった。繫がりの強い人間を殺せという命令に誰だれもが戸と惑まどい、その中で四分が過ぎ、ガスが流された。中には決意してもう一人ひとりを殺そうとしたものもいたが、抵抗されたり、四分では殺しきれなかったりした。素す手ででは時間が足りないのだ。

　だが彼は不可能なことを設定はしない。ヒントはあった。

　そのヒントを理解したのは、ただ一人。

　父親と共に閉じ込められ、「時間は大切だ」という言葉の意味に気付き、地下室に唯ゆい一いつあった道具、懐中時計の長い銀鎖で父親の首を絞めて殺した一人の少女だけ──




　それは、時間にしてみればほんの一いつ瞬しゆんの追想だった。

　かち。こち。かち。こち。

　イヤホンからの音を、手中の懐中時計を、現在のエルシーはどこか懐なつかしく思う。あの地下室で、この時計は、こんな音を立てて無む慈じ悲ひな四分間を刻んでいた。

　夢うつつの状態で見つめていた時計の針はり。ひどく緩かん慢まんに感じたその律動。ひどく長かった、短い時間。

　ああ、時計職人が考えた通り──確たしかにあのとき、この時計が刻む時間は自分の生命そのものだった。あの四分間には自分の生命という時間が凝縮されていた。

　ぎちり。ぎちり。竜りゆう頭ずを巻く。もう二分ぶんくらいは巻いただろう。だが、まだだ。まだまだだ。ぎちり。ぎちり。

　時計に時生間命が吹き込まれていく。新たな力が、吹き込まれていく。

　そして《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》は躍やく動どうを始めた。




　あのとき用意されていた答えを、模しているかのように。
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　エルシーが発ば条ねを巻くのに従い──その懐かい中ちゆう時計どけいの銀ぎん鎖さが、蠢き始める。

　揺ゆれる。跳はねる。震ふるえる。彼女の襟えり首くびから、銀鎖の端はしが生き物のように飛び出す。元からその鎖くさりを直接首に巻いて保持していたのだろう。飛び出した鎖の動きは止まらない。きちきちと音を立てながら滑り、彼女の首へ肩へ胸へ、再度巻きついていく。あれだけの長さが、今までずっと彼女の服の下に収まっていたのだとは思えない。ならば──伸びているのか。

　春はる亮あき達は戦せん慄りつしながらその異常を見つめていた。無む論ろん、このは達は隙すきあらば飛びかかろうと機きを窺うかがっているのだろう──だが、蛇へびじみた鎖の動きを意に介することなく、なおも竜りゆう頭ずを巻き続けるエルシーは下へ手たに手出しすることを躊躇ためらわせる不ふ穏おんな圧力を身に纏まとっていた。

「ほォ……巻いてる途と中ちゆうに攻めて来るかと思ったけど、いい判断だねん。軽はずみに間合いに入ったら、途中でも発動して速攻で殺してたよ」

　鎖はさらに動く。伸長させながらその身をエルシーの身体からだに纏わりつかせていく。罪人のように何重にも首を巻き、胸の膨ふくらみの谷間に身を這はわせ、スカートと太ふと股ももの間に滑り込み、腕を螺ら旋せん状じように伝い下りる──

　エルシーはさらに竜頭を巻いた。銀鎖に身体を締しめつけられながらも、それに苦痛以外の何かを感じているかのように、
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「ああっ……来た、来た、来たぁっ！　あ、は、くンッ……き、効きくぅ……出てきた出てきた、やる気が出てきたっ！　ハーイテーンショーン！」

　最後に一ひと際きわ大きく身体からだを震ふるわせ、ぐい、と彼女は時計とけいの竜りゆう頭ずを捩ねじる。かちりという軽い音。そして一いつ瞬しゆんだけ、彼女は何かの余よ韻いんに浸ひたるように俯うつむいて動きを止める。

「くっ……！」

　それを隙すきだと見たか、錐きり霞かがアマンダの車くるま椅い子すを押して移動しようとする。しかし、

「……《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》」

「な、にっ!?」

　コンクリートが穿うがたれる音。一歩を踏み出した錐霞の前、その歩みを押おし留とどめるようにエルシーの手から一条の銀光が伸びていた。校舎の外がい壁へきに突き刺さっているそれは、紛まぎれもなく、

「鎖くさりを動かせる……《可か憐れん》と似たような力まで持っていたのか……!?」

「いやー、精密性とか伸長性とかは全然たいしたことないんだけど。今も外しちゃったしさ。一応こんなこともできるよん、ってだけだね。遠くからぴしぴしってのもなんか性に合わないし、基本的にはこうしてる」

　校舎の壁かべに刺さっていた鎖が縮ちぢみながら引き戻される。それはエルシーの右手の指に纏まとめて巻きついた。彼女が拳こぶしを握にぎり締しめると、その指の鎖は──拳を保ほ護ごし、さらに破は壊かい力りよくを高める拳けん闘とう具ぐのような役割を果たすことになる。

「さて……いいかい？　エルシーさんが竜頭からこの左手を離はなすと、時間が始まるよ。生命のかかった四分が始まるよ。準備はオーケー？」

　くっ、と歯は嚙がみしながらフィア達は全身に緊きん張ちよう感かんを張はり巡めぐらせた。

「ふん……たった四分間、アマンダを守りつつ耐えきればよいのだ。楽勝すぎるな、ははは」

　台詞せりふとは裏腹な硬い声でフィアが言い、このはが頷うなずく。

「やるべきことは変わりませんね。上うえ野のさん、春はる亮あきくん。隙があったらアマンダさんを連れて離れてください。精度がよくないとはいえ、向こうに飛び道具がある以上──簡かん単たんなことではないでしょうが」

「……ああ。《可憐》で屋上に引っ張り上げる手もあったが、それも無理そうだ。登っている間に狙ねらい撃うちされる。あの鎖があれば、追って登ってくることも不可能ではないだろうしな」

「うちの髪でなんとか動きが止められたらええんじゃろうけど。ふむ、どうするかな……」

　エルシーはゆっくりと懐かい中ちゆう時計を胸の上に持ち上げた。

　どこか状況を面おも白しろがっているかのような瞳ひとみで、身構える一同に視し線せんを巡らせる。

　そして、ぺろりと舌を出して自分の唇を舐なめるのと同時──

　懐中時計の竜頭から、手を離した。

「じゃあ……始めようか。短い時間だけど、味わってよ──キミ達に与えられた、最後の時計クロ仕掛ツクワけのーク・生命ライフを！」

　かち。こち。

　彼女の胸元で、時計とけいが時を刻み始める。




　それが止まるまでは──まだ、残り四分。
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「動きを止めてみる。止められなくても、迎げい撃げきしやすい形になれば！」

　誰だれよりも早く動いたのは黒くろ絵えだった。かつてなく真剣な目で一歩を踏み出し、

「モード《サルガッソー経つね盛もり》！」

　黒絵の髪が広こう範はん囲いに広がって周囲の地面を這はった。黒い絨じゆう毯たん──あるいは藻も海かい。その髪はところどころで持ち上がり、波打ち、密生した樹じゆ海かいの植物のような混こん沌とんとした姿で侵入者が訪れるのを待ち受けていた。仮に誰かが足を踏み入れたなら、それらは問答無用でその足元に絡からみつき、けっして抜け出すことを許さないだろう。脱出不可能な罠わなの領域。

「狙ねらいはわかりますけど、飛び越えてくるんじゃないですか!?」

「そしたら迎撃をよろしく！　走ってくるよりは軌道を捕らえやすいはずじゃし！」

「なるほど！　ならば任せておけ、八番機き構こう・砕式円環態《フランク王国の車輪刑"Breaking by wheel at Francs"》！」

　フィアがルービックキューブを拷ごう問もん車しや輪りんに変化させる。エルシーは既すでに時間を圧あつ縮しゆくしたあの高速移動で疾しつ駆くを始めていた。狙い通りに、黒絵の髪の絨毯の前で高く跳ちよう躍やくする。その軌道を見切ったフィアが、着地点に拷問車輪を投とう擲てきしようとして、

「甘いねっ！」

　空中でエルシーは拳こぶしに絡めていた鎖くさりを再度伸ばした。春はる亮あき達の横手に生はえていた一本の観かん葉よう樹じゆの幹に絡みつかせ、即座に鎖を縮ちぢめて張力を維い持じしつつ──空中にぴんと張られたその鎖の上に足を置き、そのまま鎖の上を走る。

「ひ、非ひ常じよう識しきすぎるだろっ……！」

　春亮が呻うめいても事態は変わらない。自みずから張った鎖を使用した綱つな渡わたりで髪の藻海を横断し、エルシーはこちらの横手に回り込んだ。幻げん惑わくするようにジグザグな動きを見せながら、鋭するどい蹴けり足で舗ほ装そう路ろを砕くだいて高速接近。藻海はほとんど前方に対して展開されていたので、横の守りは薄うすい。エルシーが軽く跳躍し、慌あわてて視し線せんを巡めぐらせる黒絵に対して拳を振り上げ、

「クロエ！　髪を戻せ！」

「く……《クッショニング宗むね盛もり》っ！」

　足元に展開されていた髪が集結し、衝しよう撃げきを受け止める盾たてとなって屹きつ立りつする。さらにその前にはフィアが拷問車輪を第二の盾として辛かろうじて差し込んでいた。が、その二重のガードもエルシーの破は壊かい力りよくを受け止めることはできない。車しや輪りんが衝しよう撃げきで軋きしみ、黒くろ絵えの身体からだが文字通り吹ふき飛ばされる。彼女の小さな身体が突っ込んだ茂しげみから、折れた枝や葉が激はげしく飛び散った。

「おの、れぇっ……！」

「おっと！」

　フィアが手に握った拷ごう問もん車輪を繰くり出す。エルシーが鎖くさりの巻きついた拳こぶしでそれを打ち払う。

「二十番機き構こう・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》！」

「気合い入ってるねん！　入りすぎな気もするけど！　グッデスト！」

　振り下ろされた巨大な鉈なたもいなす。そこから流れるような裏うら拳けん。フィアの頭に直撃し、小さな身体がふらりとよろめく。だがフィアは歯を食いしばって身を起こし、再度の斬ざん撃げき。今度はカウンターのフックがその腹にめり込んだ。

「か、はっ……！」

　涎よだれか胃液か、とにかく痛々しい何かの体液がフィアの口の端はしから零こぼれた。鉈を地面に突き立てるようにして、それを支えに吹き飛ぶことを拒否──それでもその衝撃で数メートルほどもフィアの身体が後方に滑った。素早すばやく間合いを詰めたエルシーは真まっ白しろな太ふと股ももを覗のぞかせる足でその胸に蹴けりを入れる。重いはずのフィアの身体が軽々と宙に浮いた。フィアは苦く悶もんの呻うめきを漏もらしつつも、なんとか自分のペースを取り戻そうと空中で鉈を大上段から振り下ろす。その攻撃もエルシーはすっと身を捻ひねって避けた。地面にめり込む鉈。彼女は拳を握りながら笑い、

「おやおや……キミは頑がん丈じようそうだから、破壊はちょっと後回しかな！　今は落らく伍ご者しやをちゃちゃっと殺すのが目的だったり！　だからさ、そろそろ──退どいてよ！」

「こと、わ……る！　悪いが、手加減はできん、恨うらむな！　十二番機構・絶式旋刃態《颶風殺人柱"Tornado of souls"》！」

　フィアは地面に刺した鉈はそのままに身を退ひき、立りつ方ぽう鎖さを通じて変形の意思を伝えた。エルシーの拳をギリギリで回かい避ひして作った一いつ瞬しゆんの時間を使い、鉈はエルシーの至近で刃やいばを生はやした回転柱へと生まれ変わる。何の逡しゆん巡じゆんもなく、一気に最高速で刃の竜たつ巻まきが回転──

「わお！　こりゃ楽しいアトラクションだね！　スリリング！」

「なっ──!?」

　拳の鎖で受け流す。身を屈かがめる。軽く跳ちよう躍やくする。目視できないほどの高速で回転する柱の刃を、その只ただ中なかにいながら──エルシーは全て回避したのだ。そうして刃の竜巻を潜くぐり抜けたエルシーは、フィアとの間合いが僅わずかに開いているのを見、

「《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》！」

　拳に巻きついていた銀ぎん鎖さの先端を横手に伸ばした。そこにあったのは、こんもりと盛り上がった芝生しばふの中央に埋め込まれていた鑑かん賞しよう用ようの大岩。鎖は一瞬でその一ひと抱かかえほどもある岩に巻きつき、さらには地中から引っこ抜く。そしてその鎖で摑つかんだ岩を、遠心力を利用して横よこ薙なぎにフィアの身体に叩たたきつける──

　突進してくると思っていたのだろう、フィアの反応は僅わずかに遅れた。拷ごう問もん具ぐを引き戻す余裕もなく、無造作な岩ハンマーがその身体からだに手加減なく襲おそいかかり、フィアは自動車に撥はねられたような勢いで弾はじき飛ばされた。べきべきと何かが折れるような音。それはフィアが校舎の壁かべに半ばめり込むように激げき突とつした轟ごう音おんですぐに搔かき消される。

「はっはー。珍しく、上う手まい具合に操そう作さできたよん。よかったよかった」

　春はる亮あきはただそれを見ているしかなかった。大丈夫だ。大丈夫なはずだ。ああ絶対大丈夫だすぐにフィアも黒くろ絵えも立ち上がる時間はどれくらい一分くらいか長すぎる畜生──！

　フィアと入いれ替かわるように、このはがエルシーに飛びかかっていた。鬼き気き迫せまる表情で手しゆ刀とうと足刀、その他ありとあらゆる体技を繰くり出して彼女と打ち合う。

「ああああああああっ！」

「こっちもいい気合いィ！　五、六、七……凄すごいよ、新しん記き録ろく！　エクセレント！」

　岩を放り出し、再度拳こぶしに握られた鎖くさりが手刀と奏かなでる、甲かん高だかい金属音。止まらない。音が消える前に次の音が。そしてまた次の音が。春亮の目にはもはや何も捉とらえられない。二人ふたりの間で、凄すさまじく高速な何かが飛び交かっているのがうっすらと残像で見えるだけだ。

　ぴしっ、と今までとは違う音が混ざり始めた。肌が裂ける音。肉が割れる音。骨が軋きしむ音。このはの身体の節ふし々ぶしから血が流れ始めていた。エルシーの攻こう撃げきを完全には捌さばききれなくなっているのだ。

「頑がん張ばりは認めるよん。ただ、この世には気合いだけじゃどうにもならないことがあるんだよねぇ。誰だれも時間の流れを止めることができないのと同じでさ」

「く、ああ、あああ──っ！」

「つまりエルシーさんは、時間が勿もつ体たいないからそろそろ退どいてって言ってるんだけど──聞こえなかったの、かなっ！　ま、実際聞こえてないっぽいけど！」

　エルシーがふと、腰が砕くだけたように身を沈めるのが見えた。このはが手刀を突き出すのが見えた。そして次の瞬しゆん間かん、伸び上がったエルシーの身体が、その素す足あしの膝ひざが、このはの鳩みぞ尾おちに深々とめり込んでいた。膝ひざ蹴げりでのクロスカウンター……信じられない。

「が、はっ……」

「よく頑張りました、と。かなりグッデスト。過去形はグッデスティッド？」

　動きを止めたこのはの後頭部に、エルシーが組んだ両手を振り下ろす。マネキン人形のようにこのはは頭から地面に叩たたきつけられた。舗ほ装そう路ろに罅ひびが走り、コンクリートの欠片かけらが飛び散る。意志の為なせる力か、呻うめき声ごえを上げて立ち上がろうとしているが──立てるわけが、なかった。

　……二分。

　やはり二分で、誰だれもが、倒れていた。

　だが諦あきらめるわけにはいかない。春亮は崩くずれ落ちそうになる足に必死に力を込め、何かをしようと、自分にできる何かをしようとエルシーを睨にらみ──

「さてさて。こないだと同じ状況だけど、今回はまだ楽しい生命の時間が続くよ。つまりキミ達の時間はもう終わりだよ。エルシーさんにお仕事させてね！」

　エルシーが高速で突っ込んでくる。瞬しゆん間かん、春はる亮あきは身体からだを強く押された。転がる。

　それは勿もち論ろん、自分と共にアマンダの車くるま椅い子すを守っていた、

「お前の考えていることくらいはわかる……馬ば鹿かげている。ああ、本当に馬鹿げている。それをまずやるべきは私だ。私の役目だ。あのときと同じようにな……！」

　春亮を突き飛ばした錐きり霞かが、車椅子の前に進み出ていた。《黒くろ河かわ可か憐れん》──エルシーの圧迫感と比べれば、ひどく非力で些さ細さいなものに思える力を腕から垂たらしつつ。

「さっきの日に本ほん刀とうさんの頑がん張ばりに敬意を表して、エルシーさんも手しゆ刀とうでいっちゃおうかな！　キミの身体をグサッとして、それから服ごとスパッといっちゃって、最後にミイラ屋マミーメーカーの心しん臓ぞうにドシュッと！　エキサイティング！」

　繰くり返される。自みずからの身を盾たてにしようとしている錐霞。死なない身体を盾にしようとしている錐霞。それに構わないエルシー。彼女の不死を根本から破は壊かいする力を持ったエルシー。

　この前は彼女の時間が切れたから助かった。だが今は、今は、まだ──

「駄だ目めだ……いんちょーさんっ！」

　伸ばされた《黒河可憐》を軽くかわし、肉にく薄はくするエルシー。錐霞は動かない。背後にアマンダがいるから、動けない。

　そしてエルシーの手刀が、錐霞を《殺す》べく、目に見えない速度で走って──




「──錐霞っ！」




　仮面を外して不意にその姿を現した、一人の男の身体に。

　錐霞を庇ってその前に飛び出してきた日村の身体に、吸い込まれた。
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　肉に手が潜もぐり込む感触。見み慣れれた色の迸ほとばしり。嗅かぎ慣なれた、粘る液体の臭におい。

　雛ひな井いエルシーは残念だとは思わない。逆だった。

　ちゃんとできた、と思っていた。

　理由が何なのかは知らない。興きよう味みもない。

　自分はただ、彼の指示通りに動くだけだ。蒐しゆう集しゆう戦せん線せん騎き士し領りようの騎士として、絶対の支配者である彼の言葉に従うだけだ。

　電話の声を思い出す。

『わかっているな？』

（はい、わかっています、領主よ）

『最後に、必ずその目標はお前の前に立たち塞ふさがる。その機きを逃のがすな。もう一度繰くり返す……』

（はい、逃しませんでした。ちゃんとやりました！）

　達成感に、エルシーの背筋が震ふるえる。完かん璧ぺきに使命を果たした。

　最後にかけられた領主の言葉を思い出しながら、エルシーはやはり絶頂に至った。




『忘れるな。お前が狙ねらうのは──日村素直という男だ』
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「ふうぅン……あはぁ……」

　エルシーが血に塗まみれた手を引き抜く。なぜか動きを止め、ぷるりと背筋を震わせていた。

「か、はっ……」

「ひ……日ひ村むら……？」

　どさりとその場に倒れた日村の身体からだを、錐きり霞かは信じられないといった様よう子すで見下ろしていた。腹が深々と貫かれている。そこから血が吹ふき零こぼれている。

　ふ、と錐霞の足から力が抜け、膝ひざをつくのが春はる亮あきには見えた。揺ゆらいだ瞳ひとみが日村を見ている。自分を庇かばって傷を負った彼を見ている。

「なぜ、だ。私は、死なない、のに……！」

「げほっ……わかる、だろう？　死なない確かく証しようは、ない。たとえ、その確証があったとしても……俺おれは、俺、だからな。本気、なんだ。だから、守りたいとは、思うさ……」

「っ──」

　錐霞がさらに瞳を揺らす。ゆっくりと、その手が伸びていく。日村の身体に。

「私は。私は……」

　それは春亮が今までに見たことのない錐霞の表情だった。何かに怯おびえているような。苦悩しているような。ここではないどこかを眺めているような。遥はるかな過去を、その思い出を、痛みと共に思い出しているような──

　だが、そのとき。

　彼の身体に触れようとしていた錐霞の手が、止まった。

　その眉まゆが寄るのが見える。呻うめきながら顔を上げ、よろよろと立ち上がろうとしているフィア達もそれを見ていた。心を失っているアマンダもそれを見ていた。恍こう惚こつとした表情のエルシーだけが見ていなかった。

　錐霞の手は日村の身体に届かない。手を伸ばしかけた姿勢のまま、止まっていた。

　錐霞は何を考えているのか。

　何を思っているのか。

　何を──思い出して、いるのか。




　それは、当然のように、錐きり霞か一人ひとりにしかわからない。
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　しばらく、立ち尽くしていた。

　目に見えるものが──あるいは、目に見えないということが──信じられなかった。

　何が起こったのか。何がどうなっているのか。

「……錐霞」

「あっ……日ひ村むら先せん輩ぱい、お久しぶりです」

　茫ぼう然ぜんとしていた自分の背後に、彼が立っていた。本当に久しぶりだった。

　研究室長国に入ってすぐ配属されていた部署は、業ぎよう績せきの進展があまり見られないことから数週間前に解体されていた。費用が無む尽じん蔵ぞうにあるわけではないから当然ではあるが……その辺あたり、兄はそれなりにドライらしい。

　部署のメンバーはバラバラになって再配属された。自分と彼も。もう教育係にべったりでなくてもいいだろう、と上が判断したのだろう。確たしかに、それなりにこの研究室長国という組そ織しきに慣なれている自負はあった。新しい部署でもそれなりに上う手まくやっていた──そういう、自分でも上手くやっていけるような部署に意図的に配属されたような気配けはいも感じてはいたが。

　部署の解体以来、彼とはしばらく疎そ遠えんだった。だがその懐なつかしさよりも、今の自分には目の前の状況に対する困こん惑わくのほうが強かった。彼なら何か知っているかもしれないと思って、

「その……あの子、いないんですけど。昨日きのうまで普通にいたのに……誰だれか他ほかの人が散歩につれてってるとかですかね。先輩、何か知りません？」

「……未知だ。そう、何な故ぜ、それを感じるのか……未知だ」

　様よう子すがおかしかった。瞳ひとみはぼんやりと空の犬小屋を見つめているだけで、その他の何も映ってはいない。前に立っている自分さえも。

「だから求めるのだ。欲しい。俺おれは、それが欲しい。他の全すべてを投げ打ってでも……」

「……先輩？　えと、何が欲しい、って……？」

　そこで初めて、彼の瞳がこちらを捉とらえた。真まっ直すぐに。真しん摯しに──狂的に。

　なぜか、背筋がぞわりと震ふるえた。

　怖い。今の彼は、怖い。

「何が欲しいか、と？　それは勿もち論ろんお前だ。錐霞。俺は、お前が欲しい」

「え……？」

「研究だけに生きてきた俺おれが、初めて感じた──一生をかけても解明できないという確かく信しんのある、最大の研究命題シーム。幸福だ。俺はそれがありさえすれば幸福だ。だから俺はそれを手に入れるためには何でもする。俺はお前という幸福中毒で、同時にお前という幸福飢き餓がだ。だが愚か者どもは俺とお前を引ひき剝はがした。お前は汚れ仕事をする必要もない将来有望な研究室へ、俺はいつ解体されるかわからないくだらぬ研究室へ。成果を出せと言うことなのだろう。ああ、ならば成果を出そう。お前にふさわしい男になろう。だから使った」

「使っ、た……？」

「俺の幸福は、俺だけの幸福は、俺のものだ。だから丁度よかった」

　自分は今、愛の告白をされたのだろう。だがどうでもよかった。ただ嫌いやな予感だけが頭にあった。唾つばを飲み込み、ただ悪あく魔まのように不ふ穏おんな気配けはいを漂わせて佇たたずむ男に、

「……あの子は、どこにいるの」

　彼は優やさしく笑って言った。

「心配するな。俺の研究室に来れば会える──もう頭しか残っていないが」

　その場に崩くずれ落ちた。視界がぐるぐると回る。脳が焼き切れる。不快感。吐はき気。実際に吐いた。彼はただ黙だまってそれを見ていた。熱あつい。熱い。身体からだの芯しんが、頭の奥が、ただ熱い。

　ああ。これは──怒りだ。

　未いまだかつて感じたことのない、気が狂うほどの、怒りだ。

　饐すえた唾を飲み込む。顔を上げる。

「あの子を──実じつ験けんに、使ったの……!?」

「大事なことを言い忘れていた。説明が多すぎて、真の文脈が言葉足らずになってしまっては本末転倒だ。だから言っておこう──愛しているぞ、錐きり霞か」

　会話が繫つながらない。駄だ目めだ。この人は、この男は──

　ふざけるな。ふざけるな。ふざけるな！

　彼はまだ一人ひとりで言葉を続けている。

「最近の俺はちゃんとした成果を出せている。ほどなく、また一いつ緒しよに行動することができるようになるだろうな。貴重な禍具ワースが与えられる予定だし……そうだ、小耳に挟はさんだだけだが、お前にも近いうちに素す晴ばらしい忌き能のうを具そなえた禍具ワースが──」

　どうでもいい。どうでもいい！　何が愛しているだ。信頼していたのに。人間味のない、狂った研究者が多いとは感じていた。彼もその中の一人だったのだ。彼？　こいつで充分だ。愛しているなんて反へ吐どが出る。許さない。何もかもが納なつ得とくできない。狂っている。研究のためにあの子を。理解不能すぎる。憤いきどおりと侮ぶ蔑べつが止まらない。

　だからただ、自分は呟つぶやいた。

　今の状況の全すべてに対して──

　心の底から、

　呪のろいを込めて。




「本当に──馬ば鹿かげてる……！」
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　一いつ瞬しゆんの白はく昼ちゆう夢む。眩暈めまいのような感覚を通過し、錐きり霞かは意い識しきを取り戻した。

　眼前には倒れた日ひ村むら。じっとこちらを見つめている。自分は手を伸ばしかけて止めている。傷の具合をすぐに確たしかめて止血しなければ、死ぬかもしれない。それでも手は動かなかった。

「ああ……馬鹿げている、な……」

「いんちょー、さん……？」

　さっき突き飛ばした彼が、身を起こしながらこちらを見つめていた。なぜ止まっているのか、と問いたいのだろう。自分も、今の今まではその問いを頭に浮かべていた。

　だが、もうわかっていた。あの白昼夢のせいで、わかっていた。

　この自分の動きを止めているのは──違和感だ。

　錐霞はエルシーをちらりと見た。恍こう惚こつとした表情で虚こ空くうを見つめている。理由はわからないが──どうせこの間合いでは、再び動き出せば何をするのも手遅れだ。まだしばらく動かないと賭かけるしかない。

「夜や知ち……そんな状況ではないのはわかっている。お前に冷たい女だと思われるのも辛つらい。だが、少し──時間をくれ」

「時間……？」

「ああ。確かめる時間を」

　短く言って、再度日村と視し線せんを合わせる。心が冷えているのを感じた。やはり自分は冷たい女なのだろう。生死のかかった状況で、まだ──他ひ人とを疑うなんて。

　けれど、そうしないわけにはいかなかった。

　ここにいるのは自分だけではない。彼も、彼女らもいる。仮に、自分が安っぽい人道主義ヒユーマニズムの衝しよう動どうに身を任せた結果として何かが起こり、そして自分一人ひとりが破滅するのならばそれはそれで仕方がない。だが、それに彼らを巻き込むわけにはいかなかった。

　錐霞は倒れた日村の目を見つめ、聞く。

「助け起こす前に、一つだけ確かく認にんさせてもらおう──お前はなぜ、わざわざ仮面を外してエルシーの前に飛び出た？」

　日村は無言だった。錐霞はさらに違和感の指摘を続ける。

「私を庇かばうつもりだったのならそれはそれでいい。だがお前の《バスティーユの彼Il est dans Bastille》は、存在感を消しているだけで、物理的に肉体が消えているわけではない。仮面を着けたままでも、奴やつと私の間に強引に入れば、奴やつの手はそうと知らないままお前の身体からだを貫いていただろう。肉の盾たてになるという結果に変わりはない。なのになぜ、あの一刻を争うというときに、お前はあえて仮面を外した？　何か理由があるなら答えろ」

「……は」

　日ひ村むらが笑った。

　同時に、彼は懐ふところから四角い物体を素早すばやく取り出し、それを錐きり霞かの眼前に突きつける。

　武器ではなかった。それは、ただの四角い木枠の──写真立て、のようなもの。その中に収まっているべき写真はない。だがぞっとした気配けはいに襲おそわれ、錐霞は反射的に彼から飛とび離はなれた。

　日村がゆっくりと身を起こす。自みずからの持つ、その写真立てのようなものをちらりと見やって──可お笑かしそうに、笑い始めた。




「はは、ははは……そうか。駄だ目めだったか。ここまでしても駄目だったか！　ははははは！」
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　理解できないまま状況は進む。時計とけいの針はりは止まらない。

「駄目だったのならば、仕方がない。覚悟を決めたぞ。作戦を変えよう」

　ゆっくりと立ち上がりつつ、日村はやはり笑声交じりにそんなことを呟つぶやいた。ただ困こん惑わくするばかりの春はる亮あき達の前で、彼は視し線せんを動かし、

「雛ひな井いエルシー。《極小殲滅圏フオーミニツツ》。俺おれだ」

「あ……その声……領主……！」

　ぼんやりしていたエルシーの瞳ひとみに、再び意志の光。春亮達には、彼女の言葉が理解できない。領主？　日村が？

「いつまで呆ほうけている。次の目標は夜知春亮だ。殺せ。そうすれば、この《アーティクル１５》の発動に必要なショック状態が作り出せる」

「はい！　お望みとあらば！」

　エルシーの目がこちらを向く。ぞっとした。

「く、う。ええい、何がどうなっておる……!?」

「わからない。わからないが──今は考えている場合ではないぞ！《黒くろ河かわ可か憐れん》！」

　呪のろわれた革ベルトが、エルシーを牽けん制せいするように動く。すぐに引ひき千ち切ぎられたが、数すう瞬しゆんの余裕は生まれた。

「黒くろ絵えさん！　わたしを投げてください！　早く！」

　倒れていたこのはが日に本ほん刀とうの姿に変じ、茂しげみから這はい出てきた黒絵の髪が彼女を摑つかんでこちらに投げてくる。エルシーの間合いに入る一瞬前に、日本刀は春亮の手に納まった。

「させない……絶対に、させませんっ！」

　悲鳴のようなこのはの声。日に本ほん刀とうが苛か烈れつに身体からだを操あやつり、肉体の能力を限界まで稼か働どうさせてエルシーの攻こう撃げきを打ち払う。見えない。本当に何も見えない。このは達は、今までこんな相手と戦っていたのか。受けただけで骨が軋きしむ。回かい避ひしただけで筋が断だん裂れつしそうになる。

　時間は。時間は、まだか。まだなのか。

　絶望的に長い瞬しゆん間かんが続く。状況は刻一刻と変化する──悪い方向へ。

　黒くろ絵えが伸ばした髪の房ふさを、エルシーは右手の銀ぎん鎖さを逆に絡からみつかせて強引に捩ねじ切る。錐きり霞かが伸ばした《可か憐れん》を摑つかんで彼女の身体を引き寄せ、左手で適当に殴ってまた吹ふき飛ばす。それだけで錐霞の肩は腕が千ち切ぎれかけるほどに抉えぐられた。満まん身しん創そう痍いの姿でドリルを手に突っ込んできたフィアを踵かかと落おとしで地に沈める。それらが同時に起こった。

　そして──

「ああ、ああああっ！　春はる亮あきくんは守ります、わたしが、わたしが、絶対にっ！」

「ほー、凄すごい凄い。でも、人間の身体だとそのへんが限界だと思うよ？」

　そのエルシーの言葉と同時だった。ぴしり、と春亮の身体のどこかに激げき痛つうが走る。頭に一瞬だけ暗幕が降りる。

　瞬間──何かが終わったのだと、わかった。




　心しん臓ぞう目掛けて突き込まれる貫ぬき手て。このはが必死の抵抗として引ひき攣つった春亮の腕を動かす。自みずからの身体たる刀ではなく、腕そのものを強引に心臓の前に差し込むだけで精一杯だった。

　ずぷり、とエルシーの指先が春亮の腕に突き刺さった。凄すさまじい衝しよう撃げき。意志とは関係なく、純粋なる肉体の機き構こうの損傷で日本刀が手から零こぼれ落ちるのを感じた。遥はるか後方に吹き飛ばされて、背中をしたたかに地面に打ちつけて──

　最後に、遅れて、激痛。

　声を堪こらえることはできなかった。

「うあ──あああああああああっ!?」
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　時間はまだまだ残っている。楽勝だ。

　トドメだよん、と雛ひな井いエルシーは軽く足を踏み出そうとする。

　そのとき──




　ぞわり、と背筋が凍りついた。




　未いまだかつて感じたことのない、冷れい酷こくで残酷で残忍な奈な落らくの気配けはい。その背後の暗黒に吸い寄せられるように、エルシーは振り向く。

　息が届くほどの至近距きよ離り。左右の空中。時間が止まったかのような一いつ瞬しゆん。

　肉にく薄はくしていた二つの影かげが、無感情な、氷のように冷たい声で同時に言った。

『死ね』
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　フィアは彼の悲鳴を聞く。心を震ふるわせる悲鳴を聞く。

　過去の記き憶おくが、暗黒の気配が、自みずからの奥おく底そこから鎌かま首くびをもたげてくるのを感じた。

　狂気の脈動。暴ぼう虐ぎやくの欲望。一瞬で沸ふつ騰とうした脳のう髄ずいは沸騰しすぎてもはや冷たい。その冷たさの中、フィアは──自らの暗黒を半分だけ受け入れた。

　敵を見失うほどには狂わない。だが暴虐には身を任せよう。奴やつはそれだけのことをした。

　──絶対に、赦ゆるさない。

《鋼鉄の処女"Iron Maiden"》を希こいねがう。あの女の全身に風かざ穴あなを開けるために。《エクセター公の娘"The rack-Duke's daughter"》を希う。あの女の身体からだを縦たてに引ひき千ち切ぎるために。《異端審問車輪"An inquisitional wheel"》を希う。あの女の背骨を無様ぶざまに砕くだいてやるために。《コウノトリの団欒"The flocking storks"》を希う。あの女の自由を奪うばい自らの罪を延々と知らしめるために。《鋼鉄の"The Blessed 聖母Virgin Mary マリアembraces you"》を希う。あの女に死の抱ほう擁ようを与えるために。《猫の足"cat's paw"》を希う。あの女の背に醜みにくい傷跡を刻んでやるために。《スペインの蜘蛛"Spanish Spiders"》を希う。あの女を玉たま葱ねぎのように吊つって干ひ乾からびさせるために。《鮫の歯"The teeth"》を希う。あの女の手足を苦痛と共に削けずり落とすために。《ユダの揺籃"Juda's Cradle"》を希う。あの女の股またを貫き羞しゆう恥ちに満ちた死を与えるために。

　ああ、足りない。自分の希求する暴虐のいくつかは既すでに失われている。苛いら立だつ。

　それでも、やるべきことは変わらなかった。

　与える苦痛の種類バリエーシヨンは少なくなろうとも、結果はただ一つ。今はそれさえあればいい。

　だから女よ。名も忘れた愚かな罪人よ。喜ぶがいい。

　──殺してやる。




　村むら正まさこのはは彼の血を見る。けっして見たくはない色を見る。

　眩暈めまいがした。悪お寒かんがした。吐はき気けがした。

　だが、わかっていた。今はそんな場合ではない。震えている場合でも、嘔おう吐としている場合でも、赦されない罪を犯した敵へ伸ばす手を止めている場合でもない。

　冷えた憤ふん怒ぬが決心させる。認めることを決心させる。

　今は、必要がない。

　そんな噓をついている必要がない。

　認めると、周囲に見える血の色は違う意味を持った。それはひどく懐なつかしい。それはひどく心こころ躍おどる。それはひどく興こう奮ふんする。それはひどく、

　好ましい。

　眩暈めまいも悪お寒かんも吐はき気けも消えた。だからただ自分は動く。

　遥はるか昔から続いている噓うそを捨て去って。

　自分は呪のろいが解けてなどおらず、

　解けかかってすらおらず、

　拷ごう問もん処刑の立方体と同程度には深い呪いに依然として塗まみれたままで、

　血への忌き避ひは呪いが解けかかっている反動などではなく、

　彼と共に在るための単なる自己暗示にすぎないのだという事実を思い出して──

　ただ、動く。

　彼の命を奪うばおうとする愚者よ。徳とく川がわ以上の怨おん敵てきよ。誇るがいい。

　──殺してやる。




　春はる亮あきの視界が苦痛による涙で滲にじむ。だがそれは確たしかに二人ふたりだった。

　フィアとこのはがエルシーに肉にく薄はくしていた。一いつ瞬しゆん前までは吹ふき飛ばされて倒れていたのに。一瞬前までは刀の姿で宙を舞まっていたのに。

「三番機き構こう──断式落下態《ギロチン"Guillotine"》」

「っ!?」

　エルシーが首を引く。鋼はがねの断頭台がその顔のすぐ前で命に飢うえた金属音を立てた。人の姿に戻ったこのはは、全ぜん裸らであることを気にも留とめずに跳ちよう躍やくしている。空中で、手足を使った高速の連れん撃げき。エルシーが唇を嚙かみながら拳こぶしで迎撃する。

「く、あ、おあああっ！」

　ばきん、と何かが砕くだける音と共に双方の身体からだが後方に跳はね跳とぶ。エルシーは数歩後ずさりしただけだが、その拳の鎖くさりが切断されていた。斬きられた箇所から鎖を伸ばして再度拳に巻きつかせる──その視し線せんの先には、四し肢しを使い、獣けもののように身を屈かがめて着地したこのはの姿。

　フィア達は我われを失っているのか。そうではないのか。春亮にはわからなかった。過去の記き憶おくに飲み込まれたフィアとはどこか違う。怒りで我を失ったこのはとはどこか違う。

　ただ、二人とも、そのときよりも遥かに──恐ろしかった。

　二人は視線を合わせず、ただ静かに、

「箱よ。妾の足だけは引っ張るでないぞ」

「ぬかせ」

　それだけの会話が何かの合図になったのか。彼女達は寸分の狂いもなく、再び同時に動いた。

「二十番機構・斬式大刀態《凌遅の鉈"A hatchet of lingchi"》、禍動curse/calling！」

　フィアが大上段に鉈なたを振り下ろす。いつもの、峰みねを前にしたものではない──本来の刃やいばを渾こん身しんの力で叩たたきつける、殺意の斬ざん撃げき。エルシーが素早すばやい動きでかわす。それを予期していたように、このはがフィアの小さな身体からだを縦たてに飛び越えてエルシーを襲おそった。このはの攻撃を受けた《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》の銀ぎん鎖さが断ち切られて飛ぶ。防ぼう護ごを失ったエルシーの拳こぶしに薄うすく切り傷が走り、そこから鮮せん血けつが舞まった。このはは血が苦にが手てなはずだ──が、どういうわけか、止まらない。着地と同時、足を大きく開いて身体を旋せん回かいさせ、刀の切れ味を乗せた足払いでエルシーの下半身を狙ねらう。時間の圧あつ縮しゆくによりエルシーの肉体は強化されているが、銀鎖で保護されていた拳ですら今のこのはは切り裂くことができる。足先にまで鎖を伸ばして防護する暇ひまはない。エルシーはこのはの足払いをかわすべくその場で軽く跳ちよう躍やくし──

「っ!?」

　ほぼ真下から自分を見上げているフィアの瞳ひとみを見た。このはのすぐ隣となり、地面に膝ひざ立だちになったフィアは、舗ほ装そう路ろに食い込んでいた鉈を引き抜いてそこにさらに意志を加え、

「五番機構・刺式佇立態《ヴラド・"A skewer ツェペシュloved by の杭Vlad Tepes"》！」

　身体を捩よじりつつ、真上に──エルシーの飛んでいる空中に向かって、急角度でその処刑杭くいを撃うち放った。

　至近距きよ離り。急制動が不可能な空中。それでもエルシーは、

「当た……るもんかぁぁぁぁっ！」
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　強引に首を捻ひねる。顔面を貫いていたであろう処刑杭くいは大きく肉を抉えぐりながら彼女の首筋を掠かすめ、後方の校舎の外がい壁へき、その上部に突き刺さった。ぱらぱらとコンクリートが降り落ちる。

　そこで彼女の跳ちよう躍やくが下降のベクトルに変じた。エルシーはこのはとフィアを落下の勢いのままに踏ふみ潰つぶそうとしたが、二人ふたりは辛かろうじてそれを逃のがれる。しかし地面を転がって回かい避ひしたせいでフィア達の体勢は崩くずれていた。好こう機きと見たか、着地したエルシーは二人を同時に叩たたき潰そうと両手を振りかぶり──

「──そんなチンケな時計とけいよりも、こちらのほうが恰かつ好こうよいとは思わんか？」

「な、にっ……？」

「私も時を刻むぞ、この振り子で潰ついえる生命の時を刻むぞ！　四番機き構こう──揺式振子態《永訣刻する処刑鎌"The pendulum"》、禍動curse/calling！」

　フィアが握ったままの立りつ方ぽう鎖さが、ぢきりと音を立てたように思えた。その鎖くさりが繫つながっているのは、先刻投とう擲てきした、校舎の外壁に突き刺さっている処刑杭。それは今や杭ではなくなっていた。校舎に埋没している部分を中心として、そこから長い鋼こう鉄てつの鎖を伸ばし、その先端に巨大な鎌かまを具そなえた──殺人振り子。

　その鎌が美しい弧こを描いて揺ゆれる。音もなく忍び寄っていた死の振り子時計を、エルシーは咄とつ嗟さに身を屈かがめて避けた。殺意の時間単位を刻みつつ通り過ぎていく振り子鎌。彼女のウサギ型帽ぼう子しの布が裂ける。

「身を屈めれば安全だと思っておるのか？　浅せん慮りよにすぎるな。この私の機構が、鎖の長さくらい変えられないわけがなかろう。これは元々、時間に応じて鎖の伸びる──つまりは、段々と頭に近付いてくる鎌に人間が怯おびえる様さまを楽しむ処刑形態だ。それに」

「くっ!?　あ、足が……!?」

「モード《サルガッソー経つね盛もり》と。上ばっかり気にしちょるといけんよねぇ」

「《黒くろ河かわ可か憐れん》……貴き様さまにとっての脅きよう威いは、フィアくん達だけだと、思ってでもいたのか……？　文字通りに、足元を、掬すくわれたな……馬ば鹿かげて、いる」

　地面に手を着いている黒くろ絵えが。無理に起き上がったせいでそうなったのだろう、半ば千ち切ぎれかけた左腕を右手で肩口に押さえつけている錐きり霞かが。エルシーの足に髪の藻も海かいとベルトを絡からみつかせ、その自由を奪うばっていた。たとえエルシーが力任せに脱出しようとしても、それには幾いく許ばくかの時間が必要だろう。

　殺人振り子が逆側の頂点へ。一いつ瞬しゆんの停止。そしてまた、鎌は振り子運動で元の位置に戻ろうとする。その軌道の先にいるエルシーに、身動きの取れないエルシーに。

　その刹せつ那な、

「駄だ目め、駄目、駄目！　エルシーさんは、使命を、使命を果たすぅぅっ！　だから、だから、だから──《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》ッ！」

　エルシーは振り子を避けるでもなく。それを受け止めようとするのでもなく。

　春亮に向けて、懐中時計の銀鎖を射出した。

　苦痛に意い識しきのほとんどを奪うばわれ、茫ぼう然ぜんとその光景を見つめていた春はる亮あきの身体からだは動かない。高速で迫り来る鎖くさり。コンクリートの校舎に刺さるほどの威力を持った鎖。それは一いつ直ちよく線せんに春亮の顔面に向けて飛んできて──

　顔の数センチ手前で、きん、という音と共に曲がった。狙ねらいを外した鎖が春亮の顔を掠かすめ、後方の地面に突き刺さる。今のは間違いなく直ちよく撃げきすると思った。何が起こったのか。

　それ以上、考える時間は与えられなかった。フィアの殺人振り子が歓喜の速度で弧こを描いて下降する。このはが獣けもののように疾しつ駆くし、彼女を殺したうえで殺そうとする。

「肝が──冷えたぞッ！　この期に及んで！　じゃがもう仕舞いじゃ、命乞いも遺言も赦さぬ。貴様はただ死ね！」

　そのとき、春亮は視界の端はしに見たのだった。

　身体の横。ゆっくりと引き戻されつつあった銀ぎんの鎖が──

　全すべての力を失ったかのように、ぽとりと地面に垂たれ落ちるのを。

　はっと目を見開いて、春亮は叫ぶ。




「時間切れだっ！　俺おれ達の勝ちだぞ！　だから──殺すな！　フィア、このはーっ！」




　だが、命を奪うばう振り子時計どけいはその動きを止めなかった。
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「んしょ、んしょ……待って、まだ巻くよ。ゲーハーになるんじゃとしても巻くよ」

「無理しないでいいぞ、黒くろ絵え。これって精気使うんだろ。なんか顔色悪いぞお前」

「ハルほどじゃない」

　黒絵が自分の髪を何本も引き抜き、治ち癒ゆの力を与えて腕の傷に巻いてくれていた。春亮はその傷口を包む温度を感じながら周囲を見回す。まず見えたのは、虚うつろな表情のアマンダ。彼女を狙う直接の障害は消えた。それは素直に、よかったと思う──直接ではない障害はまだ残っているのだろうが。

　銀ぎん髪ぱつの少女の姿は、アマンダのすぐ隣となりにあった。春亮は彼女を見つめながら、

「フィア……ありがと」

「ああ。ギリギリだった。本当に、ギリギリだった……」

　フィアはどこか呆ほうけたような表情でそう答えた。他ほかにどんな感情があろうとも、そこに安あん堵どがあるのは間違いないと思った。誰だれかを殺さずに済んだことに、ほっとしている。それだけは救いだった。彼女は、過去の彼女には、戻らない。

「このはも、さんきゅな……大丈夫か？　気分悪そうだけ、ど……って、ごめん」

　このははこちらに背を向けて、脱ぎ捨てていた自分の服の前にしゃがみ込んでいた。だが服に手を伸ばすことなく、呼吸を整ととのえているかのようにただ俯うつむいている。つまり依然として全ぜん裸らなのでそのお尻しりが見え、ふしだらブロッカーが飛んでくるかと慌あわてて視し線せんを逸そらすが、

「いえ──そう、ですね。ちょっと血をいっぱい見ちゃったので、気分が悪くなってしまいました。少しだけ、時間をください。いつものわたしに戻るまで──いつもより、ほんのちょっとだけ、時間を……」

　やはりこちらを見ないままに呟つぶやき、それからのろのろと自分の服を拾い始める。どことなく様よう子すがおかしかったが──仕方ないかもしれないと思った。エルシーは、本当に強かった。

　彼女は今、全すべての力を失って地面に倒れている。意い識しきはあるが、ぼんやりと虚こ空くうを見つめているだけでいかなる反応も見せていない。

　このはは手しゆ刀とうでなく、掌しよう底ていで彼女の身を仰のけ反ぞらせた。フィアは処刑鎌がまの振り子の長さを咄とつ嗟さに調ちよう整せいした。その結果として──あの殺人振り子は、彼女の胸に下げられていた《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》の本体だけを割り裂さいて通り過ぎていったのだった。

　その強大な力を持つ呪のろいの道具がなくなっても、油ゆ断だんするわけにはいかないということなのか。錐きり霞かは倒れた彼女の四し肢しを《黒くろ河かわ可か憐れん》で拘こう束そくしていた。そして、じゅくじゅくと蠢うごめいて治りつつある左肩の傷を押さえながら、ぎらぎらとした目で──

　最後に残った敵の姿を、睨にらんでいた。

「日ひ村むら……！」

「ははは。おかしい。これはおかしいぞ。零れい点てんだ。あんなに計算したのにな」

　肩を震ふるわせて、あの仮面を小こ脇わきに抱えて、日村はこの結末を鑑かん賞しようしていた。

「雛ひな井いエルシーに勝つか。これは本当に、計算外だ。愉ゆ快かいで不愉快な未知だ……ははっ」

　信じられなかった。何が起こっているのかわからなかった。ただ、わかっているのは──自分は、自分達は、騙だまされていたのだということ。真しん摯しに動いていたように見えて、その裏で日村は何かをしていたのだということ──

　錐霞が警けい戒かいするほどではない、と思っていた。思っていたより悪い人ではないのかもしれない、と思っていた。

　今ならわかる。それらは全すべて、間違っていた。逆だった。

　彼は、錐霞が警戒するのも当然なほどに。

　あるいは、それ以上に──！

「何をした。答えろ。何な故ぜ雛井エルシーは貴き様さまの命令を聞いた！」

「領主、とか言っておったな。貴様は騎き士し領りようの関係者だったのか？」

　錐霞は依然として彼を睨みつつ、フィアは油ゆ断だんなくルービックキューブを握りつつ。

　二人ふたりの言葉に、日村は馬ば鹿かにしたように軽く肩を竦すくめる。

「俺おれが騎き士し領りようの領主？　そんなわけがないだろう？」

「では、何な故ぜ──！」

「それはこの禍具ワースを使った結果だ。《アーティクル１５》という」

　と、日ひ村むらは手に持っていたあの写真立てのようなものを軽く揺ゆらした。瞬しゆん間かん、それが上下に分かれて砕くだけ散る。フィアが言葉もなく投とう擲てきした拷ごう問もん車しや輪りんが直ちよく撃げきしたのだ。

　フィアは車輪を立りつ方ぽう鎖さで引き戻しつつ、厳きびしい目で呟つぶやいた。

「どんな能力を持った呪のろわれ道具なのかは知らんが、貴き様さまのような男がそうやって自じ慢まんげに見せびらかすアイテムだ……ロクなものではあるまい。破は壊かいしておくに限る」

「やれやれ、そう殺さつ気き立だつな。俺には正面切ってお前達と戦えるような力などないというのに。しかし箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブよ、今のは短たん慮りよだぞ──この存在はお前達も知っていたはずだ。そう、これこそが、アマンダ・カーロットの心を取り戻すことができる禍具だったというのに」

「なんだと……!?」

　日村は砕けた写真立ての下半分をぶらぶらと揺らしながら、呆あきれたように肩を竦すくめた。

「しかし正直なところ、その説明は五十点だった。そういう使い方もできるかもしれない、というだけだ。この《アーティクル１５》については──この一言が百点の解答になる。心を操る洗脳禍具」

　春はる亮あき達は絶句する。それは、恐ろしい能力だ。いかなる刃やいばよりも恐ろしい能力だ。その小さな写真立てが、本当にそんな力を持っていたのか。

「これはある独裁国家の軍で使われていたものでな。反乱分子の疑いのある人間を捕まえた兵士達は、苛か烈れつな拷ごう問もんを加えながら、この何も入っていない写真立てを突きつけて言っていたそうだ。『罪を認めろ。貴き様さまが国家を売ろうとしていた証しよう拠こはここに写真として明めい確かくに残っている』とかな。勿もち論ろん最初は否定するが、捕らえられた人間は拷問に耐え切れず、苦痛と困こん惑わくと狂気と呪いの中に──冤えん罪ざいであろうとも、自みずからの罪を認める。それはつまり、兵士達が望む通りの過去が、記き憶おくが、その存在しない写真立ての中身によって真実の証明を為なされたということだ。そして兵士はこう言う──『刑法第十五条アーテイクル１５、国家反逆罪の咎とがでこの男を処刑する』と」

「国にとって都つ合ごうの悪い人間を殺すため、冤罪を作り出す道具……忌いまわしすぎます」

　調ちよう子しを取り戻したか、ようやく服を着たこのはが日村を見み据すえて呟つぶやいた。

「だが有用だった。そうしてこれは、突きつけた相手の心を操あやつる能力を持った道具として呪われた。だが忌き能のうが強力な禍具ワースは何かの枷かせを併あわせ持っていることがある。これもその類たぐいだ。心を操る能力を誰だれかに使うためには二つの条件があった。一つは、その能力に必要なエネルギーを集めなくてはならないということ──《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》の時間のようにな。それはこの《アーティクル１５》の呪いと表裏一体のものだが」

「よくわからんが、どうせそれもロクな呪いではあるまい」

「制御できないという意味ではそうだな。夜や知ち春亮や錐きり霞かは知っているだろうが、これは所有者だけではなく、周囲の人間に無差別に呪のろいを振ふり撒まくタイプの禍具ワースだ。心の中身を強引に引っ張り出す。それが妄想か、過去の記憶か、あるいは単純な悪夢なのかは場合によるがな。お前達は最近、妙な現実感のある夢や白はく昼ちゆう夢むを見てはいなかったか？」

「ぬっ。それは……まさか……！」

　フィアが何かに気付いたように眉まゆを寄せる。このはも、錐きり霞かも同じだった。黒くろ絵えは真剣に春はる亮あきの治ち療りようを行っているため、思い当たる節ふしがあるのかどうかはわからない──が、春亮自身も、いくつか思い当たる節はあった。してはいけない妄もう想そう。白昼夢のようにリアルに現れた妄想。

　それだけではない。先刻、シャワーに行く前に話していたことを思い出す。フィアもこのはも、最近よく悪夢を見る、というようなことを言っていた。疲れているからだと、単なる偶然だと思っていた。だが、あれも──日ひ村むらの持っていた禍具ワースのせいだったのか？

「心当たりがあるようだな。俺おれは何回か隠かくれてお前達の様よう子すを窺うかがっていたから、俺の姿が見えなくてもそんな状況になったことがあっただろう。我われに返ったときのお前達の反応はなかなか愉ゆ快かいだったぞ」

「貴き様さま……！　今いま更さら、あんな、あんなものを見たのは……貴様のせいかっ！」

「そう睨にらむな、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブ。俺だっていくつか心が痛くなるような記き憶おくを目まの当あたりにさせられたのだ。ともあれ、それがこの禍具ワースが洗脳能力を発はつ揮きするに必要な《燃ねん料りよう》というわけだ。周囲の人間の想像力の、記憶の、心の欠片かけらを集めること」

「あなたは……その力で、雛ひな井いエルシーという敵の心も操あやつったんですね」

　このはの言葉に、日村は何かを思い出すように視し線せんを上げた。

「ふむ。一応はそういうことになるか？　しかしあのとき実際に《アーティクル１５》使ったのは俺ではなく、騎き士し領りようの奴やつらだからな。そうではないとも言える」

「ど……どういうことだよ……？」

「夜や知ち春亮、教師の言葉を信頼するのはいい生徒だ。だがたまには疑うことも必要だぞ。お前達は最初から考え違いをしている。以前に村むら正まさが『騎士領にしては普通に話ができた』などと言っていたと思うが、あの言葉は惜しかった。あのときは心を癒いやす禍具ワースのせいにして誤ご魔ま化かしたがな。簡かん単たんに言えば、こいつは騎士領の騎士などではない。元々は──」
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　雛井エルシーは夢を見ていた。純粋に夢を見ていた。

　かち。こち。かち。こち。耳のイヤホンから途と切ぎれることなく聞こえてくる時計とけいの音。

　それが、あの地下室で聞こえていた時計の音と入り混じる。

　父親と共に誘ゆう拐かいされて連れてこられた地下室。扉の外から狂った時計技師は言った。殺し合え。どちらかが死ねばもう一方は助ける。四分が過ぎればガスを流して両方殺す。忘れるな、時間こそが生命だ。

　かち。こち。かち。こち。

　父親は困こん惑わくしたように周囲を見回していた。怒声を上げ、硬い鉄の扉を殴り、開あけろ開けろと騒さわいでいた。

　かち。こち。かち。こち。

　だがエルシーは、生命の時間を刻む懐かい中ちゆう時計どけいの音を聞きながら、感じていた。

　父親とは違う感情を──歓喜を、感じていた。

　ついに、

　このときが、

　きた！

　仕方ない仕方ない助かるやっと助かる逃のがれられるこの状況なら仕方ない罰ばつせられないやったやったやったやった嬉うれしい嬉しい嬉しいやったあ！

　だからエルシーは二十二秒目ですべきことを決めた。無む駄だに扉を叩たたいて暴あばれている父親の後頭部を見ながら、二十四秒目に問題があるのに気付いた。自分は子供。父親は大人おとな。三十五秒目にヒントを思い出した。四十二秒目にその答えに辿たどり着き、四十三秒目に懐中時計の銀ぎん鎖さを摑つかみ、四十四秒目にその鎖くさりを使って後ろから父親の首を絞しめた。

　死ね！　死ね！　死ね死ね死ね！　毎日毎晩トイレでお風ふ呂ろでベッドであんな汚きたならしい母かあさんがいないからって痛くて苦しくて気持ち悪いことを好き勝手に自分だけ気持ち良さそうに何度も何度も嫌いやだ嫌だ嫌だって言ったのにだから死ね死ね死ね死ね！

　五十秒──五十五秒──一分──二分──

　自分は子供だったので、力が足りずに苦労した。

　それでも三分五十七秒目に父親は死んだ。

　鉄てつ扉ぴが開いて、狂った時計技師が嬉しそうにばたばたと駆かけ寄ってきて、素す晴ばらしい俺おれの思いをついに理解してくれる人間が現れた時間こそが生命なのだお前もわかっただろう素晴らしいと繰くり返した。

　聞いていなかった。

　自分は、ただ──あの呪のろわれた日々から、地じ獄ごくのようだった日々から自分を救い出してくれたものに、その力を与えてくれたものに、摑んだ瞬間にこれはただの時計ではないと気付いた時計に、最大級の感謝と愛情を捧ささげていただけだった。

　ありがとう、助けてくれて。

　ありがとう、救ってくれて。

　ありがとう。ありがとう。ありがとう。恩返ししなくちゃね。いいよ。どうせ死のうかなって思っていたところだったの。

　だから、愛するよ。

　私は、これからずっと、貴方のことを愛し続けるよ──




　あれ。でも、それから、どうしたんだっけ。

　どうして、大好きな領主様に忠誠を誓うことにしたんだっけ。

　おかしいな。思い出せない。思い出せないよ──
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「──元々は、ビブオーリオ家族会の一員だ」

　予想外の名前に、春はる亮あきは目を見開く。どういうことだ。どうして、ここでその名前が出てくるのだ。彼女は、彼女達は、もう──

　日ひ村むらはくつくつと笑って、

「俺おれが奴やつらを利用するのは二度目だ。ああ、奴らはもう壊かい滅めつしているはず、と言いたいのか？　組そ織しきとしては確たしかに壊滅している。だが生き残りがいないというわけではなかった。奴らが研究室長国に全面戦争をしかけてきたとき、《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》の力により家族会フアミリーズの主力だった雛ひな井いエルシーは、自じ爆ばくテロではなく普通にその能力で戦せん闘とうすることを許可されていた。そして彼女は《極小殲滅圏フオーミニツツ》の二つ名の通り、一つの分室の戦力を殲せん滅めつしきって逃げたのだ。力尽きて捕ほ縛ばくされたオラトリエ・ラブドルムナーグとは違ってな。雛井エルシーの考えとしては、再度時間を溜ためてゲリラ的に別の分室を襲しゆう撃げきするつもりだったのだろう。だが、雛井エルシーはその強さ故ゆえに騎き士し領りようにも狙ねらわれており──時間を溜めている最中に、使命を受けて現れた騎士領の騎士数人によって捕ほ縛ばくされた」

　日村はもう一度、手中の砕くだけた《アーティクル１５》を振り、

「そこで再びこれが登場する。これは雛井エルシーが捕まってからしばらくして騎士領が手に入れたものだ。奴らはこの洗脳能力のある禍具ワースの使い道を考えていた。結局のところ《ゆらゆら人形バランシングトーイ》や、術法・藍あい蠱こを従えた《一人分隊アイソレツツ》などの騎士を続けざまに失い、戦力を補強しようと考えていた奴らは──手に入れたばかりの禍具ワースの実じつ験けん台だいとして、雛井エルシーという女を選えらんだのだ」

「《最強》レベルの力を持っていたからこそ、彼女を洗脳して騎士にしようとした……というわけですか。確かに、それならば戦力補強としては充分でしょうが」

「まだ全ぜん貌ぼうの見えない《アーティクル１５》のせいで発狂死したりしても、元々が敵ならば問題ないからな。さて、そこで退院したばかりの俺は室長から一つの仕事を与えられたわけだ。《バスティーユの彼Il est dans Bastille》を使って騎士領の様よう子すを探ってこい、とな。行ったところ、奴らは今まさにエネルギーを溜めた《アーティクル１５》で雛井エルシーを洗脳しようとしていたところだった。そこで俺がやったことは簡かん単たんだ──奴らが『お前は騎士領の騎士だ』などとやっている横で、姿を消したまま雛ひな井いエルシーの耳元に近付き、こう囁ささやいただけ。『そして、今後俺おれの命令には絶対服従すること。俺は領主だ』とな」

　さらに日ひ村むらはそれから起こったことを説明する。存在感を消す仮面を使い、隙すきをついて雛井エルシーの拘こう束そくを解いた。騎き士し領りように奪うばわれていた《シクャロムツロクッワクーのク試・験ラ時イ計フ》も盗んできて彼女に与えた。領主として命令し、僅わずかな時間を使って暴あばれさせ、《アーティクル１５》を自みずからの手中に収めた──

「何なのだ……お前は、何がしたかったのだ!?　そんなことまでして……！」

「この禍具ワースがあれば、俺は俺の欲しいものを手に入れられる。それを求めただけだ」

　はは、と誰だれかが笑った。日村ではない。それは、瞳ひとみに怒りを宿したまま、ただ口元だけを歪ゆがませた、

「馬ば鹿かげている……馬鹿げている！　貴き様さまは、やはり！」

「もう何度言ったかわからないが、もう一度言おう。俺はお前を愛している。錐きり霞か」

　耳に届いてきたその言葉が、春はる亮あきの胸中に驚おどろきをもたらす。だが同時に、春亮は不ふ思し議ぎに平静な心持ちで一つのことを理解していた。その日村の感情こそが、錐霞が彼を毛嫌いしていた一因なのだろう、と。そして錐霞が今まで彼に対して見せていた絶対的な拒否感からすれば、その彼の感情は、一方的な……そう、狂っているほどに一方的なものであるに違いない。

　同性のフィア達も、錐霞の意志が拒絶以外の何物でもないことを感じ取ったようだった。

「察するに、キリカの心を手に入れたくて、というわけか？　ふざけておるな。色恋沙ざ汰たは私にはよくわからんが、キリカには百パーセントその気はないようだぞ」

「教師と生徒のインモラルな関係は、ドラマや小説の中だけで充分です。それにしても……まだ、理解できません。どうしてアマンダさんをわたし達に預け、雛井エルシーに彼女を襲おそわせたんですか。そんな流れを作る必要がどこに？」

「必要はあったさ。アマンダはその部品として適当だったというだけだ。言い忘れていたが、この《アーティクル１５》の発動に必要なもう一つの条件──それは《相手が多大なショックを受けている状況でないと作用しない》ということでな。騎士領がエルシーに使ったときは、家族会フアミリーズの崩ほう壊かいを伝えてその状態を作り出していた。エネルギーは勝手に周囲の心の欠片かけらを引き出して集めてくれるが、そのショック状態だけはこちらで作り出してやらなければならない」

「ふん……わかったぞ。貴様はアマンダを助けるために、真しん摯しに努力するふりをしていた」

「上うえ野のさんの好感度を上げたかったんでしょうね。くだらない。見たところ、あなたの傷……見た目は派は手でですが、急所は綺き麗れいに外れています。洗脳した彼女に言ったんでしょう。上野さんを庇かばって自分が前に飛び出すから、お前は急所を外してこの身体からだを貫つらぬけ、とか」

「そんなところだ。残念ながら、あれだけやっても──お前は俺の致命傷に対してショックを受けてはくれなかった。惜しかった気はしたがな。まさか、箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブに仮面を被かぶらされて待たい機きしていたことが仇あだになるとは……何にせよ、この俺がお前を庇って大おお怪け我がをしたんだ。素直にショックを受けてほしかったな。昔はあんなに、先せん輩ぱい、などと言って俺おれを慕したってくれていたのに。悲しいぞ」

「馬ば鹿かげている……どれだけ行動が真しん摯しに見えたとしても、私は、お前の性しよう根ねがどんなものか知っている！　ショックなど受けるものかっ！　お前は何も変わっていない！」

「いや……もう、違う。お前に言った通り、俺は《変わることにした》んだ……だから二番目の策も使った。夜や知ち春はる亮あきが死ねば、さすがにお前はショックを受けるだろう」

「っ──黙だまれ」

「最初からそうしなかった理由はいくつかある。その場合、おそらく我わが身を顧かえりみぬほどの力で立たち塞ふさがる箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブや村むら正まさを真ま正しよう面めんから突破しなくてはならない。リスキーだ……時間が足りなくなるかも、というだけで、まさか本当に雛ひな井いエルシーに勝つとは思わなかったが。二つ目の理由は、単純に俺の精神的なもの。夜知春亮が死んだ状態で錐きり霞かを俺のものにするのも悪くはないが、今まで散々邪じや魔まをされたんだ、やはり俺のものになった錐霞を見せつけたほうがさらなる幸福を──」

「黙れぇぇぇぇっ！」

　錐霞の激げき怒どした声が耳に届く。日ひ村むらは何を言っているのだろう。情報が多すぎて理解がついていかない。もう少し考えればわかりそうだ。ええと、それは、つまり──

「ハル、ハル。大丈夫、傷はどんな感じかな？」

　こちらの身体からだにしがみつくようにして腕の治ち療りようを続けている黒くろ絵えが言ってきた。その声で考えがふっと中断される。答えが遠ざかる。

「あ……ああ。まだ、少し痛いけど。すぐ治るわけじゃないだろ、そんなに無理しなくても」

「そう。じゃったらもうちょっとだけ巻いちょくよ。気分を楽にして、あまり考え事とかせんで、リラックスして」

　きゅっ、と黒絵がまた新たな髪を腕に巻く。傷口を包む、じんわりとした温度。黒絵が口の中だけで、「他た人にんの口からっていうのは、フェアじゃないよねぇ……」などと意味がわからないことを呟つぶやいたような気がした。

「何にしても、貴き様さまの目もく論ろ見みは潰ついえた。その洗脳道具は壊こわれておる。それに、貴様らの長は私には手出しをしないという約束をした。貴様の行為はそれに反しておるだろう……損害賠ばい償しようを請せい求きゆうする権利ぐらいはあるはずだな。具体的には貴様をここでボコボコにする権利だ」

「はは──それが三つ目の理由だ。お前だけでなく、室長は夜知春亮にも手を出すな、と俺に釘くぎを刺していたよ。研究室長国はそれなりに都つ合ごうの良い組そ織しきで、その立場を守るなら、夜知春亮を直接狙ねらうのはできれば避けたかった。だが仕方なかった。その決意が《変わった》ということだよ、錐霞」

「……研究室長国を……抜ける気か」

　錐霞の呟きに、日村は軽く頷うなずいた。

「俺おれの幸福はお前だけだ。お前を手に入れることだけが幸福だ。諦あきらめることはない」

　日ひ村むらは持っていた《アーティクル１５》の残ざん骸がいを地面に落とす。代わりに、小こ脇わきに抱えていた歪いびつな仮面を持ち上げた。

　フィアが眉まゆを寄せる。拷ごう問もん車しや輪りんを投とう擲てきするための構えを見せつつ、

「何が幸福だ。ああ、私には色恋沙ざ汰たなどというものはわからんがな。恋心マスターのサヴェレンティがいろいろ話してくれるから、なんとなく雰囲気だけは摑つかんでおる。そんな私だが、言ってやろう……貴き様さまのやり方は間違っておる。それだけはわかる。貴様は卑ひ怯きようで卑劣だ。恋というのはきっと、想おもいを、ただ純粋で尊い想いを真しん摯しにぶつけて、敗北の傷も覚悟して、それでも真ま正しよう面めんからぶつかっていく──自分の全存在を賭かけた戦いのようなものだろう。貴様は卑怯にも、その戦いを放棄して醜しゆう悪あくな呪のろいの道具の力に縋すがった。お前は戦おうとすらしていなかったのだ。最初から戦うことを諦めている恋心ほど──見苦しいものはないな！」

　そのフィアの言葉が響ひびいた瞬しゆん間かん、なぜか、錐きり霞かははっと瞳ひとみを揺ゆらしていた。同時に黒くろ絵えが、強めにきゅっと春はる亮あきの傷口に髪を巻いていた。やはり、少し、痛い。

　日村はそのフィアの言葉に唇を曲げ、

「どうでもいい。これが俺の戦い方だ」

　ゆっくりと、さらに腕を持ち上げる。その動作に、今まで動きを止めていた錐霞が軽く頭を振るようにしながら顔を上げた。一瞬だけ、何かに迷うように唇を嚙かみ、

「馬ば鹿かげている……言ってやる義理はないが、言っておいてやろう。貴様の呪いは限界に近い。《バスティーユの彼Il est dans Bastille》をこれからも使い続ければ、貴様は仮面を被かぶっていない状態でもその存在感を失うだろう。自分自身が自分の存在を忘れるほどに失うだろう。死に等しいそれが、次の一回で引き起こされる可能性は充分にある。だから」

　唾つばを飲み込み、短く、

「止やめておけ──被るな。死ぬぞ」

　日村の動きは止まらなかった。

　錐霞の言葉に微笑を返しながら、

「真まっ直すぐな目だ。懐なつかしいな。俺は、お前のその目を見たときに、既すでに──」

　そんなことを呟つぶやいて、仮面を被ろうとする。

「させ、るかっ……！」

　フィアが拷問車輪を投げようと身を捻ひねる。このはが一歩を踏み出す。錐霞が《黒くろ河かわ可か憐れん》を伸ばす。だが日村はその全すべてを止める行動を知っていた。

「ああ──忘れていたが、《アーティクル１５》の洗脳は本体が壊こわされても解けない。役立たずだった駒こまの処理をしておこう。雛ひな井いエルシー」

「はい」

　ぼんやりと地面に寝転んでいたエルシーの口が動く。さらに日村は短く言った。

「命令する。死ね」

「はい」

　幸せそうに笑いながら、エルシーは自分の舌を嚙んだ。こぽ、とその口から鮮せん血けつが溢あふれ出す。魚のようにびくびくとその身体からだが跳はねる。

「なっ。貴き様さまっ──！」

　フィア達がそちらに気を取られた一いつ瞬しゆんの間に、日ひ村むらは《バスティーユの彼Il est dans Bastille》を素早すばやく自分の頭に装着していた。

「では、俺おれはこの辺あたりで立ち去らせてもらうとしよう。さっきから覗のぞき見している奴やつらもいることだしな。覗き見は俺の専売特許だ。さあ、次は何をしよう、俺の幸福を手に入れるために何をしよう……楽しいな、ははは、楽しくなってきたな！　忘れるな、錐きり霞かよ、俺はいつでもお前を見ている！　見ているぞッ！」

　その言葉だけを、最後に残して。

　日村は消えた。




　その姿が、また現れることがあるのかは──誰だれにも、わからなかった。
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　く、と短く呻うめいて、フィアが拷ごう問もん車しや輪りんを身体の脇わきに垂たらした。口から血を溢れさせているエルシーを見やり、沈痛な面おも持もちで目を伏せる。が、すぐに彼女は再び顔を上げた。エルシーに駆かけ寄るのでもなく、春はる亮あきに駆け寄るのでもなく、拷問具を立方玩がん具ぐに戻すこともなく、

「……ウシチチ」

「気付いていますよ。当然でしょう」

　二人ふたりは同じ方向を見み据すえていた。春亮はその二人の態度を怪け訝げんに思い、

「ど……どうした？」

「ふん。さっきから覗き見しておる奴らがいるのだ。気配けはいを感じたのはつい先ほど……今までの懐かい中ちゆう時計どけいタイムで言うなら、体感的には三分五十八秒あたりのことだな」

「それどころではないから放置していましたが、黙だまって見ていられるのは気分のいいものではありませんね。いつまで隠かくれているつもりです？　ご心配なく、とりあえずはお礼でも言いましょう。その後どうなるかは知りませんが」

　二人が言ってしばらく。彼女達が視し線せんを向けていた先の茂しげみが、がさがさと揺ゆれた。そして現れたのは──見知った人間が一人ひとり、見知らぬ人間が二人。

「我わが発言・一応の返答。いつまでも隠れているつもりはなく、そろそろ出ていくところでした、という報告を報告しておきます」

「ン・イゾイー……？　なんで、ここに？　それに……？」

　そこには褐かつ色しよく肌はだの少女が立っていた。学校で見ているヘソ出し制服ではない、白衣に民族衣い装しよう的てきなスカートという、研究室長国の人間としての服装をした彼女。

　それは残る二人ふたりも同じようだった。

　一人ひとりはひどく瘦やせた女。その身体からだを包むのは地味なタイトスカートと白衣。長い髪を夜風に散らし、目を眠そうに細めている。実際に眠いわけではなく、単に元々そんな目なのだろう。もう一人は対照的に、熊くまのような巨漢だ。純朴そうな、けれど濃こい顔立ち。服装はネクタイにワイシャツにスラックスで、こちらも白衣に袖そでを通している。どう見ても窮きゆう屈くつそうだった。とても白衣の前ボタンは止められないだろう。

　おかしな笑い声を漏もらしながら、女が小さな声で自己紹介をした。

「クスス……初めまして、皆さん。研究室長国第二分室長・四し乃の穂ほ木ぎ来らいよ。闇やみ曲まがり室長がいろいろと忙しくて、その名みよう代だいでやってきたわ。以後お見知りおきを……クスス？」

「分室長補佐の高たか杉すぎ征せい十じゆう郎ろうっス。あんた達と敵対するつもりはないっスから、そんなに身構えないでほしいっスよ」

「『くそう、こんな面めん倒どうな仕事なんて嫌いやっス。室長め、今夜はビデオ屋で借りてきた分室長似のＡＶで心ゆくまでヌキヌキポンするつもりだったのに……』ですって？　クスス、いけないわね高杉くん。メモメモ、っと……」

「《室長に言いつけちゃうぞメモ》に声こえ真ま似ねしてまで捏ねつ造ぞう情報を書き込むのはよしてくださいっス!?　夜に出歩くのはお肌に悪いのに、とかでブーブー言ってたのは分室長……はいきたぁ、裏うら拳けんきたぁー！」

「人聞きの悪いことを言わないように。室長の命令だもの、私はスキップしながら馳はせ参じたわよ？　ま、噂うわさの夜や知ち春はる亮あきくん、というのも見ておきたかったし……ああ……ふぅん……」

　鼻を押さえる男性──高杉には目もくれず、来と名乗った女がじーっとこちらを見つめてくる。そして唐とう突とつに、彼女は懐ふところに手を突っ込んで何かを取り出した。フィア達が身構えるが、

「あの、分室長。なぜいきなりプチプチを？」

「クスス……呪のろわれないなんて特異体質の男の子、きっと特異体質にふさわしいムキムキのゴリラ的美少年だと思ってたのに……アテが外れて傷心したのよ。ふぅ、どこかにこの私の渇かわきを癒いやしてくれる好みピッタリの男の子はいないものかしらね……？」

　嘆息しながらプチプチを潰つぶし始める来。高杉はその後ろで、ココ！　ココ！　というように自分の顔を無言で指差しまくっていた。フィアは半眼で、

「……こいつらは芸人か？　いきなり意味がわからん」

「一応、研究室長国の人間ですという説明を説明します」

　真顔でン・イゾイーが言う。噓うそを言っているような様よう子すはなかった。来らいは飽あきたようにぽいとプチプチを放り捨て、

「クスス……まあ、わけがわからないわよね。何な故ぜ私達がここにいるのか、と言えば……もう事情はわかっていると思うけど、日ひ村むら素す直なお研究員の動向がおかしかったからよ」

「監かん視しというか観かん察さつというか、っスね。事の始まりは、うちの医い療りよう機き関かんからそこのアマンダ・カーロットが連れ去られたことにあるっス」

「……退院したのではなかったのか？」

　二人ふたりを油ゆ断だんなく睨にらみながら、錐きり霞か。来はまた笑って、

「クスス、姫ひめ様さま、お久しぶり。戻って来る気はないのかしら？」

「その話はもう済んでいる。答えろ」

「はいはい。彼女の具合はだいぶよくなっていたけど、まだ退院させられるほどではなかったのよ。騎き士し領りようの仕し業わざかと思ったけど、その子にそれほどの重要性はないはずだし……と困こん惑わくしていたところ、あらビックリ。優ゆう秀しゆうな研究員が何気なく送ってきた報告書の中に、今日きようの箱フイ形ア・イのン・キ恐禍ユーブは学校で白髪で車くるま椅い子すで様よう子すのおかしい女の子と一いつ緒しよに、なんていう一文が」

　こくこく、とン・イゾイーは頷うなずいていた。そう言えば、アマンダを学校案内しているときに会ったような気もする。錐きり霞かが以前行っていた、フィア達の学校での様子を見たまま報告するという仕事は今はン・イゾイーに引ひき継つがれているのだ。

「この学校の関係者には、存在感を消せる禍具ワースを持った日村研究員がいたっス。その前の仕事、騎士領への偵察任務にもいくつか不ふ審しんな点があったので、室長は彼の調ちよう査さを我われ々われに命じて──」

「いろいろ調しらべたりなんだりした挙あげ句く、今に至る、というわけよ。おわかりいただけたかしら？　身柄の確かく保ほはできなかったけど、まあしょうがないわね。事情はわかったし、それを室長に報告して私達の仕事はおしまい……とにかく、うちのメンバーが迷惑をかけてごめんなさいね？」

「メーワクすぎる。本当に大迷惑だぞ。さっきも言ったが、補ほ償しようを求めたいところだ」

　フィアが口をへの字にして言う。来は小さく肩を竦すくめるような仕し草ぐさを見せ、

「クスス……勿もち論ろん、何かできることがあれば便べん宜ぎを図ってあげるように、と室長から指示を受けているわ。私達の情報によると、《アーティクル１５》には騎士領が免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを組み込んでいたらしいわよ。本当は研究したいところだけど、室長の命令だからそれは渡すことにして……あとは、そうねぇ。とりあえず雛ひな井いエルシーの身柄も私達がどうにかするわ。高たか杉すぎくん、どんな具合かしら」

「えーと……おっ？　急いで運べば命は助かるかも、助からないかも、という感じっス！」

「クスス、映画とかとは違って、実際は舌を嚙かみ切ってもそう簡かん単たんには死ねないのよねぇ。死体処理と蘇そ生せい処置、どっちが面めん倒どうなのかしらね？　まあいいわ、とにかく運んで」

「了解っス！　ではお先に！」

　言いながら、高杉はその大きな腕でエルシーの身体からだを抱え上げ、全速力でこの場から立ち去っていった。敵ではあったが──彼女は日ひ村むらに操あやつられていただけの家族会員だ。命は助かったほうがいいに決まっている。

「それから、アマンダ・カーロットはどうするのかしら？　私達の病院に戻すもよし、そのまま貴女あなた達に任せるもよし、という感じなんだけど……あら？」

　虚うつろな目を夜空に向けているだけのアマンダを見、なぜか来らいは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。フィアは俯うつむき、日村が残していった《アーティクル１５》の残ざん骸がいを見下ろしている。

「心を操あやつる道具。これがあれば、本当に心を取り戻してやることもできたのかもしれんが。いや、違うな。やはりこれは呪のろわれた道具だ。使うべきではないものだ。しかし──アマンダ自身は、どう思っておるのだろうか。私のしたことは、はたして、正しかったのだろうか……」

「フィア……」

　自分がかけるべき言葉は何なのだろうか。わからない。フィアの疑問は、そのまま、自分の疑問でもある。これでよかったのか。本当に、これでよかったのか。

　だがそのとき、「クスス、ちょっと失礼？」とアマンダの顔を覗のぞき込んでいた来が言った。

「ああ、なるほど。それは別によかったんじゃないかしら？」

「か、軽く言うな！　こいつは、まだ、こんな状態で──」

「そう言えば報告書にも書いてあったわね。事前情報なしに察知とは、なかなかね、貴女」

「その光栄はお褒ほめに預かり光栄です」

　ン・イゾイーと何事か頷うなずき合っていた来がこちらに視し線せんを向け、

「クスス……病院の記き録ろくではね。確たしかに最初は心を完全に失っていたけど、最近は話ができるぐらいには快復していた、とあったのよ？」

「な。ならばなぜ、今はこんなふうになっておるのだ！　悪化しておるではないか！」

「そうね、おかしいわよね。人じん為い的てきに何かをしたとしか考えられないくらいの悪化っぷりだわ。さて、そこで一つ聞くけど──貴女達、彼女に何か薬のようなものを飲ませてはいなかったかしら？　クスス？」

　錐きり霞かがはっと目を見開き、ポケットから錠じよう剤ざいのシートを取り出した。日村が彼女に渡していた薬。定期的に飲ませていた薬。

「馬ば鹿かげている。勿もち論ろん、私は私できちんと調しらべた。奴やつから受け取った薬など信用ならないからな。だがこれは本当に、精神の治ち療りようのための薬で──」

「ふむ。それ、少し貸してもらえるかしら？」

　錐霞は困こん惑わくの表情で来に錠剤のシートを渡す。彼女はしげしげとそれを眺め、

「パッケージングにも刻印にも不ふ審しんなところはないわね……でも」

　そして来はその一錠をシートから取り出し、無造作に自分の舌の上に乗せた。しばらくもごもごと口を動かしてから、ぺっとそれを吐はき出し──

「クスス、当たり。中身は違うわよ、これ？　私、味で薬を見分けるのが得意なの。薬には味がないなんて言わないでね、感覚的なものだから……ともあれ、パッケージングとかはお金を使ってどこかの誰だれかにやらせたんでしょうけど。この薬は、簡かん単たんに言えば──飲ませ続けることで心を喪わせる薬。日ひ村むら研究員にしてみれば、目的のためにこの子の存在は必要だったけど、変に喋しやべられたりして事態をややこしくされたら困るという……本当に、自分の頑がん張ばりをアピールするための道具であってほしかったんでしょうね？」

「な、なんだとっ……!?　では！」

「この投薬を止やめて、しかるべき治ち療りように戻れば、普通に治っていくと思うわよ？」

　あっさりと来らいは言った。ン・イゾイーも平静な瞳ひとみで、

「我わが発言・言ったと思います。食物を見直すべきだ、と。我が故郷でも、不用意に毒草などを食べ続けた者が気ラーマの流れを澱よどませ、このように心を喪うしなうことが」

　まさか。本当なのか。

　だとしたら、ああ、だとしたら──アマンダは、治る。

　春はる亮あきは車くるま椅い子すに座る彼女の顔を見やる。そこには表情はない。だがそれは取り戻されるべきだ。一刻も早く、取り戻されるべきだ。その術を知っている者達の手で。

　それから春亮達は顔を見合わせた。

「結局のところ……餅もちは餅屋、ということですかね。少しばかり不安はありますが」

「うむ。もし貴き様さまらが、こいつに無む体たいな実じつ験けんやら拷ごう問もんやらをしないと約束するのならば──」

「その約束は約束します。我が部族の誇りにかけて」

「クスス、拷問なんかしてまで引き出したい情報なんてないしね？」

　不気味な笑い声の女のことはまだ信用できなかったが、真しん摯しな瞳ひとみで頷うなずくン・イゾイーは信頼してもいいだろうと思えた。少なくとも彼女は、悪人ではない。

　しばらく迷っていた様よう子すの錐きり霞かも、最終的には苦く渋じゆうの決断を行ったようだった。来の顔を睨にらみながら、

「……私はまだ、お前達を信じることができない。私達が会いたいと言えばいつでも会わせろ。それが条件だ」

「クスス、ならば下へ手たなことはできないわね。了解よ、姫ひめ様さま。窓口はこのン・イゾイー研究員でいいわよね？」

　そうしてアマンダは研究室長国の医療機き関かんに戻ることになった。フィアがアマンダの顔を覗のぞき込み、一時の別れを告つげる。

「ではな……ちゃんと治れよ。そしてまた会おう。会って何を話せばよいのかは、正直なところよくわからん。私達は私達で、お前は敵だった。だからお前に謝あやまるべきなのか、そうではないのか、わからん──だが、それを確たしかめるために、また会おう。私は逃げも隠かくれもせん」

　それは自分達全員の総意だった。

　だから言葉はいらない。春亮はただ手を伸ばし、最後に軽く、アマンダの柔らかい髪を撫なでた。この感触ともしばしのお別れだ。

　ン・イゾイーが車くるま椅い子すを押し、来らいと共に踵きびすを返す。

　その白衣の背中を見ながら、春はる亮あきはふと思い出した。とりあえずはお礼を、などと言っていたこのはの言葉。それが正しいのならば、さっきのはやはり、

「あ、おい！　あのさ……お前、ひょっとして俺おれのこと助けてくれたか？　エルシーが鎖くさりを伸ばしたときに、矢か何かで弾はじかれたみたいに、鎖が変に逸それて──」

「──何のことでしょう、という返答を返答します。全然まったく心の底からミジンコも心当たりがありません」

　振り向かないまま、ン・イゾイーは答えた。わかりやすい噓うそだった。

　代わりに来がにやりと唇を曲げながら振り返って、

「クスス……この子、『強大な敵がいるのに、どうして自分に助力を求めないのでしょう。未知です』とか言ってたわよ。多た分ぶんこっちに借りを作りたくないからよ、だから手を出すべきではないわ、って説明はしたけど……身体からだが勝手に動くのは止められなかったみたい。もしもっと早くこの場に辿たどり着いていたら、喜び勇んで参戦していたでしょうね？　クスス。この子、本当に貴方あなた達のことを──おや、どうしてそんなにスピードアップするのかしら。置いていかれると、私、泣くわよ？」

　一刻も早くこの場から立ち去りたいと思っているかのように、スタスタと車椅子を押して歩くン・イゾイー。クススと肩を震ふるわせながらその後を追う来。車椅子の上で揺れるアマンダの白い髪。

　三人の姿が消え、夜の学校はようやくの静せい寂じやくを取り戻す。

　春亮はなんとなく背後の校舎を見上げた。エルシーの鎖で砕くだかれたコンクリート。フィアの拷ごう問もん具ぐで罅ひび割われた外がい壁へき──そして、壊こわれた大おお時計どけい。

　止まっている。

　けれど、時間は、止まっていない。

　その壊れた時計を見ながら、春亮は改めて気付いた。

　当たり前で、大切で、好ましくて──同時に、少しだけ、不安なこと。

　この壊れた時計と同じだ。

　見えないだけで。

　はっきりとは確たしかめられないだけで、時間は確かに流れ続けていて。




　そして、何かは、変わり続けている。







　エピローグ
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　これからどうしたいか、と彼女は聞いた。

　──戻れない、ともう一人ひとりは答えた。

　なぜそこにいたのか、と彼女は聞いた。

　──特に理由はない、なりゆきだ、ともう一人は答えた。

　そこ以外に居場所はあるか、と彼女は聞いた。

　──どこにもない、ともう一人は答えた。

　しばしの無言を作ってから、今までのことは覚えているのか、と彼女は聞いた。

　──聞こえていた、ともう一人は答えた。




　何の変へん哲てつもない窓の外に、視し線せんを逸そらして──微笑ほほえみながら。




　その表情を見て、彼女は思う。

　過去は変えられない。時間は止まらないし、戻せない。

　それでも《今》は変わると信じて、歩いていく。人間にはその強さが必要だと思った。人間ではなく、けれど誰だれよりも人間らしくそうしようとしている彼女達を知っていて、そしてこんな微笑と共に思い出せるのならば、尚なお更さらそうして強く歩き出すべきだと思った。

　だから彼女は。ン・イゾイーは、再度口を開いて、聞いたのだ。

「居場所がない。戻れば粛しゆく清せいされる。それをふまえて聞きます……働く気はありますか」

　──自分は敵だ、ともう一人は答えた。

「なりゆきだという言葉を信じます。積せつ極きよく的てきにあそこにいた理由がなく、また、そこに戻れないというのであれば、問題はないかと」

　──それでも裏切るとは思わないのか、ともう一人は答えた。

「我わが返答・思いません。貴女あなたは裏切りの痛みを、そして裏切られた痛みを既き知ちにしています。それに、戻る場所がない以上、我われ々われを裏切ることによるメリットは皆無です」

　無言。

　ン・イゾイーは考える時間を与えた。補足のための情報も与えた。

「簡かん単たんなお仕事です、と言っておきます。我らの人員が一人消えてしまったので、その補充──契約社員のようなものです。我らの理念に賛さん同どうし、未知の解明のために動く気があれば話は別ですが。未知の解明という理念に興きよう味みはないのですか、という問いを問います」

　──わからない。知りたいのは、ただ自分がこれからどうすべきかだ、ともう一人ひとりは答えた。

「立派な未知です。見込みはあるかと」

　ン・イゾイーはそのまま黙だまって彼女の結けつ論ろんを待つ。

　白い病室で、二人ふたりきりの病室で、ベッドから半身を起こして、僅わずかに開いた窓から外を見つめている少女の返答を──待つ。

　ややあって、彼女は言った。

「条件が。ある」

「何でしょうか」

「会わせて。ほしい。あの人に」

　誰だれを指しているのかは、考えなくともわかった。捕ほ虜りよとして軟禁している一人の騎き士し。眼前の少女を殺そうとした人物。

「何もしない。ただ会うだけ。逃がそうなんて考えていない。騎士領に戻れば、きっとあの人も粛しゆく清せいされる。ここにいたほうが。安全」

「彼女は、貴女あなたの顔を見れば裏切り者と罵ののしるでしょう。再び貴女を殺そうとするでしょう。それでも？」

「それでも」

　即答し、彼女は囁ささやくような声で言葉を続ける。

「噓うそだったとしても。気紛れだったとしても。自分の記き憶おくはなくならない。過去はなくならない。幸せを感じたのは本当。だから。言いたい。ただ、伝えたい……」

　視し線せんはやはり、小さく開いた窓の外。

「思い出をありがとう。そして」

　そこから吹ふき込む風が、彼女の白い髪を優やさしく撫なでていた。

　姿のない、母親のように。

「──さようなら、と」
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　その日、まだ太陽が昇りきってもいない朝早くから、このはは足音を忍ばせて夜や知ち家けの廊下を歩いていた。慎しん重ちように歩ほを進め、ようやく目的地に──彼の部へ屋やの前に、辿たどり着く。

　さらにきょときょと辺あたりを見回してから、一つ大きく深呼吸。それから、よし、と気合いの頷うなずきに合わせて襖ふすまを開あける。気合いは入れていたが襖を開閉する音には細心の注意を払った。

　彼の部屋だ。年とし頃ごろの男の子の部屋としてはかなり片付いているほうだろう。いつも見ている通りの、けれど今だけはいつもと違う雰囲気の、彼の部屋。中央に敷しかれた布ふ団とんで眠る彼の寝息がすうすうと聞こえている。小さな部へ屋やの中に、彼の寝息と、自分だけが在る。それはとても心地ここち好よく、幸せを感じる状況だった。

　このははそっと布ふ団とんの脇わきに膝ひざをつき、彼の寝顔を覗のぞき込む。可愛かわいい。

　狂おしいほどの衝しよう動どうが胸の奥に湧わき上がってきた。

　噓うそつきの自分の胸に。

　あの日の記き憶おくが痛みを伴って蘇よみがえる。ああ、あの日、自分は──自みずからの奥おく底そこに封じ込めていた噓を、血が苦手でそれを見ればまともに動けなくなるという自己暗示を、意い識しき的てきに解いた。かつて何度か窮きゆう地ちに陥おちいったとき、気合いで一時的にその縛ばくを乗り越えたことはある。だが、縛そのものを解いたのは初めてのことだった。

　仕方なかった。そうしなければ彼を守れなかった。しかしそれは正しいことだったのか。間違っていたのか。わからない。

　今は既すでに、もう一度その自己暗示を自らに課かそうとしている。けれど今まで効果を発はつ揮きしていたあの縛は、長い時間をかけてじっくりと丁てい寧ねいに練り上げることでようやく完成に至った、限りなく真実に近しい噓だ。普段ふだんは自分自身すらそれを忘れているほどの。

　一度それを解いてしまった以上、また以前のようなレベルにまで戻すには時間がかかるだろう。今は綻ほころびがある。今、この自分という存在は、拷ごう問もん処刑の立方体と同程度には、危うい──

　かつての噓を、今の噓を、彼に伝えるべきなのだろうか。正直なところ、怖かった。あのときは心を操あやつる道具の呪のろいのせいで精神が不安定になっていたのかもしれない。一度機きを逃のがせば、後はこの今日きようという日まで迷い続けるばかりだった。

　このははそっと手を伸ばし、眠る彼の頰ほおに触れる。温かい。愛いとおしい。

　身体からだの奥底が疼うずくのだった。このまま彼の唇を奪うばえたら。このまま彼の布団に潜もぐり込み、彼自身をこの身体に受け入れることができたら。彼の腕に包まれて、その温度をいつまでもいつまでも味わうことができたなら。それは、どんなに幸せなことだろう。

　欲しい。欲しい。彼が、こんなにも、欲しい──

　その衝動を抑おさえつつ、このははそっと彼の顔の輪りん郭かくをなぞる。

（ねえ、春はる亮あきくん……ほんとうは、わたしはこんなに、恐ろしい女なんですよ。いつ狂うか、わからない女なんですよ。もし、全部、何もかもを洗いざらい告白したら──春亮くんは、わたしに、どんな言葉を返してくれますか……？）

　そんなとき、

「う……うーん……？」

　彼が目を覚ました。何気ない仕し草ぐさで彼の頰から手を離はなしつつ、このはは微笑ほほえむ。いつもの自分。ここにいるのは、いつもの自分だ。そう在るべきだった。

「このは……？」

「おはようございます、春亮くん。ごめんなさい、起こしちゃいましたね」

「ふわぁ……いや、もうそろそろ起きる時間だから、別にいいんだけど。どした？」

　彼の寝ね惚ぼけ眼まなこがちらりと枕まくら元もとの時計とけいの時刻を確かく認にんし、その頭を叩たたいてのろのろと目覚まし機き能のうを解除する。上半身を起こした彼に、このははそっと手に持っていた包みを差し出した。

「えっと、たいしたことじゃないんですけど……その、今日きようは、あれじゃないですか。だから、これを渡したくて、ですね」

「ん？　あ、ひょっとして、チョコ……？」

　こくこくとこのはは頷うなずいた。手作りのチョコだ。昨日きのうの深夜、明かりの消えた台所でコッソリ作った。もし誰だれかがトイレにでも起きていれば、怪あやしい人ひと影かげがコンロの火だけを頼りに鍋なべを搔かき回しているサバト的光景を目もく撃げきしていたことだろう。予想外に上う手まくできたので、何度かグフグフ含み笑いしていたような気もしないでもない……自分のことながらかなり怖い。誰にも見られなくてよかった。

　春はる亮あきは目をぱちぱちとさせてから、やがて照れたように頰ほおを搔いてチョコの包みを受け取ってくれた。

「ありがとな、このは。嬉うれしいよ。でも、なんでこんな朝一に？」

「ご、ごめんなさい。それは、そのぅ……きっと春亮くんは今日きよういっぱい貰もらうだろうから、せめて誰よりも早く渡したかったというか、その……そんな感じで……」

　もごもごと呟つぶやく。声が小さすぎて聞こえなかったのか、春亮は怪け訝げんな顔で首を傾かしげていた。

　聞こえなかったのならいい。言い直すのはさすがに恥はずかしい。「なんとなくです、なんとなく！　今日は気合い入れて朝ごはん作りたかったので、起こすついでみたいな！」と反射的に誤ご魔ま化かしてしまった。

「お、おう。じゃあすぐ着替えて行くから──もう一回言うけど、これ、さんきゅな」

　チョコの包みを掲げて言った彼に微笑を返し、このはは部へ屋やを出た。襖ふすまを閉め、ほんの数秒、その場に留とどまる。部屋の中からは、彼が服を脱いで着替える音。

　ちゃんとチョコを渡せた。喜んでくれた。誰よりも早く渡せたチョコは、きっと、特別だ。

　やるべきことはやった。けれど今になって、もっと積せつ極きよく的てきにやればよかったかな、という気にもなってくる。彼がもっとびっくりしてくれて、自分の気持ちに気付いてくれて、それからいろいろ幸せなことが起こりそうな渡し方。それはたとえば、たとえば──

「……わたしの身体からだにチョコを塗ぬって、食べてくださいって迫る、とか……？」

　頭に浮かんだことをそのまま呟いてしまい、遅れてはっとショックを受ける。なんというふしだら。なんという変態的な。何を考えているのか自分。

　このはは赤くなった自分の頰をぐにぐにと擦さすりながら、彼と共に幸せな朝食の準備を始めるべく、小走りで台所に向かった。
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　フィアは布ふ団とんからむっくりと身を起こした。大おお欠伸あくび。むにゃむにゃと口を動かす。半身を起こした姿勢のまま、首を回して、伸びをして、背骨を左右に捻ひねる。その動作で眠気を覚ましながら、ついでに身体からだの調ちよう子しを確かく認にん。

　……身体の、調子を。

　フィアはそっと手を伸ばし、自分の下腹を撫なでた。

　雛ひな井いエルシーに勝利した後。日ひ村むら素す直なおが消え去った後。《アーティクル１５》に入っていた免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは今までと同じように春はる亮あきの手で自分の奥深くに挿入され、《颶風殺人柱"Tornado of souls"》を封じた。そのときのことを思い出す。

「あいつめ……どうも最近はビミョーに優やさしさが足りん気がするぞ。今まで何度も私に入れておるからといって、慣なれておるからといって……ふん。もーちょっと丁てい寧ねいに入れろというのだ。私の穴は小さいから、無理に入れられると、痛いのだぞ……」

　意い識しきせず、文句がぶつぶつと口から漏もれた。何か手を考えてほしいものだと思う。あんなものを毎回毎回、ぎちぎちと、ぐいぐいと、ずぶずぶと、好き放題に……まあ、入れてほしいと自分から言っているのだからある程度は我が慢まんするが。それにしてももう少しやりようはあるのではないか。たとえば、そう、たとえば、

「入れる前に、私の穴を、舐なめて濡ぬらしておく、とか……それなら、きつい私の中にもつるんと──って、馬ば鹿かな！　ハレンチだ、ハレンチすぎる！　許さん！」

　自分の想像にひとしきりぷりぷり怒ってから、フィアはもう一つ思い出した。痛いのはいつものことだ。が、あのときは一つだけ、普段ふだんとは違っていた。

　自分の心構えが、違っていた。

　初めて、これを入れていいものか、と迷ってしまったのだ。これを入れれば、自分の力は少なくなる。強大な敵に立ち向かうための力が少なくなる。雛井エルシーにも、今まで封じた機き構こうを自由に使えればもっと楽に戦えたのかもしれない。

「……」

　下腹を押さえる手に力を込める。あのときは危なかった。春亮の悲鳴。聞きたくはない誰だれかの悲鳴。認めよう──あのとき、自分は、狂いかけていた。

　だが、それでも、狂わなかった。もし今まで一つも機構を封じていなかったのだとしたら、自分は自分という力を全すべて使ってあいつを殺していたかもしれない。抑おさえの利きかない力に振り回され、誰が敵かということも忘れ、あの場にいたものに手当たり次第に襲おそいかかっていたかもしれない。

　免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは力を抑え、自分の狂気を封じる抑止力になってくれている。それをさらに集めれば、自分は狂うことに怯おびえることなく、本当に人間のようにただ呪のろいを解くことだけに集中できるだろう。

　しかし同時に、免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクは力を奪うばい、敵に立ち向かう方法を消していく。それをさらに集めれば、自分は全すべての力を失い、自分達を狙ねらう敵に抵抗するのが難むずかしくなっていくだろう。

　二律背反だ。

　そのとき、ふ、と腹を押さえる手から力が抜けた。思い出したのだった。自分が免インダ罪ルジエ符ンス・機構デイスクを手にして惑まどっていたときの、その二律背反を告白したときの、春はる亮あきの顔を。

　苦笑する。彼はあっさり言ったのだ。

『あいつ、《最強》だったんだろ？　そいつに勝ったんだし、別にそんなに気にしなくてもいいんじゃないか？』などと。

　そうだ。自分の狂気は、依然として、危うい。最終的には自分自身がどうにかするしかない。

　だが、敵に対しては自分一人ひとりで相あい対たいしなくともいいのだった。気に食わないが、あのウシチチ女がいる。黒くろ絵えがいる。錐きり霞かがいる。巻き込みたくはないが、勝手に首を突っ込んできそうな奴やつらが他ほかにもいる──

　誰だれかとの繫つながりという、強さ。それが自分にはあるのだ。そう考えると、不ふ思し議ぎに気が軽くなった。他ひ人との力に頼りきりになるつもりはないが、たかが自分の武器が少なくなった程度でオロオロするのも馬ば鹿からしいと思ったのだった。

「……ま、私はなんというか、元々スゴイからな。これから少し鍛たん錬れんすれば、鉈なた一本、ドリル一本残っておればどんな敵にも楽勝な感じになろう。何もなくなったとしても、ウシチチとだいたい条件は同じだ。ふん……それが必要というのならば仕方あるまいな。暇ひまなときにでも手合わせをして、奴の体術を盗めば──うむ、結局、簡かん単たんな話だった。弱くなったとしても、そのぶん別のところで強くなればよいのだ」

　言葉に出して確かく認にんすると、また気分が楽になった。きっと自分は間違っていない。

　眠気が完全に覚めたので、フィアは布ふ団とんを跳はねのけて立ち上がる。そして唐とう突とつに思い出した。そうだ、今日きようは。

　行動は早いほうがいい。部へ屋やを出て台所に行く。冷れい蔵ぞう庫こを開あけようとしたとき、丁度このはも台所に入ってきた。なぜか僅わずかに顔を赤くして、恥はずかしそうにその頰ほおを撫なで擦さすっている。

「むっ、ウシチチ。何の用だ」

「あら……おほん、台所と言えば用は一つでしょう？　朝ごはんの準備です」

　何かを誤ご魔ま化かすような咳せき払ばらいをして、このはは言葉通りに流しに立って朝食の準備を始めた。とりあえず彼女がここにいる理由については納得し、フィアは冷蔵庫の中に手を突っ込む。食材が詰まった冷蔵庫の最奥に《私の。ゼッタイに開けるな。特に春亮！》と一応書いたビニール袋を隠かくしていた。このはの様よう子すをチラリと見つつ、その袋を手にそろそろと台所を出る。

（うーむ。今日は例の日なのに、奴にはそんな気配けはいはないな……勝負のことを忘れておるのだろうか。まあ、それならそれでよいか。私の不戦勝というだけだ）

　ビニール袋の中には可愛かわいらしい包装紙に包まれた紙箱がある。この包装も、昨日きのう材料を買ってきて錐きり霞かの家で手ずから行ったのだ。少しばかりリボンの結び目とかがヨレてしまっているが……まあ、これも手作りならではの醍だい醐ご味み、よいアクセントになるだろう。

　そうしてフィアは春はる亮あきの部へ屋やの前に行き、無造作にその襖ふすまを開けた。

「起きておるか、春亮！」

「おおぅっ!?　起きてるというか着替え中だ、いきなり開あけんな！」

「む、すまん。いつもならハレンチだとしばき倒すところだが、今のは私も悪かった。５秒だけ後ろを向いておいてやるから、その間に何か穿はけ」

「言われなくてもそうするよ。まったく……」

　きっかり５秒数えて前を向いた。なんとか春亮はズボンを穿いている。シャツのボタンはまだ数個しか止まっていなかったが、問題はないということにしておく。

「で、いきなり何の用だ？」

　どうしたことだろう。いざとなると何か緊きん張ちようしてきた。喉のどがつっかえるのを感じつつ、

「お、おう。実は、だな……今日きようは、バレンタインデー、というやつだろ。カナとかから聞いたのだ。日ひ頃ごろ世話になっておる奴やつに感かん謝しやの気持ちを込めてチョコを渡す日だとな。だから、その、お前には世話になっておる気がしないでもないから……アレだ、とにかく、そういうことなのだ！　だから、や、やる！」

　持ってきたチョコをぐいと春亮に突きつけた。春亮はひどく驚おどろいたように目を丸くし、

「お……お前が？　マジで？」

「なんだ、私が渡すとおかしいのか、呪のろうぞ!?」

「いや、おかしくは、ない……けども。え、これってひょっとして、手作り？」

「そうだ。既き製せい品ひんよりはそっちのほうがよいという話も聞いたからな。作る場所やら何やらはキリカに協力してもらったのだが、これは真実、私が最初から最後まで一人ひとりで作ったのだぞ」

「お前が一人で、か……すげぇな。なんつーか、すげぇな。すっげえ嬉うれしいぞ、ありがと」

　どういうわけか、満面の笑えみで喜んでいる春亮の顔を見た瞬しゆん間かん、胸がきゅーっとしてきた。息が苦しくなって、頰ほおが熱あつくなって、頭がぼうっとした。

「す、凄すごいとしか言っておらんではないか……ふ、ふん。私がスゴイのは元からだ、別に驚くようなことではないわい。とにかく、心して食え。さあ食え」

「え……今から？」

「放っておいたらとけてしまうではないか！」

「冷れい蔵ぞう庫こに入れとけばいい話だと思うけど……ま、正直興きよう味みはあるな。んじゃ一つだけ、と」

　春亮がリボンを丁てい寧ねいに解ほどき、チョコを開ける。種類はリサーチの通り、基本に忠実に、

「生チョコ、というやつだ。シンプルだがそれが一番よいと思った。甘さも控えめだぞ」

「おう、じゃあいただきまーす……むぐむぐ」

　春はる亮あきがチョコの一つを指で摘つまみ、ひょいと口に運ぶ。フィアはごくりと唾つばを飲み込み、その咀そ嚼しやくを見守った。どうだ。どうなのだ。一応味あじ見みはしたが、一晩が経たっている。何か予想外の変化が起こっている可能性もゼロではない。

　そのとき、春亮ははっと目を見開いた。

　まさか何か問題が、とフィアは慌あわてて身を乗り出し、

「ど、どうだ、どうなのだ!?」

「……うまい」

　ぽつりと聞こえた言葉が耳に入るまでには、僅わずかに時間が必要だった。

「ああ。うん、これはマジに美う味まいぞ。やるな、フィア」

　胸の中に温かいものが広がってくる。苦労した甲か斐いがあった。春亮は本当に嬉うれしそうだ。二個目にまで手を伸ばしてくれている。どうしてか、こっちも嬉しい。作ってよかったと思う。

　ふわふわとした気分だ。頰ほおが勝手に緩ゆるんでいくのを止められない。

　ふと、考えた。これはただ、日ひ頃ごろの感かん謝しやを伝えるために渡しただけだ。でも、その感謝のチョコが喜んでもらえただけで、こんなにふわふわした気分になるのなら。もしもカナが言っていたように、好すいた気持ちを伝えるためのチョコを渡して、それを同じように笑顔えがおで受け入れてもらえたのなら──ああ。それは、どんなに……

　いつか、それを誰だれかに渡すことはあるのだろうかと思う。春亮の顔を見ながら思う。

　わからない。ただ、バレンタインは来年にも来るのだということを思い出した。それはどこか、楽しみで──同時に、どこか、不安だった。理由は知らない。

　いやいや、とフィアは頭を振る。とにかく今は今年ことしのチョコが春亮に喜んでもらえたということが大事だ。もう一度、確かく認にんしておこう。確認はしておいて悪いというものではあるまい。

「……なあ、春亮、うまいのか？　本当にうまいか？」

「ああ、本当だぞ」

「……ちょーうまいか？」

「ちょー美味いぞ」

「ぬふ。ならばよい。味わって、全部残さず食えよ。それから」

　フィアは両手を伸ばし、春亮の肩に真ま正しよう面めんからばしんと手を置いた。美味いのならば間違いない。つまりそれは──もらった、ということだ。

　フィアは満面の笑えみで、けれど春亮がそのことを忘れないように視し線せんには力を込めて、

「それから──お返しには、三万おせんべ。期待しておるぞ……？　フフフ」

「うん、全部食って、お返しには三万……って、ちょっと待て、なんだその聞いたこともない単語はっ!?　お前は俺おれに何を期待している!?」




　　　　[image: ]




　朝食を終えてから、デザートとばかりに黒くろ絵えがチョコを渡してきた。さてはテレビでやってたような虫型チョコとかのイロモノか、と思ったが、予想に反して普通のチョコだった。

　それから学校に行くと、下げ駄た箱ばこの中にちょこんと小さなチョコが入っていた。たまたまそれを見た泰たい造ぞうが「お前だけ！　ガッデム！　神はいない！」と打ちひしがれたように床ゆかを叩たたいていた。気にせずチョコを手に取ると、《義理！》と朱しゆ筆ひつで血文字のようにおどろおどろしく書かれた紙がセットになっていたので、泰造はなぜかニンマリと笑ってほっとしたようにこちらの肩に手を置いてきた。その紙の裏には、『表の字は、こういう書式で書くのが習わしだって白しら穂ほが代わりに書いてくれたの。だから、これはボク達二人ふたりの感かん謝しやの気持ちを込めたチョコだよ。食べてね♪』などというメッセージも書かれていた……サヴェレンティはともかく、白穂がこのチョコに込めた気持ちはおそらくもっと禍まが々まがしいものに違いない。

　どことなく浮かれた気配けはいの校内。

　春はる亮あきは休み時間の廊下で、教室で、中庭で、誰だれかが誰かにチョコを渡す光景を何度も目もく撃げきした。トイレで男の友人達がぼそぼそと顔を突き合わせて「おい、お前、何個だ……？」「お前こそ、誰に……」と何事かを密みつ談だんしていたかと思えば、次の瞬しゆん間かんにはお互いの首を絞しめ始める光景を目もく撃げきした。そうこうしているうちに渦か奈ながいつもの飄ひよう々ひようとした調ちよう子しでクラスメイトに配り始めたチロルチョコを貰もらったりもした。

　昼休みはいつもの弁当対決。いつも通りでなかったのは、「このはさん、来ないな……一学期から、結構頑がん張ばって話しかけてたんだけどな……義理レベルにも達していない……？」と泰造がずーんと落ち込んでいたのと、錐きり霞かが心ここにあらずと言った感じでぼんやりしていたのと、その脇わき腹ばらを渦奈が、ほら！　ほら！　というように肘ひじで何度かつついていたことだけだった。フィアは自分のすべきことは終わっているとばかりにいつも通りモリモリと弁当を食べていた。

　弁当を食べ終えた春亮は、トイレにでも行っておこうかと教室を出る。

　そして──廊下を歩き出したとき、ふと、背中に声がかかった。振り向く。

　彼女はもじもじと、あらぬ方向に視し線せんを彷徨さまよわせながら。けれど同時に、どこか緊きん張ちよう感かんのようなものを全身に漂わせながら──言った。

「夜や知ち。その、少し話がある……つ、ついてきてくれ」




　場所は屋上を選えらんだ。幸いなことに、あるいは奇跡的なことに、人ひと気けはない。

　錐霞は深呼吸する。もう後戻りはできない。

「いんちょーさん、話って……？　まさか、何か問題があったり……？」

「い、いや。何も。平へい穏おん無事な毎日だ」

　そうだ、日々に問題はない。

　日ひ村むらはあれから姿を現していない。教師としての立場も、研究員としての立場も捨て、いなくなった。しばらくは警けい戒かいしていたが、何も変化は起こっていない──だから、やはり。

　あの男は、消えたのだろう。

　呪のろいの限度を超えて。

　たとえあの日は意い識しきを保ったまま逃にげ延のびられたのだとしても、それから一度も使っていないとは考えられない。何事もなく時間が経たてば経つほど、奴やつが消えてしまった可能性は高くなる一方だ。

　もう、二度と、会うことはないような気がした。

　こうなることを、あのときの自分に教えたら。あの男を《先せん輩ぱい》と呼んでいたころの自分に教えたら、自分は、何を思うのだろうか──

　馬ば鹿かげている。こんな思考には何の意味もない。錐きり霞かは頭を振る。

「えーと……じゃ、アマンダのこととか？」

「いや、その話でもない。もうしばらくしたら、会わせろとン・イゾイーに言ってみるつもりではあるが……おほん。とにかく、違う。馬鹿げている。私の話は、別のことだ」

　無む理り矢や理りに、これから自分がすべきことに意い識しきを引き戻した。

　すべき行為は簡かん単たんだ。今までずっと考えてきたことだ。

　だから錐霞はポケットからそれを取り出し、

「一応、手作りだ。お前が満足する味かどうかはわからないが」

「チョコ？　おおー……ありがと。いや、いんちょーさん、こういうイベントあんまり興きよう味みないのかなって思ってたからさ。貰もらえるなんて思ってなくて……びっくりしたけど、なんか嬉うれしいよ。ちゃんと味わって食べるな」

「そ、そうしてくれればありがたい。それから、その──」

　口ごもった。彼の笑顔えがおを見た瞬しゆん間かん、頭が真まっ白しろになってしまった。

　ぎゅっと拳こぶしを握って、真っ白になった頭に再び理性を取り戻そうとする。そんなとき、

「あ。そう言えばさ、いんちょーさん。フィアのやつが、いんちょーさんに協力してもらった、とか言いながらチョコくれたんだけど……それも、ありがとな。迷めい惑わくかけたりしなかったか？」

　真っ白だった頭の中に、ぽすん、と彼女の顔が浮かんできた。それに引き寄せられるように、おさげで眼鏡めがねの彼女の顔も浮かんできた。

　錐霞は苦笑する。不ふ思し議ぎに、頭の中が落ち着いてきた。

　やれやれだ。こんなときに他ほかの女の話を始めるなんて。空気を読め、夜や知ち。

「ああ……気にすることはない。台所を貸したり、最初の基本的な手ほどきをしただけだ。あとは全部、フィアくんだけの力さ。頑がん張ばっていたぞ、ちゃんと食べてやれよ」

「おう、何個か食べたけどな、結構美う味まかったんだ。びっくりした」

　フィアは既すでに彼にチョコを渡している。きっと、このはも既に渡しているのだろう。

　けれど、どうでもよかった。

　自分は考えていた。フィアのチョコ作りの手伝てつだいをしなから、考えていたのだ。

　勝負などしない、と。

「では、そういうことだ。次の授業の準備があるから、私は先に帰っておくぞ」

　穏おだやかな笑えみを浮かべつつ、錐きり霞かは踵きびすを返す。

　彼より先に、屋上を出ていこうとする。

「あ、いんちょーさん！　もう一回言うけど、ありがとな！」

　背中から、彼の声。

　屋上の鉄てつ扉ぴを開あけたところで、錐霞は足を止めた。

「夜や知ち。一つ、大事なことを言い忘れていた」

　ああ、そうだ──勝負などしない、と。

　この身を呪のろいに包まれたときから、呪われた服を着せられたときから、自分は既に色々なものを諦あきらめてきた。だから、考えるだけで充分にすぎる、と。想おもうだけで充分にすぎる、と──

　考えていた。

　だが思い出すのは、彼女の言葉。あの愚かな男に向けて彼女が発した、弾だん劾がいの一言。

　最初から戦うことを諦めている恋心ほど見苦しいものはない。

　その通りだと思った。

　だから錐霞は、今までずっと諦め続けてきた自分にふさわしく。

　今この瞬しゆん間かんから──




「そのチョコは、義理ではないからな」




　戦うことを諦めるのを、諦めた。




「え……？」という彼の怪け訝げんな声を背後に残し、錐霞は屋上の鉄扉を閉める。

　大きな深呼吸をしてから、歩き始めた。一歩一歩、階段を下りていく。

　バレンタイン。それは女性にとっては、恋という勝負に決着をつける日なのだろう。

　だが自分は違う。戦場に立ってすらいなかった自分にはその資格もない。

　まずは始めなければならない。たとえ負けるのだとしても、見苦しい臆おく病びよう者もので在りたくないのならば、戦場に立っていなくてはならない。

　自分は、日ひ村むら素す直なおとは違うのだから。

　戦うことを諦め、それでも幸福だけを望んだ身勝手な男とは違うのだから。

　つまるところ、さっきの言葉は。

　その覚悟を示すための──宣戦布告だった。

　錐きり霞かは、強力なライバル達の顔を思い出しながら。

　これから名誉の戦いに臨のぞむ、誇り高い戦士のような顔で微笑ほほえみながら、呟つぶやいた。




「私にとっては、彼女達こそが《最強》か。馬ば鹿かげた戦力差だが……さて。どうやって戦っていったものかな？」
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　あとがき




　Ⅸ巻からは半年ぶり、《藍あい坂さか素敵すてきな症候群》のほうも読んでくださっている方には四ヵ月ぶりですね。少々お待たせしてしまいましたが、[image: ]-シーキューブ-Ⅹ巻をお届けしますー！

　ていうかⅩですよⅩ！　エックスでもなければ×でもなく、十！　私にとっては初の二桁けた巻到達です。正直なところ、こんなに続けられるとはシリーズ開始当初は予想もしておりませんでした……全すべては皆様の応援あってのこと。ありがとうございます！




　で、今回の新キャラは帽子付き生足元気乳。いろいろ躍やく動どうしてくれてます。そして節目のⅩ巻だからというわけでもないのですが、今巻はわりと今までの巻で出した情報やら伏ふく線せんやらキャラやらを引き継いだ作りになったような気がします。実のところ、私も書いててなんとなく懐なつかしさを覚えたりしました。もう一巻とか二年前の話になっちゃうのか……時間の流れは速いなあ。ちなみにこの巻では何人かの再登場キャラが出ますが、彼女についてはわりと予定通りだったり。彼女達については──うん、まあ、出番があってよかったねという感じで。

　そんなわけで、余力のある方はこの巻を読んだ後に今までのお話を読み直していただけると「ああ、Ⅹ巻で出てきた名前はここに……」とか「この巻でのこれがⅩ巻に繫つながって……」とか新しい発見があるかもしれずないかもしれず。まあその意味で言えば、このⅩ巻が出たタイミングで一気にシリーズを読み始めてくれた人が一番おトクなのかもしれませんね……うふふ？（←ちらり、とこの巻のあとがきだけを試しに立ち読みしてる人にイヤラシイ目を向けながら）




　さて、ここからは謝しや辞じを。絵師のさそりがため様、素す晴ばらしいバレンタイン的フィアな表紙をはじめ、今回も素敵すてきなイラストをありがとうございました！　担当湯ゆ浅あさ様、毎度毎度ご迷惑をかけてすみません……今後ともよろしくお願ねがいします！　デザイナーさんや校こう閲えつさんや営業さん、この本の出版に関かかわってくださった全ての方々、そして勿もち論ろん──繰くり返しになりますが、この大台のⅩ巻まで辿たどり着かせてくださった読者の皆様へ大感謝！

　この巻を読了された方にはおわかりかもしれませんが、微妙にキャラクター達の心情にも変化が出てきました。まだシリーズ終了の予定はまったく考えていないのですが、物語が後半戦に入ったのは確たしかだと思います。もうしばらくこの物語にお付き合いいただければ幸い。

　それでは、次はⅪ巻でお会いしましょう～。なんとなくそのころにはもう春はる亮あき達も進級しているような予感。つまりは生意気な後こう輩はいとほえほえ巫み女こがまた現れそうな予感。あくまでそんな予感がするだけなので、しれっとまだ春休み中のお話だったりする可能性もありますが。ともあれ、よろしくお願ねがいしますー！





水みな瀬せ葉は月づき
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水みな瀬せ葉は月づき

皆様のおかげでついに二桁突入です！　というわけで写真はⅩ巻発売の記念に既刊に挟まってみた作者の図。むぎゅー。最初はノーマルなやつ一個しか持ってなかったルービックキューブも、このⅩ巻までの間にモリモリとコレクション数が増加。でもこの７×７×７とか、買ったはいいけど揃えられる気がしない……。
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さそりがため

ついに10巻ですね。ふた桁おめでとうございます～。ここ数年間、私の生活も[image: ]と共にありました。これからも精魂込めてフィア達を応援したいと思います！
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